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このガイドについて

このガイドでは、Novell® ZENworks® 6.5 Server Managementのインストール方法につ
いて説明します。このガイドはネットワーク管理者を対象としており、次の章で構成
されています。

! 15 ページの ｢概要｣

! 25 ページの ｢準備｣

! 59 ページの ｢インストール｣

! 119 ページの ｢アップグレード｣

! 269 ページの ｢相互運用性｣

! 289 ページの ｢アンインストール｣

! 315 ページの ｢付録｣

表記規則

Novellのマニュアルでは、大なり記号 (>)を使用して、手順説明の個々の操作や、
相互参照パスの項目を区切ります。

商標記号 (®、TMなど )は、Novellの商標を示します。アスタリスク (*)は、サード
パーティの商標であることを示します。

プラットフォームによってバックスラッシュで表記する場合とスラッシュで表記する
場合があるパス名は、バックスラッシュで表記します。Linux*など、スラッシュを使
う必要があるプラットフォームを使用しているユーザは、必要に応じてスラッシュを
使用してください。

ご意見の宛先

本マニュアルや本製品に含まれているその他のマニュアルについて、皆様のご意見や
ご要望をお寄せください。オンラインマニュアルの各ページの下にある「ご意見の宛
先」機能を使うか、www.novell.com/documentation/feedback.htmlを使ってご意見を
お寄せください。

ドキュメントの更新

このガイドの詳しい更新内容については、425 ページの付録 L ､ ｢ドキュメントの更新｣
を参照してください。

このガイドの最新バージョンについては、ZENworks 6.5 Webサイト (http://
www.novell.com/documentation/zenworks65/index.html)を参照してください。
このガイドについて 13
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関連ドキュメント

ZENworks 6.5 Server Managementの設定および管理に関する最新の情報については、
『ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド (http://www.novell.com/
documentation/zenworks65/index.html)』を参照してください。
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I 概要

この章には次の情報が記載されています。

! 1 章 17 ページの ｢ ZENworks Server Managementについて｣
概要 15
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1 ZENworks Server Managementについて

Novell® ZENworks® 6.5 Server Managementは、マルチプラットフォームの全社的な
ネットワークに構築された多数のサーバを管理するための統合システムです。Server 
Managementは複数のコンポーネントで構成されており、これらのコンポーネントはそ
れぞれのネットワーク管理ニーズに応じて、一緒に使用したり、個別に使用したりす
ることができます。

このガイドの最新バージョンについては、Webの『ZENworks 6.5 Server Managementイ
ンストールガイド (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/index.html)』
を参照してください。

アップグレードについては、119 ページの ｢アップグレード｣を参照してください。

ZENworks 6.5 Server Management用の Support Pack 1 (SP1)がリリースされています。
詳細については、10 章 151 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 
1 ｣を参照してください。

インストールする Server Managementコンポーネントを決定するには、次の節を参照
してください。

! 17 ページの ｢ Policy-Enabled Server Management ｣

! 22 ページの ｢［Management and Monitoring Services］｣

Policy-Enabled Server Management

ZENworks Server Managementを使って、ネットワークサーバを管理することができ
ます。

コンポーネント ［説明 (Description)］

Policy and 
Distribution 
Services

Policy and Distribution Servicesは、特定の条件に基づいた、サーバに関する

詳しい設定および動作を定義するポリシーを確立して、NetWare®、Windows*、
Linux*、および Solaris*サーバにおける設定と動作の一貫性を保証します。
Policy and Distribution Servicesを使用すると、新しいソフトウェアやアップ
デートされたソフトウェア、個別の実行可能ファイル、データベース、ドキュメ
ント、テキストファイルなどを、ネットワーク上の任意のサーバに自動的に配布
してインストールすることができます。

Server 
Inventory

Server Inventoryは、ネットワーク上の任意の場所に存在するインベントリ対象
NetWareサーバおよび Windowsサーバから、すべてのハードウェアおよびソフト

ウェアに関する全記録を収集します。ConsoleOne®から、一元化されたインベン
トリデータベースにアクセスすることにより、インベントリ情報に関するレポー
トを照会、表示、または生成できます。大規模なネットワークの場合、複数の
サーバにまたがってインベントリ情報をロールアップすることができます。
ZENworks Server Managementについて 17

http://www.novell.com/documentation/zenworks65/index.html
http://www.novell.com/documentation/zenworks65/index.html
http://www.novell.com/documentation/zenworks65/index.html
http://www.novell.com/documentation/zenworks65/index.html


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
Linux環境のみの方は、ZENworks 6.5の Webサイト (http://www.novell.com/
documentation/zenworks65/index.html)で「Linux Management」を参照してください。

インストールするポリシー対応サーバ管理コンポーネントを決定する際には、次の節
を参照してください。

! 18 ページの ｢ Policy and Distribution Servicesにおけるサーバの役割｣

! 19 ページの ｢ Server Inventoryにおけるサーバの役割｣

! 21 ページの ｢ Remote Managementにおけるサーバの役割｣

Policy and Distribution Servicesにおけるサーバの役割

Policy and Distribution Servicesオブジェクトは一度に 1つのツリーにしかインス
トールできませんが、インストールプログラムを一度実行するだけで、ネットワーク
内のすべての NetWareサーバおよび Windowsサーバに Policy and Distribution 
Servicesソフトウェアをインストールすることができます。したがって、インストー
ル時に各サーバの役割を設定することができます。

サーバが Novell eDirectoryTMツリーを採用しているか、Microsoft*ドメインを採用
しているかに関わらず、Policy and Distribution Servicesソフトウェアを任意の
NetWareサーバまたは Windowsサーバにインストールすることもできます。これは、イ
ンストール時にツリーとドメインの両方を参照できるためです。

ツリーまたはドメインに属していないサーバについても、そのサーバに ZENworks 6.5 
Server Management Program CDを挿入して、Policy and Distribution Servicesソフ
トウェアをインストールすることができます。

サーバの役割を定義する 2つの Tiered Electronic Distributionオブジェクトが存在
します。選択した役割に応じて、サーバにインストールされるソフトウェアが決定さ
れます。オブジェクトには、Distributors、Databases、および Subscribersがありま
す。次の節では、それぞれの役割について説明します。

Distributorサーバと Database

Distributorサーバは、配布タスクのほとんどを実行します。Distributorサーバは、
ソフトウェアとポリシーパッケージをコンパイルして、他のサーバに配布します。

Policy and Distribution Servicesをインストールする最初のステップとして、サー
バの最低要件を満たすサーバを 1台選択し、それを Distributorサーバとします。こ
れは、NetWareサーバまたは Windowsサーバのいずれかです (45 ページの ｢ NetWare
サーバの要件｣または 46 ページの ｢ Windowsサーバの要件｣を参照してください )。

このサーバを必ずしも Distributorとして使用する必要はありません。これは、この
サーバ自体に Subscriberソフトウェアもインストールできるためです。したがって、
初めてインストールする場合、サーバとしての最低要件を満たしていれば、任意の
サーバを選択することができます。

Remote 
Management

Remote Managementにより、まるでサーバのコンソールから操作しているように、
ConsoleOneを使ってネットワーク内の任意の場所に存在する NetWareサーバおよ
び Windowsサーバを制御できます。各管理対象サーバにインストールされた
Remote Management Agentにより、Remote Managementセッションのセキュリティ
が確保されます。

コンポーネント ［説明 (Description)］
18   Novell ZENworks 6.5 Server Managementインストールガイド
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この最初の Distributorで作成した Distributionの割り当てを別の Distributorに変
更するには、ConsoleOneで Distributionオブジェクトを右クリックして、［Assign 
New Distributor］を選択します。ただし、再割り当てを行う Distributionに関連す
るすべてのファイルを最初の Distributorから新しい Distributorのファイルシステ
ムにあらかじめコピーしておく必要があります。

関連情報については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の
「Distributorオブジェクトの削除と Distributionへの影響 "」を参照してください。

Subscriberサーバ

Subscriberサーバは、ポリシーやソフトウェアの配布を受信します。各サーバに
Subscriberソフトウェアをインストールすることにより、ネットワーク内のサーバを
管理することができます。

Policy and Distribution Servicesの管理対象に含めるすべてのサーバを記録します。
これらの各サーバに対して Subscriberソフトウェアをインストールする必要があり
ます。

大規模なネットワークまたは複雑なネットワークの場合、Subscriberソフトウェアを
一度にではなく、少しずつサーバグループにインストールしていくことをお勧めしま
す。たとえば、Policy and Distribution Servicesを段階的にロールアウトすること
ができます。

Subscriberソフトウェアをサーバに段階的にインストールするには、サーバのインス
トールグループを決定します。この『インストールガイド』の指示に従って、サーバ
の最初のグループにインストールします。

次に他のサーバグループにインストールするには、『Novell ZENworks 6.5 Server 
Management管理ガイド』の「インストール後の設定」を参照してください。

Server Inventoryにおけるサーバの役割

Server Inventoryを使用すると、ネットワーク内の NetWareサーバおよび Windows
サーバに関する全ハードウェア /ソフトウェアインベントリ情報を収集することがで
きます。ネットワーク管理者は、一元化されたデータベースを使用して、このインベ
ントリ情報を Novell ConsoleOneで照会、表示、またはレポートできます。大規模
ネットワークの場合は、サーバ間でインベントリ情報をロールアップすることもでき
ます。

次の節では、Server Inventoryのコンポーネントについて説明します。

! 管理コンソール : ZENworks Server Management Server Inventory ConsoleOneス
ナップインがインストールされた Novell ConsoleOneを実行している Windowsワー
クステーションまたはサーバ。管理コンソールは、ネットワークを管理するための
インタフェースになります。

管理コンソールのシステム要件に関する詳細については、「39 ページの ｢インス
トールコンピュータと管理ワークステーションの要件｣」を参照してください。

! インベントリ対象サーバ : スキャンの対象になるサーバ。そのハードウェアおよび
ソフトウェアのデータスキャン後、中央リポジトリにデータが保存されます。サー
バの全ハードウェア /ソフトウェアインベントリを収集するには、対象になるサー
バに Inventory Agentをインストールする必要があります。 

インベントリ対象サーバを指定して、各サーバの識別名 (DN)を確認します。
ZENworks Server Managementについて 19
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重要 : Windowsサーバの場合は、サーバの DNSショートネームとサーバ名を同じにする必要がありま

す。Windowsサーバの名前がその DNSショート名と一致していない場合、一致するよう Windowsサーバ

名を変更してから Server Inventoryのインストールを実行するか、Server Inventoryのインストール

にこうしたサーバを選択しないようにします。

インベントリ対象サーバのシステム要件に関する詳細については、「39 ページの 
｢インストールコンピュータと管理ワークステーションの要件｣」を参照してくだ
さい。

! インベントリサーバ :Inventory Serviceを実行するサーバ。インベントリサーバ
は、インベントリ対象サーバのグループからインベントリデータを収集し、その
データをインベントリデータベースにロードします。インベントリサーバのインベ
ントリを収集する場合には、インベントリサーバに Inventory Agentをインストー
ルする必要があります。 

インベントリサーバとして設定するサーバを指定します。

! データベースサーバ :インベントリデータベースが実行しているサーバ。このデー
タベースは、インベントリサーバでも、他のサーバでも実行できます。 

インベントリデータベースは、インベントリの対象になる全サーバのインベントリ
データを保持するレポジトリです。

インストール時に、データベースファイルの保存先になるサーバを指定する必要が
あります。指定したサーバに、インベントリデータベースおよび関連データベース
ファイルがインストールされます。データベースは、インベントリサーバとして選
択したサーバにも、他のサーバにもインストールできます。

Sybaseデータベースがインストールされ、サーバ上ですでに実行されている場合
は、インストールプログラムの処理を続行する前に、Sybaseのプロンプトで「Q」
と入力してデータベースプロセスを終了します。

! XMLプロキシサーバ: スキャンデータをファイアウォール外のInventoryサーバに送
信またはロールアップする場合は、XML Proxy Serviceを実行できるように
NetWareサーバまたは Windowsサーバを設定する必要があります。

ZENworks Server Managementインストールプログラムの実行中に、XML Proxy 
Serviceを実行するサーバを指定する必要があります。

この『インストールガイド』では、ZENworks Server Managementの Server Inventory
に関する理解を深めるため、パイロットシステムの設定に焦点を当てています。次の
図で示すようにパイロットシステムは、管理コンソール、インベントリサーバ、
Sybase*を実行しているインベントリデータベース、および 1台以上のインベントリ対
象サーバで構成されます。 
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このセットアップには次の特徴があります。 

! インベントリサーバとインベントリ対象サーバが同じ Novell eDirectoryツリーに
存在します。

! インベントリサーバとインベントリ対象サーバが接続されています。

! インベントリサーバには、インベントリデータベースが接続されています。

インベントリスキャンサイクルは次のとおりです。

1. Inventory Scannerは、スキャンスケジュールに従ってインベントリ対象サーバか
ら収集したハードウェアおよびソフトウェア情報をインベントリサーバに送信し
ます。

2. インベントリサーバは、そのインベントリ情報をインベントリデータベースに保存
します。

3. 管理コンソールで、［レポート中］>［概要］などのインベントリツールを使用して
インベントリデータベースのインベントリ情報を参照および取得することができ
ます。

作業環境に Server Inventoryをインストールする前に、企業のインベントリサーバの
ツリー構造を計画して決定する必要があります。ネットワークおよび情報の要件に基
づいて、インベントリの配置を決定しておく必要があります。詳細については、
『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Server Inventory」を参照
してください。

Remote Managementにおけるサーバの役割

ZENworks 6.5 Server Managementの Remote Managementにより、リモートにある
NetWare 5.1/6/6.5サーバまたは Windows 2000/2003サーバを、ご自分のコンピュータ
から制御および管理することができます。クライアントコンピュータのある場所に出
かける必要がある問題が発生しても、Remote Managementを使用すれば、リモートから
診断して解決することができます。

次の図に示すように、ZENworks Server Managementの Remote Managementセットアッ
プは、1台以上のリモートサーバ (管理対象サーバと呼ばれる )と、その管理に使用す
る Windowsコンピュータ (管理コンソールと呼ばれる )で構成されます。
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次の節では、Remote Managementのコンポーネントについて説明します。

管理コンソール

ZENworks Server Management Remote Management ConsoleOneスナップインがインス
トールされた Novell ConsoleOneを実行している Windowsワークステーションまたは
サーバ。管理コンソールは、ネットワークを管理するためのインタフェースになります。

リモートオペレータは、サーバをリモートから表示、制御、および管理できるユーザ
のことです。

管理者とは Remote Managementをインストールする権利のある人のことです。管理者
もリモートオペレータですが、すべてのリモートオペレータが管理者というわけでは
ありません。

Management Server

Novell eDirectoryと ZENworks Server Management Distributorコンポーネントがイン
ストールされたサーバ。eDirectoryと Distributorコンポーネントをインストールす
る必要があるのは、ポリシー対応 Remote Managementが必要になる場合にだけです。
管理サーバを管理対象サーバに設定することができます。

管理対象サーバ

リモートからの制御または表示の対象になる NetWare 5.1/6/6.5サーバまたは Windows 
2000/2003サーバ。リモートからサーバを表示または制御するには、そのサーバに
ZENworks Server Managementの Remote Management Agentをインストールする必要があ
ります。

［Management and Monitoring Services］

Novell ZENworks Server Managementの Management and Monitoring Servicesコンポー
ネントを使用することにより、業界標準テクノロジに基づいて、異種ネットワーク環
境の監視、管理、およびレポートを実行できます。

コンポーネント ［説明 (Description)］

Management
Site Services

Management Site Servicesには、自動ネットワーク検出、ネットワークトポロジ
マッピング、アラーム管理、役割ベースの管理、統計レポート生成、および MIB
ツールが含まれています。

Traffic 
Analysis Agent

Traffic Analysis Agentは、NetWareサーバおよび Windowsサーバについて、
ネットワークトラフィックの監視、データのキャプチャ、および監視対象になる
ネットワークセグメント /ノード /デバイスの統計情報の収集を実行します。収
集されたデータの確認および分析に役立つツールが含まれています。

Server 
Management 
Agent

Server Management Agentにより、NetWare、Windows、および Linuxサーバ向けの
SNMPベース Management Agentが提供されます。こうした SNMPベースのエージェ
ントは、サーバのアラームやイベントに関する情報のほか、リアルタイムのサー
バパフォーマンスデータを提供します。Server Managementを使用すると、トレ
ンド分析、グラフ化、および障害の管理などのタスクを実行できます。

Advanced 
Trending Agent

Advanced Trending Agentは、SNMPエージェントによって計測されるパラメータ
が MIB変数により定義されており、単なる設定済み MIB変数ではない場合に、そ
のパラメータのトレンドデータ (履歴データ )を収集および格納します。
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次の図は、ZENworks Server Managementのコンポーネントがどのようにしてインス
トールされるのかを示しています。

次の節では、Management and Monitoring Servicesのコンポーネントについて説明し
ます。

! 23 ページの ｢ Management Site Services ｣

! 24 ページの ｢ Server Management Agent ｣

! 24 ページの ｢管理コンソール｣

! 24 ページの ｢ Traffic Analysis Agent ｣

! 24 ページの ｢ Advanced Trending Agent ｣

Management Site Services

Management Site Servicesには次の機能があります。

! アラーム管理

! データベース管理

! MIBツール管理

! Monitoring Services

! ネットワーク検出

! レポート機能

! Role-Based Services

! トポロジマッピング

! View Builder

! サービスの統合ビュー

! Database Object Editor
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Server Management Agent

管理対象に含まれるすべての NetWare、Windows、または Linuxサーバを監視します。

管理コンソール

Windowsの Novell ConsoleOneは、ネットワークを管理するためのインタフェースを提
供します。

Traffic Analysis Agent

Ethernet、トークンリング、または FDDI(Fiber Distributed Data Interface)ネッ
トワークセグメントのすべてのトラフィックを監視します。このエージェントは、
NetWareおよび Windowsで利用できます。セグメントのネットワークトラフィック
を監視するには、1つのセグメントにつき 1つの Traffic Analysis Agentが必要に
なります。

Advanced Trending Agent

MIB変数によって定義されている場合、SNMPエージェントが計測したすべてのパラ
メータのトレンドデータ (履歴データ )を収集して保存します。このエージェントは、
NetWare、Windows、および Linuxで利用できます。
24   Novell ZENworks 6.5 Server Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
II 準備

Novell® ZENworks® Server Managementを正しくインストールするには、次の情報を理
解および使用して、インストールの要件を満たし、ソフトウェアをインストールする
必要があります。

! ZENworksオブジェクトの Novell eDirectoryTMツリー

! ZENworksオブジェクトを作成するツリーコンテナ

! ネットワークサーバのプラットフォーム

! ターゲットサーバのハードウェアおよびソフトウェアの要件

! インストーラおよびインストールコンピュータの要件

! 管理ワークステーションの要件

次の節では、ネットワークに Server Managementソフトウェアをインストールするた
めの準備に必要なこれらの情報を収集および使用する方法について説明します。

! 2 章 27 ページの ｢必要な情報｣

! 3 章 31 ページの ｢前提条件｣

! 4 章 39 ページの ｢インストールコンピュータと管理ワークステーションの要件｣

! 5 章 43 ページの ｢サーバの要件｣
準備 25
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2 必要な情報

Server Managementのどのコンポーネントをインストールする場合も、次の情報が必要
です。

必要な情報 説明

eDirectoryツリー名 ZENworksオブジェクトの作成および管理に必要なツリーは 1つだけです。
ネットワークに複数の eDirectoryツリーがある場合は、ZENworks用に使
用するツリーを決定します。

ZENworksオブジェクト専用の「ZENworks」ツリーを作成すると、管理が
容易になります。ZENworksにスキーマ拡張が必要になった場合は、この
専用ツリーに対してのみ適用する必要があります。専用の ZENworksツ
リーの詳細については、32 ページの ｢ Novell eDirectoryの要件｣および
『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ZENworksツリーの
使用」を参照してください。

ネットワークに eDirectoryがインストールされていない場合 (NetWare
サーバ以外の場合 )、eDirectoryをインストールする Windows、Linux、
または Solarisサーバを決定します。

インストールコン
ピュータ

NetWareサーバや Windowsサーバにインストールするには、Windowsワー
クステーションまたは Windowsサーバを使用するかどうかを決定します。
インストールコンピュータは、39 ページの ｢インストールコンピュータ
と管理ワークステーションの要件｣に示されている最低要件を満たしてい
る必要があるので、使用するインストールコンピュータを指定する必要
があります。

サーバプラット
フォーム

これは、Server Managementのコンポーネントをインストールするサーバ
です。サポートされるプラットフォームには、NetWare、Windows、
Linux、および Solaris (コンポーネントによって異なる )があります。

特定のサーバプラットフォームで、どの Server Managementコンポーネ
ントがサポートされるかについては、43 ページの ｢サーバの要件｣の表を
参照してください。

ターゲットサーバ Server Managementコンポーネントのインストール先のサーバと、各サー
バにインストールするコンポーネントを指定します。詳細については、
15 ページの ｢概要｣を参照してください。

データベース データベースのインストール場所を決定する際に役立つ情報について
は、18 ページの ｢ Policy and Distribution Servicesにおけるサーバ
の役割｣ 19 ページの ｢ Server Inventoryにおけるサーバの役割｣、およ
び 22 ページの ｢［Management and Monitoring Services］｣を参照して
ください。
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次の節では、コンポーネント固有の必要な情報と、各コンポーネントのインストール
方法について説明します。

! 28 ページの ｢Policy-Enabled Server ManagementをNetWareおよびWindowsサーバに
インストールするための情報｣

! 28 ページの ｢Policy and Distribution ServicesをLinuxおよびSolarisサーバにイ
ンストールするための情報｣

Policy-Enabled Server Managementを NetWareおよび Windowsサーバ
にインストールするための情報

インストールプログラムを実行するには、次の情報が必要です。

Policy and Distribution Servicesを Linuxおよび Solarisサーバに
インストールするための情報

インストールスクリプトを実行するには、次の情報が必要です。

必要な情報 説明

ZENworksオブジェクト
用の eDirectoryコン
テナ

ZENworksオブジェクトを効率的に管理できるようにコンテナを作成する
ことをお勧めします。推奨するコンテナについては、35 ページの 
｢ eDirectoryコンテナの要件｣で説明します。コンテナを作成する手順に
ついては、37 ページの ｢ ZENworksコンテナの作成｣で説明します。

Distributorサーバ Distributorソフトウェアをインストールするために最低 1台のサーバが
必要です。Distributorのインストール場所を決定する際に役立つ情報に
ついては、18 ページの ｢ Policy and Distribution Servicesにおける
サーバの役割｣を参照してください。

必要な情報 説明

サーバの DNS名 インストールスクリプトは、Distributorおよび Subscriberオブジェ
クトを作成する eDirectoryツリーのレプリカを保持するサーバの認証
を得ることができる必要があります。このサーバとして、Linux、
Solaris、NetWare、または Windowsサーバを指定できます。インストー
ルスクリプトがネットワーク内のサーバを識別できるように、サーバの
完全修飾 DNSホスト名または IPアドレスのいずれかがわかっている必
要があります。例 :

Server1.Servers.novell.com

ユーザ名 インストールスクリプトが eDirectoryサーバの認証を得るには、ツリー
に対して Admin相当の権利を持つユーザの完全識別ユーザ名およびパス
ワードがわかっている必要があります。例 :

admin.novell
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インストール時にオブジェクト名を指定する場合、オブジェクト名と共にオブジェク
トのコンテキストを含める必要があります。例 :

Distributor-Linux-01.Distributors.ZENworks.Novell

重要 : オブジェクト名やオブジェクトコンテキストに 2バイト文字や拡張文字を使用しないでください。

オブジェクトコンテキ
スト

インストールスクリプトで Distributorおよび Subscriberオブジェクト
を作成する eDirectoryコンテキストを決定する必要があります。使用で
きるのは既存のコンテナだけです。したがって、インストールスクリプ
トを実行する前にコンテナを作成する必要があります。例 :

Distributors.ZENworks.Novell
Linux.Subscribers.ZENworks.Novell
Solaris.Subscribers.ZENworks.Novell

Policy and Distribution Servicesを NetWareまたは Windowsサーバに
すでにインストールしている場合、eDirectoryツリーに Distributorお
よび Subscriberオブジェクト用の必要なコンテナがすでに存在している
可能性があります。

Distributorオブジェ
クト名

Policy and Distribution Servicesをインストールしている Linuxまた
は Solarisサーバが Distributorとして機能する場合、一意の
Distributorオブジェクト名を選択する必要があります。選択した名前
には、Linuxまたは Solarisサーバの識別情報が含まれている必要があ
ります。例 :

Distributor-Linux-01

Subscriberオブジェク
ト名

Policy and Distribution Servicesをインストールしている Linuxまた
は Solarisサーバが Subscriberとして機能する場合、一意の Subscriber
オブジェクト名を選択する必要があります。選択した名前には、Linuxま
たは Solarisサーバの識別情報が含まれている必要があります。例 :

Subscriber-Solaris-02

データベースオブジェ
クトの DN

インストールしている Distributorでデータベースに書き込む場合は、
次のようなデータベースオブジェクトの DNがわかっている必要があり
ます。

database.novell

必要な情報 説明
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3 前提条件

この節では、ZENworks Server Managementソフトウェアのインストールを開始する前
に満たしている必要がある一般的な要件を示します。

! 31 ページの ｢インストールユーザの権利｣

! 32 ページの ｢ Novell eDirectoryの要件｣

! 35 ページの ｢ eDirectoryコンテナの要件｣

! 38 ページの ｢ DNSの要件｣

この節に示されている一般的な ZENworks Server Managementのインストールの要件を
満たしたら、43 ページの ｢サーバの要件｣に進みます。

インストールユーザの権利

ZENworks Server Managementのコンポーネントをインストールするユーザのネット
ワークアカウントには、インストールを実行するために次の権利が必要です。

" eDirectoryスキーマを拡張するツリーのルートに対するスーパバイザ権

スキーマの拡張は、インストールする ZENworks Server Managementコンポーネン
トの数に関係なく、1回だけ実行する必要があります。複数のツリーがある場合、
スキーマを拡張する必要があるのは、ZENworksオブジェクトをインストールする
ツリーだけです。

" インストール時に Distributorをルートのトラスティにするツリーのルートに対す
るスーパバイザ権

ZENworksオブジェクトを作成すると、ツリーのルートにトラスティが追加されま
す。ただし、インストールユーザがインストール時にツリーのルートに対して十
分な権利を持っていなかった場合、インストール後に手動でトラスティを追加で
きます。 

" ZENworksオブジェクトを作成するコンテナでの読み込み権と作成権

" ZENworks Server Managementコンポーネントをインストールするすべての NetWare
サーバに対するファイル権利

" ZENworks Server Managementコンポーネントをインストールするすべての Windows
サーバに対する管理者権限

" Novell ConsoleOne®にZENworks Server Managementスナップインをインストールす
るすべての Windowsワークステーションに対する管理者権限
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Novell eDirectoryの要件

Server Managementは、eDirectoryオブジェクトを使用して管理されます。したがっ
て、Server Managementを使用するには、ネットワーク内に eDirectoryがインストー
ルされている必要があります。ネットワークに NetWareがインストールされている場
合は、eDirectoryを利用できます。

ネットワークに複数の eDirectoryツリーが存在する場合は、ZENworks Server 
Managementオブジェクトの管理に使用するツリーを決定します。このオブジェクトは、
Server Managementのインストール時に選択したツリーに作成されます。

ZENworksオブジェクトのインストールと管理専用の「ZENworks」ツリーを作成すると、
管理が容易になります。専用の ZENworksツリーの使用に関する詳細については、
『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ZENworksツリーの使用」を参照
してください。

重要 : Desktop Managementが専用の ZENworksツリーにインストールされている場合に、Desktop 

Application Distributionを作成するのであれば、Server Managementにも同じ専用の ZENworksツリーを
使用する必要があります。

NetWare以外のネットワークを使用している場合は、1台の Windows、Linux、または
Solarisサーバにのみ eDirectoryをインストールする必要があります。

eDirectoryの要件を満たすために、次の作業を行います。

! 32 ページの ｢プラットフォームごとの eDirectoryの最低要件｣

! 33 ページの ｢ eDirectoryのバージョンの確認｣

! 33 ページの ｢ NetWareサーバでの eDirectoryのアップグレード｣

! 34 ページの ｢ Windowsサーバでの eDirectoryのアップグレード｣

! 34 ページの ｢ Linuxまたは Solarisサーバでの eDirectoryのインストールまたは
アップグレード｣

プラットフォームごとの eDirectoryの最低要件

eDirectoryの要件を満たす必要がある場合、Server Managementで必要なバージョン
はプラットフォームおよびインストールされている eDirectoryのバージョンによって
異なります。

サポートされている NetWare、Windows 2000、Linux、および Solarisのすべてのサー
バプラットフォームについて、サポートされるバージョンは次のとおりです。

! eDirectory 8.6.xがインストールされている場合 : バージョン 8.6.2だけがサポー
トされます。

! eDirectory 8.7.xがインストールされている場合: バージョン8.7.1および8.7.3以
降だけがサポートされます。

バージョン 8.7.3 for Windowsは、ZENworks 6.5 Companion 1 CDにあります。

Windows Server 2003サーバ (Windows中心のネットワーク環境など )について、その
プラットフォームに eDirectoryをインストールする場合、Server Managementがその
サーバ上で機能するには、バージョン 8.7.3以降である必要があります。
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eDirectoryのバージョンの確認

eDirectoryがインストールされているかどうかおよびインストールされているバー
ジョンを調べるには

! 33 ページの ｢ NetWareでの確認｣

! 33 ページの ｢ Windowsでの確認｣

! 33 ページの ｢ Linuxおよび Solarisでの確認｣

NetWareでの確認

1 NetWareサーバのコンソールのプロンプトで、次のように入力します。

version

または

modules ds

eDirectoryのバージョンがその他の情報と共に表示されます。

Windowsでの確認

1 Windowsサーバで、［スタート］>［設定］>［コントロールパネル］の順にクリッ
クします。

2［プログラムの追加と削除］を選択します。

3 スクロールして Novell eDirectoryのエントリを表示すると、そのバージョンが示
されます。

Linuxおよび Solarisでの確認

1 Linuxサーバまたは Solarisサーバで、ndsstatを実行します。

ndsstatユーティリティにより、eDirectoryツリー名、完全に識別されたサーバ
名、および eDirectoryバージョンなど、eDirectoryサーバに関連する情報が表示
されます。次の例の eDirectory 8.7.1は製品バージョン (マーケティング文字列 )
を示し、10510.65はバイナリバージョン (内部ビルド番号 )を示します。

osg-dt-srv17:/>ndsstat
Tree Name:SNMP-HPUX-RASH
Server Name:.CN=osg-dt-srv17.O=novell.T=SNMP-HPUX-RASH.
Binary Version:10510.65
Root Most Entry Depth:0
Product Version:NDS/Unix - NDS eDirectory v8.7.1 [DS]

ndsstatを実行する方法については、ndsstatの manページ (ndsstat.1m)を参照し
てください。

NetWareサーバでの eDirectoryのアップグレード

NetWareサーバにバージョン 8.6.2または 8.7.1以降がインストールされていない場
合、NetWareサーバをバージョン 8.7.1または 8.7.3にアップグレードする手順につい
ては、eDirectoryのマニュアル (http://www.novell.com/documentation)を参照して
ください。
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Windowsサーバでの eDirectoryのアップグレード

Windows 2000/2003サーバに必要なバージョン 8.6.2、8.7.1、または 8.7.3以降がイ
ンストールされていない場合、次のように eDirectoryをインストールまたはアップグ
レードする必要があります。

1 Novell eDirectoryのライセンスが必要です。必要なファイルは、eDirectory 
8.7.x評価ライセンスとして、Novell eDirectory 8.7.x評価ライセンスダウン
ロード Webサイト (http://www.novell.com/products/edirectory/licenses/
eval_87.html)からダウンロードできます。ZENworks 6.5 Companion 1 CDに収め
られている Novell eDirectory 8.7.3 for Windowsにはライセンスウィザードが含
まれており、インストール時にこれらのファイルが必要になります。

eDirectoryの購入またはアップグレードの詳細については、Novell eDirectory 
(http://www.novell.com/products/nds)を参照してください。

2 メインインストールメニューで、［Companion Programs and Files］>［Novell 
eDirectory for Windows 2K］の順にクリックします。ZENworks 6.5 Companion 1 
CDのロードを要求するメッセージが表示され、eDirectoryインストールファイル
の圧縮解凍に進みます。

重要 : 抽出先 (デフォルトでは c:\docume~1\admini~1\locals~1\temp)を受け入れるように指示する

メッセージが表示されたときに、このﾉ \tempディレクトリに多くのファイルが存在している場合があ

ります。したがって、eDirectoryをインストールするための setup.exeファイルを容易に見つけるこ

とができるように、ﾉ Temp\eDirInstallなどのパスを追加します。

3 インストールプログラムの指示に従います。

ステップ 1でダウンロードした評価ライセンスを要求するメッセージが表示され
ます。

4 インベントリサーバに eDirectoryの一部として Novell Certificate ServerTMおよ
び LDAPをインストールする必要がある場合、操作手順については Novell Product 
Documentation (http://www.novell.com/documentation)を参照してください。

Linuxまたは Solarisサーバでの eDirectoryのインストールまたはアップグレード

Windows 2000/2003サーバに必要なバージョン 8.6.2、8.7.1、または 8.7.3以降がイ
ンストールされていない場合、次のように eDirectoryをインストールまたはアップグ
レードする必要があります。

1 eDirectory Documentation Webサイト (http://www.novell.com/documenatation/
edir873/index.html)にアクセスします。

2［インストールガイド］の見出しの下で、次の項目をクリックします。

Installing or Upgrading Novell eDirectory on Linux

または

Installing or Upgrading Novell eDirectory on Solaris

3 表示される手順に従います。
34   Novell ZENworks 6.5 Server Managementインストールガイド

http://www.novell.com/products/edirectory/licenses/eval_87.html
http://www.novell.com/products/edirectory/licenses/eval_87.html
http://www.novell.com/products/nds
http://www.novell.com/documentation
http://www.novell.com/documentation
http://www.novell.com/documenatation/edir873/index.html


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
eDirectoryコンテナの要件

ZENworks Server Managementはディレクトリに対応しており、インストール時に
eDirectoryツリー内に ZENworks Server Managementの eDirectoryオブジェクトが作
成され、このオブジェクトを使用して Server Managementを構成および管理できます。

Server Managementオブジェクトをインストールするためのデフォルトのコンテナは、
サーバのオブジェクトが存在しているコンテナです。ただし、デフォルトのコンテナ
以外のコンテナを使用できる場合は、デフォルトのコンテナを使用しないことをお勧
めします。専用の ZENworksツリーを使用する場合、そのツリーには NCPオブジェクト
を保持できないので、コンテキストを選択する必要があります。

インストールを開始する前に、特定の ZENworksオブジェクトコンテナを作成します。
次の節では、この作業について説明します。

! 35 ページの ｢ ZENworksオブジェクトのコンテナ｣

! 37 ページの ｢ ZENworksコンテナの作成｣

ZENworksオブジェクトのコンテナ

管理を容易にするために、すべての ZENworksオブジェクトを次のようなコンテナに配
置することをお勧めします。

これらのコンテナの多くは Policy and Distribution Servicesにのみ適用されます。
たとえば、Server Managementは SMコンテナ、Desktop Managementは DMコンテナ、
HandHeld Managementは HMコンテナをそれぞれ使用しますが、すべての ZENworks製品
は Databasesコンテナを使用することができます。

［Standalone Pre-configure］オプションを使用して Server Inventoryまたは
Management and Monitoring Servicesをインストールしている場合は、Server Package
オブジェクト用の場所が必要です。前の図に示されている Policiesコンテナをお勧め
します。

ZENworksツリーを使用しない限り、その他の Server Inventoryまたは Management and 
Monitoring Servicesのオブジェクトはすべて自動的にサーバの NCPサーバオブジェク
トと同じコンテナに配置されます。その場合は、NCPサーバオブジェクトが存在する
サーバのツリー内のコンテキストが表示されます。ただし、同じコンテキストが
ZENworksツリー内に存在しない場合、プログラムではそのような eDirectoryコンテキ
ストを作成しないため、コンテキストを変更する必要があります。
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ツリー内での ZENworksオブジェクトの配置場所に関するその他の問題については、
次の節を参照してください。

! 36 ページの ｢ ZENworksコンテナの場所｣

! 36 ページの ｢オペレーティングシステム固有のコンテナ｣

! 36 ページの ｢専用の ZENworksツリー｣

ZENworksコンテナの場所

専用の ZENworksツリーを使用していない場合、ZENworksコンテナはツリーのできる限
り上位に配置する必要があります。これは、ツリーのルートから、ユーザ定義のポリ
シーを配置する場所までのフルパスが 64文字に制限されているからです。ユーザ定義
ポリシーの保存場所までのパスが長いと、ポリシー名に数文字しか使用できなくなる
場合があります。

図の中で、SMは Server Managementを表します。他の ZENworks製品も同様の略語を使
用します。たとえば、DMは Desktop Management、HMは Handhelds Managementを表し
ます。このような短い略語によって、64文字の中で使用する文字数を最小限にするこ
とができます。

専用の ZENworksツリーを使用すると ZENworks OUが必要でないため、文字数の削減に
役立ちます。

オペレーティングシステム固有のコンテナ

特定のコンテナに関連付けることができる Service Location Package (Tiered 
Electronic Distributionポリシーを含む )は 1つだけです。Subscriber (および
Distributor)オブジェクトの属性についてデフォルトのオペレーティングシステム固
有の値を定義できるようにする複数の Tiered Electronic Distributionポリシーを設
定するには、プラットフォーム固有の Tiered Electronic Distributionポリシーを適
用できるように Subscriberオブジェクトをグループ化する必要があります。

したがって、図のように、Subscriberオブジェクトをオペレーティングシステム固有
のコンテナに配置することをお勧めします。

専用の ZENworksツリー

NCPサーバオブジェクトは専用の ZENworksツリーには存在しません。専用の ZENworks
ツリーの構成例を次に示します。
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ZENworksオブジェクト専用のツリーには次の特長があります。

! ツリー内に存在するオブジェクトが少ない場合の管理が強化される。

! 新しい ZENworksスキーマ拡張を運用ツリーに適用する必要がない。

! ZENworks OUが不要であるうえに、ツリーが ZENworks_Bostonのように名前の一部に
ZENworksを持つことができるため、下位のすべてを 1レベル上に移動できる。

! ZENworksコンテナを除外することで、65文字の制限内でさらに 7文字を使用できる
ため、ZENworksオブジェクト名をわかりやすくするなどに利用できる。

ZENworksコンテナの作成

専用の ZENworksツリーを使用する場合は、先にツリーを作成してから次の手順を実行
する必要があります。

1 ワークステーションにインストールされたコピーから ConsoleOneを起動します。

2 ConsoleOneで、Server Managementオブジェクトを作成するツリーを選択します。

3 Server Managementコンテナを作成するコンテキストを右クリックし、［New］>
［Object］の順にクリックします。

この場所は、ツリー内のできる限り上位にします。

4［Organizational Unit］を選択し、［OK］をクリックします。

5 (省略可能 )コンテナ名として ZENworksを指定し、［OK］をクリックします。

重要 : オブジェクト名に 2バイト文字や拡張文字を使用しないでください。

6 ZENworksコンテナ (または、ステップ 2の例に示す「Novell」などの親組織 )を
右クリックし、［New］>［Object］を順にクリックします。

7 ステップ 2で示したのと同じ名前と配置で OUを作成します。

8 38 ページの ｢ DNSの要件｣に進みます。
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DNSの要件

NetWareだけの環境に ZENworks Server Managementをインストールする場合、DNS名は
必須ではありません。ただし、ネットワーク内に 1台でも Server Managemenソフト
ウェアをインストールする Windows、Linux、または Solarisサーバが存在する場合は、
DNSが必須になります。

Management and Monitoring Servicesでは、DNSは必要ありません。

DNSが必要で、Server Managementソフトウェア (Policy and Distribution Services、
Server Inventory、および Remote Managementのみ )をインストールする Windows、
Linux、または Solarisサーバで DNSが使用されていない場合、その設定については、
327 ページの付録 C ､ ｢ DNS名の確実な解決｣を参照してください。

ネットワークで DNSが使用されている場合、ZENworks Server Managementコンポーネ
ントをインストールするすべてのサーバのホスト名の正引きおよび逆引き解決を実行
できる DNSネームサーバが必要です。これについては、327 ページの付録 C ､ ｢ DNS名
の確実な解決｣も参照してください。
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4 インストールコンピュータと管理ワークステー
ションの要件

要件には、インストールコンピュータと管理コンピュータの両方に共通であるものと、
コンピュータの役割に固有なものがあります。

! 39 ページの ｢一般的なワークステーションの要件｣

! 40 ページの ｢インストール固有のコンピュータの要件｣

! 41 ページの ｢管理固有のワークステーションの要件｣

ワークステーションの要件が満たされたら、43 ページの ｢サーバの要件｣に進みます。

一般的なワークステーションの要件

次の要件は、インストールワークステーションと管理ワークステーションの両方で満
たされている必要があります。

" Pentium* IIIプロセッサ以降

他の Pentium互換プロセッサを含みます。

" 最低256MBのRAM。仮想メモリ(スワップスペース)対応(管理ワークステーションで
は RAMの容量が大きいほど ConsoleOneのパフォーマンスが向上します )

" Novell ClientTM 4.90 Support Pack 1a

ワークステーションの現在のバージョンを調べるには、システムトレイで
［NetWare Services］を右クリックし、［Novell Client Properties］をクリックし
ます。

インストールするには :ZENworks 6.5 Companion 1CDを挿入し、メインインストー
ルメニューで、［Companion Programs and Files］>［Novell Client］の順にクリッ
クします。CDに収められている Novell Software Downloads Webサイトへのリンク
を使用して、実行可能ファイルを入手できます。

または

Novell Software Downloads (http://download.novell.com)から Windows用の最新
の Novell Clientをダウンロードします。

" (省略可能)Internet Explorer 5.5 SP2以降。インストール時に製品のReadme (HTML
ファイル )を表示し、インストール後に Webにある Novellのマニュアルを表示す
るために必要

Internet Explorerのバージョンを調べるには、［ヘルプ］をクリックし、［バー
ジョン情報］をクリックします。
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ConsoleOneと Novell iManagerの要件を満たす Internet Explorerのバージョンは
2つあります。

! Internet Explorer 5.5

! Internet Explorer 6

ダウンロードするには、Internet Explorer (http://www.microsoft.com/windows/
ie_intl/ja/default.asp)を参照してください。

" eDirectoryオブジェクト名の拡張文字を作成および表示するための自動文字エン
コーディング

Internet Explorerで、［表示］>［エンコード］の順にクリックし、［自動選択］
を選択します。

" (省略可能 )Adobe* Acrobat Reader* 5.0.5以降。ZENworks 6.5 Server Management 
Program CDに収められている『ZENworks 6.5 Server Managementインストールガイ
ド』や、Webサイトで入手した PDF形式の Novell製品のマニュアルを表示するた
めに必要

Readerをインストールするには :ZENworks 6.5 Companion 2 CDを挿入し、最初の
インストールメニューで、［Documentation］、［Adobe Acrobat Reader］の順にク
リックします。これによって、自動的に CDからインストールファイルが実行され
ます。

" ConsoleOne 1.3.6以降。インストール前にeDirectoryにZENworks固有のコンテナを
作成し、インストール後に Server Managementを管理するために必要

インストール処理中に複数のワークステーションに ZENworks Server Management
用の ConsoleOneスナップインをインストールし、これらの各ワークステーション
から ZENworks Server Managementを管理できます。そのためには、スナップイン
をインストールする各ワークステーションに ZENworks 6.5 Companion 1 CDから
ConsoleOneをインストールしておく必要があります。

ConsoleOneのインストールについては、42 ページの ｢ ConsoleOne 1.3.6のインス
トール｣を参照してください。

" ConsoleOneをローカルワークステーションにインストールするために 70MBの空き
ディスク容量

インストール固有のコンピュータの要件

Server Managementをインストールするには、インストールコンピュータ (ワークス
テーションまたはサーバ )からターゲット eDirectoryツリーにアクセスする必要があ
ります。さらに、次の最低要件が満たされている必要があります。

" Windows 2000 (Professional SP4または Server SP4)、Windows Server 2003 
(Standardまたは Enterprise Editions)、または Windows XP Professional SP1a

" Installation Wizardに対応するために最低 1024 x 768に設定された Windows表示
領域

" DNSネームサーバへのアクセス

詳細については、327 ページの付録 C ､ ｢ DNS名の確実な解決｣を参照してください。
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管理固有のワークステーションの要件

ZENworks Server Managementでは、eDirectory内の ZENworksオブジェクトの管理に
ConsoleOneを使用します。インストール後、ConsoleOneを実行して ZENworks Server 
Managementを管理するワークステーションは、次の最低要件を満たしている必要があ
ります。

" Windows 2000 Professional SP4または Windows XP Professional SP1a

Novell Client 4.9がインストールされている場合は、Windowsサーバ (2000/2003)
を管理ワークステーションとして使用することもできます。

重要 : ZENworks Server Managementでは、サーバのコンソールを使用してその NetWareサーバにイン

ストールされた ConsoleOneのインスタンスを実行することはサポートしていません。サーバにインス

トールされた ConsoleOneを使用するには、ワークステーションのドライブをそのサーバにマップし、

ワークステーションから ConsoleOneを実行する必要があります。

" (省略可能 )NetWare、Windows、Linux、または Solaris1サーバにインストールされ
た iManager 2.0.2、2.5、またはそれ以降へのアクセス

1ZENworks 6.5 SP1の場合、Solarisサーバには Server Managementスナップインは
サポートされていません。

ConsoleOneに加えて、iManagerを使用して Policy and Distribution Servicesで
使用される Tiered Electronic Distributionオブジェクトを管理できます。プラ
グインをインストールする手順については、90 ページの ｢ Policy and 
Distribution Servicesの Webベースの管理｣を参照してください。

警告 : 以前のバージョンの iManagerを、ZENworks 6.5 Server Managementと共に使用することはでき

ません。

段階的なアップグレードを計画している場合は、そのようなサーバの管理を継続するために、

ZENworks for Servers 3.xの管理に使用している古いバージョンの iManagerを保持しておく必要があ

ります。同じコンピュータに 2つの異なるバージョンの iManagerをインストールすることはできない

ので、iManager 2.xをインストールする場合は別のコンピュータを選択します。

iManagerを Windowsコンピュータにインストールするには :ZENworks 6.5 
Companion 1 CDを挿入し、メインインストールメニューで、［Companion Programs 
and Files］>［Novell iManager］の順にクリックします。これによって、自動的
に CDからインストールファイルが実行されます。

重要 : Windows Server 2003コンピュータの場合、iManager 2.0.2または 2.5が機能するには

eDirectory 8.7.3が必要です。ただし、eDirectoryをこの Windowsコンピュータにインストールする

必要はありません。eDirectoryは、iManagerがアクセスできるネットワーク上の場所にインストール

すれば使用できます。

iManagerをその他のプラットフォームにインストールするには

! NetWare 6の場合は、ZENworks 6.5 Companion 1 CDから iManager 2.0.2をイン
ストールできます。\Novell iManager\iMan_202_NW60_Standalone.exeを参照
し、NetWare 6にインストールするためのインストールプログラムを実行しま
す。このファイルは、Novellダウンロード Webサイトでも入手できます。

! NetWare 6.5の場合は、NetWare 6.5を Support Pack 1 (SP1)以降にアップグ
レードすることによってのみ、iManager 2.0.2をインストールできます。

! Linuxまたは Solarisの場合は、iManagerのインストールファイルを Novell 
Product Downloads (http://download.novell.com)からダウンロードする必要
があります。

" (Remote Managementのみ )IPプロトコルスタック
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ConsoleOne 1.3.6のインストール

ZENworks Server Managementは、主に ConsoleOneを使用して管理するので、ZENworks 
Server Managementをインストールする前に、最低 1台のワークステーションまたは
サーバに ConsoleOne 1.3.6をインストールしておく必要があります。ConsoleOneで現
在のバージョンを確認するには、［Help］をクリックし、［About ConsoleOne］をク
リックします。

ConsoleOneをインストールするには

1 ZENworks 6.5 Companion 1 CDを挿入し、メインインストールメニューで、
［Companion Programs and Files］>［Novell ConsoleOne］の順にクリックします。

これによって、ZENworks 6.5 Companion 1 CDから実行可能ファイルが実行され、
［WinZip Self-Extractor］ダイアログボックスが表示されます。

2［Setup］をクリックします。

ファイルが抽出されると、インストールプログラムが起動します。

3［Next］をクリックしてインストールを開始します。

4 使用許諾契約を確認し、［Accept］をクリックします。

5 ConsoleOneをインストールする場所を参照して選択し、［Next］を 2回クリックし
ます。

! NetWareサーバでは、sys:\public\mgmtを選択します。

! Windowsサーバまたはワークステーションでは、c:\novellを選択します。

以前のバージョンの ZENworks Server Management用に使用しているワークステー
ションに古いバージョンの ConsoleOneがインストールされている場合は、別のパ
スを指定できます。たとえば、\1.2ディレクトリを \1.3や \1.3.6に変更します。

6 英語以外にインストールする言語を選択し、［Next］を 2回クリックします。

7 インストールされる製品の概要を確認した後、［Finish］をクリックします。

オブジェクトが分析され、インストールが実行されます。 

8 インストールが完了したら、［Close］をクリックします。

9 ConsoleOneで Server Managementにアクセスするために使用する各コンピュータ
について、この手順を繰り返します。

重要 : ZENworks Server Managementでは、NetWareサーバにインストールされた ConsoleOneのインス

タンスから、NetWareのグラフィカルコンソールで ConsoleOneを実行することはサポートしていませ

ん。NetWareサーバにインストールされた ConsoleOneを使用するには、ワークステーションのドライ

ブをそのサーバにマップし、ワークステーションから ConsoleOneを実行する必要があります。ただ

し、ワークステーションから直接 ConsoleOneを実行する場合よりも実行速度は遅くなります。
42   Novell ZENworks 6.5 Server Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
5 サーバの要件

ZENworks Server Managementソフトウェアコンポーネントは、最低限のサポート /
サービスパックがインストールされた次のサーバプラットフォームでサポートされて
います。

1 Inventory Agentに対してのみ。

2 次のものが含まれます。

SUSE® LINUX Enterprise Server 8

SUSE LINUX Enterprise Server 9

SUSE LINUX Standard Server 8

SUSE LINUX Standard Server 9

Red Hat* Advanced Server 2.1

Red Hat Enterprise Server 2.1

Red Hat Enterprise Linux AS 3

Red Hat Enterprise Linux ES 3

3 Server Management Agentおよび Advanced Trending Agentに対してのみ。

4 SP8 for NetWare 5.1または SP3 for NetWare 6.5は、Support Pack 1 (SP1)のみで
サポートされます。

ソフトウェアをインストールするた

めにサポートされているサーバプ

ラットフォーム

Policy and 

Distribution 

Services

Server 

Inventory

Remote 

Management

Management and 

Monitoring Services

NetWare 5.1 SP6、SP7、また
は SP8 4

Yes Yes 1 Yes Yes

NetWare 6 SP4または SP5 Yes Yes Yes Yes

NetWare 6.5 SP1a、SP2、また
は SP3 4

Yes Yes Yes Yes

Linux 2 Yes No No Yes 3

Solaris 9 Yes No No No

Windows 2000 SP4 Yes Yes Yes Yes

Windows Server 2003 Yes Yes Yes Yes
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さらに、ZENworks 6.5 Server Management用 SP1がインストールされている場合、
次のオペレーティングシステムがサポートされます。

Novell Open Enterprise Server (OES)。ただし、管理対象サーバ専用

Citrix* Metaframe

SP1の詳細については、10 章 151 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server Management Support 
Pack 1 ｣を参照してください。

サーバの要件は、次の見出しの下でプラットフォームごとに示されています。

! 44 ページの ｢ Policy-Enabled Server Management ｣

! 53 ページの ｢［Management and Monitoring Services］｣

Policy-Enabled Server Management

この節では、Policy and Distribution Services、Server Inventory、および Remote 
Managementの最低限のサーバ要件について説明します。

! 44 ページの ｢一般的なサーバの要件｣

! 45 ページの ｢ NetWareサーバの要件｣

! 46 ページの ｢ Windowsサーバの要件｣

! 48 ページの ｢ Linuxおよび Solarisサーバの要件｣

! 50 ページの ｢役割固有のサーバの要件｣

一般的なサーバの要件

一般的な要件については、次の節を参照してください。

! 44 ページの ｢混在 eDirectory環境｣

! 45 ページの ｢ NetWare Support Pack ｣

! 45 ページの ｢ Windows Service Pack ｣

混在 eDirectory環境

ZENworks Server Managementは、混在 eDirectory環境で実行できます。たとえば、
ネットワークに eDirectory 8.xと NDS® 6.xまたは 7.xの両方がインストールされてい
る場合があります。

ZENworks Server Managementでは、製品のインストール時にツリーにオブジェクトを
配置できるように、eDirectory 8.6.2または 8.7.1以降が必要です。eDirectoryはマ
スタレプリカと共にネットワーク内の任意の場所にインストールされている必要があ
りますが、ZENworks Server Managementソフトウェアをインストールするサーバにイ
ンストールする必要はありません。

Server Managementサーバの要件は、(NCPサーバオブジェクトが存在するパーティ
ションの )eDirectoryマスタレプリカがインストールされているサーバと通信できる
ことだけです。したがって、Server Managementをインストールする各サーバに
eDirectoryをインストールする必要はありません。
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NetWare Support Pack

NetWareサーバ上の現在の Support Packのバージョンを調べるには、サーバコンソー
ルのプロンプトで 

version

と入力します。

Support Packは、Novellサポート (http://support-j.novell.co.jp/)からダウン
ロードできます。

Windows Service Pack

Windowsサーバ上の Service Packのレベルを調べるには、［マイコンピュータ］を右ク
リックし、［プロパティ］をクリックします。

Service Packは、Microsoft (http://www.microsoft.com/japan/)の Webサイトからダ
ウンロードできます。

NetWareサーバの要件

Policy and Distribution Servicesおよび Server Inventoryを使用する場合の、一般
的な NetWareの最低要件は次のとおりです。

要件 Policy and Distribution 

Services

Inventory Server Inventory Agent Server

Novell eDirectory 8.6.2または 8.7.1 1 8.6.2または 8.7.1 8.6.2または 8.7.1

Policy and Distribution
データベースファイルの
キャッシュ

32MB 該当なし 該当なし

空きディスク容量 35MB (Policy and 
Distribution Servicesの
ファイル )

50MB (Inventoryとデータ
ベース )、25MB (Inventory
のみ )

該当なし

ConsoleOneスナップイン用
のディスク容量

70MB 70MB 該当なし

データベースファイルの場所 sys:以外の任意のボリュー
ム

sys:以外の任意のボリュー
ム

該当なし

IP Address 該当なし 有効な IPアドレスおよび IP 
Servicesがインストールさ
れていること

有効なアドレス

Subscriber 該当なし 該当なし オブジェクトおよびソフト
ウェアのみ (Server 
Inventory、Inventory 
Agent、および Remote 
Management)

詳細については、61 ページ
の ｢ NetWareおよび Windows
へのインストール｣を参照し
てください。
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1 詳細については、32 ページの ｢ Novell eDirectoryの要件｣を参照してください。

2 この要件で Pentiumと記述されている箇所は、すべての Pentium互換プロセッサが含
まれます。

Policy and Distribution Servicesおよび Server Inventoryを使用する場合の、プ
ラットフォーム固有の NetWareの最低要件は次のとおりです。

1 Inventory Agentに対してのみ。

Windowsサーバの要件

次の要件は、すべての Windowsのバージョンに該当します。

! Samba: Policy and Distribution ServicesをSambaサーバにインストールすること
はできません。

! DNS: すべてのターゲット Windowsサーバには、完全修飾 DNS名が必要です。詳細に
ついては、38 ページの ｢ DNSの要件｣を参照してください。

重要 : Windowsサーバの場合は、サーバの DNSショートネームとサーバ名を同じにする必要がありま

す。Windowsサーバの名前がその DNSショートネームと一致していない場合、一致するよう Windows

サーバ名を変更してから Server Inventoryのインストールを実行するか、Server Inventoryのインス

トールにこのようなサーバを選択しないようにします。

! Windows中心のネットワーク環境 : eDirectory 8.7.1を、Distributorサーバなど、
最低 1台の Windows 2000サーバにインストールしている場合、Windows中心の
ネットワークで Policy and Distribution Servicesを実行できます。eDirectory
を Windows Server 2003サーバにインストールするには、eDirectory 8.7.3が必要
です。

サーバの CPUのタイプ Pentium III 2

Policy and Distribution 
Servicesの効率性を向上さ
せるには、プロセッサの速度
を向上させるよりも、RAMの
容量を増やすことが重要
です。

Pentium III Pentium III

要件 Policy and Distribution Services Server Inventory

NetWare 5.1:Support Packのバージョ
ン

5 5 1

NetWare 6:Support Packのバージョン 4 4

NetWare 6.5:Support Packのバージョ
ン

1a 1a

NetWare 5.1:サーバの RAM Policy/Distribution:384MB。Policy 
and Distribution Servicesの展開の規
模が大きい場合は 512MBを推奨

384MB。512MBを推奨

NetWare 6/6.5:サーバの RAM 512MB 512MB

要件 Policy and Distribution 

Services

Inventory Server Inventory Agent Server
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eDirectoryを Windowsサーバにインストールすることによって、Windows中心の
ネットワークで ZENworks eDirectoryオブジェクトを管理できます。eDirectory
は、ネットワーク内のすべての Windowsサーバに必要であるわけではなく、1台の
サーバにのみ必要になります。

! ローカルWindowsサーバへのインストール: Windows 2000/2003サーバにローカルに
インストールするには、そのサーバで必須の Novell Clientが実行されている必要
があります。Novell Clientが実行されていない場合、Windowsのそのインスタン
スではインストールプログラムは実行されません。

ただし、ローカルにではありませんが、Novell Clientが実行されていない
Windowsサーバにインストールすることはできます。Novell Clientが実行されて
いるワークステーションでインストールプログラムを実行し、［Server Selection］
ページで、クライアントが実行されていない Windowsサーバを参照して選択するこ
とによって、この Windowsサーバに ZENworks 6.5 Server Managementをインス
トールできます。

! 混在ネットワーク環境 : ZENworks Server Managementは、混在 eDirectory環境で実
行できます。たとえば、ネットワークに eDirectory 8.xと NDS 6.xまたは 7.xの
両方がインストールされている場合があります。

ZENworks Server Managementでは、製品のインストール時にツリーにオブジェクト
を配置できるように、eDirectory 8.6.2または 8.7.1以降が必要です。
eDirectoryはマスタレプリカと共にネットワーク内の任意の場所にインストール
されている必要がありますが、ZENworks Server Managementソフトウェアをインス
トールするサーバにインストールする必要はありません。

Server Managementサーバの要件は、(NCPサーバオブジェクトが存在するパーティ
ションの )eDirectoryマスタレプリカがインストールされているサーバと通信でき
ることだけです。したがって、Server Managementをインストールする各サーバに
eDirectoryをインストールする必要はありません。

Policy and Distribution Servicesおよび Server Inventoryを使用する場合の、一般
的な Windowsの最低要件は次のとおりです。

要件 Policy and Distribution Services Server Inventory

サーバの CPUのタイプ Pentium III Pentium III

サーバの RAM 512MB 512MB

空きディスク容量 35MB 50MB (Inventoryとデータベース )、
25MB (Inventoryのみ )

ConsoleOneスナップイン用のディスク
容量

50MB 50MB

eDirectory 該当なし 該当なし

Subscriber 該当なし オブジェクトおよびソフトウェアのみ
(Server Inventory、Inventory Agent、
および Remote Management)

詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参
照してください。
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Server Managementコンポーネントのプラットフォーム固有の最低要件は次のとおり
です。

1 Windows Server 2003の場合はサービスパックは必要ありません。

Linuxおよび Solarisサーバの要件

インストールスクリプトを実行するには、次の要件を満たす必要があります。

! 48 ページの ｢ハードウェアおよびソフトウェア要件｣

! 49 ページの ｢サーバのアクセス性の要件｣

! 50 ページの ｢管理の要件｣

ハードウェアおよびソフトウェア要件

Policy and Distribution Servicesを Linuxまたは Solarisサーバにインストール場
合のシステムの最低要件は次のとおりです。Server Inventoryおよび Remote 
Managementは、Linuxまたは Solarisにはインストールできません。

重要 : Policy and Distribution Servicesをインストールする Linuxまたは Solarisサーバのホスト名は、
DNSショートネームと同じである必要があります。

要件 Policy and Distribution Services Server Inventory

Windows 2000 Service Packのバージョ
ン 1

4 4

要件 Linux Solaris

OSのバージョン (Operating 
System Version)

サポートされる Distribution:

SUSE LINUX Enterprise Server 8

SUSE LINUX Enterprise Server 9

SUSE LINUX Standard Server 8

SUSE LINUX Standard Server 9

Red Hat Advanced Server 2.1

Red Hat Enterprise Server 2.1

Red Hat Enterprise Linux AS 3

Red Hat Enterprise Linux ES 3

9 (リリースレベルは、uname -r

コマンドで表示されます )

コンピュータのタイプ IBM*互換 PC Sun* Microsystems

サポートされるプロセッサ Intel* for Linux SPARC* for Solaris

サーバの RAM 最低 128MB
256MBを推奨

最低 256MB

サーバの CPUのタイプ 200MHz Pentium
以上

該当なし

Policy and Distribution 
Servicesのファイル用の空き
ディスク容量

150MB 195MB
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サーバのアクセス性の要件

tednode.properties環境設定ファイルを編集すると、Linuxおよび Solarisサーバに
Policy and Distribution Servicesをインストールするために使用されるインストー
ルスクリプト (95 ページの ｢ Linuxおよび Solarisへのインストール｣を参照 )で、
次のいずれかの場所 (システムの検索順序によって異なる )から取得されたローカル
Linuxまたは Solarisサーバの完全修飾 DNSホスト名が表示されます。

! DNS (Domain Name System)

! NIS (Network Information Service)

! Linuxまたは Solarisサーバ上の /etc/hostsファイル

インストールスクリプトによって、表示されている情報の確認を求めるメッセージが
表示されます。

1 DNSエントリが正しい場合は、「y」と入力し、<Enter>キーを押します。

または

DNSエントリが正しくない場合は、「n」と入力し、<Enter>キーを押します。正し
い完全修飾 DNSホスト名を入力し、<Enter>キーを押します。「y」と入力して変更
された DNSホスト名を確認し、<Enter>キーを押します。

重要 : DNS情報が正しくない場合、Policy and Distribution Servicesはそのサーバ上で正しく機能し

ません。

正しい DNSエントリを指定した後、user_Nameパラメータで指定したユーザに対応
するパスワードを入力するよう求めるメッセージが表示されます。

2 インストールスクリプトは、次のファイルにアクションのログを記録します。

/var/opt/novell/log/zenworks/zfs-pds-install.log

インストールが正常に完了しなかった場合、このログファイルを出力できます。
インストールエラーの検索については、365 ページの付録 G ､ ｢インストールに関
するエラーメッセージ｣を参照してください。問題を解決し、正しくインストール
を実行します。
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管理の要件

Policy and Distribution Servicesをインストールする Linuxまたは Solarisサーバ
でサーバの要件を満たすことに加えて、ネットワーク内で次の要件を満たす必要があ
ります。

" Novell eDirectory 8.6.2または 8.7.1以降が、ネットワーク内の最低 1台のサーバ
(NetWare、Windows、Linux、または Solaris)で実行されている必要があります。
これは、Linuxまたは Solarisサーバ用に作成される Distributorおよび
Subscriberオブジェクトをインストールおよび管理するために必要です。

詳細については、32 ページの ｢ Novell eDirectoryの要件｣を参照してください。

" Server Managementデータベースをサポートするために、ネットワーク内に最低 1台
の NetWareまたは Windowsサーバが必要です。現在、Server Managementデータ
ベースは Linuxまたは Solarisサーバでは作成できません。このデータベースは省
略可能ですが、履歴レポーティングや複数のサーバに配布されたポリシーに関する
レポーティングのために推奨されています。

Server Managementデータベースには、レポーティング用のログメッセージが格納
され、Distribution処理の成功と失敗やポリシーのステータスの詳細が記録され
ます。このデータベースを保存するサーバは、43 ページの ｢サーバの要件｣に示さ
れているシステムの要件を満たしている必要があります。 

" Linuxまたは Solarisサーバで ConsoleOneを使用して Policy and Distribution 
Servicesを管理するには、Windowsワークステーションにバージョン 1.3.6がイン
ストールされている必要があります。ConsoleOneは ZENworks Server Management
を管理するために必要です。ConsoleOneのインストールについては、42 ページの 
｢ ConsoleOne 1.3.6のインストール｣を参照してください。

" Linuxまたは Solarisサーバで iManagerを使用して Policy and Distribution 
Servicesを管理するには、バージョン 2.0.2か 2.5を、Windowsまたは NetWare
サーバにインストールして Windowsワークステーションからアクセスできるように
するか、または iManagerを実行できる Linuxサーバにインストールする必要があ
ります。iManagerは省略可能ですが、［Tiered Distribution］ビューを使用して
Distributionを管理するために使用することをお勧めします。

iManagerのインストールの詳細については、41 ページの ｢管理固有のワークス
テーションの要件｣を参照してください。

役割固有のサーバの要件

一部のサーバでは、Server Managementの役割に固有の追加の設定が必要になる場合が
あります。

! 51 ページの ｢ Inventory Databaseサーバ｣

! 52 ページの ｢ Remote Managementサーバ｣
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Inventory Databaseサーバ

Inventory Databaseサーバ固有の最低要件は次のとおりです。

重要 : Inventoryデータベースファイルは、NetWareサーバの NFSマウントされたボリュームにインストー

ルしないでください。

コンポーネント ハードウェアおよびソフトウェアの最低要件

データベースの
要件

インベントリデータベースのインストールを選択すると、Sybaseが自動的にイ
ンストールされます。

次のプラットフォーム上の Sybase ASA 8.0.2:

! NetWare 6 SP3

! NetWare 6.5

! Windows 2000 Server SP4

! Windows 2003 Standard Edition

! Windows 2003 Enterprise Edition

Oracle*を Sybaseの代わりに使用することもできます。

Windows 2000 Server SP4上の Oracle 8.1.7

次のプラットフォーム上の Oracle 9iリリース 2:

! Windows 2000 Server SP4

! Windows 2003 Standard Edition

! Windows 2003 Enterprise Edition

MS SQLを Sybaseの代わりに使用することもできます。

! MS SQLバージョン 2000 SP3a

RAMの要件 ! データベースに関する推奨最小メモリ容量は 512MBで、最小キャッシュサ

イズは 128MB

! ルートサーバレベルでは最低でも 768MBのメモリ容量が必要であり、1GB

以上が推奨される。キャッシュサイズには 256MBが必要

ハードディスク
の要件

! 10,000台のサーバが含まれる環境の最下位レベルのサーバで推奨され

る最小ハードディスク容量は 5GB。 

! 最上位レベルのサーバ (ルートサーバ )に必要な最低ハードディスク容

量 : 20GB。 

! 接続するサーバ数に応じて、必要になるハードディスク容量は 1GBから

25GBの間で異なる。
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Remote Managementサーバ

Remote Managementサーバについては、基本的な ZENworks Server Managementのイン
ストールの要件に加えて、Remote Managementのすべての機能を実行するために次の要
件を満たしている必要があります。

Remote Managementは、ZENworks 6.5 Server Management Program CDからインストー
ルすることをお勧めします。ただし、CDの構造をハードドライブにコピーする必要が
ある場合、ハードドライブのルートと最初の CDディレクトリ間のパスには、8.3形式
の DOSファイル名規則に準拠するディレクトリ名だけを使用することができます。パ
ス内に長いディレクトリ名が存在する場合、インストールプログラムは動作しません。

ZENworks Server Management Remote Managementをインストールする前に、必ず次の作
業を行ってください。

管理サーバの決定と準備

管理サーバを決定した後、次の作業を行う必要があります。

" Windows 2000/2003サーバ用のポリシー対応Remote Managementセッションを設定す
る場合、管理サーバに Distributorをインストールしていることを確認します。
Distributorをインストールする方法については、61 ページの ｢ NetWareおよび
Windowsへのインストール｣を参照してください。

管理対象サーバの決定と準備

Remote Managementの対象になるサーバを決定した後、次の作業を行う必要があります。

" NetWareクライアントに同梱されているRemote Managementコンポーネントをインス
トールしていた場合は、そのコンポーネントをアンインストールしたことを確認し
ます。

" Server Remote Managementポリシーを使用することによって、Windows 2000/2003
サーバ用に Remote Managementを設定する場合、管理対象サーバに Subscriberが
インストールされていることを確認します。Subscriberをインストールする方法
については、61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照して
ください。

重要 : Windowsサーバの場合は、サーバの DNSショートネームとサーバ名を同じにする必要がありま

す。Windowsサーバの名前がその DNSショートネームと一致していない場合、一致するよう Windows

サーバ名を変更してから Remote Managementのインストールを実行するか、Remote Managementのイン

ストールにこのようなサーバを選択しないようにします。

要件 ハードウェアおよびソフトウェアの最低要件

Management 
Server

5 章 43 ページの ｢サーバの要件｣を参照してください。

管理対象サーバ ! NetWare 5.1/6/6.5

! Windows 2000/2003

! Windowsがインストールされているドライブに 2MBのハードディスク空き

容量

! Internet Explorer 5.x

! ポリシーエンフォーサをインストールする場合は、管理対象サーバに必
要なサポートパック (必要な JVM*を含む )および Policy and 
Distribution Servicesをインストールしておく必要があります。
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［Management and Monitoring Services］

この節では、Management and Monitoring Servicesの最低限のサーバ要件について説
明します。

! 53 ページの ｢一般的なサーバの要件｣

! 53 ページの ｢ NetWareサーバの要件｣

! 54 ページの ｢ Windowsサーバの要件｣

! 55 ページの ｢ Linuxサーバの要件｣

! 56 ページの ｢役割固有のサーバの要件｣

一般的なサーバの要件

ZENworks Server Managementは、混在 eDirectory環境で実行できます。たとえば、
ネットワークに eDirectory 8.xと NDS 6.xまたは 7.xの両方がインストールされてい
る場合があります。

ZENworks Server Managementでは、製品のインストール時にツリーにオブジェクトを
配置できるように、eDirectory 8.6.2または 8.7.1以降が必要です。eDirectoryは読
み書き可能レプリカと共に ZENworks Server Managementソフトウェアをインストール
するサーバにインストールする必要があります。

NetWareサーバの要件

Management and Monitoring Servicesを使用する場合の、一般的な NetWareの最低要
件は次のとおりです。

要件 Management Server Server Management Agent 

Server

Traffic Analysis Agent 

Server

Advanced Trending Agent Server

Novell 
eDirectory

8以降 該当なし 該当なし 該当なし

空きディスク容量 170MBの空きディスク
容量。検出 /アラーム
データ用に追加のディ
スク容量が必要になる
場合があります

1MB。トレンド情報用
に追加のディスク容
量

1.5MB。トレンド情報用
に追加のディスク容量

1.5MB。トレンド情報用に追
加のディスク容量

ConsoleOneス
ナップイン用の
ディスク容量 (
サーバにインス
トールする場合 )

50MB 該当なし 該当なし 該当なし

IP Address スタティック 有効な IP/IPX*アド
レス

有効な IP/IPXアドレス 有効な IPアドレス (IPXはサ
ポートされていません )

サーバの CPUの
タイプ

Pentium III OSの要件を満たすプ
ロセッサ

OSの要件を満たすプロ
セッサ

OSの要件を満たすプロセッ
サ
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Management and Monitoring Servicesを使用する場合の、プラットフォーム固有の
NetWareの最低要件は次のとおりです。

Windowsサーバの要件

DNS: すべてのターゲット Windowsサーバには、完全修飾 DNS名が必要です。詳細につ
いては、38 ページの ｢ DNSの要件｣を参照してください。

Management and Monitoring Servicesを使用する場合の、一般的な Windowsの最低要
件は次のとおりです。

Management and Monitoring Servicesを使用する場合の、プラットフォーム固有の最
低要件は次のとおりです。

1 Windows Server 2003の場合はサービスパックは必要ありません。

要件 Management Server Server Management Agent 

Server

Traffic Analysis Agent 

Server

Advanced Trending Agent 

Server

NetWare 5.1:Support 
Packのバージョン

6 5 5 5

NetWare 6:Support 
Packのバージョン

3 2 2 2

NetWare 6.5:Support 
Packのバージョン

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

NetWare 5.1:サーバ
の RAM

384MB 128MB 128MB 128MB

NetWare 6:サーバ
の RAM

512MB 256MB 256MB 256MB

NetWare 6.5:サーバ
の RAM

1 GB 512MB 512MB 512MB

NetWare 6.5 OES 該当なし 512MB 512MB 512MB

Windows 2000または Windows 

Server 2003の要件

Management and Monitoring 

Services:Server Management 

Agent Server

Management and Monitoring 

Services:Traffic Analysis 

Agent Server

Management and Monitoring 

Services:Advanced Trending 

Agent Server

サーバの CPUのタイプ 250MHz Pentium 250MHz Pentium 250MHz Pentium

空きディスク容量 2.5MBおよびトレンド情報用
の追加のディスク容量

2.5MBおよびトレンド情報用
の追加のディスク容量

2.5MBおよびトレンド情報用
の追加のディスク容量

IP Address 有効な IP/IPX 有効な IP/IPX 有効な IPアドレス (IPXはサ
ポートされていません )

Windows 2000または Windows 

Server 2003の要件

Management and Monitoring 

Services:Server Management 

Agent Server

Management and Monitoring 

Services:Traffic Analysis 

Agent Server

Management and Monitoring 

Services:Advanced Trending 

Agent

Service Packのバージョン 1 3以降 3以降 3以降

Novell eDirectory 該当なし 該当なし 該当なし

サーバの RAM 128MB 128MB 128MB
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Linuxサーバの要件

Management and Monitoring Servicesは Solarisではサポートされていません。

Management and Monitoring Servicesをインストールする Linuxサーバ以外に、ネッ
トワーク内の任意の場所で次の要件が満たされている必要があります。

" Linuxサーバで ConsoleOneを使用して Management and Monitoring Servicesを管理
するには、Windowsワークステーションにバージョン 1.3.6がインストールされて
いる必要があります。ConsoleOneは ZENworks Server Managementを管理するため
に必要です。ConsoleOneのインストールについては、42 ページの ｢ ConsoleOne 
1.3.6のインストール｣を参照してください。

要件 Linux

OSのバージョン (Operating 
System Version)

サポートされる Distribution:

SUSE LINUX Enterprise Server 8

SUSE LINUX Enterprise Server 9

SUSE LINUX Standard Server 8

SUSE LINUX Standard Server 9

Red Hat Advanced Server 2.1

Red Hat Enterprise Server 2.1

Red Hat Enterprise Linux AS 3

Red Hat Enterprise Linux ES 3

Perlパッケージ v5.6.1以降がインストールされている必要があります。

コンピュータのタイプ IBM互換 PC

サポートされるプロセッサ Intel for Linux

サーバの RAM 最低 128MB
256MBを推奨

サーバの CPUのタイプ 200MHz Pentium
以上

Management and Monitoring 
Servicesのファイル用の空きディ
スク容量

10MB

Management and Monitoring 
Services用の SNMPパッケージ

net-snmp rpmパッケージバージョン 5.0.6以降がインストールされ、dlmodオプショ
ンをサポートしている必要があります。 

または

ucd-snmp (ucdsnmp) rpmパッケージバージョン 4.2.6以降がインストールされ、
dlmodオプションをサポートしている必要があります。

注 : デバイスにインストールされている snmpエージェントが dlmodオプションをサ
ポートしている必要があります。確認するには、次のように入力します。

snmpd -H 2>&1 | grep dlmod 

空白行が返される場合は、dlmodオプションはサポートされていません。dlmodオプ
ションをサポートしているバージョンの SNMPの入手方法については、購入元に確認
してください。
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役割固有のサーバの要件

Management and Monitoring Servicesソフトウェアのインストールを開始する前に、
ターゲット管理サーバ、管理対象サーバ、管理コンソール、および Traffic Analysis 
Agentを準備する必要があります。各システムの準備の詳細については、次の節を参照
してください。

Management and Monitoring Servicesサーバの最低要件および準備は次のとおりです。

! 56 ページの ｢ Management Server ｣

! 57 ページの ｢管理対象サーバ｣

! 57 ページの ｢ Traffic Analysis Agent ｣

! 57 ページの ｢ Advanced Trending Agent ｣

Management Server

Management and Monitoring Servicesソフトウェアをインストールする前に、次の点
を確認する必要があります。

! 管理サーバおよび管理対象サーバをインストールする Windows 2000/XPにアクセス
できることを確認します。

! ツリーのすべてのレプリカが同期していることを確認します。レプリカが同期して
いない場合、ZENworks eDirectoryオブジェクトをインストールするときにエラー
が発生する可能性があります。使用するサーバ上に eDirectoryツリーの読み書き
可能レプリカが必要です。

! sys:\etc\hostsファイルに、ホスト名を IPアドレスにマップする適切なエントリが
あることを確認します。

! インストールを円滑に進めるためにコンソールで実行しているすべてのアプリケー
ションを終了します。

! (推奨手順)ZENworksデータベースをインストールするサーバでSybaseが実行されて
いないことを確認します。

注 : サーバに Management and Monitoring Servicesや Policy and Distribution Servicesをインス

トールすると、自動的に Sybaseが起動されます。Policy and Distribution Servicesがすでにインス

トールされているサーバに Management and Monitoring Servicesをインストールする場合、サーバで

Policy and Distribution Servicesを停止し、Sybaseを終了してから、他のサービスをインストール

する必要があります。Sybaseを終了するには、サーバコンソールを表示し、Sybaseの画面で「q」と
入力します。
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管理対象サーバ

Management and Monitoring Servicesソフトウェアをインストールする前に、次の点
を確認する必要があります。

! 管理するすべてのNetWareおよびWindows 2000/2003を含むツリーで認証を受けます。

ヒント : すべての管理対象サーバにドライブをマップする必要はありませんが、管理対象サーバに対

して Admin相当の権利が必要になります。 

! Windows 2000/2003サーバの場合は、Management Agentをインストールする前に、
任意のドライブに共有ディレクトリを作成して、すべての権限を共有に割り当て
ます。

デフォルトでは、C$や D$などの Windows管理共有を Management Agentのインス
トール用に使用することはできません。エージェントのインストール用の共有を手
動で作成する必要があります。

! Windows 2000/2003の場合は、SNMPサービスをインストールして設定します。詳細
については、333 ページの付録 D ､ ｢ Windows SNMPサービスのインストールと設定｣
を参照してください。

Traffic Analysis Agent

このソフトウェアをインストールする前に、次の作業を行う必要があります。

! 適切な容量の空きディスク領域を割り当てます。1年間のトレンドデータをキャプ
チャするには、監視するイーサネットアダプタごとにサーバ上に最低 25MBの空き
ディスク容量が必要です。さらに、監視する FDDIリングアダプタまたはトークン
リングアダプタごとにサーバ上に最低 50MBの空きディスク容量が必要です。

! NetWareに無差別モードの LANドライバを、または Windows 2000/2003に無差別モー
ドの NDISLANドライバをインストールします。 

! Windows 2000/2003の場合は、エージェントによって監視されるネットワークセグ
メントに TCP/IPをバインドします。

! Windows 2000/2003の場合は、SNMPサービスをインストールして設定します。詳細
については、333 ページの付録 D ､ ｢ Windows SNMPサービスのインストールと設定｣
を参照してください。

Advanced Trending Agent

Management and Monitoring Servicesソフトウェアをインストールする前に、次の点
を確認する必要があります。

! 管理するすべてのNetWareおよびWindows 2000/2003サーバを含むツリーで認証を受
けます。

ヒント : すべての管理対象サーバにドライブをマップする必要はありませんが、管理対象サーバに対

して Admin相当の権利が必要になります。 

! 適切な空きディスク容量を割り当てます。たとえば、1年間のトレンドデータを
キャプチャするには、サーバ上に最低 50MBの空きディスク容量が必要です。

! Windows 2000/2003サーバの場合は、Management Agentをインストールする前に、
ドライブに共有ボリュームを作成します。

! Windows 2000/2003の場合は、SNMPサービスをインストールして設定します。詳細
については、333 ページの付録 D ､ ｢ Windows SNMPサービスのインストールと設定｣
を参照してください。
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III インストール

次の各章では、Novell® ZENworks® 6.5 Server Managementのさまざまなコンポーネン
トをインストールする手順について説明します。

! 6 章 61 ページの ｢ Policy-Enabled Server Managementのインストール｣

Policy-Enabled Server Management (Policy and Distribution Services、Server 
Inventory、および Remote Management)は、ZENworks 6.5 Server Management 
Program CDから実行されるグラフィカルインタフェースを使用して、NetWare®

サーバおよび Windows*サーバにインストールできます。

Policy and Distribution Servicesは、ZENworks 6.5 Server Management Program 
CDに収められているスクリプトを使用して、Linux*サーバおよび Solaris*サーバ
にもインストールできます。Server Inventoryおよび Remote Managementは、
Inventoryデータベースを除き、Linuxや Solarisにはインストールされません。

! 7 章 111 ページの ｢ Management and Monitoring Servicesのインストール｣

Management and Monitoring Servicesは、ZENworks 6.5 Server Management 
Program CDから実行されるグラフィカルインタフェースを使用して、NetWareサー
バおよび Windowsサーバにインストールできます。

Management and Monitoring Servicesは、ZENworks 6.5 Server Management 
Program CDに収められているスクリプトを使用して、Linuxサーバおよび Solaris
サーバにもインストールできます。

ZENworks 6.5 Server Managementと ZENworks 6.5 Desktop Managementの間の相互運用
性に関する問題については、269 ページの ｢相互運用性｣を参照してください。

Server Managementを再インストールする場合、GUIインストールプログラム (NetWare
および Windowsサーバの場合 )を使用することができます。再インストールに関する
情報は、インストール手順で触れます。インストールスクリプト (Linuxおよび
Solarisサーバの場合 )または GUIアップグレードプログラム (NetWareおよび
Windowsサーバで Policy and Distribution Servicesを使用する場合。詳細について
は、11 章 189 ページの ｢ Policy and Distribution Services ｣を参照 )を使って再イ
ンストールすることもできます。
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6 Policy-Enabled Server Managementのインストール

この章では、Novell® ZENworks® Policy-Enabled Server Management (Policy and 
Distribution Services、Server Inventory、および Remote Management)を、古いバー
ジョンの ZENworksがインストールされていない次のプラットフォームにインストール
する手順について説明します。

! 61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣

! 95 ページの ｢ Linuxおよび Solarisへのインストール｣

! 98 ページの ｢インストール後の作業｣

以前のバージョンの ZENworks for Serversがいずれかのサーバにインストールされて
いる場合は、そのサーバをアップグレードする必要があります。手順については、119 
ページの ｢アップグレード｣を参照してください。

オペレーティングシステムが混在する環境の場合は、最初に NetWare®および Windows
サーバにインストールしてください。

NetWareおよび Windowsへのインストール

次の節では、Policy-Enabled Server Managementを NetWareまたは Windowsサーバに
インストールする手順について説明します。

! 61 ページの ｢ Policy-Enabled Server Management ｣

! 90 ページの ｢ Policy and Distribution Servicesの Webベースの管理｣

Policy-Enabled Server Management

Policy-Enabled Server Managementをインストールするには、次の作業を順に行います。

1. 62 ページの ｢インストール前のチェックリスト｣

2. 64 ページの ｢インストールプログラムの起動｣

3. 64 ページの ｢スキーマの拡張｣

4. 68 ページの ｢ Policy-Enabled Server Management ｣

5. 71 ページの ｢オブジェクトを作成する eDirectoryツリー｣

6. 72 ページの ｢サーバの選択｣

7. 77 ページの ｢［File Installation Locations and Options］｣

8. 79 ページの ｢［Distributor Object Properties］｣

9. 81 ページの ｢［Subscriber Object Properties］｣

10. 82 ページの ｢［Database Settings］｣
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11. 84 ページの ｢［Inventory Standalone Configuration］｣

12. 85 ページの ｢［Inventory Proxy Service Configuration］｣

13. 85 ページの ｢［Remote Management Configuration］｣

14. 87 ページの ｢［Policy and Distribution Services Database Logging］｣

15. 88 ページの ｢［Installation Summary］｣

16. 89 ページの ｢ Policy and Distributions Servicesエージェントがロードされてい
ることの確認｣

インストール前のチェックリスト

インストール処理を開始する前に、次の作業が完了していることを確認します。

" Readmeでインストールに関する最新情報を確認します。

Readme_servers.htmlは、ZENworks 6.5 Server Management Program CDの
\readmes\enディレクトリに存在します。この htmlファイルには、インストール
プログラムのメニューオプションからもアクセスできます。

" 25 ページの ｢準備｣に示されているインストールの要件をすべて満たしていること
を確認します。

" Program CDの代わりにハードドライブからインストールするには、CDの構造をイン
ストールコンピュータのハードドライブにコピーします。

Server Managementは、Program CDからインストールすることをお勧めします。

重要 : Program CDの構造をインストールコンピュータのハードドライブにコピーする場合、ハードド
ライブのルートから CDの最初のディレクトリまでのパスには、8.3形式の DOSのファイル命名規則に

準拠したディレクトリ名のみ使用できます。パス内に長いディレクトリ名が存在する場合、インス

トールプログラムは動作しません。

" Server Inventoryを再インストールしている場合、次のタスクを実行してから再イ
ンストールを行う必要があります。

1. Server Inventoryの再インストールが必要なサーバを指定します。

2. Inventory Serviceを停止します。

! NetWareインベントリサーバの場合 :サーバコンソールのプロンプトで、
「sys:\system\invstop.ncf」と入力します。

注 : Inventory Serviceを停止する際、Sybaseデータベースを自動的に停止させたくない場合は、

sys:\system\invstop.ncfファイルで Unload dbsrv8.nlm行をコメント化します。

! Windows 2000/2003インベントリサーバの場合 :［コントロール パネル］で
［管理ツール］>［サービス］の順にダブルクリックし、［Novell Inventory 
Service］を選択して［停止］をクリックします。

3. インベントリデータベースを停止します。

! NetWareの場合 :Sybaseコンソールのプロンプトで、<Q>キーを押します。

! Windows 2000/2003の場合 :［コントロール パネル］で［管理ツール］>
［サービス］の順にダブルクリックし、［Novell Database - Sybase］を選択し
て［停止］をクリックします。

4. 対象になる NetWareサーバで Javaがアンロードされていない場合は、java.nlm
をアンロードします (サーバコンソールで、「java -exit」と入力する )。
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重要 : このコマンドにより、サーバで実行しているすべての Javaプロセスが停止します。Server 

Managementのインストール中、すべての Javaプロセスが停止できることを確認します。

" クラスタにインストールする場合は、手動で各クラスタノード上の Javaをアンロー
ドする必要があります。通常、インストールプログラムは自動的に Javaをアン
ロードしますが、自動的にアンロードされるのは仮想サーバが存在するノード上の
Javaのみであるからです。各クラスタノード上の Javaをアンロードするには、
サーバのコマンドラインで、「 Java -exit」と入力します。

" Novell ConsoleOne®のインスタンスが、ワークステーションからマップされたドラ
イブを通じてターゲットサーバ上で実行されている場合や、インストールコン
ピュータから実行されている場合は、これらの ConsoleOneのインスタンスを終了
してからインストールプログラムを実行します。

ConsoleOneがインストールコンピュータ上のマップされたドライブを通じてター
ゲットサーバ上で実行されている場合や、インストールコンピュータから実行さ
れている場合は、ConsoleOne用の ZENworks Server Managementスナップインを、
これらの場所にインストールできません。

" Server Managementをインストールするために使用するワークステーションで、
Server Managementソフトウェアをインストールするすべての eDirectoryツリー
にログインしていない場合は、ログインします。

認証 : インストール時にログインしたツリー内のすべてのターゲット NetWare
サーバで自動的に認証され、Server Managementソフトウェアのインストール先と
してこれらのサーバを選択できます。

スキーマの拡張 : これらのツリーのいずれかで ZENworks Server Managementのス
キーマを拡張します。ターゲットサーバが存在している場所に関係なく、ターゲッ
トサーバに関連付けられた Distributorまたは Subscriberオブジェクトは、スキー
マを拡張したツリー内に作成されます。

インベントリツリー : Inventoryソフトウェアをインストールする前に、
Inventoryサーバまたは Inventoryデータベースコンポーネントをインストールし
ようとするサーバを含む eDirectoryツリーで、ZENworks Server Managementス
キーマが拡張されていることを確認します。

Proxy Serviceと他の Server Inventoryまたは Policy and Distribution Services
コンポーネントを別の eDirectoryツリーに存在する別のサーバにインストールす
る場合は、他の Server Inventoryまたは Policy and Distributionコンポーネン
トをインストールするサーバを含むツリーにログインします。

" ソフトウェアを Windowsサーバにインストールする場合は、そのサーバまたはサー
バを含むドメインで認証を受けていることを確認します。

これによって、Distributorおよび Subscriberソフトウェアのインストール先と
して Windowsサーバを選択できるようになります。ただし、インストールを開始す
る前に Windowsサーバにログインしていない場合は、インストール時にインストー
ル先の Windowsサーバを選択する［Add Server］ダイアログボックスでユーザ名と
パスワードを使用して認証を受けることができます。

" Windowsサーバにソフトウェアをインストールする場合、各 Windowsサーバで［サー
ビス］ウィンドウを閉じていることを確認します。

インストールプログラムにより、すべての ZENworks Server Managementサービス
が自動的に停止します。ただし、サーバへのインストール中に［サービス］ウィン
ドウが開いたままになっている場合、Server Managementのサービスを登録するこ
とができません。
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" インベントリサーバコンポーネントをインストールする場合は、インベントリサー
バのインストール先サーバの名前とサーバが存在するツリーの名前が「#」を含ま
ないことを確認します。

64 ページの ｢インストールプログラムの起動｣に進みます。

インストールプログラムの起動

1 次のいずれかの方法でメインインストールメニューを表示します。

1a ZENworks 6.5 Server Management Program CDの内容をハードドライブにコピー
した場合は、ハードドライブから winsetup.exeを実行します。

重要 : Program CDの構造をインストールコンピュータのハードドライブにコピーした場合、ハー
ドドライブのルートから CDの最初のディレクトリまでのパスには、8.3形式の DOSのファイル命

名規則に準拠したディレクトリ名のみ使用できます。パス内に長いディレクトリ名が存在する場

合、インストールプログラムは動作しません。

1b インストールコンピュータで、ZENworks 6.5 Server Management Program CDを
挿入します。

メインメニューが表示されます。CDの挿入後、メインメニューが自動的に表
示されない場合は、CDのルートにある winsetup.exeを実行します。

2［Server Management］オプションを選択します。

3 64 ページの ｢スキーマの拡張｣に進みます。

スキーマの拡張

ZENworksオブジェクトを作成する eDirectoryツリー上でスキーマを拡張する必要があ
ります。

このメニューオプションは、ZENworksオブジェクトを作成したツリーを指定し、ライ
センスコードを入力することによって、90日間限定評価ライセンスを完全なライセン
スに更新する場合にも使用できます。
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スキーマを拡張するには

1［Server Management］オプションを選択し、［ZENworks Server Management］メ
ニューを表示します。

2 ZENworks Server Managementオブジェクト用にスキーマを拡張するには、［Schema 
Extensions and Product Licensing］をクリックし、［ZENworks License 
Agreement］ページを表示します。
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3 ソフトウェア使用許諾契約に合意する場合は、［Accept］、［Next］の順にクリック
して、［eDirectory Tree for Creating Objects］ページを表示します。合意しない
場合は、［Decline］、［Cancel］の順にクリックして終了します。

4 ZENworksオブジェクトを作成したツリーを選択し、［OK］をクリックして
［ZENworks Server Management Licensing］ページを表示します。

まだ認証されていない場合は、［Login］ボタンを使ってログインすることができ
ます。

ZENworks Server Managementのスキーマ拡張は、ツリーに対して一度だけ実行する
必要があります。複数のツリーが存在する場合、ZENworksオブジェクトをインス
トールしようとしているツリーについてのみスキーマを拡張する必要があります。

すべての ZENworks Server Managementコンポーネント (Policy and Distribution 
Services、Server Inventory、Remote Management、および Management and 
Monitoring Services)のスキーマ拡張は、スキーマを拡張すると同時にインス
トールされます。
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5 ライセンスコードを入力するか、フィールドを空のまま［Next］をクリックして
［Summary］ページを表示します。

フィールドを空のままにした場合、90日間限定評価ライセンスが有効になります。
後でこのページに戻って、ライセンスコードを入力することができます。

製品を購入した場合は、購入時にライセンスコードを受け取っているはずです。
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6 スキーマを拡張するには、［Finish］をクリックします。

スキーマ拡張プロセスが完了したら、メインのインストールメニューが表示され
ます。

7 68 ページの ｢ Policy-Enabled Server Management ｣に進みます。

Policy-Enabled Server Management

1［Policy-Enabled Server Management］をクリックして、インストールプログラム
を起動します。

プログラムがロードすると、最初のインストールページとして［License 
Agreement］ページが表示されます。
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2 ソフトウェア使用許諾契約に合意する場合は、［Accept］、［Next］の順にクリック
して、［Installation Type］ページを表示します。合意しない場合は、［Decline］、
［Cancel］の順にクリックして終了します。

3［Installation Type］ページで、［Next］をクリックして新規インストールを実行
し、［Installation Options］ページを表示します。

または
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保存されたインストール設定ファイルからインストールするには、［Template 
Installation］をクリックし、パスとファイル名を参照するか指定して、［Next］
をクリックします。

4［Installation Options］ページで、デフォルト値を変更せずに［Next］をクリッ
クして、［eDirectory Tree for Creating Objects］ページを表示します。または、
オプションを設定して［Next］をクリックします。

! ［Create eDirectory Objects］:

! 初めてインストールする場合は、このチェックボックスをオンにする必要
があります。

! Distributorソフトウェアを再インストールする場合は、このチェック
ボックスをオンにします。これは、Distributorの eDirectoryオブジェク
トを作成し直すために必要です。

! 追加の Subscriberをインストールする場合は、このチェックボックスをオ
ンにします。これによって、Subscriberの eDirectoryオブジェクトが作
成され、Subscriberソフトウェアがインストールされ、信頼されるツリー
が次のインストールページで選択するツリーとして割り当てられます。

! すでに Subscriberオブジェクトが作成されているサーバなどに、
Subscriberソフトウェアを再インストールするだけの場合は、このチェッ
クボックスをオフにします。

! Microsoftドメイン内の Windowsサーバなど、eDirectoryツリー内にサーバ
オブジェクトを持たないサーバに Subscriberソフトウェアをインストー
ルするだけの場合は、このチェックボックスをオフにします。信頼される
ツリーは後のインストールページで指定できます。
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! ConsoleOneスナップイン、Inventory Agent、または Proxy Serviceを個別
にインストールする場合は、［Create eDirectory Objects］チェックボッ
クスをオフにします。これらのアイテムをインストールするために、
eDirectoryツリーにアクセスする必要はありません。

! インベントリサーバ /データベースをインストールまたは再インストール
する場合、［Create eDirectory Objects］チェックボックスをオンにする
必要があります。

! ［Install Software Files］: Distributorソフトウェアや Subscriberソフト
ウェアをインストールするには、このチェックボックスをオンにする必要があ
ります。eDirectoryオブジェクトだけをインストールする場合は、この
チェックボックスをオフにします。Inventoryサーバ /データベースをインス
トールまたは再インストールする場合、［Install Software Files］チェック
ボックスをオンにする必要があります。

! ［Pause File Copying When Necessary to Display Messages and Report 
Errors］: デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。
無人インストールを使用する (およびインストールログを後で確認する )場
合は、このチェックボックスをオフにします。

5 次の手順に進みます。

! 71 ページの ｢オブジェクトを作成する eDirectoryツリー｣。［Create 
eDirectory Objects］チェックボックスをオンにした場合。

! 72 ページの ｢サーバの選択｣。［Create eDirectory Objects］チェックボック
スをオフにした場合。

オブジェクトを作成する eDirectoryツリー

このページは、［Installation Options］ページで［Create eDirectory Objects］オプ
ションを選択した場合にのみ表示されます。
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1 ターゲットツリーを参照し、［OK］をクリックした後、［Next］をクリックして
［Server Selection］ページを表示します。

これは、インストール時に ZENworksオブジェクトが作成されるツリーです。

このインストールページは、ZENworks Server Managementオブジェクトのインス
トールを選択した場合にのみ表示されます。

このツリーは、次のインストールページで選択するすべての Subscriberサーバの
信頼されるツリーに自動的に設定されます。信頼されるツリーは、Subscriberが
設定の更新を受信する場所です。

重要 : ［Installation Options］ページで［Create eDirectory Objects］チェックボックスをオンに

した場合、NetWareおよび Windowsサーバの両方について、［eDirectory Tree for Creating Objects］

ページで指定したツリーに eDirectory Subscriberオブジェクトが作成されます。ただし、この

チェックボックスをオフにした場合は、［File Installation Paths and Options］ページで各

Subscriberの信頼されるツリーを指定する必要があります。

［File Installation Paths and Options］ページでは、オブジェクトのセットごとに異なる設定を作成

できます。したがって、インストールパスや信頼されるツリーが異なるオブジェクトを選択できます。

信頼されるツリーの詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の
「Subscriberソフトウェアの設定と信頼されるツリー」を参照してください。

2 72 ページの ｢サーバの選択｣に進みます。

サーバの選択

1 インストールコンピュータに ConsoleOneをインストールした場合は、［Server 
Selection］ページで、［Local Machine］の［ConsoleOne Snap-ins］チェックボッ
クスをオンにします。

［Local Machine］は、インストールの実行に使用する Windowsコンピュータ、また
は ZENworks Server Managementをローカルにインストールする Windowsコン
ピュータを意味します。
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ワークステーション : ローカルコンピュータが Windows 2000/XPワークステー
ションである場合、インストールできるのは Policy and Distribution Services、
Server Inventory、および Remote Managementの ZENworks Server Management 
ConsoleOneスナップインだけです。

サーバ : ローカルコンピュータが Windows 2000サーバである場合 (eDirectoryが
インストールされているかどうかに関係なく )、次のアイテムをインストールでき
ます。

! Policy and Distribution Services、Server Inventory、および Remote 
Managementの ZENworks Server Management ConsoleOneスナップイン

! Remote Management Agent

! Inventory Agent

! Inventory Proxy Service

! Inventory database (インベントリデータベース )

重要 : eDirectoryがインストールされていないサーバに Inventoryデータベースをインストール

することを選択した場合、データベースオブジェクトは自動的に作成されません。データベース

オブジェクトを手動で作成する必要があります。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server 
Management管理ガイド』の「Sybaseインベントリデータベースのセットアップ」を参照してくだ

さい。

Inventoryサーバは、eDirectoryがインストールされている Windowsサーバにのみ
インストールできます。

2［Server Selection］ページで、［Add Servers］をクリックして［Add Servers］ダ
イアログボックスを表示します。

［Add Servers］ダイアログボックスの使用方法の詳細については、［Help］ボタン
をクリックしてください。
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3 Server Managementソフトウェアを印するサーバを参照し、［OK］をクリックします。

重要 : このフィールドを使用してクラスタオブジェクトを追加することはできません。クラスタオブ

ジェクトを追加しようとすると、「Unknown Host」というエラーが表示されます。クラスタオブジェク

トを追加するには、オブジェクトを参照し、［Available Servers］ボックスに追加します。

選択したサーバは、サーバ選択ページの［Local Machine］オプションの下に表示
されます。

［Add Servers］ダイアログボックス :［Add Servers］オプションをクリックすると
［Add Servers］ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスで、
ドロップダウンボックスから NetWareツリーまたは Microsoftドメインを選択する
ことによって、NetWareサーバと Windowsサーバの両方を参照できます。サーバは
個別に選択することも、<Ctrl>キーや <Shift>キーを使用して複数選択すること
もできます。eDirectoryコンテナ、Windowsワークグループ、および Microsoftド
メインを選択することによって、サーバのグループも選択できます。

Novell Clientが実行されていない (そのためにローカルにインストールできない
)Windowsサーバにインストールするには、クライアントがインストールされてい
ない Windowsサーバを参照して選択することによって、ZENworks 6.5 Server 
Managementをインストールできます。

Inventoryサーバは、eDirectoryがインストールされている Windowsサーバにのみ
インストールできます。

eDirectoryがインストールされていないサーバに Inventoryデータベースをイン
ストールすることは選択できますが、データベースオブジェクトは自動的に作成さ
れません。データベースオブジェクトを手動で作成する必要があります。データ
ベースオブジェクトを手動で作成する方法の詳細については、『Novell ZENworks 
6.5 Server Management管理ガイド』を参照してください。

すべての NetWareサーバと Windowsサーバを選択していることを確認した後、［Add 
Servers］ダイアログボックスを閉じます。

ConsoleOneスナップインをインストールするワークステーションも参照します。
これらの各ワークステーションに ConsoleOneをインストールしておく必要があり
ます。

External Subscriber: インストールプログラムは、Subscriberオブジェクトを配
置するための eDirectoryコンテキストを必要とします。eDirectoryオブジェクト
を持たない Windowsサーバを Microsoftドメインから追加する場合、別のインス
トールページで、Subscriberオブジェクトを作成し Windowsサーバに関連付ける
ことができる eDirectoryコンテキストを参照して選択するよう求めるメッセージ
が表示されます。

ただし、この Windowsサーバを External Subscriberとしてのみ使用する場合は、
ここで Subscriberオブジェクトおよびソフトウェアをインストールしないでくだ
さい。代わりに、後で (Subscriberオブジェクトを持たない )そのコンピュータに
Subscriberソフトウェアをローカルにインストールし、ConsoleOneで External 
Subscriberオブジェクトを作成できます。External Subscriberの詳細について
は、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「External 
Subscriber」を参照してください。

4 このページに一覧表示されている各サーバを設定します。

ヒント : 1つまたは複数のサーバの特定の役割または役割のセットを簡単に設定するには、サーバを選

択し、選択したサーバを右クリックしてサーバの役割を選択します。その役割に適用されるオプショ

ンは自動的に選択されます。他の役割についてもこの手順を繰り返します。
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一覧表示されている各サーバについて、次のオプションを選択できます。
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［ZENworks Policy-Enabled Management Services］

デフォルトでは、次の 3つのオプションはすべて選択されています。Inventory 
Agentをインストールする場合は、Policy and Distribution Serverもインストー
ルすることを選択する必要があります。

! ［Policy and Distribution Server］: Subscriberにする各サーバについて、こ
のチェックボックスをオンにします。

! ［Inventory Agents］: インベントリを実行する各サーバについて、この
チェックボックスをオンにします。

! ［Remote Management］: リモート管理する各サーバについて、このチェック
ボックスをオンにします。

［Additional Options］

インストールプログラムによって、これらのオプションがターゲットサーバにすで
にインストールされているかどうかが検出され、インストールされているオプショ
ンのラベルは淡色表示されます。このチェックボックスをオンにして、コンポーネ
ントを再インストールすることもできます。

! Distributor: Subscriberサービスはすべてのターゲットサーバに自動的にイ
ンストールされます。サーバを Distributorにするには、このチェックボック
スをオンにします。

! ［Server Management Database］: これは、Distributorがログを記録する
Policy and Distribution Servicesデータベースです。データベースのログの
記録によるネットワークトラフィックを最小限に抑えるには、このデータベー
スを Distributorと同じサーバにインストールしてください。

重要 : インストールプログラムを実行するたびに複数のサーバにデータベースをインストールで

きますが、サーバごとにインストールできるデータベースは 1つだけです。［Database Settings］

ページで、インストールされる各データベースを個別に設定できます。［Database Logging］ペー

ジで、インストールするデータベースの中で、初期のログの記録に使用するデータベースを指定

します。

! ［Inventory Database］: Sybase上で実行される Inventoryデータベースをイン
ストールするサーバについて、このチェックボックスをオンにします。

重要 : Inventoryデータベースを既存の Oracleまたは MS SQLのセットアップと共に使用する場

合は、Server Inventoryのインストール時にこのオプションを選択しないでください。『Novell 
ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の手順に従ってください。

! ［Inventory Server］: Inventory Serviceを実行するサーバについて、この
チェックボックスをオンにします。

選択したサーバに ZENworks for Desktops 4.0.1以前の Workstation 
Inventoryコンポーネントがインストールされている場合は、そのコンポー
ネントを ZENworks 6.5 Desktop Managementにアップグレードする必要があり
ます。

警告 : ツリー内に存在しないサーバにインストールすることを選択した場合でも、ツリーにログ

インし、eDirectoryオブジェクトを作成することを選択していた場合は、インストールプログラ

ムによってこのツリー内に eDirectoryオブジェクトが作成されます。

! ［Inventory Proxy Server］: XML Proxyサーバをインストールして設定する
サーバについて、このチェックボックスをオンにします。

スキャンデータをファイアウォール外の Inventoryサーバに送信またはロール
アップする場合は、XML Proxy Serviceを実行できるように NetWareサーバま
たは Windowsサーバを設定する必要があります。
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! ［ConsoleOne Snap-ins］: ConsoleOneをインストールしたすべてのサーバにつ
いて、［ConsoleOne Snap-ins］チェックボックスをオンにします。

重要 : ZENworks Server Managementでは、サーバのコンソールを使用してその NetWareサーバに

インストールされた ConsoleOneのインスタンスを実行することはサポートしていません。サーバ

にインストールされた ConsoleOneを使用するには、ワークステーションのドライブをそのサーバ

にマップし、ワークステーションから ConsoleOneを実行する必要があります。

サーバのグループを選択し、そのグループを右クリックすることによって、選択し
たグループに同じオプションを設定できます。これによって、［Custom Selection］
ダイアログボックスが表示されます。

5 選択したサーバの設定が完了したら、［Next］をクリックして［File Installation 
Paths and Options］ページを表示します。

無効な DNS名がある場合、IPアドレスを使用してインストールを続行するかどう
かを確認するエラーメッセージが表示されます。DNS名の問題を解決するか、影響
を受けるサーバの IPアドレスを使用して続行します。DNSの設定については、327 
ページの付録 C ､ ｢ DNS名の確実な解決｣を参照してください。

重要 : 1) インストール時に、ZENworks Server Managementは .ncfファイルのインストールパスの情

報を更新します。NetWareでは、Windowsのコードページではなく DOSのコードページを使用するの

で、パスに 2バイト文字や拡張文字は使用できません。これらの文字を使用した場合、.ncfファイル

は実行されません。したがって、NetWareボリューム名を含め、インストールパスには 2バイト文字や

拡張文字を使用しないでください。

2) IPアドレスだけを使用して続行する場合、Server Managementを使用するには、これらのサーバの

サーバオブジェクトプロパティの［Other］タブで正しい DNSホスト名を手動で入力する必要があり

ます。

6 77 ページの ｢［File Installation Locations and Options］｣に進みます。

［File Installation Locations and Options］

このページは、1つまたは複数のサーバについて［ZENworks Policy-Enabled 
Management Services］オプションを選択した場合にのみ表示されます。これには、
Policy and Distribution Services、Server Inventory、および Remote Managementが
含まれます。
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1［File Installation Paths and Options］ページでデフォルト値を変更せずに
［Next］をクリックして、［Distributor Object Properties］ページを表示します。

パスの先頭を別のボリュームやドライブに変更すると、それ以降インストールプロ
グラムで表示されるパスはすべて自動的に変更されます。

重要 : NetWareボリューム名など、インストールパスでは、2バイト文字や拡張文字を使用しないでく

ださい。

このページの各フィールドはサーバごとに設定できます。サーバごとに設定を変更
することも、複数のサーバを選択してそのすべての設定を同じように変更すること
もできます。たとえば、すべての NetWareサーバについてインストールボリューム
を同じにすることができます。

［Trusted Tree］: ZENworks Server Managementの eDirectoryオブジェクトをイン
ストールすることを選択しなかった場合、［Trusted Tree］フィールドには何も表
示されませんが入力する必要があります。

Subscriberソフトウェアを別のツリーや Microsoftドメインのサーバにインス
トールする場合で、Distributorのツリーに Subscriberオブジェクトを作成しな
い場合は、Subscriberサーバの信頼されるツリーを指定する必要があります。

信頼されるツリーには 2つの目的があります。

! Tiered Electronic Distributionの設定情報を Subscriberに配布できる
Distributorを検索すること

! ポリシーを受け入れるツリーを指定すること

Subscriberソフトウェアのみ (オブジェクトはインストールしない )のイン
ストール時に、Subscriberサーバの信頼されるツリーとして識別されるツ
リーを選択していない場合、ポリシーは通常ツリー内のオブジェクトを指定す
るので、Policy Package Distributionを抽出して Subscriberサーバに適用で
きません。

［Launch Policy and Distribution Services on Startup］: サーバの起動時に自動
的に Policy and Distribution Servicesを起動するように、インストールプログラ
ムで起動プロセスを設定するには、このチェックボックスをオンのままにします。

［Start Services When the Installation Is Finished］: Subscriberのパスワー
ドはサービスの開始時にリセットされるので、このチェックボックスはオンのまま
にします。

2 次に表示されるインストールページに該当する節に進みます。

! 79 ページの ｢［Distributor Object Properties］｣

! 81 ページの ｢［Subscriber Object Properties］｣

! 82 ページの ｢［Database Settings］｣

! 84 ページの ｢［Inventory Standalone Configuration］｣

! 85 ページの ｢［Inventory Proxy Service Configuration］｣

! 85 ページの ｢［Remote Management Configuration］｣

! 87 ページの ｢［Policy and Distribution Services Database Logging］｣

! 88 ページの ｢［Installation Summary］｣
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［Distributor Object Properties］

このページは、1つまたは複数のサーバについて［ZENworks Policy-Enabled 
Management Services］オプションを選択した場合にのみ表示されます。

Distributorのデフォルトの設定を、個別に変更したり、左側のペインに表示されてい
る複数の Distributorを選択してグループ単位で変更したりできます。

Distributorのデフォルトの設定を変更するには

1 左側のペインで Distributorを選択し、必要に応じて次のフィールドを編集します。

! ［Object Name］: デフォルトの Distributorオブジェクト名にはサーバの名前
が含まれます。

重要 : オブジェクト名に 2バイト文字や拡張文字を使用しないでください。

Distributorオブジェクト名を変更する場合は、そのオブジェクトが
Distributorであるという情報を含め、サーバの IDを名前に残すことをお勧
めします。

各 Distributorオブジェクトの名前を変更するには、ステップ 1を繰り返す
必要があります。複数の Distributorに同じ名前を付けることはできないか
らです。

! ［Container］: デフォルト値は、Distributorサーバの NCPサーバオブジェクト
の場所です。

Distributorオブジェクト用に作成したコンテナを使用することをお勧めし
ます。

Windowsサーバに eDirectoryがインストールされていない場合、そのサーバ
のデフォルトのコンテナオブジェクトは表示されません。Distributorオブ
ジェクト用のコンテナを選択する必要があります。
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! ［Working Directory］: NetWareサーバの場合、デフォルトの作業ディレクト
リは sys:ボリュームにあります。

ディレクトリ名など、デフォルトのパスの一部を変更し、そのエントリがサー
バ上に存在しない場合は、最初にその新しいパスを使用する必要があるとき
に、Distributorによって新しいパスが作成されます。

NetWareサーバのデフォルトのボリュームは sys:です。この Distributorに
ついて、サイズの大きい Distributionが複数作成されることや、大きな
Distributionの多くのリビジョンが作成されることが予想されるために、作
業ディレクトリが非常に大きくなる可能性がある場合は、別のボリュームを指
定することをお勧めします。多くの Distributorについては、sys:ボリュー
ムを使用できます。

2 各 Distributorまたは Distributorのセットごとに、ステップ 1を繰り返します。

3［Next］をクリックして［Subscriber Object Properties］ページを表示します。

4 次に表示されるインストールページに該当する節に進みます。

! 81 ページの ｢［Subscriber Object Properties］｣

! 82 ページの ｢［Database Settings］｣

! 84 ページの ｢［Inventory Standalone Configuration］｣

! 85 ページの ｢［Inventory Proxy Service Configuration］｣

! 85 ページの ｢［Remote Management Configuration］｣

! 87 ページの ｢［Policy and Distribution Services Database Logging］｣

! 88 ページの ｢［Installation Summary］｣
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［Subscriber Object Properties］

このページは、1つまたは複数のサーバについて［ZENworks Policy-Enabled 
Management Services］オプションを選択した場合にのみ表示されます。

Subscriberのデフォルトの設定を、個別に変更したり、左側のペインに表示されてい
る複数の Subscriberを選択してグループ単位で変更したりできます。

Subscriberのデフォルトの設定を変更するには

1 左側のペインで Subscriberを選択し、必要に応じて次のフィールドを編集します。

! ［Object Name］: デフォルトの Subscriberオブジェクト名にはサーバの名前が
含まれます。

重要 : オブジェクト名に 2バイト文字や拡張文字を使用しないでください。

Subscriberオブジェクト名を変更する場合は、そのオブジェクトが
Subscriberであるという情報を含め、サーバの IDを名前に残すことをお勧め
します。

各 Subscriberオブジェクトの名前を変更するには、ステップ 1を繰り返す必
要があります。複数の Subscriberに同じ名前を付けることはできないからです。

! ［Container］: デフォルト値は、Subscriberサーバの NCPサーバオブジェクト
の場所です。

Subscriberオブジェクト用にコンテナを作成した場合は、そのコンテナを使
用することをお勧めします。

同じ種類のオペレーティングシステムのすべての Subscriberサーバで、同じ
コンテキストを使用する必要があります。たとえば、すべての NetWare 
Subscriberサーバのオブジェクトを NetWareコンテナに配置し、すべての
Windows Subscriberサーバのオブジェクトを Windowsコンテナに配置します。

Windowsサーバに eDirectoryがインストールされていない場合、そのサーバ
のデフォルトのコンテナオブジェクトは表示されません。Subscriberオブ
ジェクト用のコンテナを選択する必要があります。
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! ［Working Directory］: NetWareサーバの場合、デフォルトの作業ディレクト
リは sys:ボリュームにあります。

ディレクトリ名など、デフォルトのパスの一部を変更し、そのエントリがサー
バ上に存在しない場合は、最初にその新しいパスを使用する必要があるとき
に、Subscriberによって新しいパスが作成されます。

! ［Working Context］: Subscriberが Desktop Application Distributionを受信
することが予想される場合は、関連するオブジェクトを格納する場所を参照し
ます。

Desktop Application Distributionを受信する Subscriberの作業コンテキス
トを後で ConsoleOneで追加できます。

2 各 Subscriberまたは Subscriberのセットごとに、ステップ 1を繰り返します。

3［Next］をクリックして［Database Settings］ページを表示します。

4 次に表示されるインストールページに該当する節に進みます。

! 82 ページの ｢［Database Settings］｣

! 84 ページの ｢［Inventory Standalone Configuration］｣

! 85 ページの ｢［Inventory Proxy Service Configuration］｣

! 85 ページの ｢［Remote Management Configuration］｣

! 87 ページの ｢［Policy and Distribution Services Database Logging］｣

! 88 ページの ｢［Installation Summary］｣

［Database Settings］

このページは、サーバに Policy and Distribution Servicesデータベース (［Server 
Management Database］オプション )または Server Inventoryデータベース (
［Inventory Database］オプション )をインストールすることを選択した場合にのみ表
示されます。
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1［Next］をクリックしてデフォルト値を受け入れるか、またはインストールする各
データベースについて、該当するフィールドを編集します。

ヒント : 複数のデータベースを選択して、それぞれに同じ情報を指定できます。

［Database Path］: NetWareサーバのデフォルト値は sys:、Windowsサーバのデ
フォルト値は C:であり、これらの設定は変更できます。

重要 : NetWareサーバ上の Server Managementデータベースについては、データベースファイルが非常

に大きくなる場合があるため、sys:を別の NetWareボリュームに変更することをお勧めします。

［Object Name］: デフォルトの名前は Server Management Database_server_name
で、この名前は変更できます。ただし、すべてのデータベースオブジェクトについ
て同じコンテナを選択した場合は、それぞれ一意のオブジェクト名である必要があ
ります。

Server Inventoryデータベースについて、データベースオブジェクトは作成され
ません。

［Container］: デフォルトのコンテナは、サーバの NCPサーバオブジェクトが存在
する場所です。35 ページの ｢ eDirectoryコンテナの要件｣でデータベースオブジェ
クト用に作成したコンテナを使用することをお勧めします。

管理を容易にするために、すべてのデータベースオブジェクトを同じコンテナに配
置することもお勧めします。

2［Next］をクリックし、次に表示されるインストールページに該当する節に進み
ます。

! 84 ページの ｢［Inventory Standalone Configuration］｣

! 85 ページの ｢［Inventory Proxy Service Configuration］｣

! 85 ページの ｢［Remote Management Configuration］｣

! 87 ページの ｢［Policy and Distribution Services Database Logging］｣

! 88 ページの ｢［Installation Summary］｣
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［Inventory Standalone Configuration］

このページは、Inventory Serverと Inventory Databaseを同じサーバにインストール
することを選択した場合にのみ表示されます。

1 自動的に Server Packageを作成し、Inventory Servicesを開始するには、
［Configure Standalone］チェックボックスをオンにします。

左側のペインで 1つまたは複数の Inventoryサーバを選択し、同じ設定にすること
ができます。

重要 : これらのサーバの Server Packageポリシーをすでに設定している場合は、［Configure 

Standalone］チェックボックスをオンにしないでください。可能であれば、スタンドアロン機能とし

て動作するようにポリシーを手動で設定できます。

2 Server Packageオブジェクトのコンテナを指定するには、コンテナを参照して選
択します。

左側のペインで 1つまたは複数の Inventoryサーバを選択し、Server Packageの
作成用に同じコンテナを割り当てることができます。

3 次に表示されるインストールページに該当する節に進みます。

! 85 ページの ｢［Inventory Proxy Service Configuration］｣

! 85 ページの ｢［Remote Management Configuration］｣

! 87 ページの ｢［Policy and Distribution Services Database Logging］｣

! 88 ページの ｢［Installation Summary］｣
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［Inventory Proxy Service Configuration］

このページは、1つまたは複数のサーバについて［Inventory Proxy Server］オプショ
ンを選択した場合にのみ表示されます。

1 デフォルトのポート 65000を使用しない場合、Inventory Proxyサービスのポート
番号を設定するには、［Proxy Port］フィールドでポート番号を指定します。

左側のペインで 1つまたは複数の Inventory Proxyサーバを選択し、同じポート番
号を割り当てることができます。

0から 65535までの値を指定する必要があります。指定するポート番号がサーバ上
の他のサービスで使用されていないことを確認します。

2 次に表示されるインストールページに該当する節に進みます。

! 85 ページの ｢［Remote Management Configuration］｣

! 87 ページの ｢［Policy and Distribution Services Database Logging］｣

! 88 ページの ｢［Installation Summary］｣

［Remote Management Configuration］

このページは、1つまたは複数の Windowsサーバについて［Remote Management］オプ
ションを選択した場合にのみ表示されます。
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このダイアログボックスを使用して、Remote Management Agentのパスワードを設定
し、管理対象サーバに Mirror Driverをインストールします。デフォルトのパスワー
ドを使用することも、パスワードを指定することもできます。

1 Remote Management Agentのデフォルトのパスワードを設定するには、［Use 
Default Password］チェックボックスをオンにします。デフォルトのパスワードは
novellです。 

2 デフォルトのパスワード以外のパスワードを使用するには、［Password］フィール
ドで別のパスワードを指定します。

このパスワードは、管理対象サーバとの Remote Managementセッションを確立する
ために使用されます。 

10文字以内の ASCII (非拡張 )文字を使用してパスワードを作成します。パス
ワードでは、大文字と小文字が区別されます。また、空欄にすることはできませ
ん。パスワードを指定せずに作業を進めることはできますが、サーバとの Remote 
Controlセッションを確立することはできません。

警告 : ZENworks 6.5 Remote Management Agentの以前のインストールがコンピュータ上で検出され、パ

スワードが設定されている場合、［Password］フィールドは表示されません。 

3 Mirror Driverは、ターゲットサーバが Windows 2000/2003サーバである場合にの
みインストールできます。Mirror Driverによって、ビデオアダプタの独立性と他
の Remote Controlソリューションとの共存が実現されます。このチェックボック
スをオンにすると、InstallShieldはビデオドライバのチェックを無効にし、
Windowsのメッセージを抑制します。このドライバを使用しない場合は、チェック
ボックスをオフにします (最適化は無効になります )。

注 : Mirror Driverは、まだ Microsoftによって署名されていません。

4 次に表示されるインストールページに該当する節に進みます。

! 87 ページの ｢［Policy and Distribution Services Database Logging］｣

! 88 ページの ｢［Installation Summary］｣
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［Policy and Distribution Services Database Logging］

このページは、Policy and Distribution Servicesデータベース (［Server 
Management Database］オプション )をサーバにインストールすることを選択した場合
にのみ表示されます。

このページによって、ZENworksデータベースポリシー (Service Location Packageに
含まれる )を設定する必要がなくなり、Server Managementをインストール後、すぐに
データベースにログの記録を開始できます。インストール後の作業を容易にするため
に、インストールされている他のデータベースのそれぞれについて、データベースが
Distributorで使用できるように Service Location Packageを設定することによって、
データベースを設定できます。

1 前のインストールページで設定した Server Managementデータベースのログの記録
を指定するには、次のいずれかを選択します。

［Log to an Existing Server Management Database］: データベースオブジェクト
を参照して選択することによって、インストール中のデータベースのいずれかにロ
グを記録するのではなく、ログの記録用に既存のデータベースファイルを選択し
ます。

［Log to a Server Management Database That Will Be Installed］: 前のインス
トールページで設定したデータベースオブジェクトのいずれかが表示されます。た
だし、下向き矢印をクリックして、インストール中の別のデータベースオブジェク
トを選択できます。

［Do Not Log to a Server Management Database］: 前のインストールページでデー
タベースを設定している場合でも、ここでデータベースにログを記録しないことを
選択できます。

2［Next］をクリックし、88 ページの ｢［Installation Summary］｣に進みます。
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［Installation Summary］

1 後で使用するために現在のインストールの設定を保存するには、［Save the 
Following Configuration］チェックボックスをオンにして、テンプレートファイ
ルのパスとファイル名を指定します。

ヒント : このテンプレートファイルを使用して、ZENworks Server Managementのインストールを繰り

返すことができます。これによって、再び情報を入力したり、サーバを選択したりする時間を節約で

きます。テンプレートを使用してインストールを再実行する場合、テンプレートによって設定されて

いるフィールドや選択済みのサーバを変更できます。

2［Installation Summary］ページで、［Finish］をクリックするとインストール処理
が開始されます。

概要で設定の誤りや抜けを見つけた場合は、［Back］をクリックして設定を変更で
きます。

3 インストールプログラムが終了したら、インストールログファイルを調べて、イン
ストールに失敗したコンポーネントがないかどうかを確認します。

このログファイルは、インストールコンピュータ上の、Windowsの環境設定で指定
された一時ディレクトリにあります。例 :

c:\temp\_resnnn.txt

nnnは、新しいインストールログが作成されるたびに順に大きくなります。

インストール時にエラーメッセージが表示された場合は、365 ページの付録 G ､ ｢
インストールに関するエラーメッセージ｣を参照してください。

4 必要に応じて、インストールプログラムを再実行します。

インストールに失敗したコンポーネントだけを選択します。

重要 : 再インストールでは、再びスキーマを拡張する必要はありません。
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5 ソフトウェアのインストールが正常に終了したら、［Exit］をクリックしてメイン
インストールプログラムを終了します。

この時点で、Server Managementオブジェクトが作成され、ソフトウェアがインス
トールされ、Server Managementエージェントが起動されています。

6 ZENworksのプロセスが実行されていることを確認するには、89 ページの ｢ Policy 
and Distributions Servicesエージェントがロードされていることの確認｣に進み
ます。

Policy and Distributions Servicesエージェントがロードされていることの確認

Policy and Distributions Servicesエージェントがターゲットサーバで実行されてい
ることを確認するには

! 89 ページの ｢ NetWareサーバでの確認｣

! 90 ページの ｢ Windowsサーバでの確認｣

NetWareサーバでの確認

ZENworks Server Managementが NetWareサーバで正しく実行されているかどうかを確
認するには

1 対象になるサーバのコンソールで <Ctrl>+<Esc>を押し、ロードされたソフトウェ
アプログラムを表示します。

例 :

Sybaseデータベース

ZENworks (Policy and Distribution Servicesがインストールされている場合 )

ZENworks Inventory Service

ZENworks Web Server (Inventory Serverまたは Inventory Proxy Serviceだけ
がインストールされている場合 )

2 ZENworksアイテムが表示されない場合は、次のファイルを確認します。

...\zenworks\pds\zfs-startup.log

このファイルには、エージェントが起動されなかった理由が記録されます。この情
報を参考にして、ZENworks Server Managementをサーバに再インストールします。

このファイルは、起動時の問題に関するログを記録するためにのみ使用されます。

3 各 NetWareサーバについて、ステップ 1とステップ 2を繰り返します。

4 必要に応じて、インストールプログラムを再実行します。64 ページの ｢インス
トールプログラムの起動｣を参照してください。

5 次の該当する節に進みます。

! Windowsサーバにインストールしている場合は、90 ページの ｢ Windowsサーバ
での確認｣に進みます。

! iManager用の Policy and Distribution Servicesプラグインをインストールす
るには、90 ページの ｢ Policy and Distribution Servicesの Webベースの管
理｣に進みます。

! または、98 ページの ｢インストール後の作業｣に進みます。
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Windowsサーバでの確認

ZENworks Server Managementが Windowsサーバで正しく実行されているかどうかを確
認するには

1 対象になるサーバで［コントロール パネル］を開き、［管理ツール］>［サービス］
の順にダブルクリックして、次のサービスが実行しているかどうかを確認します。

Novell Inventory Service

Novell Database - Sybase

Novell ZENworks Service Manager

2 サービスが表示されない場合、次の手順を実行します。

2a［サービス］ウィンドウを閉じます。

2b［スタート］、［ファイル名を指定して実行］の順にクリックし、次のコマンド
を入力します。 

zenworks\pds\bin\dservices.bat

このコマンドにより、ZENworks Server Managementのサービスが停止し、これ
らのサービスの登録が取り消されます。この操作は、サービスを登録できるよ
う、クリーンな状態を確保するために実行されます。

2c［スタート］、［ファイル名を指定して実行］の順にクリックし、次のコマンド
を入力します。 

zenworks\pds\bin\sservices.bat

このコマンドにより、ZENworks Server Managementのサービスが登録されます。

2d［コントロール パネル］を開き、［管理ツール］>［サービス］の順にダブルク
リックして、サービスを開始します。

3 各 Windowsサーバに対して、ステップ 1とステップ 2を実行します。

4 必要に応じて、インストールプログラムを再実行します。64 ページの ｢インス
トールプログラムの起動｣を参照してください。

5 次の該当する節に進みます。

! iManager用の Policy and Distribution Servicesプラグインをインストールす
るには、90 ページの ｢ Policy and Distribution Servicesの Webベースの管
理｣に進みます。

! または、98 ページの ｢インストール後の作業｣に進みます。

Policy and Distribution Servicesの Webベースの管理

ConsoleOne 1.3.6に加えて、Novell iManager 2.0.2を使用することによって、Tiered 
Electronic Distribution管理およびエージェントの監視作業が容易になります。
iManagerによって、サポートされているバージョンの Internet Explorerが利用でき
る任意の場所から Policy and Distribution Servicesのタスクを実行できます。

iManagerを使用することによって、次のことができます。

! Tiered Electronic Distributionオブジェクト (Distributor、Subscriber、
Distribution、Channel、Subscriber Group、および External Subscriber)を作
成、変更、および削除します。

! 配布システムをグラフィカルに表示し、Distributionが通過する親 Subscriberの数
に関係なく、Distributorからエンドノードの Subscriberまで、Distributionを
容易に追跡できるようにします。これによって、各サーバにアクセスしてログファ
イルを読む必要がなくなります。
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! ブラウザベースのコンソールの表示。このコンソールは Remote Web Consoleと呼ば
れ、システム内の Distributor Agentおよび Policy/Package Agentごとに表示さ
れます。Remote Web Consoleから、エージェントの設定を確認したり、エージェン
トのアクティビティを監視したり、多くのエージェントの機能を制御したりできま
す。たとえば、Distributor、Subscriber、または Policy Packageに対するアク
ションを今すぐ強制的に実行したり、Distribution、Subscriber、および Policy 
Packageのステータスを監視したりできます。

重要 : Linuxまたは Solarisサーバに iManagerをインストールした場合は、GUIのインストールプログラム

を使用して、Linuxまたは Solarisサーバ上の iManagerに Policy and Distribution Servicesプラグイン
をインストールできます。

Novell iManager 2.0.2をインストールする方法については、41 ページの ｢管理固有の
ワークステーションの要件｣を参照してください。

iManager用の Policy and Distribution Servicesプラグインをインストールするには

1 次のいずれかの方法でメインインストールメニューを表示します。

! ZENworks 6.5 Server Management Program CDの内容をハードドライブにコピー
した場合は、ハードドライブから winsetup.exeを実行します。

Program CDの構造をインストールコンピュータのハードドライブにコピーした
場合、ハードドライブのルートから CDの最初のディレクトリまでのパスには、
8.3形式の DOSのファイル命名規則に準拠したディレクトリ名のみ使用できま
す。パス内に長いディレクトリ名が存在する場合、インストールプログラムは
動作しません。

! インストールコンピュータで、ZENworks 6.5 Server Management Program CDを
挿入します。

起動ページが表示されます。CDを挿入しても自動的に起動ページが表示され
ない場合は、CDのルートにある winsetup.exeを実行します。
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2［Web-Based Management Components］をクリックして、［License Agreement］ペー
ジを表示します。

3［Accept］をクリックして使用許諾契約に同意し、［Next］をクリックして［Login 
Information］ページを表示します。
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4 次のフィールドに情報を入力します。

［DNS/IP Address］: iManagerがインストールされているサーバのアドレスを指定
します。

［Port］: iManagerと通信するときに使用するポート番号を指定します。SSLを使
用する場合は、通常 443です。SSLを使用しない場合は、8080を使用します。

［Use SSL］: デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっていません。
SSLを使用するように iManagerを設定している場合は、このチェックボックスを
オンにする必要があります。

［iManager Username］: iManagerに対する権利を持つユーザの iManager (完全識
別 )ログイン名を指定します。このユーザ名は指定された形式
(cn=admin.o=novellなど )で入力する必要があります。このユーザ名で認証を得
ることができない場合、インストールを続行できません。

［iManager Password］: インストールプログラムを実行するユーザの iManagerパ
スワードを指定します。

［Install the Policy and Distribution Services Plug-ins to Novell iManager］
: Remote Web Consoleおよび Tiered Electronic Distributionプラグインを
iManagerにインストールし、これらのコンポーネントを Webブラウザから管理で
きるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

［Install the ZENworks Certificate Authority］: サーバ間通信のセキュリティの
ために ZENworks認証局サーブレットをインストールするには、このチェックボッ
クスをオンにします。これによって、セキュリティで保護されたネットワークの外
部から受信したデータが信頼されるソースから送信されたものであり、途中で改竄
されておらず、受信したデータは他のコンピュータでも信頼できることが保証され
ます。これは、署名付きのセキュリティ証明書とデジタル署名を使用することに
よって実現されます。

5［Next］をクリックして［Summary］ページを表示します。
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このインストールの概要は、選択した Webコンポーネントが Tomcatインストール
ディレクトリにインストールされることを示しています。

6［終了 (Finish)］をクリックします。

7 インストールが完了したら、［Yes］をクリックしてインストールログファイルを表
示します。

ログファイルにエラーが記録されている場合は、参考のために印刷できます。エ
ラーメッセージの検索については、365 ページの付録 G ､ ｢インストールに関する
エラーメッセージ｣を参照してください。エラーを解決して、インストールの手順
を繰り返します。

iManagerでの ZENworks Server Managementの役割も設定する必要があります。こ
の役割の情報は eDirectoryに格納されるからです。

Novell Certificate Signerを再インストールするには、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の手順に従ってください。

8 iManagerプラグインを正しくインストールした後、ログファイルを閉じます。

9 iManagerで新しいプラグインを認識するには、Tomcatを停止し、Tomcatを再開し
ます。

! NetWare 

停止 : tc4stop.ncf

開始 : tomcat4.ncf

! Windows:

［サービス］ウィンドウで、Tomcatサービスを開始または停止します。

! Linux

再開 : /etc/init.d/tomcat4 restart

または

停止 : /etc/init.d/tomcat4 stop

開始 : /etc/init.d/tomcat4 start

10 次の該当する節に進みます。

! Linuxまたは Solarisサーバにインストールする場合は、95 ページの ｢ Linuxお
よび Solarisへのインストール｣に進みます。

! Linuxまたは Solarisサーバにインストールしない場合は、98 ページの ｢イン
ストール後の作業｣に進みます。

! アップグレード中にこの作業を実行した場合は、211 ページの ｢ Novell 
iManagerプラグインのアップグレード｣に戻ります。
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Linuxおよび Solarisへのインストール

この節では、Linuxまたは Solarisサーバに Novell ZENworks Server Managementをイ
ンストールする手順について説明します。

Policy and Distribution Servicesコンポーネントは、Linuxおよび Solarisプラット
フォームでサポートされています。ただし、Server Inventoryおよび Remote 
Managementコンポーネントはサポートされていません。

ネットワークに NetWareサーバや Windowsサーバも含まれている場合は、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣で説明されているように、最初にこれらの
いずれかのプラットフォームに Policy and Distribution Servicesをインストールす
るのが最も簡単です。これは、データベースファイルを NetWareまたは Windowsサー
バ上で作成する必要があるからです。このデータベースには、レポーティング用のロ
グメッセージが格納され、配布処理の成功と失敗の詳細が記録されます。必要に応じ
て、Policy and Distribution Servicesソフトウェアを Linuxまたは Solarisサーバ
に最初にインストールし、後で NetWareまたは Windowsサーバ上でデータベースを作
成できます。

Linuxまたは Solarisバージョンのソフトウェアを 1台の Linuxまたは Solarisサーバ
にインストールするには、ZENworks 6.5 Server Management Program CDに収められて
いるインストールスクリプトを使用します。このスクリプトによって、必要な
ZENworksオブジェクトが Novell eDirectoryTMに作成されます。Linuxのみまたは
Solarisのみの環境での eDirectoryのインストールまたはアップグレードについては、
34 ページの ｢ Linuxまたは Solarisサーバでの eDirectoryのインストールまたはアッ
プグレード｣を参照してください。

このスクリプトを実行する最も簡単な方法は、Policy and Distribution Servicesを
インストールする Linuxまたは Solarisサーバの CDドライブに Program CDを挿入す
る方法です。サーバからサーバへの物理的な移動を省くインストールソリューション
は、Linuxまたは Solaris管理者が自由に決定できます。

Policy-Enabled Server Managementをインストールする Linuxまたは Solarisサーバ
は、Distributor、Subscriber、またはその両方として機能することができます。

! Distributor: Distributor Agentは、Distributionを収集し、Subscriberサーバに
送信します。Distributionは、ポリシー、新規または更新されたソフトウェア、
個々の実行可能ファイル、データベース、ドキュメント、テキストファイルなどで
構成されます。

! Subscriber: Policy/Package Agentは、Distributionを受信し、抽出します。次
に、Policy/Package Agentが、ポリシーの適用、ソフトウェアのインストール、
ファイルの更新などを実行します。

Policy and Distribution Servicesをインストールする Linuxまたは Solarisサーバで、

1 rootとしてログインします。

2 Linuxまたは Solarisサーバで Xウィンドウを実行している場合、XTermウィンド
ウを開きます。

3 ZENworks 6.5 Server Management Program CDをサーバの CDドライブに挿入します。

4 Readmeでインストールに関する最新情報を確認します。

Readme_servers.htmlが ZENworks 6.5 Server Management Program CDの
\readmes\enディレクトリに存在します。
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5 Policy and Distribution Servicesのインストールスクリプトを実行するには、
［XTerm］ウィンドウで次のいずれかの操作を行います。

! 次のいずれかのコマンドを入力します。

Red Hat Linux: /mnt/cdrom/ZfS/TedPol/platform/zfs-pds-install

SUSE LINUX: /media/cdrom/ZfS/TedPol/platform/zfs-pds-install

platformは Linuxまたは Solarisのいずれかです。

! Policy and Distribution Servicesのインストールスクリプトが保存されてい
るディレクトリに移動します。

cd /device_directory/ZfS/TedPol/platform

device_directoryは CDデバイスのマウントポイントを表し、platformは
Linuxまたは Solarisのいずれかです。

次のように入力します。

./zfs-pds-install

6 <Enter>キーを押して使用許諾契約を表示し、<Spacebar>キーを押して使用許諾契
約をスクロールします。次に「y」と入力して <Enter>キーを押し、使用許諾契約
に同意します。

このスクリプトは、j2reおよび novell-zen-zfs RPMファイルからソフトウェアを
インストールします。

7 Server Managementを設定するには、表示されるプロンプトに応答します。

28 ページの ｢ Policy and Distribution Servicesを Linuxおよび Solarisサーバ
にインストールするための情報｣で収集した情報は、ここで必要になります。

括弧に囲まれてコロンの前に表示される情報は、<Enter>キーを押すと使用される
デフォルト値を表します。ただし、表示されているデフォルト値が正しくない場合
は、<Enter>キーを押す前に独自の情報を指定できます。

ヒント : ［XTerm］ウィンドウを使用している場合は、十分な幅で表示して、作成するエントリが 1行

に収まるようにする必要があります。エントリが折り返して表示され、そのエントリを <Backspace>

キーを使って変更する必要がある場合、<Backspace>キーで消去できるのは折り返された行の先頭まで

です。この場合、入力した情報が適切なエントリではないときには、<Enter>キーを押してもう一度ス

クリプトプロンプトを表示します。

7a eDirectoryツリーのレプリカが存在するサーバの DNS名を指定します。例 :

smnw6.novell.com

7b ツリーのルートに対して管理者の権利を持つユーザの DNを入力します。例 :

admin.servers.novell

7c 管理者ユーザのパスワードを入力します。

パスワードを入力しても、文字の入力を示すものは何も表示されません。

正しいユーザ名とパスワードを入力した場合は、「Authentication 
successful」というメッセージとツリーの名前が表示されます。

8 括弧内に正しい DNS名が表示されている場合は、<Enter>キーを押して受け入れ
ます。

または

正しい名前が表示されていない場合は、正しい DNS名を入力してから <Enter>キー
を押します。
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DNSが正しく設定されている場合、このスクリプトを実行している Linuxまたは
Solarisサーバの DNS名が括弧内に表示されます。たとえば、
SMLX1.provo.novell.comのように表示されます。

9 このサーバを Distributorとして使用する場合は、「y」と入力し、<Enter>キーを
押します。

9a Distributorオブジェクトの名前を入力します。例 :

Distributor_SMLX1

9b Distributorオブジェクトを作成できる既存の eDirectoryコンテナを入力
します。例 :

Distributors.SM.ZENworks.Novell

10 Subscriberオブジェクトの名前を入力します。例 :

Subscriber_SMLX1

11 Subscriberオブジェクトを作成できる既存の eDirectoryコンテナを入力しま
す。例 :

Linux.Subscribers.SM.ZENworks.Novell
または
Solaris.Subscribers.SM.ZENworks.Novell

サーバは、そのプラットフォームの名前が付けられたコンテナに保存します。詳細
については、32 ページの ｢ Novell eDirectoryの要件｣を参照してください。

12 ネットワークにすでに ZENworksデータベースがインストールされており、この
サーバでデータベースにログを記録する場合は、次のようなデータベースオブジェ
クトの DNを入力します。

Server Management Database_SMNW6.Databases.ZENworks.Novell

13 Policy and Distribution Servicesエージェントを起動する方法およびサービスが
開始されない場合に再設定する方法については、表示される情報を確認します。

14 エージェントが実行されていることを確認するには、次のように入力します。

/etc/init.d/novell-zfs status

次のエージェントが表示されます。

Novell ZENworks Server Management

エージェントが起動しない場合は、/var/opt/novell/log/zenworksディレクトリ
にある zfs-startup.logファイルを確認します。

15 インストールに成功したら、各 Linuxサーバでこの手順を繰り返します。

16 Linuxサーバに Policy and Distribution Servicesを正しくインストールしたら、
98 ページの ｢インストール後の作業｣に進みます。
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インストール後の作業

Novell ZENworks Server Managementソフトウェアを、NetWare、Windows、Linux、お
よび Solarisサーバにインストールした後、インストール処理では自動化できない作
業があり、これらの作業を行ってインストールを完了する必要があります。次の各節
では、これらの作業の詳細について説明します。

最初の節では、すべての Server Managementコンポーネントについて行う必要がある
作業について説明します。他の 4つの節はコンポーネントごとに分けられ、インス
トールできるコンポーネントごとに示されています。

インストールした Server Managementコンポーネントについて、次の各節で説明され
ている必要な作業を行います。

! 98 ページの ｢ Policy and Distribution Services ｣

! 103 ページの ｢ Server Inventory ｣

Policy and Distribution Services

次の作業は、Policy and Distribution Servicesコンポーネントに特有の作業です。

! 99 ページの ｢ NetWare 5.1サーバ上での Novell Servlet Gatewayの再起動｣

Server Managementをインストールしたサーバで Novell Servlet Gatewayを実行し
ている場合は、このゲートウェイの Javaプロセスを手動で再起動する必要があり
ます。

! 99 ページの ｢ Policy and Distributionデータベースの作成｣

Linuxまたは Solaris Distributorサーバにレポーティング機能を提供するには、
次の手順に従って NetWareまたは Windowsサーバ上でデータベースを作成します。

! 101 ページの ｢複数のネットワークアドレスを持つサーバでの Policy and 
Distribution Servicesエージェントの設定｣

Policy and Distribution Servicesエージェントをインストールしたサーバがネッ
トワーク上で複数のネットワークアドレスを持つ場合は、この手順に従います。

! 102 ページの ｢ ZENworks for Servers 2で作成した Server Software Packagesの
バージョン 6.5への変換｣

ZENworks for Servers 2で作成した Server Software Packagesを維持する場合は、
Server Software Packagesをバージョン 6.5に変換する必要があります。この手順
に従います。

! 102 ページの ｢ Policy and Distribution Servicesの使用｣

この節では、Policy and Distribution Servicesによって実行できるその他の処理
について紹介します。
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NetWare 5.1サーバ上での Novell Servlet Gatewayの再起動

インストールプログラムは、ZENworks Server Managementをインストールする前に、
すべての Javaプロセスを停止します。Server Managementのインストールが完了した
後、インストールプログラムはインストール前に停止したすべての Javaアプリケー
ションを自動的に再起動しようとします。状況によって、インストールプログラムで
再起動できない Javaプロセスがあります。

NetWare 5.1サーバでは、Novell Servlet Gatewayアプリケーションをインストールプ
ログラムで自動的に再起動することはできません。ZENworksをインストールした
NetWare 5.1サーバでこの Javaプロセスを実行している場合は、手動でこのプロセス
を再起動する必要があります。

Policy and Distributionデータベースの作成

Policy and Distributionデータベースには、レポーティング用のログメッセージが格
納され、Distribution処理の成功と失敗やポリシーのステータスの詳細が記録されま
す。現在、このデータベースファイルは Linuxまたは Solarisサーバでは作成できま
せん。したがって、データベースのログの記録を Linuxまたは Solaris Distributor
ごと、または Policy/Package Agentごとに行うには、NetWareまたは Windowsサーバ
にデータベースをインストールする必要があります。

Linuxまたは Solaris Distributorが存在する eDirectoryツリーに Databaseオブジェ
クトを持つデータベースをインストールしていなかった場合、Linuxおよび Solaris
サーバのログをデータベースに記録するには、Windowsを実行するインストールコン
ピュータで次の操作を行います。

1 Distributorおよび Subscriberオブジェクトを作成した eDirectoryツリーにまだ
ログインしていない場合は、ログインします。

2 ZENworks 6.5 Server Management Program CDを挿入します。

インストールプログラムの最初のウィンドウが表示されます。CDを挿入しても自
動的にこのウィンドウが表示されない場合は、CDのルートにある winsetup.exeを
実行します。

3［Server Management］をクリックし、次に［Policy-Enabled Server Management］
を選択します。

4 使用許諾契約に同意し、［Next］をクリックします。

デフォルトでは、［New Installation］が選択されています。

5［Next］をクリックします。

デフォルトでは、［Policy and Distribution Services］が選択されています。

6［Next］をクリックします。 

デフォルトでは、［Create eDirectory Objects］および［Install Software Files］
オプションが選択されています。

7［Next］をクリックします。

8 ZENworks Databaseオブジェクトを作成する eDirectoryツリーを選択し、［OK］を
クリックし、［Next］をクリックします。

9［Server Selection］ダイアログボックスで、［Add Servers］をクリックします。
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10 Policy and Distributionデータベースを作成する NetWareまたは Windowsサーバ
に対応する eDirectoryオブジェクトがある場合は、eDirectoryツリーを参照し、
サーバオブジェクトを選択します。

または

Microsoftドメインの Windowsサーバの場合は、［List Servers By］ドロップダウ
ンリストで、［Microsoft Domain］をクリックしてドメインを展開し、サーバを選
択します。

11 選択したサーバを［Available Servers］ボックスから［Selected Servers］ボッ
クスに移動し、［OK］をクリックします。

12［Server Selection］ダイアログボックスに戻り、選択したサーバの行で、
［Database］列をマークし、［Next］をクリックします。

13 次のフィールドに情報を入力します。

［Database Path］: Policy and Distributionデータベースのサイズは非常に大き
くなる可能性があることを考慮します。

! NetWareでは、デフォルトのデータベースパスは sys:\zenworksです。sys:以外
のボリュームを使用するようにデータベースを変更する必要があります。

! Windowsでは、デフォルトのデータベースパスは c:\zenworksです。これが適切
な場所であるかどうかは、C:ドライブのサイズとサーバ上の他のドライブの
空き容量によって決まります。

［オブジェクト名］: デフォルトのオブジェクト名は ZENworks Databaseです。
複数のデータベースをインストールする予定がある場合は、この名前を変更でき
ます。

［Container］: ZENworks Doatabaseオブジェクトを作成するコンテナオブジェクト
を参照して選択します。他の Tiered Electronic Distributionオブジェクトと共
に配置することも、サーバオブジェクトと同じコンテナに配置することもできます。

14［Next］をクリックします。

インストールの概要に、インストールされるデータベースファイルと、データベー
ス用に作成される eDirectoryオブジェクトが一覧表示されます。

15［終了 (Finish)］をクリックします。

16 インストールが完了したら、［View Log File］をクリックして、インストールプロ
グラムによって行われた処理を確認します。

インストールログファイルにエラーが記録されている場合は、参考のために印刷で
きます。インストールエラーの検索については、365 ページの付録 G ､ ｢インス
トールに関するエラーメッセージ｣を参照してください。問題を解決して、正しく
インストールの手順を繰り返します。

17 ログファイルを閉じて、インストールプログラムを終了します。
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複数のネットワークアドレスを持つサーバでの Policy and Distribution Servicesエージェントの設定

Policy and Distribution Servicesエージェントをインストールしたサーバがネット
ワーク上で複数のネットワークアドレスを持つ場合は、エージェントを起動する前に、
追加の設定が必要です。この状況が発生するのは、サーバが次のいずれかまたは両方
の特性を持つ場合です。

! 複数の NIC

! 複数の DNSホスト名

DNSの前方および逆引き参照が正しく行われるようにするには、該当する各サーバの設
定ファイルを編集する必要があります。次の手順は、サポートされているすべてのプ
ラットフォームのサーバに適用されます。

1 テキストエディタで次のファイルを開きます。 

Installation_path\zenworks\zfs-startup.xml

2 次のクラスを検索します。

<Class>com.novell.application.zenworks.ted.TED</Class>

3 このクラスの下に記述されている次のパラメータを編集します。

<Parameter Name="Hosts" />

このパラメータが存在しない場合は、パラメータを作成してパラメータリストに挿
入します。

ホストの DNSホスト名または IPアドレスを指定します。例 :

<Parameter Name="Hosts">192.68.1.203</Parameter>

終了 </Parameter>コードが追加され、"Hosts"名の後に終了 >文字が追加されて
いることに注目してください。DNSホスト名と IPアドレスは、上記のようにこれ
らのコードの間に指定します。

サーバの NICカードにバインドされているホストを記述してはいけません。

複数のホストを記述する場合は、DNSホスト名および IPアドレスのリストをセミ
コロン (;)で区切る必要があります。例 :

<Parameter Name="Hosts">
192.68.1.203;192.68.1.204;server001.provo.novell.com
</Parameter>

リスト内では DNSホスト名と IPアドレスを混在させることができます。

4 変更内容を保存し、ファイルを閉じます。

複数の NICがある場合、ネットワークアクセスのためのプライマリホストカードとし
て使用されるカードがサーバによって認識されない場合があります。プライマリホス
トとして適切な NICが認識されるようにするためには、次の手順に従います。

1 テキストエディタで、次のファイルを開きます。

Installation_path\zenworks\zfs-startup.xml

2 次のクラスを検索します。

<Class>com.novell.application.zenworks.ted.TED</Class>
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3 このクラスの下に記述されている次のパラメータを編集します。

<Parameter Name="PrimaryHost" />

このパラメータが存在しない場合は、パラメータを作成してパラメータリストに挿
入します。

適切な NICカードの IPアドレスを指定します。次に例を示します。

<Parameter Name="PrimaryHost">192.68.1.203</Parameter>

終了 </Parameter>コードが追加され、"PrimaryHost"名の後に終了 >文字が追加
されていることに注目してください。IPアドレスは、このようにコードの間に指
定します。

PrimaryHostパラメータに DNSホスト名が記述されている場合は、これを IPアド
レスに変更します。

4 変更を保存し、テキストエディタを終了します。

ZENworks for Servers 2で作成した Server Software Packagesのバージョン 6.5への変換

ZENworks for Servers 2で作成した Server Software Packagesを ZENworks 6.5で維持
する場合は、ZENworks 6.5 Server Managementのインストール後にバージョン 6.5に
変換する必要があります。手順については、Novellのサポート Webサイト (http://
support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/2962260.htm)を参照してくだ
さい。

Policy and Distribution Servicesの使用

Policy and Distribution Servicesを最大限に活用するために、配布システムとサー
バポリシーをさらに設定するには、次の操作を行います。

! サーバポリシーを含め、必要な Distributionの決定

! Distributionおよび関連する Channelの決定

! 他の Distributorが必要であるかどうかの決定

! 他の Distributorのインストール

! 各 Distributorのルーティング階層の作成

! 必要な親 Subscriberの設定

! Subscriberと Distribution Channelの関連付け

! Distributionの送信

これらの操作を行うには、Policy and Distribution Servicesについて理解し、必要
な Distributionを識別し、使用する配布システムを計画する必要があります。計画の
度合いは、ネットワークの規模や複雑さ、および Distributionのサイズや頻度によっ
て異なります。

Policy and Distribution Servicesの理解、配布システムの設定方法、サーバポリ
シーの設定、および Distributionの新規作成については、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「インストール後の設定」を参照してください。
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Server Inventory

次の作業は、Server Inventoryコンポーネントに特有の作業です。Inventoryサーバ
で Server Inventoryサービスを開始する前に、これらの作業を示されている順序で実
行する必要があります。

1. 103 ページの ｢ポリシーパッケージの作成｣

2. 105 ページの ｢ Tiered Electronic Distributionオブジェクトの作成および設定｣

3. 105 ページの ｢ Server Inventory用の Distributionオブジェクトの作成｣

4. (任意選択 ) 105 ページの ｢ NetWareサーバでのインベントリデータベースオブ
ジェクトの設定｣

5. 106 ページの ｢サーバに対するポリシーの設定｣

6. 110 ページの ｢ Distributorオブジェクトと Subscriberオブジェクトの設定｣

7. (任意選択 ) 110 ページの ｢ ODBCドライバのインストール｣

8. 110 ページの ｢ Inventory Serviceの開始｣

ポリシーパッケージの作成

Server Inventoryでは、サーバポリシーを保持するためのポリシーパッケージが
eDirectoryツリーに必要です。このサーバポリシーは、後で設定して有効にすること
ができます。 

ポリシーパッケージは、オブジェクトタイプ別にグループ化されたポリシーのコレク
ションが含まれている eDirectoryオブジェクトです。ポリシーパッケージを保持する
部門 (OU)を作成する必要があります。

この OUを配置する場所を決定するときは、次の点に考慮してください。

! ツリー内にパーティションがあるかどうか

! eDirectory内の完全識別名の 256文字までの制限

! ポリシーパッケージを見つけるための検索ポリシー

Server Inventoryの場合は、2つのコンテナを作成します。1つは Tiered Electronic 
Distributionオブジェクト用で、もう 1つは Server Inventoryポリシーパッケージ用
です。

コンテナを作成するには

1 ConsoleOneで、ポリシーパッケージ用のコンテナを配置するコンテナを右クリッ
クします。

2［New］、［Object］、［Organizational Unit］の順にクリックし、［OK］をクリックし
ます。

3 コンテナに Policiesなどの名前を付けて、［OK］をクリックします。

重要 : WANを介してアクセスされるパーティションがある場合は、Policy/Package Agentsがロードされる

ように、Policy Packageオブジェクトをサーバと同じパーティションに配置してください。また、検索ポ
リシーで、サーバオブジェクトが存在するパーティション以外のパーティションを検索する必要がないよう

にしてください。 

作成する Policy Packageオブジェクトを決定するには、必要なポリシーを最初に決定
します。 
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Server Inventoryの場合、次のポリシーパッケージを作成する必要があります。

! Service Location Packageまたは Server Package

! 配布されたサーバパッケージ (Distributed Server Package)

Policy Packageオブジェクトを作成するには、次の節の手順を参照してください。

! 104 ページの ｢ Service Location Packageの作成｣

! 104 ページの ｢ Server Packageの作成｣

! 105 ページの ｢ Distributed Server Packageの作成｣

Service Location Packageの作成

Service Location Packageは、データベース場所ポリシーを有効にし、データベース
オブジェクトを、Inventory Serviceオブジェクトが配置されるコンテナに関連付ける
ために必要です。

1 ポリシーパッケージのコンテナを右クリックし、［New］、［Policy Package］の順に
クリックします。

Policy Packageウィザードが表示されます。

2［Policy Package］リストで、［Service Location Package］を選択し、［Next］を
クリックします。

3 Service Location Packageの名前を指定します。

4［Next］をクリックし、［Finish］をクリックします。

Server Packageの作成

Server Packageは、データベース場所ポリシーを有効にし、データベースオブジェク
トを、Inventoryサーバの Inventory Serviceオブジェクトに関連付けるために必要
です。

重要 : インストール時に［Inventory Standalone Pre-Configuration］を設定することを選択した場合は、
インストールプログラムによって自動的に Server Packageが作成されます。

Server Packageを作成するには

1 ポリシーパッケージのコンテナを右クリックし、［New］、［Policy Package］の順に
クリックします。

Policy Packageウィザードが表示されます。

2［Policy Package］リストで、［Server Package］を選択し、［Next］をクリックし
ます。

3 Server Packageの名前を指定します。

4［Next］をクリックし、［Finish］をクリックします。
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Distributed Server Packageの作成

Distributed Server Packageは、Server Inventoryポリシーをインベントリ対象サー
バに配布するために必要です。

1 ポリシーパッケージのコンテナを右クリックし、［New］、［Policy Package］の順に
クリックします。

Policy Packageウィザードが表示されます。

2［Policy Packages］リストで、［Distributed Server Package］を選択し、［Next］
をクリックします。

3 Distributed Server Packageの名前を指定します。

4［Next］をクリックし、［Finish］をクリックします。

Tiered Electronic Distributionオブジェクトの作成および設定

Server Inventoryの場合、次の Tiered Electronic Distributionオブジェクトを作成
および設定する必要があります。

! TED Distribution

! TED Channel

Tiered Electronic Distributionオブジェクトの作成および設定方法の詳細について
は、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Tiered Electronic 
Distribution」を参照してください。

Server Inventory用の Distributionオブジェクトの作成

Server Inventoryポリシーを配布するための Distributionオブジェクトを設定する必
要があります。

1 ConsoleOneで、Distributionオブジェクトを右クリックし、［Properties］をク
リックします。

2［Type］タブをクリックします。

3［Select Type］ドロップダウンリストから［Policy Package］を選択します。

4［追加 (Add)］をクリックします。

5 Server Inventoryポリシーを含む Distributed Server Packageを選択します。

6［Schedule］タブをクリックします。

7 スケジュールを変更します。

8［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

NetWareサーバでのインベントリデータベースオブジェクトの設定

CIFSをデフォルトのコンポーネントとして持つ NetWareサーバに Sybaseをインストー
ルする場合は、Inventory database_server_nameオブジェクトのサーバ IPアドレスま
たは DNS名が、Sybaseのインストール後に正しく設定されない場合があります。デー
タベースオブジェクトを正しく設定する :

1 ConsoleOneを開き、インベントリデータベースオブジェクトをダブルクリックし
ます。

2 データベースオブジェクトの［ZENworksデータベース］ページで、インベントリ
データベースをインストールするサーバの IPアドレスまたは DNS名を入力します。
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サーバに対するポリシーの設定

スタンドアロンサーバのシナリオでは、単一のサーバが Inventoryサーバおよびデー
タベースサーバとして機能します。インベントリデータをロールアップする必要はあ
りません。 

スタンドアロンサーバのインベントリを設定するには

1 106 ページの ｢データベース場所ポリシーの設定｣の手順を完了します。

2 108 ページの ｢ Server Inventoryポリシーの設定｣の手順を完了します。

重要 : Server Managementのインストール時に Inventory Serverと Inventory Database (Sybase)をインス
トールすることを選択した場合、［Inventory Standalone Configuration］ダイアログボックスが表示され
ます。このダイアログボックスの［Configure Standalone］チェックボックスをオンにすると、インストー

ルプログラムによって、自動的に Server Packageが作成され、Server Package内のデータベース場所ポリ
シーが設定され、Inventory Servicesが開始されます。Server Managementのインストールが完了したとき

に、Server Inventoryポリシーだけを作成する必要があります。

Server Inventoryポリシーを設定すると、NetWareサーバ上で自動的に Inventoryサービスが開始されま

す。Windows 2000/2003サーバでは、ポリシーを設定した後、コンピュータを手動で再起動する必要があり
ます。再起動後、Inventoryサービスが自動的に開始されます。

運用環境に配備される Server Inventoryで必要なポリシーを調べるには、『Novell 
ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Server Inventory」を参照してくだ
さい。

必要なポリシーを設定した後、Inventoryサービスを手動で開始する必要があります。 

データベース場所ポリシーの設定

データベース場所ポリシーには、Inventoryデータベースの場所が含まれています。
Databaseオブジェクトを、Service Location Packageを使用して Inventory Service
オブジェクトが置かれているコンテナに、または Server Packageを使用して
Inventoryサーバに関連付けることができます。

注 : Service Location Packageおよび Server Packageを設定する場合、Server Packageの設定は Service 
Location Packageの設定よりも優先されます。

Databaseオブジェクトを Inventory Serviceオブジェクトが置かれているコンテナに
関連付けるには

1 ConsoleOneで、Service Location Packageを右クリックし、［Properties］をク
リックして［Policies］ページを表示します。

2［Enabled］列の下にある ZENworksデータベースポリシーのチェックボックスをオ
ンにします。

3［Properties］をクリックして［Inventory Management］ページを表示します。

4 インベントリデータベースオブジェクトの DN (Inventory database_server_name)
を参照して選択し、［OK］をクリックします。 

Sybaseデータベースでは、eDirectoryのインストールされた Windows 2000/2003
サーバにインストールする場合を除いて、Server Inventoryのインストール中に
データベースオブジェクトが自動的に作成されます。データベースオブジェクトを
手動で作成する場合は、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の
「Server Inventory」を参照してください。

Oracleデータベースでは、データベースオブジェクトを作成した後、そのオブ
ジェクトを設定する必要があります。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「Server Inventory」を参照してください。
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MS SQLデータベースでは、データベースオブジェクトを設定する必要があります。
詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の
「Server Inventory」を参照してください。

5［OK］をクリックします。

6［Associations］タブをクリックし、［Add］をクリックします。

7 Inventory Serviceオブジェクトが置かれているコンテナを参照して選択し、［OK］
をクリックします。

8［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

Databaseオブジェクトを Inventoryサーバに関連付けるには

1 ConsoleOneで、サーバパッケージを右クリックし、［Properties］をクリックして
［Policies］ページを表示します。

2［Enabled］列の下にある ZENworksデータベースポリシーのチェックボックスをオ
ンにします。

3［Properties］をクリックして［Inventory Management］ページを表示します。

4 インベントリデータベースオブジェクトの DN (Inventory database_server_name)
を参照して選択し、［OK］をクリックします。 

Sybaseデータベースでは、eDirectoryのインストールされた Windows 2000/2003
サーバにインストールする場合を除いて、Server Inventoryのインストール中に
データベースオブジェクトが自動的に作成されます。データベースオブジェクトを
手動で作成する場合は、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の
「Server Inventory」を参照してください。

Oracleデータベースでは、データベースオブジェクトを作成した後、そのオブ
ジェクトを設定する必要があります。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「Server Inventory」を参照してください。

MS SQLデータベースでは、データベースオブジェクトを設定する必要があります。
詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の
「Server Inventory」を参照してください。

5［OK］をクリックします。

6［Associations］タブをクリックし、［Add］をクリックします。

7 Inventoryサーバオブジェクトを参照して選択し、［OK］をクリックします。

8［適用］、［閉じる］の順にクリックします。
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Server Inventoryポリシーの設定

Server Inventoryポリシーには、インベントリデータの送信先の Inventoryサーバの
IPアドレスまたは DNS名が含まれています。このポリシーには、関連付けられたイン
ベントリ対象サーバのインベントリスキャンのスケジュールも含まれています。各イン
ベントリ対象サーバについて、Server Inventoryポリシーを設定する必要があります。

Server Inventoryポリシーパッケージを設定するには

1 ConsoleOneで、Distributed Server Packageを右クリックし、［Properties］をク
リックして［Policies］タブを表示します。

2［Policies］をクリックし、インベントリ対象サーバのオペレーティングシステム
に応じて、［NetWare］または［Windows］をクリックします。

3［Enabled］列の下にある Server Inventoryポリシーのチェックボックスを選択し
ます。

4［Properties］をクリックして［Server Inventory Policy］ページを表示します。

5［General］タブで、次の項目を設定します。 

5a Inventory Serviceオブジェクトの DNを参照して選択します。

この設定によって、Scannerがサーバのスキャンデータをこの Inventoryサー
バに送信することを指定します。

5b Inventoryサーバの DNS名または IPアドレスを選択します。

5c ファイアウォールを経由して Inventoryサーバにロールアップが行われる場合
は、プロキシサーバの IPアドレスとポート番号を指定します。

6 (省略可能 )インベントリ対象サーバのインベントリスキャンをカスタマイズし
ます。

6a インベントリ対象サーバのハードウェアスキャンをカスタマイズするには、
［Hardware Scan］タブをクリックし、次の設定を行います。

［Enable DMI Scan］: インベントリ対象 Windowsサーバの DMIスキャンを含め
ます。

［Enable WMI Scan］: インベントリ対象 Windowsサーバの WMIスキャンを含め
ます。

6b Novell ZENworks for Servers 3.0または ZENworks for Servers 3.0.2がイン
ストールされているインベントリ対象サーバのソフトウェアスキャンをカスタ
マイズするには、［Software Scan］タブをクリックして、次の設定を行います。

重要 : ZENworks 6.5 Server Managementがインストールされているインベントリ対象サーバの設

定は行わないでください。

［Enable Software Scan］: Inventoryポリシーに関連付けられたインベントリ
対象 Windowsサーバのソフトウェアスキャンを有効にします。スキャンプログ
ラムは、インベントリ対象サーバのソフトウェア情報を収集し、Inventory
データベースに格納します。

［Custom Scan Editor］: インベントリ対象 Windowsサーバでスキャンするアプ
リケーションの詳細のリストをカスタマイズできます。Inventory scannerは、
カスタムスキャンエディタに示されるアプリケーションの詳細情報をスキャン
します。 
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たとえば、カスタムスキャンエディタで次の詳細を指定します。ベンダ名
=Microsoft; 製品名 =Microsoft Office; 製品バージョン =10.0; ファイル名
=winword.exe; ファイルサイズ =1 MB。Inventory Scannerは、インベントリ対
象サーバでサイズが 1MBである winword.exeファイルをスキャンします。この
ファイルが見つかった場合、Inventoryデータベースに "winword.exe;1 MB"に
ついて "Microsoft;Microsoft Office;10.0"が格納されます。

［Product Identification Number］: インベントリ対象サーバにインストール
された Microsoftアプリケーションの製品識別番号をスキャンできるようにし
ます。 

6c［Configuration Editor］タブをクリックし、必要に応じて、次の .iniファイ
ルの設定を変更します。

! Asset Information: DMIからベンダ固有の情報をスキャンします。アセッ
ト情報の設定方法の詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server 
Management管理ガイド』の「DMIを使ったベンダ固有の資産情報のスキャ
ン」を参照してください。

! Zipped Names: Jaz*および Zip*ドライブのハードウェアスキャンをカスタ
マイズします。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server 
Management管理ガイド』の「Jazおよび Zipドライブベンダのハードウェ
アスキャン情報のカスタマイズ」を参照してください。

! SWRules: Novell ZENworks for Servers 3.0または ZENworks for Servers 
3.0.2がインストールされたインベントリ対象 Windowsサーバで SWRules
ファイルを設定します。ZENworks 6.5 Server Managementがインストール
されているインベントリ対象サーバの設定は行わないでください。

SWRulesオプションは、ベンダおよび製品のソフトウェアスキャン情報を
カスタマイズします。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server 
Management管理ガイド』の「ZENworks for Servers 3.Xインベントリ対象
サーバのスキャン対象ソフトウェアインベントリ情報のカスタマイズ」を
参照してください。

! HWRules: モニタの公称サイズをカスタマイズします。HWRules .iniファイ
ルの設定方法の詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server 
Management管理ガイド』の「モニタのサイズに関するハードウェア情報の
カスタマイズ」を参照してください。

7［Policy Schedule］タブをクリックします。

8 スケジュールを変更し、［Apply］、［Close］の順にクリックします。 

9 Distributed Server Packageのプロパティページで、［Distribution］タブをク
リックし、［Add］をクリックします。

10 Distributionオブジェクトを参照して追加し、［OK］をクリックします。

11［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

12 ConsoleOneで、Inventory Serviceオブジェクト (Inventory 
Service_server_name)を右クリックし、［Properties］をクリックし、［Inventory 
Service Object Properties］タブをクリックします。

13［Enable Scan of Machines］チェックボックスがオンになっていることを確認し、
［OK］をクリックします。

この設定によって、選択した Inventoryサーバに関連付けられたインベントリ対象
サーバについてスキャンが選択されます。
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Distributorオブジェクトと Subscriberオブジェクトの設定

Distributorおよび Subscriberオブジェクトを設定するには、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「Tiered Electronic Distribution」を参照してく
ださい。

インベントリ対象サーバが別の eDirectoryツリーにある場合や、Windowsサーバに
eDirectoryがインストールされていない場合、他のツリー内のインベントリ対象サー
バに存在する Subscriberに Distributionを送信するには、External Subscriberオブ
ジェクトを作成して設定する必要があります。External Subscriberの詳細について
は、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「External Subscriber」
を参照してください。

ODBCドライバのインストール

インベントリレポートを実行する前に、次の点を確認します。

" ConsoleOneを実行しているコンピュータに、Sybase、Oracle、または MS SQL用の適
切な ODBCクライアントがインストールされていることを確認します。ODBCドライ
バは、インベントリレポートを起動したときに自動的にコンピュータに設定され
ます。

Sybaseデータベース向けの ODBCドライバをインストールするには

1. Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDの \database driversディレクトリを開
きます。

2. \database driversディレクトリに収録されている ODBCreadme.txtファイルの
指示に従います。この指示を実行することにより、Sybaseデータベースのアド
レスを設定し、接続を確立することができます。

Oracleの場合、ODBC用の適切なクライアントをインストールする必要があります。
たとえば、Oracle 8iインベントリデータベースの場合、Oracle 8iクライアント
をインストールします。これは、インベントリレポートが、それ以前、またはそれ
以降のバージョンのクライアントに対して互換性を持っていないためです。

MS SQLの場合、クライアントは、すべての Microsoft Windowsオペレーティングシ
ステムで利用できます。 

" Crystal Reportsを実行する Windows NTコンピュータには、最低でも MDAC 2.6 SP1 
(Microsoft Data Access Component)を個別にインストールする必要があります。
ご自分のコンピュータにインストールされている MDACのバージョンを確認します。
［コントロール パネル］>［ODBC データ ソース］の順に選択し、［バージョン情
報］タブペインを選択します。最低限必要なバージョンは 3.520.7326.0です。使
用しているバージョンが最低要件を満たしていない場合、ODBCのコアコンポーネ
ントを Microsoftサイト (http://microsoft.com/data/download.htm)からダウン
ロードしてアップグレードする必要があります。

Inventory Serviceの開始

! NetWareサーバの場合 :サーバコンソールのプロンプトで「startinv」と入力し
ます。

! Windowsサーバの場合 :コントロールパネルで［管理ツール］>［サービス］の順に
ダブルクリックし、［Novell Inventory Service］を選択して［開始］をクリック
します。
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7 Management and Monitoring Servicesのインストール

この章では、Novell® ZENworks® Management and Monitoring Servicesを、古いバー
ジョンの ZENworksがインストールされていない次のプラットフォームにインストール
する手順について説明します。

! 111 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣

! 115 ページの ｢ Linuxへのインストール｣

NetWareおよび Windowsへのインストール

この節では、Novell ZENworks Server Managementの Management and Monitoring 
Servicesコンポーネントを NetWare®および Windowsサーバにインストールする手順に
ついて説明します。

Management and Monitoring Servicesの理解および計画のための詳細や、高度な設定
や管理については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の
「Management and Monitoring Services」を参照してください。

インストールの手順の詳細については、次のトピックを参照してください。

! 111 ページの ｢サーバソフトウェアのインストール｣

! 114 ページの ｢ ConsoleOneスナップインのインストール｣

! 114 ページの ｢インストール後の作業｣

サーバソフトウェアのインストール

1 管理者または同等の権利を使用してターゲット管理サーバおよびターゲット管理
サーバを含むコンテナにログインしていない場合は、ログインします。

2 (推奨手順 )データベースがインストールされるサーバで Sybaseが実行されてい
る場合は、Sybaseエンジンを終了します。Sybaseを終了するには、サーバコン
ソールを表示し、Sybaseの画面で「q」と入力します。

3 ZENworks 6.5 Server Management Program CDを挿入します。

起動ページが表示されます。CDを挿入しても自動的に起動ページが表示されない
場合は、CDのルートにある winsetup.exeを実行することによって起動できます。 

重要 : Program CDの構造をインストールコンピュータのハードドライブにコピーした場合、ハードド
ライブのルートから CDの最初のディレクトリまでのパスには、8.3形式の DOSのファイル命名規則に

準拠したディレクトリ名のみ使用できます。パス内に長いディレクトリ名が存在する場合、インス

トールプログラムは動作しません。
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4 まだスキーマを拡張していない場合は、スキーマを拡張します。

ZENworksオブジェクトを作成する eDirectoryツリー上でスキーマを拡張する必要
があります。スキーマの拡張方法については、64 ページの ｢スキーマの拡張｣を参
照してください。

5［Management and Monitoring Services］>［Site Management Services and 
Agents］の順にクリックします。

ワークステーションでドライブをマップした後、ターゲット管理サーバを再起動す
ると、インストールでマップしたドライブを認識できなくなる場合があります。
NetWare接続からツリーを接続解除し、マップされたドライブを接続解除し、ボ
リュームをもう一度マップします。 

ターゲット管理サーバの sys:ボリュームにはインストールしないことをお勧めし
ます。

6［Welcome］画面で［Next］をクリックします。

7 ソフトウェア使用許諾契約の内容に同意する場合は、［Yes］をクリックします。同
意しない場合は、［No］をクリックし、［Exit Setup］をクリックして終了します。

8 次の表に示されている適切な ZENworks Server Managementコンポーネントを選択
します。

重要 : ターゲットサーバに対して管理者または同等の権利が必要です。ZENworksエージェントをイン

ストールするすべての Windows 2000/2003サーバに共有フォルダを作成します。

9［Next］をクリックします。

10 管理サイトサーバになる NetWareサーバを選択し、ソフトウェアのインストール先
の場所 (ボリュームおよびパス )を指定し、［Next］をクリックします。

11 スキーマの拡張時にライセンスコードを入力していなかった場合は、ライセンス
コードを入力し、［Next］をクリックします。

12 データベースファイルパスを指定します。

重要 : 選択したサーバに 4GB以上の RAMが搭載されている場合、次のエラーメッセージが表示される

可能性があります。"Management Site Server requires a minimum of 512 MB of RAM for proper 

functioning.The server you have selected does not have 512 MB of RAM."このエラーメッセージは

無視してください。

13 Management and Monitoring Servicesを初めてインストールしている場合は、空の
データベースファイルのコピーを指定するオプションを選択します。 

Management and Monitoring Services Novell ConsoleOne®スナップインを
Management Site Server ConsoleOneにコピーする場合は、ConsoleOneスナップイ
ンを Management Site Serverにコピーするオプションを選択します。

サーバコンポーネント インストール先 

Management Site Services 管理サーバ

Server Management Agent 管理対象のすべての NetWareおよび Windowsサーバ

Traffic Analysis Agent 1セグメントあたり 1つのサーバ (NetWareまたは Windows 
2000/2003)

Advanced Trending Agent 管理対象のすべての NetWareおよび Windowsサーバ
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14 検出パラメータをデフォルトの設定以外に再設定する (PUBLIC以外の SNMPコミュ
ニティ名を使用するなど )必要がない場合は、自動検出処理およびバックエンド
サービスを開始します。

14a 自動検出プロセスを開始するには、［Start the Autodiscovery Process］を選
択します。

14b バックエンドサービスを開始するには、［Start the Backend Services on the 
Server］を選択します。

15 サービスロケータオブジェクトの名前を指定し、コンテキストを指定します。

その他の管理オブジェクトも、このコンテキスト内に作成する必要があります。複
数の管理サイトを使用する場合は、容易にアクセスできるコンテキストを指定しま
す。デフォルトの名前およびコンテキストは、ステップ 10で選択した管理サーバ
に基づいて表示されます。

16［Next］をクリックします。

17 ステップ 8で Server Management Agent、Traffic Analysis Agent、または
Advanced Trending Agentだけをインストールすることを選択した場合は、サイト
サーバを選択するか、IPアドレスを指定する必要があります。これらは、トラッ
プの送信先を更新するために使用されます。

18 NetWareおよび Windows 2000/2003サーバ、各サーバにインストールするエージェ
ント、およびソフトウェアのインストール先フォルダを選択し、［Next］をクリッ
クします。

19 前の手順で選択した項目のサマリリストを確認します。設定を変更するには、
［Back］をクリックします。設定を変更しない場合は、［Finish］をクリックしてイ
ンストールを開始します。

NetWare管理対象サーバの場合、ZENworksのエージェントは自動的に開始されま
す。Windows 2000/2003上の管理対象サーバについては、エージェントをインス
トールした後、Windows 2000/2003を再起動する必要があります。

重要 : 1) Advanced Trending Agentを NetWareサーバにインストールすることを選択した場合は、イ

ンストールが完了した後、NetWareサーバを再起動する必要があります。サーバを再起動するには、コ

マンドプロンプトで「restart server」と入力します。

2) Management and Monitoring Servicesのいずれかのエージェントを、管理サイトサーバである

NetWareサーバにインストールすることを選択した場合は、インストールが完了した後、この管理サイ

トサーバを再起動する必要があります。サーバを再起動するには、コマンドプロンプトで「restart 
server」と入力します。

20 インストール時にすべてのバックエンドサービスおよび自動検出処理を開始しない
ことを選択した場合は、インストールが完了した後、バックエンドサービスと自動
検出処理を手動で開始する必要があります。サービスを手動で開始するには、コマ
ンドプロンプトで「startmms」と入力します。

21 次の該当する節に進みます。

! Management and Monitoring Services用の ConsoleOneスナップインをインス
トールするには、114 ページの ｢ ConsoleOneスナップインのインストール｣に
進みます。

! または、114 ページの ｢インストール後の作業｣に進みます。
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ConsoleOneスナップインのインストール

管理サーバ上のデータにアクセスするために複数の管理コンソールをインストールで
きます。Windows 2000/XPワークステーションに管理コンソールをインストールするに
は、そのワークステーションに対して管理者の権利が必要です。 

ZENworks Server Management ConsoleOneソフトウェアをインストールするには

1 リモートサーバにインストールする場合は、管理者または管理者相当の権利を持つ
ユーザとしてログインする必要があります。

2 ZENworks 6.5 Server Management Program CDを挿入します。

CDを挿入しても自動的に起動ページが表示されない場合は、CDのルートにある
winsetup.exeを実行することによって起動できます。 

3［Management and Monitoring Services］>［Site Management ConsoleOne Snap-
ins］の順にクリックします。

4 スナップインのインストール先フォルダを指定するか、［Next］をクリックしてデ
フォルトのインストール先フォルダを受け入れます。

スナップインのファイルがインストールされます。

5 Readmeファイルを表示することを選択し、［Finish］をクリックします。

6 114 ページの ｢インストール後の作業｣に進みます。

インストール後の作業

Novell ZENworks Management and Monitoring Servicesソフトウェアを NetWare、
Windows、および Linuxサーバにインストールした後、次の作業を実行する必要があり
ます。

! 114 ページの ｢管理コンソールの起動｣

! 115 ページの ｢ ODBCドライバのインストール｣

管理コンソールの起動

管理サーバを起動した後、管理コンソールを使用してネットワークを管理および監視
できるようになります。

管理コンソールを起動するには

1 管理サーバを含む eDirectoryツリーにログインします。

2 ConsoleOneを起動するには、Windowsの［スタート］メニューで［ZfS Program 
Group］の［ZfS Console］をクリックします。

3 Management and Monitoring Servicesを起動し、［ZfS Sites］をクリックして、
ネットワークの管理を開始します。 

ヒント : インストール時に自動検出処理とバックエンドサービスを開始していなかった場合は、検出

処理を完了するまで、サイトを展開したり、［Atlas］ビューを使用したりすることはできません。

NetWareでサービスを手動で開始するには、コマンドプロンプトに「startmms」と入力します。

4 サイトを展開し、［Atlas］、［Atlas View］の順にクリックします。

または

+記号をクリックしてビューを展開します。
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ODBCドライバのインストール

Management and Monitoring Servicesのレポートを実行する前に、ConsoleOneを実行
しているコンピュータに対して、Sybase向けの適切な ODBCクライアントがインストー
ルされていることを確認する必要があります。ODBCドライバは、レポートを起動した
ときに自動的にコンピュータに設定されます。

Sybaseデータベース向けの ODBCドライバをインストールするには

1 Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDの \database driversディレクトリを開き
ます。

2 \database driversディレクトリに収録されている ODBCreadme.txtファイルの指
示に従います。この指示を実行することにより、Sybaseデータベースのアドレス
を設定し、接続を確立することができます。

3 Crystal Reportsを実行する Windows NTコンピュータには、最低でも MDAC 2.6 SP1 
(Microsoft Data Access Component)を個別にインストールする必要があります。
ご自分のコンピュータにインストールされている MDACのバージョンを確認します。
［コントロール パネル］>［ODBC データ ソース］の順に選択し、［バージョン情
報］タブペインを選択します。最低限必要なバージョンは 3.520.7326.0です。使
用しているバージョンが最低要件を満たしていない場合、ODBCのコアコンポーネ
ントを Microsoftサイト (http://microsoft.com/data/download.htm)からダウン
ロードしてアップグレードする必要があります。

Linuxへのインストール

この節では、Linuxサーバに Management and Monitoring Servicesの次のエージェン
トをインストールする手順について説明します。Server Management Agentと Advance 
Trending Agent。

Management and Monitoring Servicesのエージェントを Linuxサーバにインストール
するには、ZENworks 6.5 Server Management Program CDに収められている Linuxイン
ストールスクリプトを使用します。このインストールスクリプトは、1台の Linuxサー
バにインストールするために使用します。

この節では、Linuxサーバに Management and Monitoring Servicesのエージェントを
インストールする基本的な手順について説明します。この処理を開始する前に、実装
について完全に理解し、計画する必要があります。

Management and Monitoring Servicesインストールスクリプトを使用して、次のエー
ジェントを 1台の Linuxサーバにインストールできます。

! Linux Management Agent: Linuxサーバを管理および監視します。これには、障害
管理やパフォーマンス管理が含まれます。

! Advanced Trending Agent: SNMP変数のトレンドデータを収集します。これには、
しきい値の設定や SNMPトラップの生成が含まれます。

インストールの手順で示されているすべての例では、大文字と小文字が区別されます。
インストールの手順に書かれているとおりに値をコピーしてください。

Management and Monitoring Servicesのエージェントを Linuxにインストールした後、
Linuxコンピュータ上で SNMPサービスを設定する必要があります。詳細については、
117 ページの ｢ Linux上での SNMP Serviceの設定｣を参照してください。
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Management and Monitoring Servicesのエージェントをインストールする Linuxサー
バで、次の操作を行います。

1 rootとしてログインします。

2 ZENworks 6.5 Server Management Program CDを CDドライブに挿入します。

自動マウントが行われない場合は、手動で CDドライブをマウントします。

3 Readmeでインストールに関する最新情報を確認します。

製品の Readmeは、Program CDの \document\enディレクトリにあります。

4 X Windowsを実行している場合は、Linuxサーバのコンソールで［XTerm］ウィンド
ウを開きます。

5 サーバプロンプトで、Management and Monitoring Servicesのインストールスクリ
プトが存在するディレクトリに移動します。

cd /device_directory/ZfS/SvrMgmt/mms/Linux

device_directoryは CDデバイスのマウントポイントを表し、platformは Linux

です。

インストールスクリプトには次の名前が付けられています。

MMS_Linux_Install.pl

注 : この手順の例で使用されているフォントは、この節では大文字と小文字が区別されるテキストを

表すために使用されており、例に示されているとおりに入力する必要があります。

6 Management and Monitoring Servicesのインストールスクリプトを実行するには、
次のように入力します。

./MMS_Linux_Install.pl

7［Welcome］ページが表示されます。<Enter>キーを押して次のページを表示します。

8 <Enter>キーを押して使用許諾契約を表示し、<Spacebar>キーを押して使用許諾契
約をスクロールします。次に「y」と入力して <Enter>キーを押し、使用許諾契約
に同意します。

9 いずれかの数値を、空白またはカンマで区切って入力し、インストールする対象を
指定します。

1 Linux Management Agent
2 Advanced Trending Agent
3 両方

たとえば、「3」と入力し、<Enter>キーを押します。

選択したオプションに基づいて、Linux Management Agent、Advanced Trending 
Agent、またはその両方がインストールされます。 

10 選択した項目を確認するには、「y」と入力し、<Enter>キーを押します。

インストールスクリプトは RPM (Red Hat Package Manager)を使用して、プログラ
ムファイルをインストールします。インストールの進捗状況がページに表示され
ます。
116   Novell ZENworks 6.5 Server Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
11 ステップ 9で Advanced Trending Agentをインストールすることを選択した場合
は、インストールの最後に、トラップを送信する必要があるサーバの IPアドレス
とコミュニティ文字列を指定し、「q」と入力して終了します。複数のトラップ
ターゲットを追加することもできます。 

snmpdマスタエージェントによって使用される snmpd.confファイルを編集するこ
とによって、トラップターゲットを手動で追加できます。ConsoleOneからのア
ラームを管理するには、サイトサーバになる送信先コンピュータの IPアドレスを
指定する必要があります。複数の IPアドレスを指定することもできます。詳細に
ついては、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Management 
and Monitoring Services」を参照してください。

Linux Management Agentの場合は、手動で設定ファイルを編集する必要がありま
す。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』を参
照してください。

12 <Enter>キーを押して続行します。

13 ログファイルを参照して、インストールの成功または失敗のステータスを確認し
ます。

このインストールスクリプトは、すべてのアクションのログを /var/opt/novell/

zenworks/log/zfs-mms-install.logファイルに記録します。Management and 
Monitoring Servicesが Linuxサーバに正しくインストールされているかどうかを
確認するには、このログファイルを開きます。

特定のエラーを解決するために 365 ページの付録 G ､ ｢インストールに関するエ
ラーメッセージ｣を参照することもできます。

14 インストールに成功したら、各 Linuxサーバでこの手順を繰り返します。

Management and Monitoring Servicesのエージェントを Linuxサーバにインストー
ルした後、インストールスクリプトは自動的に Linux Management Agentおよび
Advanced Trending Agentを起動します。ただし、エージェントは手動で起動およ
び停止できます。詳細については、326 ページの ｢ Linuxサーバでのエージェント
の起動｣または 326 ページの ｢ Linuxサーバでのエージェントの停止｣を参照してく
ださい。

Linux上での SNMP Serviceの設定

Linuxコンピュータ上の Management and Monitoring Servicesのエージェントにアク
セスするには、Linuxコンピュータで SNMP Serviceを設定する必要があります。 

Linux上の SNMPサービスは、/etc/snmp/ディレクトリにある snmpd.confファイルか
ら読み込んだ設定を使用します。サービスの設定を変更するには、この設定ファイル
を直接編集します。サービスに設定の変更を反映させるには、snmpd.confファイルを
編集した後、SNMPサービスを再起動します。

Linux上で SNMPサービスを設定し、Management and Monitoring Servicesのエージェ
ントで必要な OIDにアクセスできるようにするには、snmpd.confファイルに次の行を
追加します。設定の詳細については、man snmpd.confマニュアルページを参照してく
ださい。
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ローカルホストおよびサイトサーバの MIBツリー内のすべての OIDに対する読み込み
アクセスを提供するには、snmpd.confファイルに次の行を追加します。

rocommunity <read_community> localhost .1

rocommunity <read_community> <site_server_IP address> .1 

サイトサーバに対する書き込みアクセスを提供するには、snmpd.confファイルに次の
行を追加します。

view mmsWriteView included .1.3.6.1.4.1.23.2.102

view mmsWriteView included .1.3.6.1.2.1.16.18

com2sec mmsWriteUser <site_server_IP address> <write_community> 

group mmsWriteGroup v1 mmsWriteUser

group mmsWriteGroup v2 mmsWriteUser

access mmsWriteGroup "" any noauth exact none mmsWriteView none

注 : <read_community>を Linuxコンピュータ上で検出するには、NetExplorerTMの NXPCONで指定する必要
があります。 

このビューを表示するには、［Property Page］の［SNMP Properties］タブで、<read_community>および
<write_community>を指定する必要があります。
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IV アップグレード

以前のバージョンの ZENworks for Servers (2または 3.x)から Novell® ZENworks® 6.5 
Server Managementにアップグレードしたり、バージョン 6.5に Support Pack 1 (SP1)
を適用することができます。

以降の節では、最初にアップグレードの概要を説明した後、ZENworks 6.5 Server 
Managementの新機能について説明します。次に SP1にアップグレードする方法につい
て説明し、残りの節でコンポーネントごとのアップグレード方法について説明します。

! 8 章 121 ページの ｢概要｣

! 9 章 127 ページの ｢変更点と新機能｣

! 10 章 151 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 ｣

! 11 章 189 ページの ｢ Policy and Distribution Services ｣

! 12 章 231 ページの ｢ Server Inventory ｣

! 13 章 251 ページの ｢ Remote Management ｣

! 14 章 255 ページの ｢［Management and Monitoring Services］｣

! 15 章 265 ページの ｢ ManageWise 2.7からのアップグレード｣

ヒント : Policy and Distribution Servicesの場合、GUIアップグレードプログラムを使ってソフトウェア
を再インストールすることができます。［Objects to Upgrade］ページのプラットフォームオプションで
［Version 6.5.0］オプションのみを選択し、ソフトウェアを再インストールするサーバを選択します。ただ

しオブジェクトは、GUIインストールプログラムを使用した場合にのみ再インストールすることができます
(61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照 )。
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8 概要

Novell® ZENworks® for Servers 2または 3.xから ZENworks 6.5 Server Managementに
アップグレードする方法または Support Pack 1 (SP1)を適用する方法については、次
の節を参照してください。

! 121 ページの ｢ ZENworks for Servers 2からのアップグレード｣

! 123 ページの ｢ ZENworks for Servers 3.xからのアップグレード｣

! 125 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server Managementの SP1へのアップグレード｣

ZENworks for Servers 2からのアップグレード

ZENworks for Servers 2が ZENworks 6.5 Server Managementと同じネットワークにイ
ンストールされている場合、この 2つの ZENworksバージョン間には相互運用性があり
ません。つまり、バージョン 2からバージョン 6.5への段階的なアップグレードが実
行できないため、バージョン 6.5のサーバとバージョン 2のサーバ間では相互運用性
を維持することができません。詳細については、271 ページの ｢ ZENworks for Servers 
2との相互運用性｣を参照してください。

ZENworks for Servers 2から ZENworks 6.5 Server Managementへのアップグレードは、
次の節で説明するように、間接的にのみ実行できます。

! 121 ページの ｢ Policy and Distribution Services、Remote Management、および
Management and Monitoring Services ｣

! 122 ページの ｢ Server Inventory ｣

Policy and Distribution Services、Remote Management、および Management and 
Monitoring Services

これらの ZENworks for Servers 2のコンポーネントを ZENworks 6.5 Server 
Managementにアップグレードするには、次の 2つの方法があります。

! バージョン 2をアンインストールする : バージョン 2をアンインストールした後、
ZENworks 6.5 Server Managementをインストールします。ZENworks for Servers 2
から ZENworks 6.5 Server Managementに直接アップグレードすることはできませ
ん。

バージョン 2のアンインストールに関する詳細については、ZENworks for Servers 
2 Documentation Webサイト (http://www.novell.com/documentation/lg/zfs2/
index.html)を参照してください。「Policy and Distribution Services」の
「Uninstalling ZENworks for Servers Policy and Distribution Services」をク
リックし、「Management and Monitoring Services」の「Uninstalling the 
Management Site Services and Agents」をクリックします。
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! まずバージョン 3.0.2にアップグレードする : 次に、このセクションの手順を実行
してバージョン 3.0.2から ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードし
ます。

バージョン 3.0.2へのアップグレードに関する手順については、ZENworks for 
Servers 3.0.2 Documentation Webサイト (http://www.novell.com/
documentation/lg/zfs302/index.html)を参照してください。「Installation」の
「Upgrading ZENworks for Servers 2」をクリックします。

ZENworks for Servers 2で作成した Server Software Packageを ZENworks 6.5でも使
用する場合、ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードした後に、この
Server Software Packageをバージョン 6.5に変換する必要があります。詳細について
は、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「古いバージョンの
Server Software Packageの ZENworks 6.5 Server Managementへの変換」を参照してく
ださい。

123 ページの ｢ ZENworks for Servers 3.xからのアップグレード｣に進みます。

Server Inventory

ZENworks for Servers 2または ZENworks for Servers 2 SP1の完全なアンインストー
ルを希望しない場合は、Server Inventoryを ZENworks 6.5にアップグレードする前に
次の作業を行います。

! 既存の ZENworks for Servers 2または ZENworks for Servers 2 SP1サーバを管理す
る場合は、既存の ZENworks for Servers ConsoleOneのバックアップを作成します。

! ZENworks for Servers 2または ZENworks for Servers 2 SP1のインベントリデータ
ベースのバックアップを作成します。

! ZENworks 6.5 Server Managementの新しい Server Inventory機能を理解します。詳
細については、137 ページの ｢ Server Inventory ｣を参照してください。

! 推奨されている ZENworks 6.5 Server Inventoryのシステム要件が満たされている
ことを確認します。詳細については、5 章 43 ページの ｢サーバの要件｣を参照して
ください。

! 25 ページの ｢準備｣の手順を確認します。

ZENworks 6.5 Server Inventoryのインストールプログラムは、既存の ZENworks for 
Servers 2または ZENworks for Servers 2 SP1のインベントリサーバと、ZENworks 6.5
への ConsoleOneスナップインを自動的にアップグレードします。ZENworks 6.5 Server 
Inventoryに関する詳細については、61 ページの ｢ Policy-Enabled Server Management
のインストール｣を参照してください。

重要 : 既存の ZENworks for Servers 2または ZENworks for Servers 2 SP1のインベントリデータベースは、

ZENworks 6.5インベントリデータベースに移行できません。

ZENworks 6.5 Inventory Agentがインベントリ対象サーバにインストールされると、
既存の ZENworks for Servers 2または ZENworks for Servers 2 SP1の Inventory Agent
がアンインストールされます。既存の ZENworks for Serversの Inventory Agentがア
ンインストールされない場合は、手動でアンインストールする必要があります。

ZENworks for Servers 2または ZENworks for Servers 2 SP1の Inventory Agentを手
動で Netwareサーバからアンインストールするには

1 INVSCAN.NLMをアンロードします。

2 SYS:\SYSTEMから次のファイルを削除します。
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INVSCAN.NLM

INVSCAN.INI 

SCANNER.NCF

3 SYS:\SYSTEM\AUTOEXEC.NCFで、次の行を削除します。

sys:\system\scanner.ncf

ZENworks for Servers 2または ZENworks for Servers 2 SP1の Inventory Agentを手
動で Windows NT/2000サーバからアンインストールするには

1 ZENworks for Servers 2または ZENworks for Servers 2 SP1の Inventory Agent
サービスを停止します。 

Windows NTの場合、コントロールパネルで［サービス］をダブルクリックし、
［ZFS Inventory］を選択して［停止］をクリックします。

Windows 2000の場合、コントロールパネルで［管理ツール］>［サービス］の順に
ダブルクリックし、［ZFS Inventory］を選択して［停止］をクリックします。

2 HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ZfS Inventoryレジス
トリエントリの ImagePathキーの値を記録します。ImagePathキーには、
Inventory Agentインストールディレクトリが含まれています。

3 Image Pathキーで指定された Inventory Agentのインストールディレクトリを削除
します。

4 HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ZfS Inventoryレジス
トリエントリを削除します。 

ZENworks 6.5 Server Inventoryのインストール後に、98 ページの ｢インストール後の
作業｣の手順を実行します。

ZENworks for Servers 3.xからのアップグレード

ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする方法については、次の節を参
照してください。

! 123 ページの ｢アップグレードの順序｣

! 124 ページの ｢アップグレード方法｣

! 124 ページの ｢アップグレード手順｣

アップグレードの順序

ZENworks for Servers 3.xのコンポーネントは、個別に ZENworks 6.5 Server 
Managementのコンポーネントにアップグレードする必要があります。次に示すアップ
グレード順序を推奨します。

1. スキーマを拡張します (コンポーネントをアップグレードする前に実行する必要が
あります )。

2. Policy and Distribution Servicesをアップグレードします。

3. Server Inventoryをアップグレードします (まず Policy and Distribution 
Servicesをアップグレードする必要があります )。

4. Remote Managementをアップグレードします。

5. Management and Monitoring Servicesをアップグレードします。
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アップグレード方法

ZENworks for Servers 3.xのコンポーネントを ZENworks 6.5 Server Managementに
アップグレードするには 2つの方法があります。

! GUIアップグレードウィザード : NetWareおよび Windowsサーバをお使いの場合、
Novell ZENworks 6.5 Server Management Program CDから実行可能なウィザードの
多様なオプションを使って、Server Managementの各コンポーネントをアップグ
レードすることができます。

Distributorオブジェクトおよび Subscriberオブジェクトをアップグレードする
には、すべてのプラットフォームでこの方法を使用する必要があります。

Linuxおよび Solarisサーバの Policy and Distribution Servicesコンポーネント
の場合、Distributorのアップグレードは、スクリプトを使って実行されます。こ
のスクリプトは、既存の ZENworks for Serversのバージョンを検出し、アップグ
レードオプションを提供します。Linuxまたは Solarisの Distributorサーバの
Distributorオブジェクトは、まず GUIアップグレードプログラムを使用してアッ
プグレードする必要があります。

! Server Software Package: Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDで利用可能な .cpk
ファイルを使うと、サポートの対象になるそれぞれのオペレーティングシステムの
Server Managementの各コンポーネントをアップグレードすることができます
(Linuxおよび Solarisサーバの Distributorオブジェクトは除く )。この方法で
は、アップグレードする Subscriberサーバに送信されるソフトウェアパッケージ
の Distributionを作成する作業だけが必要になります。

この方法では、Subscriberオブジェクトはアップグレードされません。
Subscriberオブジェクトをアップグレードするには、GUIアップグレードプログラ
ムを使用する必要があります。

重要 : サーバを ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする際、サーバにインストールされて
いるすべての ZENworks for Servers 3.xコンポーネントをアップグレードする必要があります。たとえば、
ZENworks for Servers 3.x Policy and Distribution Servicesを ZENworks 6.5 Policy and Distribution 
Servicesにアップグレードしたが、既存の ZENworks 3.0.2 Server Inventoryをバージョン 6.5にアップグ

レードしなかった場合、Server Inventoryをバージョン 6.5にアップグレードしない限り、このサーバで
Server Inventoryは機能しません。

ZENworks 6.5 Server Managementと ZENworks 6.5 Desktop Managementの間の相互運用
性に関する問題については、269 ページの ｢相互運用性｣を参照してください。

ZENworks 6.5の変更点と新機能については、127 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server 
Managementの最初のリリース｣を参照してください。

アップグレード手順

アップグレードに関連する次の節に進みます。

! 11 章 189 ページの ｢ Policy and Distribution Services ｣

! 12 章 231 ページの ｢ Server Inventory ｣

! 13 章 251 ページの ｢ Remote Management ｣

! 14 章 255 ページの ｢［Management and Monitoring Services］｣

! 15 章 265 ページの ｢ ManageWise 2.7からのアップグレード｣
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ZENworks 6.5 Server Managementの SP1へのアップグレード

ZENworks 6.5 Policy-Enabled Server Managementコンポーネントを SP1にアップグ
レードする方法には、次の 3つがあります。

! GUIウィザード: NetWareおよびWindowsサーバの場合、SP1ダウンロードから実行す
るインストールプログラムのさまざまなメニューオプションを使用すると、Server 
Managementの各コンポーネント (Policy and Distribution Services、Server 
Inventory、Remote Management、および Management and Monitoring Services)を
アップグレードするためのウィザードにアクセスできます。

!［Script］: Policy and Distribution Servicesコンポーネントに関してのみ、SP1
ダウンロードに含まれるスクリプトを使用して、Linuxおよび Solarisサーバを
SP1にアップグレードできます。

! Server Software Package: ダウンロードファイルで利用可能な .cpkファイルを使
用して、サポートの対象になるそれぞれのオペレーティングシステムの Policy-
Enabled Server Managementコンポーネントをアップグレードすることができます。
この方法では、SP1にアップグレードする Subscriberサーバに送信されるソフト
ウェアパッケージの Distributionを作成する作業だけが必要になります。

Server Software Packageを使って Management and Monitoring Servicesをアップ
グレードすることはできません。

SP1では、Novell eDirectoryTM オブジェクトはアップグレードされません。

ZENworks 6.5 Server Managementと ZENworks 6.5 Desktop Managementの間の相互運用
性に関する問題については、269 ページの ｢相互運用性｣を参照してください。

SP1の変更点と新機能については、145 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server Management 
Support Pack 1 ｣を参照してください。

SP1にアップグレードするには、10 章 151 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server 
Management Support Pack 1 ｣を参照してください。
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9 変更点と新機能

次の節では、Novell® ZENworks® 6.5 Server Managementにおける変更点と新機能につ
いて説明します。

! 127 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server Managementの最初のリリース｣

! 145 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 ｣

ZENworks 6.5 Server Managementの最初のリリース

次の節では、ZENworks 6.5 Server Managementおよび ZENworks for Serves 3.0.2の間
のソフトウェアの変更について説明します。

! 127 ページの ｢一般的な変更点｣

! 132 ページの ｢ Policy and Distribution Services ｣

! 137 ページの ｢ Server Inventory ｣

! 139 ページの ｢ Remote Management ｣

! 140 ページの ｢［Management and Monitoring Services］｣

詳細については、59 ページの ｢インストール｣を参照してください。

一般的な変更点

次の節では、Server Managementに関する一般的な変更点について説明します。

! 127 ページの ｢サポートの対象になるプラットフォームのアップデート｣

! 128 ページの ｢ ConsoleOneツールのメニューの再構成｣

! 131 ページの ｢ Linuxおよび Solarisサーバのアップグレードに使用される新しい
ファイルシステム標準｣

! 132 ページの ｢ ZENworksデータベース用の新しい Sybaseバージョン｣

! 132 ページの ｢ ZENworksデータベースオブジェクトの新規デフォルト名｣

サポートの対象になるプラットフォームのアップデート

Novell ZENworks 6.5 Server Managementは次のプラットフォームをサポートします。

NetWare® 5.1 SP5、SP6、および SP7

NetWare 6 SP4および SP5

NetWare 6.5 SP1aおよび SP2

SUSE® LINUX Enterprise Server 8および 9

SUSE LINUX Standard Server 8および 9

Red Hat Advanced Server 2.1
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Red Hat Enterprise Server 2.1

Red Hat Enterprise Linux* AS 3

Red Hat Enterprise Linux ES 3

Solaris* 9 ( Policy and Distribution Servicesのみ )

Windows* 2000 SP4および Windows Server 2003 (Standardまたは Enterprise 
Edition)

詳細については、5 章 43 ページの ｢サーバの要件｣を参照してください。

通常、次のプラットフォームは、ZENworks 6.5 Server Managementではサポートされ
ません。

NetWare 4.x

NetWare 5.0

Windows NT*4

詳細については、5 章 43 ページの ｢サーバの要件｣を参照してください。

ConsoleOneツールのメニューの再構成

使いやすさを向上させるため、Novell ConsoleOne®の各種メニューオプションの位置が
再構成されました。ただし、ZENworks 6.5 eDirectoryオブジェクトを右クリックした
ときに表示されるオプションは、ZENworks for Servers 3.xのオプションと同じです。

次の図は、メニューオプションの新しい構成を示しています。ZENworks Server 
Managementに固有のメニューオプションだけが表示されています。

［File］メニューからいくつかのオプションが削除され、次のようになりました。
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［Edit］メニューには、次のオプションが含まれます。

［View］メニューには、次のオプションが含まれます。

［Tools］メニューが拡張され、次のオプションを含むようになりました。
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［Tools］>［ZENworks Inventory］の順にクリックすると、次のオプションが表示され
ます。

［Tools］>［ZENworks Remote Management］の順にクリックすると、次のオプションが
表示されます。

［Tools］>［ZENworks Utilities］の順にクリックすると、次のオプションが表示され
ます。

［Tools］>［ZENworks Server Management］の順にクリックすると、次のオプションが
表示されます。
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Linuxおよび Solarisサーバのアップグレードに使用される新しいファイルシステム標準

Linuxファイルシステム標準に準拠するよう、ZENworks 6.5 Server Managementの
Policy and Distribution Servicesのファイル構造が変更されました。

次の節で、パスとファイル名の変更について説明します。

! 131 ページの ｢サービススクリプト｣

! 131 ページの ｢ログファイル｣

! 131 ページの ｢作業ディレクトリ｣

! 132 ページの ｢セキュリティディレクトリ｣

サービススクリプト

バージョン 6.5では、Policy and Distribution Servicesの開始と停止を実行するス
クリプトのファイル名が変更されました。

ログファイル

バージョン 6.5では、ログファイルのデフォルトの保存場所およびファイル名が変更
されました。ただし、アップグレードを実行している場合、ログファイルは以前の場
所に保存されます。

作業ディレクトリ

バージョン 6.5では、デフォルトの作業ディレクトリが変更されました。ただし、
アップグレードを実行している場合、作業ディレクトリは変更されません。

旧 /etc/init.d/zfs

新 /etc/init.d/novell-zfs

以前のインストール先 /var/log/ZFSInstall.log

新しいインストール先 /var/opt/novell/log/zenworks/zfs-pds-install.log

以前の Distributorの保存場所 /usr/ZENworks/PDS/ted/dist/log

新しい Distributorの保存場所 /var/opt/novell/log/zenworks/zfs-pds-ted.log

以前の Subscriberの保存場所 /usr/ZENworks/PDS/ted/sub/log

新しい Subscriberの保存場所 /var/opt/novell/log/zenworks/zfs-pds-ted.log

以前の Policy/Package Agentの保存場所 /usr/ZENworks/PDS/smanager/ZFSINIT.LOG

新しい Policy/Package Agentの保存場所 /var/opt/novell/log/zenworks/zfs-startup.log

以前の Distributorの保存場所 /usr/ZENworks/PDS/ted/working/dist

新しい Distributorの保存場所 /var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/dist

以前の Subscriberの保存場所 /usr/ZENworks/PDS/ted/working/sub

新しい Subscriberの保存場所 /var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/sub
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セキュリティディレクトリ

セキュリティディレクトリの場所が変更されました。セキュリティディレクトリは、
暗号化のため、または Distributionを受け取るのに Subscriberが信頼できる
Distributorを確立するため、手動で Distributorの証明書をコピーする場所です。

ZENworksデータベース用の新しい Sybaseバージョン

グラフィカルアップグレードプログラムを使用して、ZENworks for Servers 3.xから
Policy and Distribution Servicesをアップグレードすると、Sybaseエンジンがバー
ジョン 8.0.2以外の場合は、そのバージョンにアップグレードされます。

ZENworks 6.5 Companion 2 CDの .cpkファイルを使って ZENworks for Servers 3.xか
ら Policy and Distribution Servicesをアップグレードした場合も、Sybase 8.0.2に
アップグレードされます。

zfslog.dbファイルが ZENworks for Servers 3.xに存在する場合、このファイルは置
換されません。存在しない場合は、アップグレード時に新しいファイルがインストー
ルされます。

ZENworksデータベースオブジェクトの新規デフォルト名

インストール中に提供されるデフォルトのデータベースオブジェクト名について、以
前の名前と新規の名前を次の表に示します。

ConsoleOneでデータベースオブジェクトを作成した場合に、デフォルトの名前が指定
されることはありません。

これらのデータベースによって使用されるポリシーのポリシー名は変更されません。

Policy and Distribution Services

ZENworks 6.5 Server Managementの Policy and Distribution Servicesは、次に示す
新機能および機能拡張を提供します。

! 133 ページの ｢新たに統合された起動ファイル｣

! 133 ページの ｢ Linux/Solaris用の新しい設定ユーティリティ｣

! 133 ページの ｢新たに統合されたログファイル｣

! 134 ページの ｢新しいサーバポリシー :Prohibited File ｣

! 134 ページの ｢ Tiered Electronic Distributionの新機能｣

旧 /usr/ZENworks/PDS/ted/security

新 /var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/security

以前のデータベース名 新しいデータベース名

ZENworks Database Server Management Database_server_name

server_name_Inventory Database Inventory Database_server_name
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新たに統合された起動ファイル

これまでは、Policy and Distribution Servicesの各プロセスを個別に起動するのに、
zfs.ncf、ted.ncf、および zws.ncfファイルが使用されていました。バージョン 6.5
では、これらのファイルは ZENworks Server Managementという名前の 1つのサービス
に統合されています。

すべての Policy and Distribution Servicesプロセスを起動するには

!［NetWare］: サーバのコマンドプロンプトに「zfs」と入力します。

!［Windows］: Novell ZENworks Service Managerという名前の Windowsサービスを開
始します。

! Linuxまたは Solaris: 端末で「/etc/init.d/novell-zfs start」と入力し
ます。

詳細については、319 ページの付録 B ､ ｢ Server Management Servicesの起動と停止｣を
参照してください。

zfs.ncf、ted.ncf、および zws.ncfファイルに存在していた起動オプションは、zfs-
startup.xmlおよび zfsversion.ncfファイルに収録されています。これらの新しい
ファイルは、次の場所に存在します。

!［NetWare］: \zenworks\zfs-startup.xmlおよび \zenworks\zfsversion.ncf

!［Windows］: \zenworks\zfs-startup.xmlおよび
\zenworks\pds\bin\zfsservice.cfg

! LinuxまたはSolaris: /opt/novell/zenworks/bin/zfs-pdsおよび/opt/novell/bin/
zfs-pds-version

Server Managementの NetWareコンソールプロンプトのデフォルトは次のとおりです。

ZENworks Server Management >

プロセスが統合されたため、TEDコンソールプロンプトは NetWareサーバから削除され
ました。 

Linux/Solaris用の新しい設定ユーティリティ

Linuxおよび Solarisサーバ用の新しいユーティリティが用意されています。

/opt/novell/bin/zfs-pds-configure

このユーティリティには次の機能があります。

! インストールした Distributorおよび Subscriberを再設定できます。

! 破損したDistributorオブジェクトおよびSubscriberオブジェクトとコードをすぐ
に再インストールできます。

新たに統合されたログファイル

すべてのプラットフォームについて、

defaultLog.txt
zfsinit.log

の 2つのログファイルは次のファイルに置き換えられました。

zfs-startup.log
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Tiered Electronic Distributionが起動し、その設定を読み取った後、すべての配布
関連のログは ted.logファイルに記録されます。

ZENworks Server Managementのポリシーがログファイルを指定した状態で定義されて
いる場合、Policy/Package Agentは、そのポリシーを読み取った後、指定されたファ
イルにログの記録を開始します。この時点で zfs-startup.logに記録される内容はす
べて ZENworks Web Serverのメッセージです。

データベースのログは、引き続き zfslog.logファイルに記録されます。

新しいサーバポリシー :Prohibited File

Server Managementには、Distributed Server Package用の新しいポリシーである
Prohibited Fileポリシーが用意されています。この新しいポリシーにより、指定され
たボリューム /ドライブまたはディレクトリからの未承認ファイルの削除または移動
を監視して強制実行することができます。たとえば、.jpg、.mp3、および .aviファイ
ルをサーバから自動的に削除することができます。詳細については、『Novell 
ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Prohibited File」を参照してくだ
さい。

Tiered Electronic Distributionの新機能

! 134 ページの ｢スケーラビリティ｣

! 134 ページの ｢シンボリックリンクの FTPサポート｣

! 135 ページの ｢特殊文字の処理｣

! 135 ページの ｢［Maximum Concurrent Distributions］の値の変更｣

! 135 ページの ｢ Subscriberの抽出スケジュールに優先する新しいオプション｣

! 135 ページの ｢ File Distributionのディレクトリ同期の細分性｣

! 135 ページの ｢ File Distributionの前後の処理｣

! 136 ページの ｢一時的な Distributionファイルのクリーンアップ｣

! 136 ページの ｢ Distributionオブジェクトの削除 -一時ファイルの自動削除｣

! 136 ページの ｢他の Distributorへの Distributionの再割り当て｣

! 136 ページの ｢新しい Distributionのタイプ :MSIパッケージ｣

! 136 ページの ｢ Desktop Application Distributionの機能拡張｣

スケーラビリティ

Server Managementは、50,000以上のファイルエントリを含む総容量 4GBのボリュー
ムなど、多数のファイルを含む大容量の Distributionを効率的に処理 (送信 /受信 /
抽出 )できます。

シンボリックリンクの FTPサポート

Server Managementは、シンボリックリンクファイルの取得をサポートするようになり
ました。この結果、Linuxまたは Solaris環境で、他の環境では無効になると想定され
る FTPファイルを受信できるようになりました。
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特殊文字の処理

サポートするプラットフォーム間における構文の違い (特定のプラットフォームでは
無効になる文字など )を処理できるようになりました。Distributorサーバのプラット
フォームにかかわらず、エージェントは無効な文字について、すべてのファイルを適
切に収集します。Subscriberサーバは、Distributionパッケージ内のファイルに無効
な文字が含まれているかどうかを検出し、抽出時にこれらのファイルを無視するかス
キップします。スキップされたファイルはログに記録されます。これまでは
Distribution全体を抽出することができず、したがってこうした Distributionはイン
ストールできませんでした。

NetWareおよび Windowsでは認識されない文字を、Linuxおよび Solarisでファイル名
およびディレクトリ名として使用することができます。

［Maximum Concurrent Distributions］の値の変更

［Maximum Concurrent Distributions］フィールドのデフォルト値が、空フィールド (
無制限 )から 5に変更されました。また、1から 10までの値だけを利用できるよう制
限が設けられました。この変更は、Distributorサーバが大量の大容量 Distribution
を同時に構築しようとしたときに発生するメモリ不足やロックアップを防ぐ目的で実
施されました。

Subscriberの抽出スケジュールに優先する新しいオプション

すべての種類の Distributionに対し、［Schedule］タブに［Extract Immediately Upon 
Receipt］という名前の新しいオプションが追加されました。このオプションにより、
Subscriberの通常のスケジュールに従うのではなく、即座に抽出する必要がある
Distribution(たとえば、ウイルスパターンを提供する Distributionなど )について
は、Subscriberの抽出スケジュールを無視することができます。

この新しいオプションを使用すると、送信および抽出スケジュールに優先することが
できます。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の
「" Distributionの作成」の手順 7を参照してください。

File Distributionのディレクトリ同期の細分性

File Distributionのディレクトリ同期の細分性が向上しました。この結果、File 
Distributionのすべてのディレクトリレベルで同期を指定して、"指定したディレク
トリから下に存在するディレクトリ "の同期を実行することが可能になりました。こ
れにより、以前のバージョンの ZENworks for Serversに比べ、柔軟性が高まり、実現
可能な環境設定の範囲も広がります。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server 
Management管理ガイド』の「File Distributionのディレクトリ同期の細分性」を参
照してください。

File Distributionの前後の処理

前後の処理アクションは、ZENworks 6.5 Server Managementの Distributionの新機能
であり、Distributionに実行論理を適用します。この Distributionのタイプで前後の
アクションを実行できるメリットは、これらのアクションを実行するのに Server 
Software Packagesを使用する必要がなくなる点です。

前後の処理アクションは、Policy Packageおよび Desktop Applicationタイプの
Distributionでは利用できません。詳細については、Novell ZENworks 6.5 Server 
Management管理ガイド』の「Distributionの前後の処理」を参照してください。
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一時的な Distributionファイルのクリーンアップ

一時的な Distributionファイルによって使用されるディスク容量を減らすために、
これらのファイルを自動的にクリーンアップするようになりました。以前は、
Subscriberサーバが Distributionを抽出した後、distfile.tedファイルが
Subscriberサーバの作業ディレクトリに残されていました。詳細については、『Novell 
ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「一時的な Distributionファイルの
クリーンアップ」を参照してください。

Distributionオブジェクトの削除 -一時ファイルの自動削除

以前は、Distributionオブジェクトまたは Channelオブジェクトを削除したり、
Channelから Distributionや Subscriberを削除したり、何らかの方法で 1つまたは複
数の Distributionと 1つまたは複数の Subscriberの関連付けを解除した場合、
Distributionの一時ファイルが Subscriberサーバに残されるため、こうしたファイル
を検索して手動で削除し、ディスクの空き容量を増やす必要がありました。

バージョン 6.5では、Distributorが更新を実行すると、削除済み (削除されたか、
Channelから削除 )の Distributionの一時ファイルが Subscriberから自動的に削除さ
れ、ディスク容量を解放します。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server 
Management管理ガイド』の「Distributionオブジェクトの削除 -一時ファイルの自動
削除」を参照してください。

他の Distributorへの Distributionの再割り当て

単一の Distributorを使って多数の Distributionを処理できます。この結果、
Distributorのサーバでパフォーマンスの低下が生じることがあります。バージョン
6.5では、1つの Distributorから別の Distributorに Distributionの割り当てを変
更する機能が用意されており、Distributionを再作成することなく作業負荷を調整す
ることができます。1つ以上の Distributionを選択し、その割り当てを他の
Distributorに変更することができます。

ConsoleOneで Distributorオブジェクトを削除する場合、その Distributorがサービ
スを提供する Distributionの割り当てを変更するかどうかを確認するメッセージが表
示されます。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』
の「他の Distributorへの Distributionの再割り当て」を参照してください。

新しい Distributionのタイプ :MSIパッケージ

ZENworks 6.5では新しい Distributionのタイプとして MSIパッケージが追加されまし
た。これにより、MSI(Microsoft Software Installer)パッケージを Windowsサーバに
配布することができます。この結果、MSIエンジンを使用して、MSI Distribution内
の Windowsソフトウェアがインストールされます。詳細については、『Novell 
ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「 Distributionの作成」の手順 6を
参照してください。

Desktop Application Distributionの機能拡張

ZENworks 6.5では Desktop Application Distributionの機能が拡張されました。

! Windowsサーバでの eDirectoryの必要性を削除 : Desktop Application 
Distributionを処理するために、eDirectoryを Windowsサーバにインストールす
る必要がなくなりました。これまでは、サーバでアプリケーションオブジェクトを
作成するには、eDirectoryをインストールする必要がありました。
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! アプリケーションの効率性が向上 : これまでは、一般的な依存先アプリケーション
(Microsoft Officeなど )を共有するアプリケーションを含んだ Distributionを
送信すると、依存先アプリケーションが Distributionファイルに複数回追加され、
ファイルサイズが不必要に増大する要因になっていました。

新しいバージョンでは、チェーンアプリケーションを含む Desktop Application 
Distributionオブジェクトの環境設定には、Distributionファイル内に同じ依存
先アプリケーションの複数のインスタンスは含まれません。

! Distributionの再構築に関するオプションを追加:［Rebuild Only If Application 
Version Numbers Changed］オプションの詳細については、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「Desktop Application Distributionの作成」
の手順 6bを参照してください。

! ソースパスのマップされたドライブに対するサポートを追加 :［Keep the Same 
Source Paths for the Replicated Objects］オプションの詳細については、
『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Desktop Application 
Distributionの作成」の手順 6dを参照してください。

! 配布の遅延を短縮 : Distributionが 1つであるか、複数であるかに関係なく、同時
に複数のアプリケーションが配布される場合に備えて、60秒間の遅延が組み込ま
れていましたが、新規作成されたアプリケーションオブジェクトのディレクトリの
同期を 30秒間の遅延で実行できるようになりました。詳細については、『Novell 
ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Desktop Application 
Distributionの作成」の最後に記載されている「重要」を参照してください。

Server Inventory

ZENworks 6.5 Server Managementの Server Inventoryは、次の新機能または機能拡張
を提供します。

! 137 ページの ｢ソフトウェアデータのインベントリスキャンにおける機能拡張｣

! 138 ページの ｢新規インベントリレポート｣

! 138 ページの ｢ Oracle 9iにおけるインベントリデータベースのサポート｣

! 138 ページの ｢ハードウェアデータのインベントリスキャンに関する新しい機
能拡張｣

! 138 ページの ｢インベントリデータの XMLファイルへのエクスポート｣

! 139 ページの ｢ eDirectoryオブジェクトに対するわかりやすい新規命名法｣

ソフトウェアデータのインベントリスキャンにおける機能拡張

Inventory Scannerに対して次に示す機能拡張が実行されました。この結果、より効果
的、効率的にスキャンプロセスを制御することができます。

! 次のソフトウェアインベントリ情報のスキャンをサポートします。

! Windowsオペレーティングシステムとその修正プログラム

! Internet Explorerとその修正プログラム

! Windows Media Playerとその修正プログラム

! Outlook Expressとその修正プログラム

! Novell Client32TMおよびインストールされたコンポーネント

! ZENworksスイートおよびインストールされたコンポーネント
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! Microsoft* Officeおよびインストールされたアプリケーション

! Symantec* Antivirus Corporate Editionおよび McAfee* Antivirusなどのウイ
ルス対策製品

! Symantec Antivirus Corporate Editionおよび McAfee Antivirusなどのウイル
ス対策製品のウイルス定義日およびバージョン

! Windowsの［アプリケーションの追加と削除］および MSIデータベースで一覧表示さ
れる製品のスキャンをサポートします。

! ソフトウェアのタイトルのディクショナリを含んでおり、インストールされたソフ
トウェアに関する、より正確なレポートを提供します。

! ソフトウェアスキャンの範囲を制御するルールを提供します。

! 設定済みのファイル拡張子が使用する総ディスク容量のレポートを作成します。

詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「ZENworks 
6.5インベントリ対象サーバでスキャンするソフトウェアインベントリ情報のカスタマ
イズ」を参照してください。

新規インベントリレポート

Server Inventoryは、新しいソフトウェアインベントリレポートを提供します。

ZENworks for Servers 3.0.2に同梱されていたインベントリレポートと ZENworks 6.5 
Server Managementで提供される新しいレポートが再編されています。

詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「インベン
トリレポートの種類 "」を参照してください。

Oracle 9iにおけるインベントリデータベースのサポート

ZENworks 6.5では、ネットワーク内にセットアップされた Oracle 9i用にインベント
リデータベースを設定することが可能です。

詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Oracle 
9iインベントリデータベースのセットアップ」を参照してください。

ハードウェアデータのインベントリスキャンに関する新しい機能拡張

Server Inventoryで、モニタとシステム本体のスキャンもサポートされるようになり
ました。

詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「モニタの
サイズに関するハードウェア情報のカスタマイズ」を参照してください。

インベントリデータの XMLファイルへのエクスポート

Server Inventoryにより、Data Exportツールを使って、インベントリデータをインベ
ントリデータベースから XML(.xml)ファイルにエクスポートすることができます。

詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「インベン
トリ情報のエクスポート」を参照してください。
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eDirectoryオブジェクトに対するわかりやすい新規命名法 

次の eDirectoryオブジェクトの命名法が変更されました。

! ConsoleOneで、Inventory Serviceオブジェクトの名前は
server_name_InvServiceではなく Inventory Service_server_nameとして表示さ
れます。

! ConsoleOneで、インベントリデータベースオブジェクト名は、
server_name_Invdatabaseではなく Inventory database_server_nameとして表示
されます。

Remote Management

ZENworks 6.5 Server Managementの Remote Managementは、次の新機能または機能拡張
を提供します。

! 139 ページの ｢ミラードライバ｣

! 139 ページの ｢エージェント側で開始される接続｣

! 139 ページの ｢サイズの調整｣

! 140 ページの ｢エージェントに対するマウス動作のブロック｣

! 140 ページの ｢ 256色のカラーパレットの強制適用｣

! 140 ページの ｢セッションの暗号化｣

ミラードライバ

ミラードライバは、ビデオアダプタの独立性と他のリモートコントロールソリュー
ションとの共存を提供します。ミラードライバのインストールを選択すると、インス
トールプログラムにより、ビデオドライバのチェックが無効になり、すべての Windows
メッセージが表示されなくなります。ZENworks 6.5 Server Managementのインストー
ル中にこのオプションを表示できます。ミラードライバをインストールしない場合、
この選択を解除することができます。この場合、最適化は無効になります。ミラード
ライバにより、Remote Managementのパフォーマンスが向上します。

エージェント側で開始される接続 

この機能により、管理対象コンピュータのユーザに対して、リモートコントロール /
リモートビューのリモートオペレータにリクエストを送信するオプションが提供され
ます。この機能は、管理対象サーバがプライベートネットワーク内に存在し、管理コ
ンソールから直接アクセスできない場合に特に有効です。

詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Remote 
Management Agentからの Remote Managementセッションの起動」を参照してください。

サイズの調整

この機能により、スクロールバーを非表示にして、［Remote Management］ウィンドウ
を画面の大きさに合わせて表示することができます。ツールバーの をクリックしま
す。<Ctrl>+<Alt>+<G>キーを使用することもできます。詳細については、『Novell 
ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Windowsサーバの Remote 
Management」を参照してください。
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エージェントに対するマウス動作のブロック

これは、［Control Parameters］ダイアログボックスで利用できる新しいオプションで
す。このオプションを選択すると、エージェントに対するすべてのマウス動作をブ
ロックできます。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイ
ド』の「Windowsサーバの Remote Management」を参照してください。

256色のカラーパレットの強制適用 

 Remote Management Agentは、Remote Managementセッション中、管理対象サーバに対
して 256色のカラーパレットを強制適用します。これによって、低速リンクでの
Remote Managementのパフォーマンスが向上します。詳細については、『Novell 
ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Windowsサーバの Remote 
Management」を参照してください。

セッションの暗号化

セッションの暗号化機能により、管理コンソールと Remote Management Agent間で安全
なリモートセッションが確立します。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server 
Management管理ガイド』の「Windowsサーバの Remote Management」を参照してくだ
さい。

［Management and Monitoring Services］

ZENworks 6.5 Server Managementの Management and Monitoring Servicesは、次に示
す新機能および機能拡張を提供します。

! 141 ページの ｢ Management and Monitoring Services for Linux ｣

! 141 ページの ｢パケットキャプチャユーティリティ｣

! 141 ページの ｢ Database Object Editorの新しいユーザインタフェース｣

! 141 ページの ｢ノードへの実装済み MIBの追加｣

! 141 ページの ｢ ConsoleOneからのアラームテンプレートの削除｣

! 141 ページの ｢アラーム処理の印刷｣

! 142 ページの ｢ファイルへのアラーム処理のエクスポート｣

! 142 ページの ｢ Alarm Managerのパフォーマンスの向上｣

! 142 ページの ｢ Microsoft Excelへのアラームテンプレートのコピー｣

! 142 ページの ｢ポートへの SMTP電子メール通知の送信｣

! 142 ページの ｢ポートへの SNMPトラップの転送｣

! 142 ページの ｢アラーム処理の重要度と状態の変更｣

! 142 ページの ｢一般的なトラップの処理｣

! 142 ページの ｢ SNMP MIB Compiler ｣

! 143 ページの ｢ SNMP MIB Browser ｣

! 143 ページの ｢ Remote Ping (リモート Ping) ｣

! 143 ページの ｢カスタムイベントログタイプからのイベント収集｣

! 143 ページの ｢ Nttrap.iniファイルにおける否定のフィルタ条件の指定｣
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! 143 ページの ｢サイトに関する Available Trap Informationレポート｣

! 144 ページの ｢アンナンバードリンクの使用｣

! 144 ページの ｢ Discovery Console ｣

! 144 ページの ｢ Advanced Trending Agent ｣

! 144 ページの ｢ Novell ConsoleOneのビューへの複数ビューの表示｣

! 144 ページの ｢ノード名の順序｣

! 144 ページの ｢ View Builder ｣

! 145 ページの ｢カスタムマップ｣

! 145 ページの ｢ノードの RMONレベルおよび RMON_IIレベルにおける新しいビュー｣

! 145 ページの ｢ Management Site Serverのステータス｣

Management and Monitoring Services for Linux

ZENworks Server Management for Linuxの Management and Monitoring Servicesコン
ポーネントは、ネットワーク上の Linuxサーバを一元管理する機能を提供します。

パケットキャプチャユーティリティ

Atlasネームスペース内のすべてのレベルから、パケットキャプチャ機能を利用できる
ようになりました。検出されたすべての RMONエージェントからのパケットをキャプ
チャできます。パケットキャプチャ設定の詳細は、後で使用できるよう履歴情報とし
て保存されます。

Database Object Editorの新しいユーザインタフェース

Database Object Editorに新しいユーザインタフェースが導入され、データベースを
手動で簡単に更新できるようになりました。 

ノードへの実装済み MIBの追加

Database Object Editorを使って、MIBをノードに追加できるようになりました。ノー
ドで検出されていない MIBを、［Available MIBs］リストの中から追加することができ
ます。 

ConsoleOneからのアラームテンプレートの削除

ConsoleOneを使用して、［Alarm Templates］リストからアラームテンプレートを削除
できます。削除したテンプレートに対応するアラームは、Alarm Managerによって処理
されません。

アラーム処理の印刷 

この機能により、アラームテンプレートを印刷することができます。
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ファイルへのアラーム処理のエクスポート

アラーム処理情報を次のファイル形式にエクスポートできます。

! カンマ区切り (.csv)

! HTML (.html)

! タブ区切り (*.txt)

! 空白区切り (*.txt)

Alarm Managerのパフォーマンスの向上

Alarm Managerを使って、アラームデータベース内の最大 500,000のアラームを処理で
きるようになりました。［Active Alarms］ビューおよび［Alarm History］ビューの機
能が拡張され、アラームデータベースから大量のアラームを取得することができます。

Microsoft Excelへのアラームテンプレートのコピー

Microsoft Excelシートにアラームテンプレートをコピーできます。

ポートへの SMTP電子メール通知の送信

デフォルトポート以外のポートで稼動している SMTPサーバに SMTP電子メール通知を
送信することができます。

ポートへの SNMPトラップの転送

デフォルトポート以外のポートで稼働しているすべての SNMP Trap Listenerに対し
SNMPトラップを転送できます。

アラーム処理の重要度と状態の変更

アラームテンプレートの重要度および状態を変更できるようになりました。アラームテ
ンプレートのすべての新規受信アラームは、指定した重要度または状態を反映します。 

一般的なトラップの処理

以前のバージョンの Management and Monitoring Servicesでは、Alarm Managerは、
MIB-2で定義された 6個の一般的なトラップをドロップしました。新しいバージョンの
Alarm Managerでは、こうした 6個の一般的なトラップがドロップされることはありま
せん。これらのアラームはアラームテンプレートに存在しており、ユーザはこうした
アラームの処理を設定することができます。 

SNMP MIB Compiler

SNMP MIB Compilerで実行された機能拡張は次のとおりです。

! サイトサーバの MIB Poolに、RFCが含まれるようになりました。この RFCは、サード
パーティベンダにより広範囲にわたって使用されます。

! MIB Poolに、Novell GroupWise®、Novell BorderManager®、Novell eDirectoryTM、
Novell Gateways、および Novell VPNなどの Novell専用 MIBが含まれるようにな
りました。

! コンパイル中に生成されたエラーコードに関するオンラインヘルプを［SNMP 
Compiler Results］ウィンドウから利用できるようになりました。このヘルプを利
用して、こうしたエラーコードに関するすべてのトラブルシューティング情報を確
認することができます。したがって、問題を即座に解決することが可能になります。
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!［SNMP Compiler Results］ウィンドウでエラーテキストが赤色で強調表示されるよ
うになったため、エラーを認識しやすくなりました。

! MIB Compilerは、MIB定義内の軽微なエラーを無視するようになりました。これに
より、MIB Compilerはより多くの MIBをコンパイルすることができます。 

! すべての MIBの種類、カテゴリ、生成タイプ (TCG)が一意である必要はなくなりま
した。SNMP MIB Compilerは、TCGが同一であるすべてのトラップをキャプチャし
ます。

! SNMP MIB Compilerは、アラーム管理システムと連携して機能するようになり、MIB 
Pool内で利用可能なトラップ情報と同期した状態でアラーム情報を保持できます。 

! SNMP MIB Compilerによる MIBのコンパイル速度が向上しました。

SNMP MIB Browser

SNMP MIB Browserで実行された機能拡張は次のとおりです。

! スカラオブジェクト、テーブルとテーブルエントリオブジェクト、列オブジェク
ト、および MAXACCESS値などについて新しいアイコンが採用され、認識しやすくな
りました。

! 検索ユーティリティにより、MIBツリー内で MIB変数を検索できるようになりまし
た。MIB変数または MIB OIDに基づいて検索することができます。

Remote Ping (リモート Ping)

以前のバージョンの Management and Monitoring Servicesの Pollingオプションは、
セグメントを選択した後に、［View］>［Polling］の順に選択すると表示されました。
このオプションが［Atlas］レベルでも表示されるようになりました。任意のアトラス
を選択して、［View］>［Polling］の順にクリックします。このオプションを使用する
と、［Monitor Services］タブを使って追加したすべてのサービスのステータスを表示
することができます。

カスタムイベントログタイプからのイベント収集

Server Management Agent for Windowsは、Windowsイベントログからイベントを収集
し、こうしたイベントをトラップに変換します。変換されたトラップはサイトサーバ
に転送されます。 

Nttrap.iniファイルにおける否定のフィルタ条件の指定 

Server Management Agent for Windowsを使って、否定の条件を指定できるようになり
ました。 

サイトに関する Available Trap Informationレポート

Available Trap Informationレポートには、サイトサーバで現在使用できる SNMPト
ラップの情報が一覧表示されます。このレポートはサイトサーバに関してコンパイル
された MIBに基づいて生成され、次の情報が示されます。 

! 合計トラップ数

! アラームのカテゴリ

! アラームの重要度

! アラームタイプ

! トラップの OID

! トラップの説明
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アンナンバードリンクの使用

この機能を使って、Atlasネームスペースのアンナンバードリンクを検出して表示する
ことができます。

Database Object Editorの［Unnumbered Links］タブを使用して、IPルータのアンナ
ンバードリンクを追加、変更、または削除できます。アンナンバードリンクには、イ
ンタフェースタイプと、接続されたルータが含まれます。作成および設定したすべて
のアンナンバードリンクは、Atlasまたは ConsoleOneに表示されます。 

Discovery Console

Discovery Consoleでは、ConsoleOneを使用して IPアドレスのセットを検出する要求
を送信できます。ホストアドレスのリスト、サブネット上のすべてのホスト、アドレ
ス範囲、または正規表現形式のアドレスを検出できます。Discovery Consoleでは、送
信済みの要求のステータスを確認したり、要求を削除したりできます。

Advanced Trending Agent

Advanced Trending Agentは、SNMPエージェントによって計測されるパラメータが MIB
変数により定義されており、単なる設定済み MIB変数ではない場合に、そのパラメー
タのトレンドデータ (履歴データ )を収集および格納するアプリケーションです。

Advanced Trending Agentの機能は、NetWare、Windows、および Linuxプラットフォー
ムで利用できます。

Advanced Trending Agentは、設定済みの MIB変数のサンプルを定期的に収集して格納
します。収集されたデータは SNMPインタフェースを通じて表示されます。このデータ
を使用して、パラメータの長期的なトレンドグラフを表示できます。

環境設定ファイルを使って Advanced Trending Agentを構成することができます。
Advanced Trending Agentには、更新のために設定ファイルを読み込むコマンドライン
ユーティリティが含まれています。このユーティリティは収集されたデータをリセッ
トし、新しいデータの収集を開始します。Advanced Trending Agentでパラメータのし
きい値を設定し、値がしきい値を超えた場合にトラップを生成することもできます。 

Novell ConsoleOneのビューへの複数ビューの表示

［View in a New Window］オプションにより、複数の表形式ビュー、トレンドビュー、
および混合ビューを、Novell ConsoleOneのビューウィンドウに表示できます。 

ノード名の順序 

検出サイクルが進行し、より多くの情報が検出されると、マップに表示される名前が
変更される場合があります。名前の情報ソースに応じて、異なる優先度が名前に与え
られています。名前が検出されない場合は、ノードの IP/IPXアドレスがノード名とし
て表示されます。

View Builder

View Builderは、SNMP MIBを計測したエージェントからの情報およびエージェントに
よって管理サイトサーバに送信されたトラップを表示するビューを作成できるメカニ
ズムを提供します。View Builderを使用して、ConsoleOneで使用できるビュー以外の
ビューを作成できます。これらのビューは、テキスト、表、およびグラフとして表示
できます。
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カスタムマップ 

カスタムマップでは、カスタムアトラスとカスタムコンテナを作成および削除でき、
ノードをコンテナにグループ化できます。アトラスのオブジェクトの階層を作成する
こともできます。アトラスには、カスタムコンテナを配置できます。カスタムコンテ
ナ内にノードやサブコンテナを作成することもできます。ただし、ノードは［Atlas］
の下に直接配置することはできません。

ノードの RMONレベルおよび RMON_IIレベルにおける新しいビュー

次のビューは、RMONレベル (［Node］>［Services］>［RMON］)でも表示されます。

! Segment Dashboard

! Stations

! Segment Trends

! Monitor Nodes for Inactivity

RMON_IIサービスレベル (［Node］>［Services］>［RMON_II］)で次のビューを表示で
きるようになりました。 

! Protocol Distribution 

Management Site Serverのステータス

Management Site Serverで現在実行中のすべての Management and Monitoring 
Servicesのステータスを表示できます。

ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1

次の節では、Support Pack 1 (SP1)のソフトウェアの変更について説明します。

! 145 ページの ｢管理対象デバイスの新しいプラットフォームのサポート｣

! 146 ページの ｢統合 Support Packのサポート｣

! 146 ページの ｢ Policy and Distribution Services ｣

! 147 ページの ｢ Server Inventory ｣

! 149 ページの ｢ Remote Management ｣

! 149 ページの ｢［Management and Monitoring Services］｣

管理対象デバイスの新しいプラットフォームのサポート

! SP1へのアップデートを行うと、すべての ZENworks 6.5 Server Managementコン
ポーネントで Novell Open Enterprise Server® (OES)がサポートされるようにな
ります。OESの詳細については、Novell Open Enterprise Serverの Webサイト 
(http://www.novell.com/products/openenterpriseserver/index.html)を参照し
てください。

! SP1では、Citrix Metaframe Presentation Server 3が実行されている Windowsサー
バ上への ZENworks 6.5 Server Managementエージェントのインストールがサポー
トされます。
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統合 Support Packのサポート

ZENworks 6.5 Server Management SP1は、Novell CSP11および CSP12と互換性があり
ます。

Policy and Distribution Services

ZENworks 6.5 Server Management SP1の Policy and Distribution Servicesは、次に
示す新機能および機能拡張を提供します。

! 146 ページの ｢ Novell iManager 2.5のサポート｣

! 146 ページの ｢ Distributorからの複数バージョンサポート｣

! 146 ページの ｢サブディレクトリを含める｣

! 147 ページの ｢ Distributionの関連付けの複製｣

! 147 ページの ｢ MSI 3のサポート｣

! 147 ページの ｢最大リビジョン通知｣

! 147 ページの ｢ iManagerでの抽出エラーのドリルダウン｣

! 147 ページの ｢ iManagerでの手動による Distributionの抽出｣

! 147 ページの ｢手動配布ウィザード｣

! 147 ページの ｢ MIB定義の追加｣

Novell iManager 2.5のサポート

ZENworks 6.5 Server Management SP1プラグインは、次のプラットフォームの
iManager 2.5で動作します。

Linux

NetWare

Windows:

Distributorからの複数バージョンサポート

SP1にアップデートされた Distributorサーバは、Distributionを次の Subscriber
サーバに送信できます。

! 同様に SP1にアップデートされた ZENworks 6.5 Subscriber

! まだ SP1にアップデートされていない ZENworks 6.5 Subscriber

! ZENworks for Servers 3.0.2 +IR2 Subscriber (ZfS 3 SP2 +IR2 Subscriberを含む )

サブディレクトリを含める

ZENworks 6.5 Server Management SP1では、ZENworks 6.5 Desktop Management SP1で
作成されたアプリケーションオブジェクトで使用できる［Include Subdirectories］
チェックボックスがサポートされます。
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Distributionの関連付けの複製

［Desktop Application Distribution］プロパティページの新しいチェックボックスを
使うと、Distributionが初めて送信されたときだけ関連付けを複製するか、または
Distributionの後続のビルドに対して関連付けに変更が加えられるごとに関連付けを
複製するかを選択できます。

この新しいオプションは［Always Replicate Association Flags］で、Distribution
が作成された後に［Type］タブに表示されます。このオプションは、最初に Desktop 
Application Distributionウィザードで設定されます。

MSI 3のサポート

Desktop Application Distributionでは、MSI 3アプリケーションの配布がサポートさ
れます。

最大リビジョン通知

SMTPを設定すると、Distributionの最大リビジョン数に到達したことを通知する SMTP
電子メールが送信されます。

iManagerでの抽出エラーのドリルダウン

iManagerの Tiered Distribution Viewのターゲットサーバのポップアップで、抽出エ
ラーに関する詳しい情報が表示されるようになりました。

iManagerでの手動による Distributionの抽出

iManagerで、手動配布ウィザードを使ってインポートされた Distributionを手動で抽
出できます。

手動配布ウィザード

手動配布ウィザードを使用する場合は、Distributionのデルタとリビジョンのすべて
が Distributionの構築に含まれています。SP1の直前のバージョンに含まれていたの
は最新のデルタだけでした。

MIB定義の追加

SNMPトラップ用に約 150の MIB定義が追加されました。

Server Inventory

ZENworks 6.5 Server Management SP1の Server Inventoryは、次の新機能または機能
拡張を提供します。

! 148 ページの ｢ソフトウェアディクショナリに対する機能拡張｣

! 148 ページの ｢新しいアンチウイルス製品のスキャン｣

! 149 ページの ｢ CIMスキーマを使用しないインベントリデータベースからのインベ
ントリ情報の取得｣
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ソフトウェアディクショナリに対する機能拡張

ZENworksソフトウェアディクショナリに次の機能拡張が行われました。

! ソフトウェアディクショナリスナップインに改良が加えられ、より直感的でわかり
やすくなりました。

! ソフトウェアインベントリ情報をスキャンする際に、ZENworksソフトウェアディク
ショナリにデフォルトとして設定されているファイルとソフトウェアのデフォルト
マッピングルールを Inventory scannerで使用しない場合は、［Ignore Default 
File-Software Mapping Rules(ファイルとソフトウェアのデフォルトマッピング
ルールの無視 )］オプションを使用することで無効にできるようになりました。

! ディクショナリコンシューマは、最上位のインベントリサーバに設定されたソフト
ウェアディクショナリルールをディクショナリ更新ポリシーに基づいてマージでき
るようになりました。このようなルールは「継承されたルール」と呼ばれます。
ルールに対して編集や削除はできません。

詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Server 
Inventory」を参照してください。

新しいアンチウイルス製品のスキャン

! NetWareインベントリ対象サーバの場合 :Inventory scannerは、NetWareインベント
リ対象サーバにインストールされた McAfee Netshield* 4.6.xに対して最新のウイ
ルス定義の日付とバージョンに関する情報を収集します。

! Windowsインベントリ対象サーバの場合 Inventory scannerは、次の製品バージョン
について、インベントリ対象サーバにインストールされている最新のウイルス定義
の日付とバージョンに関する情報を収集します。

Symantec AntiVirus Corporate Edition 8.0

Norton AntiVirus Corporate Edition for Windows 7.0

Norton AntiVirus Corporate Edition 7.6.1.0000

Symantec Norton AntiVirus 2000

Symantec Norton Internet Security 2002

Symantec Norton AntiVirus 2003 (9.00)

Symantec Norton AntiVirus 2003 Professional Edition (9.00)

Symantec Norton AntiVirus 2004 (10.00)

Symantec Norton Internet Security 2004 (10.00)

Symantec Norton AntiVirus 2004 Professional (10.00)

Symantec Norton Internet Security 2004 Professional (10.00)

Symantec Norton AntiVirus 2005 Professional (11.00)

Symantec Norton Internet Security 2005 Professional (11.00)

Network Associates McAfee VirusScan 4.0.3 (Windows 9x)

Network Associates McAfee VirusScan NT 4.0.3a (Windows NT)

Network Associates McAfee NetShield 4.5.0

Network Associates McAfee VirusScan 4.5.0

Network Associates McAfee VirusScan 4.5.1

Network Associates McAfee VirusScan (McAfee Security Center) 8.0

Network Associates McAfee VirusScan ASaP

Network Associates McAfee VirusScan Enterprise 7.1

Network Associates McAfee VirusScan Enterprise 8.0
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Central Command Vexira AntiVirus Guard for Windows XP (2000 + NT) 2.10

Central Command Vexira AntiVirus Windows 95/98

Central Command Vexira AntiVirus NT/2000 Servers

Central Command Vexira AntiVirus Server Edition (6.26.xx.xx)

Sophos Anti-Virus - Windows NT/2000/XP/2003

Sophos Anti-Virus - Windows 95/98

Trend Micro PC-cillin 2002 (9.x)

Trend Micro PC-cillin 2003 (10.x)

Trend Micro Internet Security 11.x (PC-cillin)

Trend Micro Internet Security 2005 12.x (PC-cillin)

Trend Micro Server Protect 5.xx

Trend Micro OfficeScan 5.xx - Client for Windows NT/2000/XP

Trend Micro OfficeScan 5.xx - Client for Windows 9x

CIMスキーマを使用しないインベントリデータベースからのインベントリ情報の取得

ZENworks 6.5 SP1 Server Managementは、CIMスキーマを使用せずにインベントリデー
タベースからインベントリ情報を取得することを可能にする使いやすいビューを提供
します。これらのビューはあらかじめ定義されたデバイス固有のビューで、ZENworks 
6.5 Server Management SP1の Server Inventoryコンポーネントをインストールした後
に自動的にインベントリデータベース内に作成されます。

詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Server 
Inventory」を参照してください。

Remote Management

ZENworks 6.5 Server Management SP1の Remote Managementに関する新機能や機能拡張
はありません。バグフィックスに関しては、ZENworks 6.5の Webサイト (http://
www.novell.com/documentation/zenworks65/index.html)の ZENworks 6.5 Server 
Management Support Pack 1 Readmeを参照してください。

［Management and Monitoring Services］

ZENworks 6.5 Server Management SP1の Management and Monitoring Servicesに関す
る新機能や機能拡張はありません。バグフィックスに関しては、ZENworks 6.5の Web
サイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/index.html)の ZENworks 
6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeを参照してください。
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10 ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1

Novell® ZENworks® 6.5 Server Management Support Pack 1 (SP1)は、Policy and 
Distribution Services、Server Inventory、Remote Management、および Management 
and Monitoring Servicesをアップグレードします。ただし、アップグレード対象は
3.xではなく、バージョン 6.5のみです。バージョン 3.xのアップグレードの詳細につ
いては、8 章 121 ページの ｢概要｣を参照してください。

次の節では、これらのコンポーネントを SP1にアップグレードする方法を説明します。

! 151 ページの ｢ウィザードまたはスクリプトを使用した SP1へのアップグレード｣

! 176 ページの ｢ Server Software Packageを使用した SP1へのアップグレード｣

ウィザードまたはスクリプトを使用した SP1へのアップグレード

Policy and Distribution Servicesの場合、Distributorサーバおよび Subscriber
サーバは任意の順序で SP1にアップグレードできます。

ウィザードまたはスクリプトを使用した SP1へのアップグレードの場合、2つのプラッ
トフォームベースオプションが存在します。

! NetWareおよび Windowsサーバ : これらのプラットフォームの場合、ウィザードは、
SP1ダウンロードに含まれる実行可能ファイルから実行されるインストールメ
ニューオプションから Windowsワークステーション上で実行されます。

Policy and Distribution Services、Server Inventory、Remote Management、およ
び Management and Monitoring Servicesは、この方法を使用してすべて SP1に
アップグレードできます。

! Linuxおよび Solarisサーバ : こうしたプラットフォームについては、スクリプト
ファイルが使用されます。スクリプトファイルは SP1ダウンロードに含まれ、アッ
プグレード対象のそれぞれの Linuxまたは Solarisサーバ上でローカルに実行され
ます。

この方法でアップグレードできるのは、Policy and Distribution Servicesだけ
です。

サポートされているすべてのプラットフォーム上の複数の Subscriberサーバに対して
自動インストールを実行する場合は、Server Software Packageを使ってこうしたサー
バをアップグレードすることをお勧めします (176 ページの ｢ Server Software Package
を使用した SP1へのアップグレード｣を参照 )。

ウィザードまたはスクリプトを使って ZENworks 6.5 Server Managementを SP1にアッ
プグレードするには

! 152 ページの ｢アップグレードの概念と問題点｣

! 154 ページの ｢アップグレードするサーバの選択｣
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! 155 ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバでの Policy-Enabled Server 
Managementのアップグレード｣

! 170 ページの ｢LinuxおよびSolarisサーバでのPolicy and Distribution Services
のアップグレード｣

! 172 ページの ｢NetWareサーバ上でのManagement and Monitoring Servicesのアップ
グレード｣

アップグレードの概念と問題点

次の項目を確認することにより、SP1へのアップグレードの実行内容を把握し、関連す
る問題点を認識します。

! 152 ページの ｢ SP1へのアップグレードで実行されることおよび実行されないこと｣

! 153 ページの ｢サーバの段階的なアップグレード｣

! 154 ページの ｢複数ツリーのサーバのアップグレード｣

! 154 ページの ｢アップグレードに関するクラスタ問題｣

SP1へのアップグレードで実行されることおよび実行されないこと

次の表に、アップグレードアクションと該当する Server Managementコンポーネント
を示します。「T」は、説明がそのコンポーネントで真であることを示し、「F」は、説
明が偽であることを示します。「ﾐ」は、説明がそのコンポーネントに該当しないこと
を示します。

アクション P S R M

SP1では、ZENworks for Servers 3.xが ZENworks 6.5 SP1にアップグレードされま
せん。SP1を適用する前に、11 章 189 ページの ｢ Policy and Distribution 
Services ｣、12 章 231 ページの ｢ Server Inventory ｣、13 章 251 ページの ｢ Remote 
Management ｣、または 14 章 255 ページの ｢［Management and Monitoring Services］
｣の手順を実行する必要があります。

T T T T

ZENworksコンポーネントが以前にインストールされていない場合、SP1では、
ZENworksコンポーネントはインストールされません。

T T T T

SP1では、Novell eDirectoryTMオブジェクトはアップグレードされません。 T T T T

Hot Patch 5までのすべての ZENworks 6.5ホットパッチが SP1に含まれます。 T ﾐ ﾐ ﾐ

GUIウィザードにより、アップグレード可能なソフトウェアが検出されたサーバ上
の ZENworks 6.5 Policy-Enabled Server Managementソフトウェアがアップグレー
ドされます。ZENworks 6.5がインストールされているインストールパスが使用され
ます。

T T T T

Linuxまたは Solarisコンピュータ上でスクリプトをローカルに実行することで、
ZENworks 6.5 Policy and Distribution Servicesソフトウェアが SP1にアップグ
レードされます。

T ﾐ ﾐ ﾐ

GUIウィザードでは、チェックボックスを選択または選択解除できません。ステー
タスは、アップグレードするコンピュータを選択したときにウィザードによって決
定されます。

T T T ﾐ

サービスが実行されている場合、ウィザードによってこれらのサービスが自動的に
停止および再起動されます。サービスは、アップグレード前と同じ状態に設定され
ます。

T F F F
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注 : P = Policy and Distribution Services、S = Server Inventory、R = Remote Management、M = 
Management and Monitoring Services、T =真、F =偽、およびﾐ = 該当なしを示します。

サーバの段階的なアップグレード

段階的なアップグレードは、Remote Managementまたは Management and Monitoring 
Servicesには適用されません。

すべての ZENworks 6.5サーバを 1回で SP1にアップグレードしたり、段階的に (たと
えば地域別に )アップグレードできます。

ウィザードは、ファイルをそれぞれのサーバに続けてコピーします。多数の
Subscriberが存在する場合、こうした Subscriberをアップグレードするのに要する時
間を検討します。アップグレードにかかる時間が長すぎる場合、対象になる
Subscriberをグループ化して、一度に 1つのグループをアップグレードできるように
するか、ソフトウェアパッケージによるアップグレードを使用します。

Linuxおよび Solarisサーバ上での Policy and Distribution Servicesのアップグ
レードはスクリプトを使用して一度に 1つずつローカルに実行されるので、段階的な
アップグレードは容易に適用できません。Linuxまたは Solarisサーバのグループの段
階的なアップグレードを実行する場合は、Server Software Packageの利用を検討して
ください。 

ソフトウェアパッケージを使用したアップグレードの詳細については、176 ページの 
｢ Server Software Packageを使用した SP1へのアップグレード｣を参照してください。

ウィザードが起動される前にサービスが実行されていなかった場合、サービスは再
起動されません。

T F T F

ウィザードが起動される前にサービスが実行されていなかった場合にサービスを再
起動するオプションがあります。

F F F T

ファイルは常にコピーされ、新旧どちらのファイルもアップグレードされたファイ
ルで置換されます。ZENworksディレクトリ以外の場所にコピーされたファイルは、
それらが古いファイルの場合のみ置換されます。

T T T T

アップグレードしようとしているコンピュータにすでにフックドライバがインス
トールされている場合、そのフックドライバはアップグレード中にアンインストー
ルされます。

ﾐ ﾐ T ﾐ

ウィザードにより、ConsoleOne® スナップインは、インストールワークステーショ
ンとウィザードによって ConsoleOneが検出された任意のターゲットサーバの両方
で、ZENworks 6.5 SP1にアップグレードされます。ConsoleOneチェックボックスが
選択状態で表示されるようにするためには、スナップインのバージョン 6.5があら
かじめインストールされている必要があります。

T T T T

ウィザードでは、ConsoleOneがインストールされているワークステーションを選択
してそこに含まれている Server Managementスナップインを更新することはできま
せん。スナップインを更新するためには、スナップインがインストールされている
それぞれのワークステーション上でウィザードを実行する必要があります。

T T T T

ZENworks 6.5 Server Managementの iManager用プラグインは、［Policy-Enabled 
Server Management］メニューオプションによってアップグレードされません。SP1
ウィザードを終了した後で［Web-Based Management Components］メニューオプショ
ンを使ってこの操作を行う必要があります。この操作については、162 ページの 
｢ Novell iManagerプラグインのアップグレード｣で説明します。

また、iManager 2.0.2または 2.5をインストールしている場合は、162 ページの 
｢ Novell iManagerプラグインのアップグレード｣で説明するタスクを使って、プラグ
インの初めてのインストールを実行できます。

T ﾐ ﾐ ﾐ

アクション P S R M
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複数ツリーのサーバのアップグレード

複数ツリーにまたがるアップグレードは、Remote Managementまたは Management and 
Monitoring Servicesには適用されません。

ウィザードでサーバを選択するときは、ZENworksオブジェクトではなく NCP サーバオ
ブジェクトでサーバを選択します。ZENworksサーバが複数のツリーに存在する場合は、
それぞれのツリーにログインしてサーバを選択できるようにする必要があります。

また、Server Software Packageを使用して、複数のツリーにまたがるサーバをアップ
グレードすることもできます (176 ページの ｢ Server Software Packageを使用した SP1
へのアップグレード｣を参照 )。

アップグレードに関するクラスタ問題

クラスタ問題は、Remote Managementまたは Management and Monitoring Servicesの
アップグレードには適用されません。

SP1のインストールでサーバを選択する場合、仮想サーバのクラスタオブジェクトとク
ラスタ内のノードサーバの NCPオブジェクトを両方選択できるため、インストールプ
ログラムでは仮想サーバとそのノードの両方をインストールできます。ただし、両方
に SP1をインストールした場合は、zfs.ncf起動ファイルが 2つの異なる場所から実行
されるため、エラーの原因になります。したがって、SP1のインストール先を選択する
前に、Server Managementをクラスタレディ環境とクラスタアウェア環境のいずれにイ
ンストールしたかを把握しておく必要があります。

ZENworksサーバがクラスタレディ環境にインストールされる場合

! SP1のインストールでは仮想サーバのみを選択する必要があります。

! SP1のインストールではクラスタ内の各ノードにファイルをコピーします。

! SP1のインストールではクラスタに 1つの zfs.ncfファイルを設定します。

ZENworksサーバがクラスタアウェア環境にインストールされる場合

! SP1のインストールではノードサーバのNCPオブジェクトのみを選択する必要があり
ます。

! SP1のインストールではクラスタ内の各ノードにファイルをコピーします。

! SP1のインストールでは各ノードのサーバに zfs.ncfファイルを設定します。

詳細については、335 ページの付録 E ､ ｢クラスタ環境での ZENworks Server 
Management ｣を参照してください。

アップグレードするサーバの選択

! 段階アップグレードの問題点 : SP1にアップグレードするサーバを決める場合は、
段階的なアップグレードの問題を考慮してください。詳細については、153 ページ
の ｢サーバの段階的なアップグレード｣を参照してください。

! ウィザードを使用してアップグレードするサーバ : SP1ウィザードを実行する場合
は、ウィザードを実行してからアップグレード対象のサーバを決定できます。次の
どちらかの方法を使用して、NetWare® および Windowsサーバを選択できます。

! ほんの一部のサーバにのみ ZENworks 6.5がインストールされていて、ZENworks 
6.5がインストールされているサーバの NCPTM オブジェクト名がわかっている
場合は、SP1ウィザードを実行するときに個別にそのサーバを選択できます。
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! 大多数(またはすべて)のサーバにZENworks 6.5がインストールされている場合
は、ツリー内または選択したコンテキストのすべてのサーバを選択します。
アップグレードでは、インストールされた ZENworks 6.5コンポーネントのう
ちアップグレード可能なコンポーネントのみが［Server Selection］ページに
表示されます。

! Server Software Packageを使用してアップグレードするサーバ: Server Software 
Packageを使った方法を使用する場合は、SP1にアップグレードするサーバを次の
ように決定します。

! ほんの一部のサーバにのみ ZENworks 6.5がインストールされている場合は、
Distribution用に作成した Channel内のすべての Subscriberサーバを含める
ことができます。アップグレードの対象として選択した Subscriberサーバに
Distributorソフトウェアがある場合、そのソフトウェアもアップグレードさ
れます。

! 大多数のサーバに ZENworks 6.5がインストールされていて、これらのサーバを
段階的に (たとえば地域別に )アップグレードするには、サーバをグループに
分類し、各グループに対して作成した Channelに配置できるようにします。

ソフトウェアパッケージを使用して SP1にアップグレードする場合は、アップグ
レード Distributionに対して一意なチャネルを作成し、SP1にアップグレードす
る Subscriberを当該 Channelに登録する必要があります。

! スクリプトを使用してアップグレードするサーバ : Linuxまたは Solarisサーバを
SP1にアップグレードする場合に Server Software Packageを使用しない場合は、
スクリプトを実行するサーバを指定します。

NetWareおよび Windowsサーバでの Policy-Enabled Server Managementのアップグレード

ZENworks 6.5 Policy-Enabled Server Managementを SP1にアップグレードするには、
次の作業をこの順序で実行します。

1. 155 ページの ｢アップグレードを実行する前に確認するチェックリスト｣

2. 157 ページの ｢ SP1へのアップグレード｣

3. 162 ページの ｢ Novell iManagerプラグインのアップグレード｣

4. 166 ページの ｢サービスの起動｣

5. 168 ページの ｢サービスが正常に実行されているかどうかの確認｣

6. 168 ページの ｢サーバが SP1に更新されているかどうかの確認｣

7. 169 ページの ｢アップグレードの再実行｣

8. 170 ページの ｢アップグレード後の作業｣

アップグレードを実行する前に確認するチェックリスト

" ZENworks 6.5の Webサイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/
index.html)の ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeで SP1へ
のアップグレードに関する最新情報を確認します。

" SP1にアップグレードするサーバ上に ZENworks 6.5 Server Managementがインス
トールされていることを確認します。
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" クラスタ化されたサーバのすべてを記録し、そのサーバに ZENworksがクラスタレ
ディとクラスタアウェアのいずれでインストールされたかを確認します。詳細につ
いては、154 ページの ｢アップグレードに関するクラスタ問題｣を参照してくだ
さい。

" Server Inventoryをアップグレードする場合は、次の作業を行う必要があります。

1. Server Inventoryの再インストールが必要なサーバを指定します。

2. Inventory Serviceを停止します。

! NetWareインベントリサーバの場合 :サーバコンソールのプロンプトで、
「sys:\system\invstop.ncf」と入力します。

Inventory Serviceを停止する際、Sybaseデータベースを自動的に停止させた
くない場合は、sys:\system\invstop.ncfファイルで Unload dbsrv8.nlm行をコ
メント化します。

! Windows 2000/2003インベントリサーバの場合 :コントロールパネルで［管理
ツール］、［サービス］の順にダブルクリックします。次に、［Novell 
Inventory Service］を選択し、［停止］をクリックします。

3. インベントリデータベースを停止します。

! NetWareの場合 :Sybaseコンソールのプロンプトで、<Q>キーを押します。

! Windows 2000/2003の場合 :コントロールパネルで［管理ツール］、［サービス］
の順にダブルクリックします。次に、［Novell Database - Sybase］を選択し、
［停止］をクリックします。

" ConsoleOneのインスタンスが、ワークステーションからマップされたドライブを通
じてターゲットサーバ上で実行されている場合や、インストールコンピュータから
実行されている場合は、これらの ConsoleOneのインスタンスを終了してからイン
ストールプログラムを実行します。

ConsoleOneがインストールコンピュータ上のマップされたドライブを通じてター
ゲットサーバ上で実行されている場合や、インストールコンピュータから実行され
ている場合は、ConsoleOne用の ZENworks Server Managementスナップインはこれ
らの場所にインストールされません。

" ZENworks 6.5ソフトウェアを SP1にアップデートするサーバの NCP サーバオブジェ
クトを含んでいる eDirectoryツリーにログインします (まだこの操作を行ってい
ない場合 )。

インストール時にログインしたツリー内のすべてのターゲット NetWareサーバで自
動的に認証され、Server Managementソフトウェアのインストール先としてこれら
のサーバを選択できます。

ツリーにログインしていない場合は、アップグレード処理中にサーバオブジェクト
を選択できません。

必要に応じて何度でもウィザードを実行できます。

" Windowsサーバにソフトウェアをインストールする場合は、サーバに認証されてい
ることを確認してください。

これによって、ドメインから Distributorおよび Subscriberソフトウェアのイン
ストール先として Windowsサーバを選択できるようになります。ただし、インス
トールを開始する前に Windowsサーバにログインしていない場合は、インストール
時にインストール先の Windowsサーバを選択する［Add Server］ダイアログボック
スでユーザ名とパスワードを使用して認証を受けることができます。
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" Windowsサーバにソフトウェアをインストールする場合、各 Windowsサーバで［サー
ビス］ウィンドウを閉じていることを確認します。

インストールプログラムにより、すべての ZENworks Server Managementサービス
が自動的に停止します。ただし、サーバへのインストール中に［サービス］ウィン
ドウが開いたままになっている場合、Server Managementのサービスを登録するこ
とができません。

SP1へのアップグレード

ZENworks 6.5 Server Managementを SP1にアップグレードするには、次の作業をこの
順序で実行します。

1. 157 ページの ｢ SP1ウィザードを起動する｣

2. 159 ページの ｢アップグレードするサーバを選択する｣

3. 161 ページの ｢ SP1アップグレードの概要を確認する｣

SP1ウィザードを起動する

1 winsetup.exeを実行します。

winsetup.exeは次の場所にあります。

download_location\zen65sp1\winsetup.exe

ただし、download_locationは、ダウンロードファイルの解凍場所によって異なり
ます。デフォルトは c:\tempです。

これにより、SP1アップグレードメニューオプションを含むウィザードが起動され
ます。

winsetup.exeファイルを含む SP1ファイルをダウンロードする方法については、
ZENworks 6.5の Webサイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/
index.html)の ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeを参照し
てください。
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2 メインメニューで、［Server Management］オプションを選択します。

3［Policy-Enabled Server Management］を選択してウィザードを起動し、［License 
Agreement］ページを表示します。
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4 ソフトウェア使用許諾契約に同意する場合は、［Accept］をクリックし、［Next］を
クリックします。同意しない場合は、［Cancel］をクリックして終了します。

［Server Selection］ページが表示され、［Local Machine］のみが表示されます。
ZENworks 6.5スナップインがコンピュータにインストールされている場合は、
［ConsoleOne snap-ins］チェックボックスが有効になります。

5 159 ページの ｢アップグレードするサーバを選択する｣に進みます。

アップグレードするサーバを選択する

1［Server Selection］ページで、［Add Servers］をクリックして［Add Servers］ダ
イアログボックスを表示します。
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2 SP1アップグレードをインストールする NCPサーバオブジェクトを参照し、［OK］
をクリックします。

NetWareサーバを参照するには、ドロップダウンボックスから［eDirectory 
Trees］を選択します。Windowsサーバを参照するには、ドロップダウンボックス
から［Microsoft Domains］(または［Microsoft Active Directory］) を選択しま
す。サーバは次のように選択できます。

! サーバは個別に選択することも、<Ctrl>キーや <Shift>キーを使用して複数選
択することもできます。

! グループ内のサーバを選択するには、eDirectoryコンテナ、Windowsワークグ
ループ、または Microsoftドメインを選択し、［Add All Servers］ボタンをク
リックします。

! ツリー内のすべての NetWareサーバを選択するには、ツリーを選択し、［Add 
All Servers］ボタンをクリックします。

重要 : ［Add All Servers］を選択すると、［Selected Servers］リストボックスに、アップグレードで

きないサーバ (ZENworks 6.5がインストールされていないサーバなど )が表示されます。［OK］をク

リックして続行すると、これらのサーバは［Server Selection］ページから除外されます。ただし、

表示から除外される各サーバに対してその旨を示すメッセージが表示されたら、［OK］をクリックして

続行します。ZENworks 6.5がインストールされていないサーバを［Selected Servers］リストボック

スで確認できる場合は、［OK］をクリックして［Server Selection］ページに移る前に、リストからそ

のサーバを削除すると処理を短縮できます。

［Add Servers］ダイアログボックスの使用方法の詳細については、［Help］ボタン
をクリックしてください。

SP1にアップグレードするすべての NetWareサーバと Windowsサーバを選択してい
ることを確認した後、［Add Servers］ダイアログボックスを閉じます。

選択したサーバは、［Server Selection］ページの［Local Machine］オプションの
下に表示されます。
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すでにインストールされていて SP1にアップグレード可能な ZENworks 6.5 Server 
Managementコンポーネントについては、チェックボックスにチェックマークが表
示されます。プラス記号をクリックすると、ツリー構造が展開されてコンポーネン
トが表示されます。

3 仮想サーバのクラスタオブジェクトと各ノードの NCPサーバオブジェクトの両方に
SP1をインストールすることはできません。したがって、両方を選択した場合はい
ずれか一方を削除し、クラスタ内の 2つの異なる場所から実行された zfs.ncfが引
き起こすエラーを未然に防止する必要があります。

詳細については、154 ページの ｢アップグレードに関するクラスタ問題｣を参照し
てください。

4［Next］をクリックし、161 ページの ｢ SP1アップグレードの概要を確認する｣に進
みます。

SP1アップグレードの概要を確認する

1［Installation Summary］ページで、希望どおりの操作がウィザードによって実行
されることを確認します。

［戻る (Back)］をクリックすると、情報を変更できます。

2［Finish］をクリックして SP1アップグレード処理を開始します。

3 SP1ウィザードが終了したら、インストールログファイルを調べて、インストール
に失敗したコンポーネントがないかどうかを確認します。

このログファイルは、インストールコンピュータ上の、Windowsの環境設定で指定
された一時ディレクトリにあります。例 :

Policy and Distribution Services:

%temp%\_resnnn.txt

nnnは、新しいログが作成されるたびに順に大きくなります。
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Server Inventory:

%temp%\invrc.log

4 ソフトウェアが正常に SP1にアップグレードされたら、［Exit］をクリックして
ウィザードを終了します。

この段階でソフトウェアは SP1にアップグレードされています。アップグレードが
実行される前に Server Managementサービスが実行されていた場合は、これらの
サービスが再起動されます。

アップグレードが実行される前に Server Managementサービスが実行されていな
かった場合は、これらのサービスを手動で再起動する必要があります。その方法に
ついては、次の節で説明します。

5 162 ページの ｢ Novell iManagerプラグインのアップグレード｣に進みます。

Novell iManagerプラグインのアップグレード

この節は、Policy and Distribution Servicesだけに適用されます。

Novell iManager 2.0.2または 2.5がネットワークにインストールされており、
iManagerプラグインを ZENworks 6.5にアップグレードするか、プラグインの初めての
インストールを行う場合は、次の手順を実行します。

1 winsetup.exeを実行します。

winsetup.exeは次の場所にあります。

download_location\zen65sp1\winsetup.exe

ただし、download_locationは、ダウンロードファイルの解凍場所によって異なり
ます。デフォルトは c:\tempです。

これにより、SP1アップグレードメニューオプションを含むウィザードが起動され
ます。
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winsetup.exeファイルを含む SP1ファイルをダウンロードする方法については、
ZENworks 6.5の Webサイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/
index.html)の ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeを参照し
てください。

2 メインメニューで、［Server Management］オプションを選択します。

3［Web-Based Management Components］を選択してウィザードを起動し、［License 
Agreement］ページを表示します。
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4［Accept］をクリックして使用許諾契約に同意し、［Next］をクリックして［Login 
Information］ページを表示します。

5 次のフィールドに情報を入力します。

［DNS/IP Address］: iManagerがインストールされているサーバのアドレスを指定
します。
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［Port］: iManagerと通信するときに使用するポート番号を指定します。SSLを使
用する場合は、通常 443です。SSLを使用しない場合は、8080を使用します。

［Use SSL］: デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっていません。
SSLを使用するように iManagerを設定している場合は、このチェックボックスを
オンにする必要があります。

［iManager Username］: iManagerに対する権利を持つユーザの iManager (完全識
別 )ログイン名を指定します。このユーザ名は指定された形式
(cn=admin.o=novellなど )で入力する必要があります。このユーザ名で認証を得
ることができない場合、インストールを続行できません。

［iManager Password］: ウィザードを実行するユーザの iManagerパスワードを指
定します。

［Install the Policy and Distribution Services Plug-Ins to Novell iManager］
: Remote Web Consoleおよび Tiered Electronic Distributionプラグインを
iManagerにインストールし、これらのコンポーネントを Webブラウザから管理で
きるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

［Install the ZENworks Certificate Authority］: サーバ間通信のセキュリティの
ために ZENworks認証局サーブレットをインストールするには、このチェックボッ
クスをオンにします。これによって、セキュリティで保護されたネットワークの外
部から受信したデータが信頼されるソースから送信されたものであり、途中で改竄
されておらず、受信したデータは他のコンピュータでも信頼できることが保証され
ます。これは、署名付きのセキュリティ証明書とデジタル署名を使用することに
よって実現されます。

6［Next］をクリックして［Summary］ページを表示します。

このインストールの概要は、選択した Webコンポーネントが Tomcatインストール
ディレクトリにインストールされることを示しています。

7［終了 (Finish)］をクリックします。
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8 インストールが完了したら、［Yes］をクリックしてインストールログファイルを表
示します。

ログファイルにエラーが記録されている場合は、参考のために印刷できます。エ
ラーメッセージの検索については、365 ページの付録 G ､ ｢インストールに関する
エラーメッセージ｣を参照してください。エラーを解決して、インストールの手順
を繰り返します。

iManagerでの ZENworks Server Managementの役割も設定する必要があります。こ
の役割の情報は eDirectoryに格納されるからです。

9 iManagerプラグインを正しくアップグレードした後、ログファイルを閉じます。

10 iManager 2.5にプラグインをインストールした場合は、次の手順を実行します。

10a iManager 2.5にログインします。

10b インストールまたはアップグレードのプロンプトが表示されたら、新しいプラ
グインか更新されたプラグインをインストールします。

11 iManagerで新しいプラグインを認識するには、Tomcatを停止し、Tomcatを再開し
ます。

! NetWare 

停止 : tc4stop.ncf

開始 : tomcat4.ncf

! Windows:

［サービス］ウィンドウで、Tomcatサービスを開始または停止します。

! Linux

再開 : /etc/init.d/tomcat4 restart

または

停止 : /etc/init.d/tomcat4 stop

開始 : /etc/init.d/tomcat4 start

12 166 ページの ｢サービスの起動｣に進みます。

サービスの起動

SP1のアップグレード処理でサービスの停止および再起動が自動的に行われなかった場
合、またはサーバをアップグレードしたときにサービスが実行されていなかったけれ
ども今回はサービスを実行したい場合は、サービスを起動します。

重要 : インベントリサーバをアップグレードした場合は、SP1のアップグレード後に Inventory Serviceを

手動で開始する必要があります。

! 166 ページの ｢ NetWareサーバの場合｣

! 167 ページの ｢ Windowsサーバの場合｣

NetWareサーバの場合

Policy and Distribution Servicesの場合 :

1 サーバのメインコンソールのプロンプトで、次のコマンドを入力します。

zfs

これにより、データベースを含め、すべての Policy and Distribution Services
サービスが起動されます。
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Server Inventoryの場合 :

1 サーバのメインコンソールのプロンプトで、次のコマンドを入力します。

startinv

Remote Managementの場合 :

1 次のいずれかの方法で、RConsoleJ Agentを実行します。

! ConsoleOneで、リモートコントロールする NetWareサーバオブジェクトを右ク
リックして［Remote Management］をクリックするか、NetWareサーバオブジェ
クトをクリックして［Tools］オプションから［ZENworks Remote Management］
>［Remote Console］>［NetWare］の順にクリックします。

! サーバコンソールプロンプトから、「rconj.ncf」と入力します。

! サーバの GUIから、［Novell］>［Programs］>［RConsoleJ］の順にクリックし
ます。

167 ページの ｢ Windowsサーバの場合｣または 168 ページの ｢サービスが正常に実行さ
れているかどうかの確認｣に進みます。

Windowsサーバの場合

Policy and Distribution Servicesの場合 :

1［コントロール パネル］を開きます。

2［管理ツール］、［サービス］の順にダブルクリックします。

3 Novell ZENworks Service Managerサービスを開始します。

これにより、データベースを含め、すべての Policy and Distribution Services
サービスが起動されます。

Inventory Serviceの場合 :

1［コントロール パネル］を開きます。

2［管理ツール］、［サービス］の順にダブルクリックします。

3［Novell Inventory Service］を選択し、［開始］をクリックします。

インベントリデータベースの場合 :

1［コントロール パネル］を開きます。［管理ツール］、［サービス］の順にダブルク
リックします。

2［Novell Database - Sybase］を選択し、［停止］をクリックします。

3［Novell Database - Sybase］を選択し、［開始］をクリックします。

Windows 2000/2003の管理対象サーバ上で Remote Managementの Remote Management 
Agentを再起動するには :

1 コントロールパネルで［管理ツール］をダブルクリックします。

2［Services］をダブルクリックします。

3［Novell ZENworks Remote Management］をクリックし、［開始］をクリックします。

168 ページの ｢サービスが正常に実行されているかどうかの確認｣に進みます。
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サービスが正常に実行されているかどうかの確認

! 168 ページの ｢ NetWareサーバの場合｣

! 168 ページの ｢ Windowsサーバの場合｣

NetWareサーバの場合

1 各サーバのコンソールで、<Ctrl>+<Esc>を押してサービスを確認します。

Sybaseデータベース

ZENworks (Policy and Distribution Servicesがインストールされている場合 )

ZENworks Inventory Service

ZENworks Web Server (Inventory Serverまたは Inventory Proxy Serviceだけ
がインストールされている場合 )

2 いずれかのサービスが見つからない場合は、そのコンポーネントが正常に起動され
ていません。

サービスを起動する方法については、166 ページの ｢ NetWareサーバの場合｣を参照
してください。

3 サービスが正常に起動されていることを確認したら、168 ページの ｢ Windowsサー
バの場合｣または 168 ページの ｢サーバが SP1に更新されているかどうかの確認｣に
進みます。

Windowsサーバの場合

1 それぞれの Windowsサーバで［コントロール パネル］を開き、［管理ツール］>
［サービス］の順にダブルクリックして、次のサービスが実行しているかどうかを
確認します。

Novell Inventory Service

Novell Database - Sybase

Novell ZENworks Service Manager

2 いずれかのサービスが実行されていない場合は、そのコンポーネントが正常に起動
されていません。

サービスを起動する方法については、167 ページの ｢ Windowsサーバの場合｣を参照
してください。

3 サービスが正常に起動されていることを確認したら、168 ページの ｢サーバが SP1
に更新されているかどうかの確認｣に進みます。

サーバが SP1に更新されているかどうかの確認

! 168 ページの ｢ iManagerの使用｣

! 169 ページの ｢ NetWareサーバの場合｣

! 169 ページの ｢ Windowsサーバの場合｣

iManagerの使用

1 iManagerにログインします。

2 ZENworks Server Managementの役割で、［Remote Web Console］を選択します。

3 サーバ (NetWareまたは Windows)を特定して［OK］をクリックします。

IPアドレスと DNS名のいずれかを入力するか、サーバの ZENworksオブジェクトを
参照して選択します。
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4［Display］フィールドのドロップダウンリストから［Policy/Package Agent］を選
択します。

5［Configuration］タブで、バージョン情報を確認します。

「ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1」が表示されます。

6 この手順をアップグレード対象サーバごとに繰り返します。

NetWareサーバの場合

1 NetWareサーバのメインコンソールのプロンプトで、次のコマンドを入力します。

zfsversion

2 現在の Server Managementのバージョン情報を表示します。

SP1が正常に適用されている場合は、次のように表示されるはずです。

ZENworks Server Management - Support Pack 1

3 この手順をアップグレード対象サーバごとに繰り返します。

4 バージョンが正しいことを確認したら、169 ページの ｢ Windowsサーバの場合｣また
は 169 ページの ｢アップグレードの再実行｣に進みます。

zfsversionコマンドを実行すると、ZENworks .jarファイルとその日付の一覧が次の
ファイルに書き込まれます。

volume:\zenworkszfsversion.log

Windowsサーバの場合

1 Windowsサーバ上で、\zenworks\zfsversion.batを実行します。

zfsversion.logファイルが \zenworksディレクトリに作成されます。

2 ログファイルを開き、現在の Server Managementのバージョン情報を確認します。

3 この手順をアップグレード対象サーバごとに繰り返します。

4 バージョンが正しいことを確認したら、169 ページの ｢アップグレードの再実行｣
に進みます。

アップグレードの再実行

次の場合は、GUIウィザードを再び実行する必要があります。

! 段階的なアップグレードを行っている場合は、157 ページの ｢ SP1へのアップグ
レード｣で始まるアップグレード手順を繰り返します。

SP1にアップグレード済みの ZENworks 6.5サーバは SP1にアップグレードされて
いない ZENworks 6.5サーバといっしょに動作するので、この操作は後で行っても
かまいません。つまり、ZENworks 6.5 Distributorはその Distributionを
ZENworks 6.5 SP1 Subscriberに送信できます。

! ConsoleOneへの Server Managementスナップインがインストールされているワーク
ステーションがほかにあれば、157 ページの ｢ SP1へのアップグレード｣から始まる
アップグレード手順をそれぞれのコンピュータ上で繰り返して SP1にアップグレー
ドすることができます。サーバを選択する必要はありません。ワークステーション
上でのこの ConsoleOneアップグレードはいつでも実行できます。
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! Linuxまたは Solarisのサーバを SP1にアップグレードする場合は、170 ページの 
｢ Linuxおよび Solarisサーバでの Policy and Distribution Servicesのアップグ
レード｣に進みます。それ以外の場合は、Policy-Enabled Server Managementの
SP1へのアップグレードが完了しています。

アップグレード後の作業

ZENworks 6.5インベントリサーバが ZENworksソフトウェアディクショナリのアップ
デートを ZENworks 6.5 SP1インベントリサーバから受け取った場合は、ZENworks 6.5
インベントリサーバ上で次の作業を行う必要があります。 

1 Inventory Serviceを停止します。

2 Inventory_server_installation_path\zenworks\inv\server\wminv\libディレク
トリにある desktopcommonutility.jarのバックアップを作成します。

3 ZENworks 6.5 Companion CDの \companion2\zen65patch\inv\server\wminv\libに
含まれている desktopcommonutility.jarを
Inventory_server_installation_path\zenworks\inv\server\wminv\libディレク
トリにコピーします。

4 Inventory Serviceを起動します。

Linuxおよび Solarisサーバでの Policy and Distribution Servicesのアップグレード

Linuxおよび Solarisサーバのスクリプトにより、ZENworks 6.5ソフトウェアの存在
が検出され、アップグレードするか、インストールするかを確認するメッセージが表
示されます。アップグレードオプションの使用を推奨します。このオプションの手順
については次で説明します。

スクリプトファイルを含む SP1ファイルをダウンロードする方法については、
ZENworks 6.5の Webサイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/
index.html)の ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeを参照してく
ださい。

アップグレードするには、次の節を参照してください。

! 170 ページの ｢アップグレードスクリプトの実行｣

! 171 ページの ｢サーバが SP1に更新されているかどうかの確認｣

アップグレードスクリプトの実行

それぞれの Linuxおよび Solarisサーバ上で次の作業を実行して、ZENworks 6.5 
Server Managementを SP1にアップグレードします。

1 ZENworks 6.5の Webサイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/
index.html)の ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeで SP1へ
のアップグレードに関する最新情報を確認します。

2 rootとしてログインします。

3 Linuxまたは Solarisサーバで Xウィンドウを実行している場合、XTermウィンド
ウを開きます。
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4 Policy and Distribution Servicesのスクリプトを実行するには、XTermウィンド
ウに次のいずれかのコマンドを入力します。

Red Hat Linux: /mnt/cdrom/ZfS/TedPol/platform/zfs-pds-upgrade

SUSE LINUX: /media/cdrom/ZfS/TedPol/platform/zfs-pds-upgrade

platformは Linuxまたは Solarisのいずれかです。

5 <Enter>キーを押して使用許諾契約を表示し、<Spacebar>キーを押して使用許諾契
約をスクロールします。次に「y」と入力して <Enter>キーを押し、使用許諾契約
に同意します。

Linuxのインストールの場合、サーバのアップグレード中、次のメッセージが表示
されます (該当する場合はエラーも含む )。

Installing the novell-zen-zfs RPM...
Preparing...######################################## [100%]
  1:novell-zen-zfs    ########################################### [100%]

エラーメッセージはこの時点で表示されます。エラーメッセージが表示された後、
次のメッセージを表示することによりアップグレードは終了します。

ZENworks Server Management Policy and Distribution Services has been 
restarted.
You may check its status by running:
/etc/init.d/novell-zfs status
You can reconfigure this service by running:
/opt/novell/bin/zfs-pds-configure

6 Policy and Distribution Servicesが実行されていることを確認するには、次のよ
うに入力します。

/etc/init.d/novell-zfs status

Linuxまたは Solarisサーバで、Policy and Distribution Servicesが使用できる
ようになります。

7 アップグレードする各 ZENworks 6.5 Server Managementサーバに対してステップ 2
からステップ 6までを繰り返します。

8 171 ページの ｢サーバが SP1に更新されているかどうかの確認｣に進みます。

サーバが SP1に更新されているかどうかの確認

! 171 ページの ｢ iManagerの使用｣

! 172 ページの ｢ Linuxサーバの場合｣

! 172 ページの ｢ Solarisサーバの場合｣

iManagerの使用

1 iManagerにログインします。

2 ZENworks Server Managementの役割で、［Remote Web Console］を選択します。

3 Linuxまたは Solarisのサーバを特定して［OK］をクリックします。

IPアドレスと DNS名のいずれかを入力するか、サーバの ZENworksオブジェクトを
参照して選択します。

4［Display］フィールドのドロップダウンリストから［Policy/Package Agent］を選
択します。
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5［Configuration］タブで、バージョン情報を確認します。

「ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1」が表示されます。

6 この手順をアップグレード対象の各 Linuxまたは Solarisのサーバごとに繰り返し
ます。

Linuxサーバの場合

1 Linuxサーバのコンソールで、次のコマンドを入力します。

rpm -q novell-zen-zfs

または

rpm -qa / grp novell-zen

2 SP1が正常に適用されている場合は、次のように表示されるはずです。

novell-zen-zfs-6.5-1
novell-zen-zws-6.5-1

3 この手順をアップグレード対象の Linuxサーバごとに繰り返します。

4 必要な場合は、172 ページの ｢ Solarisサーバの場合｣に進みます。

Solarisサーバの場合

1 Solarisサーバのコンソールで、次のコマンドを入力します。

pgkinfo -L novellzfs

2 SP1が正常に適用されている場合は、次のように表示されるはずです。

novell-zen-zfs-6.5-1
novell-zen-zws-6.5-1

3 この手順をアップグレード対象の Solarisサーバごとに繰り返します。

NetWareサーバ上での Management and Monitoring Servicesのアップグレード

Management and Monitoring Servicesを SP1にアップグレードするには、次の作業を
行います。

1. 172 ページの ｢アップグレードを実行する前に確認するチェックリスト｣

2. 173 ページの ｢ SP1へのアップグレード｣

3. 175 ページの ｢ ConsoleOneスナップインのアップグレード｣

アップグレードを実行する前に確認するチェックリスト

ZENworks 6.5 Server Managementの Management and Monitoring Servicesコンポーネ
ントのアップグレードを準備するには

" ZENworks 6.5の Webサイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/
index.html)の ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeで SP1へ
のアップグレードに関する最新情報を確認します。

" 25 ページの ｢準備｣に示されているインストールの要件をすべて満たしていること
を確認します。
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" ZENworks 6.5 Management and Monitoring Services Site Serverがインストールさ
れていることを確認します。

" Server Management AgentTM (NMA)をアップグレードするには、ZENworks for 
Servers 6.5に付属する NMA 6.0.3がインストールされていることを確認します。

" アップグレードするすべてのNetWareサーバを含むeDirectoryツリーへの認証を取
得します。

" サーバコンソールのプロンプトで、「stopmms」と入力して、Management and 
Monitoring Servicesを停止します。サービスが停止されるまでに時間がかかる場
合があります。

"java -show"コマンドを使用して、次の Javaサービスが存在していないことを確
認します。

com.novell.zfs.mms.utility.servicemanager.zfs_mms_LanzSlpDis

com.novell.zfs.mms.utility.servicemanager.zfs_mms_Services

SP1へのアップグレード

1 winsetup.exeを実行します。

winsetup.exeは次の場所にあります。

download_location\zen65sp1\winsetup.exe

ただし、download_locationは、ダウンロードファイルの解凍場所によって異なり
ます。デフォルトは c:\tempです。

これにより、SP1アップグレードメニューオプションを含むウィザードが起動され
ます。

winsetup.exeファイルを含む SP1ファイルをダウンロードする方法については、
ZENworks 6.5の Webサイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/
index.html)の ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeを参照し
てください。
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2 メインメニューで、［Server Management］オプションを選択します。

3［Management and Monitoring Services］オプションを選択します。

4［Site Management Services and Agents］オプションを選択します。

Management and Monitoring Services Upgrade Installation Wizardが起動します。

5［Next］をクリックして続行します。

6［Software License Agreement］に目を通して同意した後、［Yes］をクリックして
インストールを続行します。
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7 次の表に記載されている中から、適切な ZENworks 6.5 Server Management Support 
Pack 1コンポーネントを選択します。

8［Next］をクリックします。

9 Management Site Serversのアップグレードを選択した場合、次の手順を完了する
必要があります。選択しなかった場合、ステップ 10に進みます。

9a 管理サイトサーバである NetWareサーバのボリューム名を参照して選択し、
［Next］をクリックします。

9b 自動検出プロセスを開始するには、［Start the Auto-Discovery Process］を選
択します。

9c バックエンドサービスを開始するには、［Start the Backend Services on the 
Server］を選択します。

9d ConsoleOneスナップインをコピーするには、［Copy ConsoleOne Snap-ins to 
the Management Site Server］を選択します。

10 サイトサーバのみのアップグレードを選択した場合は、ステップ 12に進みます。

11 Server Management Agentのアップグレードを選択した場合は、NetWareサーバお
よび各サーバ上でアップグレードするエージェントを選択し、［Next］をクリック
します。

12 前の手順で選択した項目のサマリリストを確認します。

設定を変更するには、［Back］をクリックします。

13［Finish］をクリックして、ZENworks 6.5 Server Managementを SP1にアップグ
レードします。

14 アップグレード時に、すべてのバックエンドサービスおよび自動検出プロセスを開
始しないことを選択した場合、この時点でこれらのバックエンドサービスおよび自
動検出プロセスを手動で開始する必要があります。

NetWare管理対象サーバの場合、ZENworksのエージェントは自動的に開始されます。 

15 175 ページの ｢ ConsoleOneスナップインのアップグレード｣に進みます。

ConsoleOneスナップインのアップグレード

管理サーバ上のデータにアクセスするために複数の管理コンソールをインストールで
きます。Windows 2000/XPワークステーションに管理コンソールをインストールするに
は、そのワークステーションに対して管理者の権利が必要です。 

ZENworks Server Management ConsoleOneソフトウェアをアップグレードするには

1 リモートサーバをアップグレードする場合は、管理者または管理者相当の権利を持
つユーザとしてログインする必要があります。

サーバコンポーネント アップグレード対象 

Management Site Servers 管理サーバ

Server Management Agent アップグレードするすべての NetWareサーバ
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2 winsetup.exeを実行します。

winsetup.exeは次の場所にあります。

download_location\zen65sp1\winsetup.exe

ただし、download_locationは、ダウンロードファイルの解凍場所によって異なり
ます。デフォルトは c:\tempです。

これにより、SP1アップグレードメニューオプションを含むウィザードが起動され
ます。

winsetup.exeファイルを含む SP1ファイルをダウンロードする方法については、
ZENworks 6.5の Webサイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/
index.html)の ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeを参照し
てください。

3 メインメニューで、［Server Management］オプションを選択します。

4［Management and Monitoring Services］、［Site Management ConsoleOne Snap-ins］
の順に選択します。

5 スナップインのインストール先フォルダを指定するか、［Next］をクリックしてデ
フォルトのインストール先フォルダを受け入れます。

スナップインのファイルがインストールされます。

6 Readmeファイルを表示することを選択し、［Finish］をクリックします。

Server Software Packageを使用した SP1へのアップグレード

ZENworks 6.5 Subscriberソフトウェアがインストールされているすべてのサポート対
象プラットフォーム (NetWare、Windows、Linux、および Solaris)の Subscriberサー
バを、この方法を実行して自動的にアップグレードすることができます。

Server Inventoryの場合、この方法では NetWareおよび Windowsサーバ上の
Inventory Agentのみがアップグレードされます。Server Software Packageを使用し
て Management and Monitoring Servicesをアップグレードすることはできません。

! 176 ページの ｢アップグレードの概念と問題点｣

! 178 ページの ｢アップグレードを実行する前に確認するチェックリスト｣

! 178 ページの ｢ Server Software Packageを使用した Policy and Distribution 
Servicesのアップグレード｣

! 183 ページの ｢ Server Software Packageを使用した Server Inventoryのアップ
グレード｣

! 185 ページの ｢ Server Software Packageによる Remote Managementのアップグ
レード｣

アップグレードの概念と問題点

Server Software Packageを使用して ZENworks 6.5 Policy-Enabled Server Management
を SP1にアップグレードする場合は、Software Package Distributionを作成するため
の、SP1ダウンロードに含まれる zsm65sp1_polydist.cpkアップグレードファイルを使
用します。次に、これを SP1にアップグレードするすべての Subscriberサーバに送信
します。
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次の項目を確認することにより、アップグレードの実行内容を把握し、関連する問題
点を認識します。

! 177 ページの ｢ Upgrade Server Software Packageが実行する項目｣

! 177 ページの ｢ Upgrade Server Software Packageが実行しない項目｣

! 178 ページの ｢複数ツリーのサーバのアップグレード｣

! 178 ページの ｢段階的なアップグレード｣

Upgrade Server Software Packageが実行する項目

! ZENworks 6.5がインストールされているインストールパスを使用して、ZENworks 
6.5 Server Managementソフトウェアを SP1にアップグレードします。

! すべてのサポート対象プラットフォーム (NetWare、Windows、Linux、および
Solaris)で、サービスを自動的に停止および再起動します。

重要 : アップグレード .cpkファイルを含む Software Package Distributionを Subscriberが受け

取って抽出するためには、ZENworks Server Managementサービスが実行されている必要があります。

Subscriber上のサービスは、アップグレード時に停止されます。

! 既存のファイルがアップグレードファイルよりも新しいかまたは古いかに関係な
く、常に ZENworksディレクトリにファイルをコピーします。ただし、ZENworks
ディレクトリ以外の場所にコピーされたファイルは、それらが古いファイルの場合
のみ置換されます。

! ConsoleOneへの ZENworks 6.5スナップインがインストールされている Subscriber
サーバ上の ConsoleOneスナップインをアップグレードします。

Upgrade Server Software Packageが実行しない項目

! ZENworks Server Managementサービスが実行されていない場合、Software Package 
Distributionは Subscriberサーバに配布されません。

! ソフトウェアパッケージは、ソフトウェアがインストールされていなかった
ZENworks 6.5 Server Managementサーバには新しいソフトウェアをインストールし
ません。既存のソフトウェアのみが SP1にアップグレードされます。

! ソフトウェアパッケージは、ZENworks for Servers 3.xサーバを ZENworks 6.5に
アップグレードしません。

! ZENworks eDirectoryオブジェクトはアップグレードされません。SP1にはソフト
ウェアアップデートのみが含まれています。

! ZENworks 6.5 Server Managementの ConsoleOneスナップインが、アップグレード中
にローカルコンピュータにインストールされることはありません。この操作はウィ
ザードを使用して行う必要があります。この操作については、155 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバでの Policy-Enabled Server Managementのアップ
グレード｣で説明します。

! ZENworks 6.5 Server Managementの iManager用プラグインが、アップグレード中に
インストールされることはありません。この操作は、サーバパッケージを使用した
アップグレードが完了した後にウィザードのメニューオプションを使用して行う必
要があります。この操作については、162 ページの ｢ Novell iManagerプラグイン
のアップグレード｣で説明します。
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複数ツリーのサーバのアップグレード

Software Package Distributionは、複数のツリーの Subscriberに送信することがで
きます。したがって Software Package Distributionを使って、複数のツリーに存在す
る Subscriberサーバをアップグレードすることができます。

段階的なアップグレード

SP1へのアップグレード方法には、すべての ZENworks 6.5サーバを .cpkファイルの 1
つの配布でアップグレードする以外に、Subscriberグループごとに異なる Channelを
設定する一方で同じ Distributionを使用することで段階的 (たとえば地域別に )に
アップグレードする方法があります。

アップグレードを実行する前に確認するチェックリスト

次の作業を行って、SP1へのアップグレードの対象となる ZENworks 6.5サーバの準備
が完了していることを確認します。

" ZENworks 6.5の Webサイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/
index.html)の ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeで SP1へ
のアップグレードに関する最新情報を確認します。

" SP1にアップグレードするサーバ上に ZENworks 6.5 Server Managementがインス
トールされていることを確認します。

" 25 ページの ｢準備｣に示されているインストールの要件をすべて満たしていること
を確認します。

" サーバをアップグレードするための zsm65sp1_polydist.cpkファイルを含む
Software Package Distributionを受け取って抽出するためには、ZENworksサービ
スが Subscriberサーバ上で実行されている必要があります。これらのサービスは
アップグレード時に停止され、アップグレードが完了した後に自動的に再起動され
ます。

Server Software Packageを使用した Policy and Distribution Servicesのアップグ
レード

ZENworks 6.5 Server Managementの Tiered Electronic Distributionコンポーネント
を使用すると、Subscriberおよび Policy/Package Agentソフトウェアを実行している
すべての Subscriberサーバにソフトウェアパッケージを自動的に配布してインストー
ルすることができます。

Server Software Packageを使用して SP1にアップグレードするためには、次の操作を
順に実行します。

1. 179 ページの ｢ Server Software Packageの作成および送信｣

2. 180 ページの ｢ソフトウェアパッケージが正常にインストールされたかどうかの確
認｣

3. 181 ページの ｢サービスが開始しているかどうかの確認｣

4. 182 ページの ｢スナップインおよびプラグインのインストール｣

5. 182 ページの ｢サーバが SP1にアップグレードされているかどうかの確認｣

6. 183 ページの ｢サーバグループに対する繰り返し処理｣
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Server Software Packageの作成および送信

1 ZENworks 6.5 Distributorサーバを選択し、zsm65sp1_polydist.cpkを
Distributorのファイルシステムにコピーします。

.cpkファイルは次の場所に存在します。

download_location\zenworks65_sp1\zenworks server management - software 
pkgs\pds

.cpkファイルを含む SP1ファイルをダウンロードする方法については、ZENworks 
6.5の Webサイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/
index.html)の ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeを参照し
てください。

2 Server Package Distributionを作成するときのために、zsm65sp1_polydist.cpk
をコピーした Distributorサーバの場所をメモします。

3 ソフトウェアパッケージでアップグレードする Subscriberサーバを特定します。

準備段階でリストを作成している場合は、ステップ 4に進みます。

Distributorサーバは、Subscriberがアップグレードされるときに SP1にアップグ
レードされます。

4 各 Subscriberの抽出スケジュールを設定します。

Subscriberの抽出スケジュールを設定する場合には注意が必要です。

スケジュールが［Run Immediate］に設定されており、Subscriberが Distributor
と同じサーバで実行しているか、Subscriberが親であり、その下位の Subscriber
に対して Distributionを転送している場合、アップデートプロセスに Javaのアン
ロードが含まれるため、Distributionを Subscriberに送信するプロセスが中断さ
れる可能性があります。Javaがアンロードされると、Distributionは、Javaが再
ロードされて、Channelの送信スケジュールが実行されるまで一時的に停止します。

Subscriberが親であり、Distributionを下位の Subscriberに送信している場合、
ソフトウェアパッケージが Javaをアンロードしようとしている時点で、この
Subscriberは Distributionを送信中ということになります。ただし Javaが再起
動した後、Distributionは中止した時点から続行されます。

5 このソフトウェアパッケージの Distributionを作成します。

1つの Distributionオブジェクトにつき、1つのソフトウェアパッケージだけを設
定できます。ソフトウェアを使って、単一の Distributionオブジェクト内で複数
のソフトウェアパッケージを選択することができますが、この操作は、
zsm65sp1_polydist.cpkの配布時には許可されていません。ソフトウェアパッケー
ジをインストールすると Javaのアンロードと再ロードが実行され、これにより、
残りのソフトウェアパッケージを単一の Distributionオブジェクトから正常に処
理することができなくなる可能性があるためです。

Distributionの構築スケジュールを必ず設定します。

重要 : まず、zsm65sp1_polydist.cpkを含んだ Distributionを構築、送信、抽出、およびインストー

ルする必要があります。その後で、他の Server Managementコンポーネントをアップグレードするた

めに、別のソフトウェアパッケージを含むこれ以外の Distributionを送信します。

Distributionの作成に関する詳しい手順については、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「Policy and Distribution Services」を参照
してください。
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6 この Distributionの Channelをセットアップするには、次の手順を実行します。

6a このソフトウェアパッケージアップグレード専用の Channelを作成します。

6b Channelの送信スケジュールを［Immediate］に設定します。

アップグレードを即座に送信しない場合は、送信スケジュールを［Never］に
設定しておき、送信の準備が整った段階で［Immediate］に設定します。

6c Distributionをこの Channelに関連付けて、Distributionが Channelの送信
スケジュールに基づいて送信されるようにします。

7 ステップ 3で識別した Subscriberを Channelに関連付けます。

8 Distributionを送信します。

たとえば、Distributionを送信して抽出できるよう Distributionを構築するに
は、Distributorを更新します。手動で Distributorを更新する場合、Distributor
の更新スケジュールを設定したり、変更したりする必要はありません。

Distributorを手動で更新するには、ConsoleOneで Distributorオブジェクトを右
クリックして、［Refresh Distributor］を選択します。

Distributionの送信に関する詳しい手順については、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「Policy and Distribution Services」を参照
してください。

Distributionは、Distributionの構築スケジュールが開始したときに自動的に作
成され、Channelの送信スケジュールが開始したときに自動的に送信されます。さ
らに、Distributionは Subscriberサーバの抽出スケジュールに従って抽出されま
す。この時点で、Subscriberサーバを ZENworks 6.5 SP1にアップグレードする必
要があります。

9 アップグレードソフトウェアパッケージを送信するための Channelを［Inactive］
に設定して、この SP1アップグレードがこれらの Subscriberに再送信されないよ
うにします。

10 179 ページの ｢ Server Software Packageの作成および送信｣に進みます。

ソフトウェアパッケージが正常にインストールされたかどうかの確認

1 次に示すいずれかの方法を使って、正常にインストールされているソフトウェア
パッケージのコンポーネントを確認します。

! iManager: iManagerの［Tiered Electronic Distribution］ビューを使用し
て、インストール済みの全ソフトウェアパッケージの情報を表示します。

! レポート : インストールに Tiered Electronic Distributionを使用する場合、
Server Managementのレポート機能を使用して、ソフトウェアパッケージの各
コンポーネントのインストールが成功したか、失敗したかを確認します。

! ログファイル : Subscriberサーバに含まれるログファイルを使用して、インス
トールの成功または失敗を確認します。

ファイルコピーに関連するメッセージ :

NetWareおよび
Windows

volume_or_drive\temp\zsm651_polydist.cpk\copylog.txt
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一般的なログファイルメッセージ :

! Linux: 次のコマンドを入力します。

rpm -q novell-zen-zfs

次のように表示されます。

novell-zen-zfs-6.5-1

! Solaris: 次のコマンドを入力します。

pgkinfo -l novlzfs

次のように表示されます。

VERSION: 6.5-1

各ソフトウェアパッケージが複数のコンポーネントで構成される場合があります。
このとき、一部のコンポーネントのインストールが成功し、残りのコンポーネント
のインストールが失敗に終わる可能性があります。たとえば、Distributionを受
け取るサーバの 1つに対してサーバプラットフォームが存在する一方で、そのプ
ラットフォームがソフトウェアパッケージの要件に含まれていない場合があります。
したがって、インストールに含まれるソフトウェアパッケージが成功した場合、そ
れは 1つ以上のコンポーネントが正常にインストールされたことを示します。

いくつかのコンポーネントのインストールに失敗することもありますが、その場合
でもソフトウェアパッケージのインストールは依然として成功したように見える可
能性があります。そのため、特定のサーバで必要とされるコンポーネントが正常に
インストールされているかどうかを検証するため、ソフトウェアパッケージの各コ
ンポーネントについて、インストールが成功したか、失敗したかを確認することを
お勧めします。

2 181 ページの ｢サービスが開始しているかどうかの確認｣に進みます。

サービスが開始しているかどうかの確認

1 NetWareサーバ上で Policy and Distribution Servicesが実行されていることを確
認します。

1a 各ターゲットサーバのコンソールで、<Ctrl>+<Esc>を押してサービスを確認し
ます。

1b 次のサービスがリストに表示されるかどうかを確認します。

Sybaseデータベース

ZENworks (Policy and Distribution Servicesがインストールされている場合
のみ )

ZENworks Inventory Service

ZENworks Web Server (Inventory Serverまたは Inventory Proxy Serviceが
インストールされている場合のみ )

1c いずれかのサービスが見つからない場合は、そのコンポーネントが正常に起動
されていません。

サービスを起動する方法については、166 ページの ｢ NetWareサーバの場合｣を
参照してください。

1d サービスが正常に起動されていることを確認したら、ステップ 2に進みます。

NetWare volume_or_drive\temp\zsm651_polydist.cpk\netware\upgrade.log

Windows: volume_or_drive\temp\zsm651_polydist.cpk\upgrade.log
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2 Windowsサーバ上で Policy and Distribution Servicesが実行されていることを確
認します。

2a それぞれの Windowsサーバ上で、［コントロール パネル］を開き、［管理ツー
ル］、［サービス］の順にダブルクリックします。

2b 次のサービスが実行されているかどうかを確認します。

Novell Database - Sybase

Novell Inventory Service

Novell ZENworks Service Manager

2c いずれかのサービスが実行されていない場合は、そのコンポーネントが正常に
起動されていません。

サービスを起動する方法については、167 ページの ｢ Windowsサーバの場合｣を
参照してください。

2d サービスが正常に起動されていることを確認したら、ステップ 1に進みます。

3 Policy and Distribution Servicesが Linuxまたは Solarisサーバ上で実行されて
いることを確認するには、各サーバの XTermウィンドウで次のように入力します。

/etc/init.d/novell-zfs status

4 182 ページの ｢スナップインおよびプラグインのインストール｣に進みます。

スナップインおよびプラグインのインストール

1 スナップインの SP1へのアップグレードが必要な ConsoleOneのインスタンスが存
在する場合は、155 ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバでの Policy-Enabled 
Server Managementのアップグレード｣の手順を実行してから、ステップ 2に進み
ます。

2 Novell iManager 2.0.2または 2.5がネットワーク内のサーバにインストールされ
ており、iManagerプラグインを SP1にアップグレードする必要がある場合、162 
ページの ｢ Novell iManagerプラグインのアップグレード｣の手順を実行します。

3 182 ページの ｢サーバが SP1にアップグレードされているかどうかの確認｣に進み
ます。

サーバが SP1にアップグレードされているかどうかの確認

! 182 ページの ｢ iManagerの使用｣

! 183 ページの ｢ NetWareサーバの場合｣

! 183 ページの ｢ Windowsサーバの場合｣

iManagerの使用

1 iManagerにログインします。

2 ZENworks Server Managementの役割で、［Remote Web Console］を選択します。

3 サーバ (サポートされた任意のプラットフォーム )を特定して［OK］をクリックし
ます。

IPアドレスと DNS名のいずれかを入力するか、サーバの ZENworksオブジェクトを
参照して選択します。

4［Display］フィールドのドロップダウンリストから［Policy/Package Agent］を選
択します。
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5［Configuration］タブで、バージョン情報を確認します。

「ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1」が表示されます。

6 この手順をアップグレード対象サーバごとに繰り返します。

7 バージョンが正しいことを確認したら、183 ページの ｢サーバグループに対する繰
り返し処理｣に進みます。

NetWareサーバの場合

1 NetWareサーバのメインコンソールのプロンプトで、次のコマンドを入力します。

zfsversion

2 現在の Server Managementのバージョン情報を表示します。

SP1が正常に適用されている場合は、次のように表示されるはずです。

ZENworks Server Management - Support Pack 1

3 この手順をアップグレード対象サーバごとに繰り返します。

4 バージョンが正しいことを確認したら、183 ページの ｢ Windowsサーバの場合｣また
は 183 ページの ｢サーバグループに対する繰り返し処理｣に進みます。

zfsversionコマンドを実行すると、ZENworks .jarファイルとその日付の一覧が次の
ファイルに書き込まれます。

volume:\zenworkszfsversion.log

Windowsサーバの場合

1 Windowsサーバ上で、\zenworks\zfsversion.batを実行します。

zfsversion.logファイルが \zenworksディレクトリに作成されます。

2 ログファイルを開き、現在の Server Managementのバージョン情報を確認します。

3 この手順をアップグレード対象サーバごとに繰り返します。

4 バージョンが正しいことを確認したら、183 ページの ｢サーバグループに対する繰
り返し処理｣に進みます。

サーバグループに対する繰り返し処理

SP1にアップグレードする段階的サーバグループのそれぞれに対し、179 ページの 
｢ Server Software Packageの作成および送信｣から 182 ページの ｢サーバが SP1にアッ
プグレードされているかどうかの確認｣までの作業を繰り返します。

Server Software Packageを使用した Server Inventoryのアップグレード

Server Inventoryの Inventory Agentコンポーネントのアップグレードは、サーバソ
フトウェアパッケージのみで行います。Inventory Agentの .cpkファイルは自動的に
インストールできます。

重要 : 複数のソフトウェアパッケージを同じ Distributionに含めることはできません。各ソフトウェア
パッケージについて、別々に Distributionオブジェクトを作成する必要があります。また、サーバに対し

インベントリサーバと Inventory Agentの Distributionが、同じ Channelで同時に送信されることのない
ようにしてください。最初に、インベントリサーバの Distributionを送信し、それが完了した後で、

Inventory Agentの Distributionを送信する必要があります。これには、個々のソフトウェアパッケージ
が NetWare上で JVMをアンロードし、複数のソフトウェアパッケージが同時に処理されるのを防ぐ意図があ

ります。
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Distributorサーバと Subscriberサーバで Inventory Agentが実行されている場合は、最初に Distributor
サーバ上で実行されている Inventory Agentをアップグレードし、次に Subscriberサーバ上で実行されて
いる Inventory Agentをアップグレードします。

インベントリサーバの .cpkファイルを自動的にインストールするには

1 ZENworks 6.5 Distributorサーバを選択し、zsm651_invagnt.cpkを Distributor
のファイルシステムにコピーします。

.cpkファイルは次の場所に存在します。

download_location\zenworks65_sp1\zenworks server management - software 
pkgs\invrm

.cpkファイルを含む SP1ファイルをダウンロードする方法については、ZENworks 
6.5の Webサイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/
index.html)の ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeを参照し
てください。

2 Server Package Distributionを作成するときのために、zsm651_invagnt.cpkをコ
ピーした Distributorサーバの場所をメモします。

3 Subscriberの抽出スケジュールを設定します。

スケジュールが［Run Immediate］に設定されている場合、アップデートプロセス
に Javaのアンロードが含まれるため、Subscriberを Distributionに送信するプ
ロセスが中断される可能性があります。Javaがアンロードされると、
Distributionは、Javaが再ロードされて、Channelの送信スケジュールが実行さ
れるまで一時的に停止します。

Subscriberが親であり、Distributionを下位の Subscriberに送信している場合、
ソフトウェアパッケージが Javaをアンロードしようとしている時点で、この
Subscriberは Distributionを送信中ということになります。ただし Javaが再起
動した後、Distributionは中止した時点から続行されます。

4 このソフトウェアパッケージの Distributionを作成します。

1つの Distributionオブジェクトにつき、1つのソフトウェアパッケージだけを設
定できます。ソフトウェアを使って、単一の Distributionオブジェクト内で複数
のソフトウェアパッケージを選択することができますが、この操作は ZENworks 
6.5 Server Managementのソフトウェアパッケージを配布する場合には許可されて
いません。ソフトウェアパッケージをインストールすると Javaのアンロードと再
ロードが実行され、これにより、残りのソフトウェアパッケージを単一の
Distributionオブジェクトから正常に処理することができなくなる可能性がある
ためです。

Distributionの構築スケジュールを必ず設定します。

まず、ZENworks 6.5 Server Managementを含んだ Distributionを構築、送信、抽
出、およびインストールする必要があります。その後で、ZENworks 6.5 Server 
Managementの他のソフトウェアパッケージを含む Distributionを送信します。

Distributionの作成に関する詳しい手順については、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「Tiered Electronic Distribution」を参照し
てください。

5 Distributionを Channelに関連付けて、Distributionが Channelのスケジュール
に基づいて送信されるようにします。

Channelの作成が必要になる場合があります。Channelの送信スケジュールを必ず
設定します。
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ZENworks 6.5 Server Managementソフトウェアパッケージは、インストールプロセ
スの過程で Javaをアンロードおよび再起動します。そのため、各ソフトウェア
パッケージを別々に処理する必要があります。複数の ZENworks 6.5 Server 
Managementソフトウェアパッケージを同時に処理した場合 (特定の Channelで一
度に処理するなど )、Software Package Distributionのインストールに失敗する
可能性があります。

6 このソフトウェアパッケージを受信する Subscriberを Channelに関連付けます。

7 Distributionを送信します。

たとえば、Distributionを送信して抽出できるよう Distributionを構築するに
は、Distributorを更新します。Distributionの送信に関する詳しい手順について
は、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Tiered 
Electronic Distribution」を参照してください。

Distributionは、Distributionの構築スケジュールが開始したときに自動的に
作成され、Channelの送信スケジュールが開始したときに自動的に送信されます。
さらに、Distributionは Subscriberサーバの抽出スケジュールに従って抽出さ
れます。

8 次のログファイルを参照して、Inventory Agentの .cpkファイルのインストール
が成功したかどうかを確認します。

! NetWareサーバの場合 :sys:\etc\cpk65logs\cpk65_invagnt.log

! Windowsサーバの場合 :%windir%\cpk65logs\cpk65_invagnt.log

.cpkファイルが正常にインストールされた場合、ZENworksサービスが自動的に開
始されます。

Server Software Packageによる Remote Managementのアップグレード

次の節では、Remote Managementにソフトウェアパッケージをインストールするための
詳しい手順を説明します。

! 185 ページの ｢ソフトウェアパッケージの自動インストール｣

! 187 ページの ｢ソフトウェアパッケージの手動インストール｣

重要 : アップグレードしようとしているコンピュータにすでにフックドライバがインストールされている場

合、そのフックドライバはアップグレード中にアンインストールされます。

注 : Server Software Packageのインストールではパスワードを設定できません。ただし、パスワードがす

でにサーバに設定されている場合は、RConJエージェントがロードされます。 

RConJエージェントを NetWare 6.5クラスタサーバにロードする場合は、ZENworks 6.5 Server Management

アップグレードウィザード、ZENworks 6.5 Server Management SP1のインストールの順に実行してパスワー
ドを設定する必要があります。

ソフトウェアパッケージの自動インストール

ZENworks 6.5 Server Managementの Tiered Electronic Distribution (TED)コンポー
ネントを使用すると、Subscriberおよび Policy Packageソフトウェアを実行している
すべてのサーバにソフトウェアパッケージを自動的に配布してアップグレードするこ
とができます。

重要 : 複数のソフトウェアパッケージを同じ Distributionに含めることはできません。各ソフトウェア
パッケージについて、別々に Distributionオブジェクトを作成する必要があります。これには、個々のソ

フトウェアパッケージが NetWare上で JVMをアンロードし、複数のソフトウェアパッケージが同時に処理さ
れるのを防ぐ意図があります。 
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自動インストールに必要な次の前提条件がすべて満たされていることを確認してくだ
さい。

" サーバが ZENworks 6.5 Remote Managementの一般的な要件を満たしていること

" Policy and Distribution Servicesがサーバにインストールされ、ソフトウェア
パッケージの Distributionを送信、受信、およびアップグレードできる状態にあ
ること

" Policy and Distribution ServicesがZENworks 6.5 Support Pack 1にアップグレー
ドされていること

Remote Management Agentの .cpkファイルを自動的にインストールするには

1 ZENworks 6.5 Distributorサーバを選択し、zsm651_remmgmt.cpkを Distributor
のファイルシステムにコピーします。

.cpkファイルは次の場所に存在します。

download_location\zenworks65_sp1\zenworks server management - software 
pkgs\invrm

.cpkファイルを含む SP1ファイルをダウンロードする方法については、ZENworks 
6.5の Webサイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/
index.html)の ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeを参照し
てください。

2 Server Package Distributionを作成するときのために、zsm651_remmgmt.cpkをコ
ピーした Distributorサーバの場所をメモします。

3 Subscriberの抽出スケジュールを設定します。

4 このソフトウェアパッケージの Distributionを作成し、Distributionの構築スケ
ジュールを設定します。

5 Distributionを Channelに関連付けて、Distributionが Channelのスケジュール
に基づいて送信されるようにします。必要に応じて、Channelを作成し、Channel
の送信スケジュールを設定してください。

6 このソフトウェアパッケージを受信する Subscriberを Channelに関連付けます。

7 Distributionを送信します。

Distributionは、Distributionの構築スケジュールが開始したときに自動的に作
成され、Channelの送信スケジュールが開始したときに自動的に送信されます。
さらに、Distributionは Subscriberサーバの抽出スケジュールに従って抽出され
ます。

8 Subscriberサーバに含まれるログファイルを使用して、インストールの成功また
は失敗を確認します。

いくつかのコンポーネントのインストールに失敗することもありますが、その場合
でもソフトウェアパッケージのインストールは依然として成功したように見える可
能性があります。そのため、特定のサーバで必要とされるコンポーネントが正常に
インストールされているかどうかを検証するため、ソフトウェアパッケージの各コ
ンポーネントについて、インストールが成功したか、失敗したかを確認することを
お勧めします。
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ソフトウェアパッケージの手動インストール

ソフトウェアパッケージダウンロードに含まれる Standalone Packageプロセッサを使
用して、Subscriberソフトウェアおよび Policy/Package Agentが実行されていない
サーバに Remote Management Agentの .cpkファイルを手動でインストールする必要が
あります。

手動インストールの前に、次のことを行います。

! InvRemStandAlonePacPro.zipファイルへのアクセス権があることを確認します。こ
のファイルには、zsm65_remmgmt.bat(Server Management Agentを Windowsサーバ
にインストールする際に使用 )および zsm65_remmgmt.ncf(Server Management 
Agentを NetWareサーバにインストールする際に使用 )が格納されています。

! アップデートするコンポーネントについて、サーバが ZENworks 6.5 Remote 
Managementの一般的な要件を満たしていることを確認します。

! Policy and Distribution ServicesがZENworks 6.5 Support Pack 1にアップグレー
ドされていることを確認します。

Remote Management Agentの .cpkファイルを手動でインストールするには

1 InvRemStandAlonePacPro.zipファイルを次のいずれかの場所に解凍します。

 Windowsサーバの場合 :c:\

NetWareサーバの場合 :sys:\

これにより、Standalone Package Processorのファイルが、サーバのファイルシス
テムのルートに、一時ディレクトリを起点として解凍されます。

.zipファイルを含む SP1ファイルをダウンロードする方法については、ZENworks 
6.5の Webサイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65/
index.html)の ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 Readmeを参照し
てください。

2 手動でインストールする .cpkファイルを、関連する .batファイルまたは .ncf
ファイルが存在する一時ディレクトリにコピーします。例 :

 Windowsサーバの場合 :c:\temp\zfs65

NetWareサーバの場合 :sys:\temp\zfs65

3 ターゲット Windowsサーバに JRE 1.3.1がインストールされていない場合は、JRE
をダウンロードしてインストールします。

4 JRE 1.3.1がインストールされた各ターゲット Windowsサーバについて、
zsm65_remmgmt.cpkに対応する .batファイルで、JREROOT変数パスを
JRE_installation_path\JRE\BINに変更します。

5 このバッチファイルで、CPKTEMP変数にインストールディレクトリの場所を指定し
ます。例 :

 Windowsサーバの場合 :CPKTEMP = c:\temp\zfs65

NetWareサーバの場合 :CPKTEMP = sys:\temp\zfs65
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6 エージェントをインストールします。

Windowsサーバに zsm651_remmgmt.cpkをインストールするには、コマンドプロン
プトで次のコマンドを入力します。c:\temp\zfs65\win\zsm65_remmgmt.bat

NetWareサーバに zsm651_remmgmt.cpkをインストールするには、コマンドプロン
プトで次のコマンドを入力します。
sys:\temp\zfs65\NetWare\zsm65_remmgmt.ncf

7 インストール中に作成されたログファイルを参照し、正常にインストールされてい
るソフトウェアパッケージのコンポーネントを確認します。 

次のログファイルには、Remote Managementのインストールが成功したかどうかに
ついて、詳しい情報が格納されます。

NetWare sys:\etc\cpk65logs\cpk65_rmagnt.log

Windows: %windir%\cpk65logs\cpk65_rmagnt.log
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11 Policy and Distribution Services

この章では、Novell® ZENworks® for Servers 3.x Policy and Distribution Services
を ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする手順について説明します。
アップグレード手順には、Novell ZENworks 6.5 Server Management Program CDから実
行される GUIインストールプログラムのメニューオプションまたは Linux/Solarisス
クリプトを使用する方法と Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDに収録されている
Server Software Packageアップグレードファイルを使用する方法があります。

重要 : ZENworks 6.5 Support Pack 1 (SP1)を直接 ZENworks for Servers 3.xからアップグレードすること
はできません。最初にこの節の手順を使って ZENworks 6.5にアップグレードし、次に 10 章 151 ページの 

｢ ZENworks 6.5 Server Management Support Pack 1 ｣の手順を実行します。

アップグレードを実行する前に、25 ページの ｢準備｣で説明されているすべてのインス
トール要件を満たす必要があります。

Distributionを暗号化するために ZENworks for Servers 3.xで NICIを使用している
場合は、NICI 2.6.4にアップグレードしてください。ただし、NICI 2.4.6と NICI 
2.6.4には互換性があるため、NICI 2.4.6がすでにインストールされている場合、
NICI 2.6.4にアップグレードすることは必須ではありません。NICIおよび暗号化セ
キュリティに関する詳細については、353 ページの付録 F ､ ｢セキュリティ保護されて
いない接続のための追加セキュリティのインストール｣を参照してください。

アップグレード方法 :

1 1度に 1つのサーバでローカルで実行する必要があります。これを回避するには、
Server Software Packageによるアップグレード方法を使用します。

アップグレード項目 サーバプラットフォーム アップグレード方法 必要性

Distributorオブ
ジェクトおよび
Subscriberオブジェ
クト

NetWare、Windows、Linux、および
Solaris

Windows GUIプログラム 必須

Distributorソフト
ウェア

NetWareおよび Windows Windows GUIプログラム 必須

Distributorソフト
ウェア

Linuxおよび Solaris Linux/Solarisスクリプト 必須

Subscriberソフト
ウェア

NetWareおよび Windows Windows GUIプログラム 任意選択

Subscriberソフト
ウェア

Linuxおよび Solaris Linux/Solarisスクリプト 任意選択 
1

Subscriberソフト
ウェア

NetWare、Windows、Linux、および
Solaris

Server Software Package 任意選択
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アップグレードを実行するには、次のいずれかの方法を選択します。

! 190 ページの ｢プログラム CDを使用したアップグレード｣

この方法では、NetWareサーバおよび Windowsサーバ用の Windows GUIプログラ
ム、または Linuxサーバおよび Solarisサーバ用のスクリプトのいずれかを使用し
ます。

プログラムによる方法を使用して Subscriberソフトウェアをアップグレードする
場合の利点 :

! アップグレードオプションの手動設定

! 221 ページの ｢ Server Software Packageを使用したアップグレード｣

この任意選択の方法では、Subscriberサーバ上の ZENworksソフトウェアを自動的
にアップグレードできます。必要な操作は、Software Package Distributionを作
成して、アップグレードの対象になる Subscriberサーバに送信するだけです。

重要 : Server Software Packageでは、Distributorオブジェクトまたは Subscriberオブジェクトを

アップグレードできません。

Software Package Distributionを使用して Subscriberソフトウェアをアップグ
レードする場合の利点 :

! GUIアップグレードプログラムを使用した場合よりも短い時間で多くのサーバ
をアップグレードできます。

! 複数のツリーに存在するサーバをアップグレードできます。

! ネットワーク内のSubscriberサーバを段階的にアップグレードする場合に非常
に便利です。

! GUIアップグレードプログラムを使用して、アクセスできないコンピュータを
アップグレードできるようになります。

プログラム CDを使用したアップグレード

この方法を使ったアップグレードの場合、2つのプラットフォームベースオプションが
存在します。

! NetWareおよび Windowsサーバ : これらのプラットフォームの場合、Novell 
ZENworks 6.5 Server Management Program CDを挿入した Windowsワークステー
ションで GUIインストールプログラムが起動します。インストールメニューから
アップグレードオプションを利用することができます。一部のコンポーネントにつ
いては、インストールオプションを使ってコンポーネントのアップグレードを実行
することもできます。

! Linuxおよび Solarisサーバ : こうしたプラットフォームについては、スクリプト
ファイルが使用されます。このスクリプトファイルは、Novell ZENworks 6.5 
Server Management Program CDに収録されており、アップグレードの対象になる各
Linuxまたは Solarisサーバに対しローカルで実行されます。

この方法は、Distributorサーバをアップグレードする場合に実行する必要があり
ます。ただし、複数の Subscriberサーバに対して自動インストールを実行する場
合は、Server Software Packageを使ってこうしたサーバをアップグレードするこ
とをお勧めします (221 ページの ｢ Server Software Packageを使用したアップグ
レード｣を参照 )。
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Linuxおよび Solarisの Distributorサーバの場合には、GUIアップグレードプロ
グラムによる方法を使って、まず Distributorオブジェクトをアップグレードする
必要があります。

Policy and Distribution Servicesを ZENworks 6.5にアップグレードするには

! 191 ページの ｢アップグレードの概念と問題点｣

! 194 ページの ｢アップグレードの準備｣

! 195 ページの ｢ NetWareサーバおよび Windowsサーバのアップグレード｣

! 217 ページの ｢ Linuxサーバおよび Solarisサーバのアップグレード｣

アップグレードの概念と問題点

GUIアップグレードプログラムを使用すると、ZENworks for Servers 3.x Tiered 
Electronic Distributionオブジェクトとサーバを ZENworks 6.5 Server Managementに
アップグレードすることができます。このプログラムにより、他の ZENworks for 
Serversコンポーネント (Server Inventory、Remote Management、または Management 
and Monitoring Services)がアップグレードされることはありません。これらの各コ
ンポーネントには独自のアップグレード方法が存在します。

GUIアップグレードプログラムの機能や、発生する可能性のある問題については、次の
トピックを参照してください。

! 191 ページの ｢アップグレードプログラムの実行内容｣

! 192 ページの ｢アップグレードプログラムが実行しない項目｣

! 193 ページの ｢複数ツリーのサーバのアップグレード｣

! 193 ページの ｢ Distributorの優先的なアップグレード｣

! 193 ページの ｢段階的なアップグレードおよび相互運用性｣

! 194 ページの ｢段階的にアップグレードするかどうかの決定｣

! 194 ページの ｢アップグレードに関するクラスタ問題｣

この節の説明を確認したら、194 ページの ｢アップグレードの準備｣に進みます。

アップグレードプログラムの実行内容

! 選択したツリー内の ZENworks for Servers 3.x Novell eDirectoryTMオブジェクト
をバージョン 6.5にアップグレードします。このアップグレードは、Distributor
オブジェクトおよび Subscriberオブジェクトに対してのみ実行されます。

! アップグレードされた各 eDirectoryオブジェクトの既存の属性を保持して、再設定
の必要性を排除します。

! すべての作業ディレクトリを保持し、ZENworks for Servers 3.xで作成された
Distributionをアップグレードして、バージョン 6.5で使用できるようにします。

! ZENworks for Servers 3.xがインストールされているインストールパスを使って、
ZENworks 6.5 Server Managementソフトウェアをアップグレードします。
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ファイルは常に ZENworksディレクトリにコピーされ、新旧どちらのファイルも
アップグレードファイルで置換されます。ZENworksディレクトリ以外の場所にコ
ピーされたファイルは、それらが古いファイルの場合のみ置換されます。ZENworks
ディレクトリ内に存在する新旧いずれのファイルも置換されるのは、バージョン
6.5のリリース以降に利用可能になったサポートパックのバージョン 3.0.2ファイ
ルを、それよりも古い日付のバージョン 6.5ファイルを使って置換することによ
り、バージョン 6.5用の適切なファイルをインストールする必要があるためです。

! Subscriberのアップグレードを選択した場合、ZENworks for Servers 3.x Policy 
Package Agentは自動的に ZENworks 6.5 Server Management Policy/Package Agent
にアップグレードされます。

要約すると、アップグレードプログラムによりオブジェクトがアップグレードされ、
Distributorサーバおよび Subscriberサーバにソフトウェアがインストールされます。

アップグレードプログラムが実行しない項目

! ZENworks for Servers 3.xがインストールされていないサーバにアップグレードプ
ログラムを実行しても、ZENworks 6.5 Server Managementがインストールされるこ
とはありません。アップグレードプログラムで実行できるのは、既存の ZENworks 
for Servers 3.xオブジェクトおよびソフトウェアをアップグレードすることだけ
です。

! スキーマが自動的に拡張されることはありません。アップグレードする前にこの作
業を完了しておく必要があります。このタスクは、アップグレード手順でカバーさ
れます。

! ZENworks 6.5 Server Managementの ConsoleOne®用スナップインが、アップグレー
ド中にローカルコンピュータにインストールされることはありません。アップグ
レードプログラムを終了した後、インストールプログラムを使ってこのタスクを実
行する必要があります。このタスクは、アップグレード手順でカバーされます。

! ZENworks 6.5 Server Managementの iManager用プラグインが、アップグレードプロ
グラムによってインストールされることはありません。アップグレードプログラム
を終了した後、インストールプログラムのメニューオプションを使ってこのタスク
を実行する必要があります。このタスクは、アップグレード手順でカバーされます。

! ConsoleOneがインストールされているサーバのConsoleOneスナップインがアップグ
レードされることはありません。このタスクは、インストールプログラムを使って
実行する必要があります。

! File Distributionの基準は再設定されません。手動で再設定を実行する必要があ
ります。File Distributionの基準が再設定されていない場合、構築または抽出時
に "Local class compatibility..."エラーが発生し、Distributionの処理が実行
されません。このタスクは、アップグレード手順でカバーされます。

要約すると、ZENworks for Servers 3.xがインストールされていないコンピュータに
アップグレードプログラムを実行しても、ZENworks 6.5 Server Managementがインス
トールされることはありません。アップグレードの対象になるサーバを特定するのに
ZENworks for Serversオブジェクトが必要になります。
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複数ツリーのサーバのアップグレード

アップグレードプログラムは、ツリー内に含まれている、サーバに対応した
Distributorオブジェクトまたは Subscriberオブジェクトを使って、アップグレード
するサーバを検出します。アップグレードプログラムの実行中、1つのツリーだけを選
択できます。したがって、ZENworks for Servers 3.xのオブジェクトが複数のツリー
に存在する場合、各ツリーに対し 2回アップグレードプログラムを実行する必要があ
ります。つまり 1回は Distributorに対して、もう 1回は Subscriberに対して実行し
ます。

ただし、Subscriberをアップグレードするのにソフトウェアパッケージを使用する方
法を実行した場合 (221 ページの ｢ Server Software Packageを使用したアップグレー
ド｣を参照 )、複数のツリーに存在する Subscriberを同時にアップグレードすることが
できます。

Distributorの優先的なアップグレード

段階的なアップグレードを実行するのか、すべてを一斉にアップグレードするのかに
かかわらず、次に示す理由により、まずすべての Distributorをアップグレードして
から、Subscriberをアップグレードすることをお勧めします。

! バージョン 6.5 Distributorは、バージョン 6.5 Distributionをバージョン 6.5 
Subscriberに送信できます。

! バージョン 6.5 Distributorは、バージョン 6.5 Distributionをバージョン 3.0.2 
Subscriberに送信できます。

このタスクを実行するには、ZENworks for Servers 3.0.2を Interim Release 1に
アップグレードする必要があります。詳細については、271 ページの ｢ ZENworks 
for Servers 3.xとの相互運用性｣を参照してください。

! バージョン 3.0.2 Distributorは、バージョン 3.0.2 Distributionをバージョン
3.0.2 Subscriberに送信できます。

! ただし、バージョン 3.0.2 Distributorが、バージョン 3.0.2 Distributionをバー
ジョン 6.5 Subscriberに送信することはできません。

これが、まず Distributorをアップグレードしなければならない主な理由です。
Distributionの送信を実行する Distributorをアップグレードする前に、一部の
Subscriberをアップグレードした場合、Distributionのバージョンと Subscriber
のバージョンで競合が発生するため Distributionの送信に失敗します。

ZENworks for Servers 3.x Distributorが ZENworks 6.5 Server Managementにアップ
グレードされた後、Distributorは、Distributionの送信を実行する前に、構築時に
その Distributionを ZENworks 6.5 Server Management Distributionに変換します。

段階的なアップグレードおよび相互運用性

さまざまな理由により、ZENworks for Servers 3.x Subscriberオブジェクトを段階的
にアップグレードすることが必要になる場合があります。たとえば、サーバの数が多
すぎるため、1回のセッションですべてのサーバをアップグレードできない場合があり
ます。段階的にアップグレードする場合は、相互運用性に関する問題が発生します。

段階的にアップグレードする場合に ZENworks 6.5 Subscribersと ZENworks for 
Servers 3.0.2 Subscribersとの間の相互運用性を維持するには、バージョン 3.0.2の
すべての Subscriberサーバ上に Interim Release 1をインストールする必要がありま
す。詳細については、271 ページの ｢バージョン間の相互運用性｣を参照してください。
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段階的にアップグレードするかどうかの決定

Subscriberを段階的にアップグレードするかどうかを決定する場合、次の項目につい
て検討します。

! Subscriberの数 : 多数の Subscriberが存在する場合、1回のセッションでこうした
Subscriberをアップグレードするのに要する時間を検討します。アップグレード
にかかる時間が長すぎる場合、対象になる Subscriberを複数のグループに選択し
て、一度に 1つのグループをアップグレードできるようにします。

! Desktop Application Distribution: ZENworks for Servers 3.x Desktop 
Application Distributionが存在する場合は、Desktop Application Distribution
を、それを要求する ZENworks for Servers 3.x Subscriberに送信するには、1つ
の ZENworks for Servers 3.x Distributorを保持する必要があります。

このアップグレードプロセスは次のとおりです。

1. Desktop Application Distributionを送信していた ZENworks for Servers 3.x 
Distributorをバージョン 6.5にアップグレードします。

2. Desktop Application Distributionをバージョン 6.5 Distributionとして再構
築します。ただし、この Distributionはまだ送信できません。

3. アップグレードされた Desktop Application Distributionが必要な、バージョ
ン 3.x Subscriberをアップグレードします。

4. アップグレードした Desktop Application Distributionを送信します。

アップグレードに関するクラスタ問題

アップグレードプログラムは、クラスタを自動的にアップグレードします。

アップグレードの準備

アップグレードの対象になるサーバが、5 章 43 ページの ｢サーバの要件｣で説明され
ている ZENworks 6.5 Server Managementのインストールに関するサーバ要件と同じ要
件をすべて満たしている必要があります。

警告 : 段階的なアップグレードを実行する場合、引き続き ZENworks for Servers 3.0.2 Interim Release 1

を使用するサーバに対しては、ZENworks 6.5 Server Managementのいくつかのシステム要件を適用しないよ
う注意してください。ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードするサーバに対してのみ、サーバ

要件を適用する必要があります。

ZENworks for Servers 3.xオブジェクトおよびサーバを ZENworks 6.5 Server 
Managementにアップグレードするには次の項目を理解している必要があります。

! 195 ページの ｢アップグレードの対象になるツリー｣

! 195 ページの ｢アップグレードの対象になる Distributorサーバ｣

! 195 ページの ｢アップグレードの対象になる Subscriberサーバ｣
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アップグレードの対象になるツリー

ZENworks for Servers 3.xオブジェクトがインストールされているツリーを確認しま
す。アップグレードを実行する前に、これらのツリーのスキーマを拡張しておく必要
があります。ZENworks 6.5 Server Managementのスキーマを拡張しても、ZENworks for 
Servers 3.xのスキーマの拡張が削除されることはありません。ZENworksのスキーマ
の拡張は累積的に実行されます。

複数のツリーに ZENworks for Servers 3.xをインストールした場合、まず各ツリーの
Distributorをアップグレードしてから、アップグレードプログラムまたは .cpkファ
イル (このファイルにより、Distributionを使って一度に複数のツリーをアップグ
レードすることができます )を使ってこうしたツリー内の Subscriberをアップグレー
ドします。

アップグレードの対象になる Distributorサーバ

アップグレードプログラムにより、ツリー内のすべての ZENworks for Servers 3.x 
Distributorオブジェクトが表示されます。指定したツリー内のすべての Distributor
を同時にアップグレードするようにします。

Distributorと Subscriberの両方を含む ZENworks for Servers 3.xサーバの場合、
Distributorソフトウェアのアップグレード時に Subscriberソフトウェアもアップグ
レードされます。

アップグレードの対象になる Subscriberサーバ

アップグレードプログラムにより、ツリー内のすべての ZENworks for Servers 3.x 
Subscriberオブジェクトが表示されます。

ツリー内で段階的なアップグレードを実行する場合、アップグレードの対象になる
サーバグループを決定します。詳細については、193 ページの ｢段階的なアップグレー
ドおよび相互運用性｣を参照してください。

195 ページの ｢ NetWareサーバおよび Windowsサーバのアップグレード｣に進みます。

NetWareサーバおよび Windowsサーバのアップグレード

ZENworks for Servers 3.xオブジェクトが複数のツリーにインストールされている場
合、各ツリーに対して次のアップグレード手順を実行します。Subscriberを段階的に
アップグレードする場合も、各アップグレードで次のアップグレード手順を実行し
ます。

ZENworks for Servers 3.xを ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする
には、次のタスクを順番に実行します。

1. 196 ページの ｢アップグレードを実行する前に確認するチェックリスト｣

2. 196 ページの ｢アップグレード手順｣

3. 206 ページの ｢アップグレードの完了｣

4. 213 ページの ｢ File Distributionの基準の再設定｣

5. 217 ページの ｢以前のバージョンの Server Software Packageの変換｣
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アップグレードを実行する前に確認するチェックリスト

" アップグレードに関する最新情報を Readmeファイルで確認します。

Readme_servers.htmlは、ZENworks 6.5 Server Management Program CDの
\readmes\enディレクトリに存在します。この htmlファイルには、インストール
プログラムのメニューオプションからもアクセスできます。

" アップグレードの対象になるワークステーションが、4 章 39 ページの ｢インス
トールコンピュータと管理ワークステーションの要件｣で示した要件を満たしてい
ることを確認します。

重要 : 各 ConsoleOneインストールの更新を実行していることを確認します。これは、アップグレード

プロセスの完了時に ZENworks 6.5 Server Managementスナップインにアップグレードすることになる

ためです (207 ページの ｢ ConsoleOneスナップインのアップグレード｣を参照 )。

" 5 章 43 ページの ｢サーバの要件｣で示されているすべてのサーバ要件を満たしてい
ることを確認します。

" まだログインを実行していない場合は、ZENworks for Servers 3.xオブジェクトを
バージョン 6.5にアップグレードする eDirectoryツリーにログインします。

このツリーにログインしない場合、アップグレードプロセス中に、このツリーを選
択することはできません。

同じツリー内にある Distributorおよび Subscriberを同時にアップグレードでき
ます。必要に応じて何度でもアップグレードプログラムを実行できます。

このツリーのスキーマは、ZENworks 6.5 Server Management用に拡張している必要
があります。

" Windowsサーバ上にあるソフトウェアをアップグレードする場合、アップグレード
の対象になる各 Windowsサーバで［サービス］ウィンドウが閉じられていることを
確認します。

アップグレードプログラムにより、すべての ZENworks Server Managementサービ
スが自動的に停止します。ただし、サーバのアップグレード中に［サービス］ウィ
ンドウが開いたままになっている場合、Server Managementのサービスを登録する
ことができません。

196 ページの ｢アップグレード手順｣に進みます。

アップグレード手順

ZENworks for Servers 3.xを ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする
には、次のタスクを順番に実行します。

1. 197 ページの ｢ Distribution Channelの無効化｣

2. 197 ページの ｢スキーマの拡張｣

3. 201 ページの ｢アップグレードプログラムの起動｣

4. 203 ページの ｢アップグレードするオブジェクトの選択｣

5. 205 ページの ｢アップグレードパスとオプションの設定｣

6. 206 ページの ｢ Upgrade Summary ｣
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Distribution Channelの無効化

Interim Release 2にアップグレードする際にバージョン 3.0.2の File Distribution
の基準を再設定した場合は、アップグレード中に Distributionの送信および抽出を実
行しないようにするのに Channelを無効にする必要があります。ただしこのタスクは
必須ではありません。Subscriberで抽出される Distributionを、アップグレードプロ
セスで中断することができるためです。アップグレートの完了後、中断した箇所を
ピックアップします。

ZENworks for Servers 3.0.2を Interim Release 2にアップグレードしなかった場合、
File Distributionが示されているすべての Channelを無効にする必要があります。
File Distributionの構築時または抽出時に "Local class compatibility..."エラー
が発生しないよう、アップグレード後に File Distributionの基準を再設定する必要
があります。このエラーが発生した場合、Distributionの処理は実行されません。こ
の状況で配布エラーが発生するのを回避するには、Distributorと Subscriberのアッ
プグレードが完了するまで、両者間で Distributionを送信しないようにします。File 
Distributionの基準を再設定する手順については、213 ページの ｢ File Distribution
の基準の再設定｣で説明しています。

適用可能な Channelを無効にするには

1 ConsoleOneで、無効にする必要がある Channelの Channelオブジェクトを複数選
択します。

これらのオブジェクトはすべて、File Distributionを示す Channelに該当してい
る必要があります。

2 選択したオブジェクトを右クリックし、［Properties of Multiple Objects］をク
リックします。

3［Objects to Modify］タブに示されている各 Channelを選択し、［General 
Settings］タブをクリックします。

4［Active］チェックボックスをクリックして選択を解除し、［OK］をクリックしてプ
ロパティを閉じます。

5 ConsoleOneを終了します。

6 197 ページの ｢スキーマの拡張｣に進みます。

スキーマの拡張

1 アップグレードするワークステーションに、ZENworks 6.5 Server Management 
Program CDを挿入します。

起動画面が表示されます。CDの挿入後、起動画面が自動的に表示されない場合は、
CDのルートにある winsetup.exeを実行します。

Policy and Distribution Servicesは、ZENworks 6.5 Server Management Program 
CDを使ってアップグレードすることを推奨します。ただし、CDの構造をハードド
ライブにコピーする必要がある場合、ハードドライブのルートと最初の CDディレ
クトリ間のパスには、8.3形式の DOSファイル名規則に準拠するディレクトリ名だ
けを使用することができます。パス内にロングディレクトリネームが存在する場
合、アップグレードプログラムは動作しません。
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2［Server Management］を選択します。

3 バージョン 6.5のスキーマを拡張していない場合は、［Schema Extension and 
Product Licensing］を選択します。スキーマを拡張している場合は、次の手順を
スキップし 201 ページの ｢アップグレードプログラムの起動｣に進みます。

ZENworks for Servers 3.xを ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレード
するには、ZENworksオブジェクトのアップデートを実行するツリーでスキーマを
拡張する必要があります。
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4 ソフトウェア使用許諾契約に合意する場合は、［Accept］、［Next］の順にクリック
して、［eDirectory Tree for Creating Objects］ページを表示します。合意しない
場合は、［Decline］、［Cancel］の順にクリックして終了します。

5 ZENworksオブジェクトを作成したツリーを選択し、［OK］をクリックして
［ZENworks Server Management Licensing］ページを表示します。
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重要 : 初めてスキーマの拡張を実行する場合にだけ［Extend Schema］チェックボックスを選択しま

す。製品のライセンスコードを入力するためにだけ［Extend Schema］メニューオプションを実行して

いる場合は、このチェックボックスの選択を解除します。

まだ認証されていない場合は、［Login］ボタンを使ってログインすることができ
ます。

ZENworks Server Managementのスキーマ拡張は、ツリーに対して一度だけ実行する
必要があります。複数のツリーが存在する場合、ZENworksオブジェクトをインス
トールしようとしているツリーについてのみスキーマを拡張する必要があります。

すべての ZENworks Server Managementコンポーネント (Policy and Distribution 
Services、Server Inventory、Remote Management、および Management and 
Monitoring Services)のスキーマ拡張は、スキーマを拡張すると同時にインス
トールされます。

6 ライセンスコードを入力するか、フィールドを空のまま［Next］をクリックして
［Summary］ページを表示します。

フィールドを空のままにした場合、90日間限定評価ライセンスが有効になります。
後でこのページに戻って、ライセンスコードを入力することができます。

製品を購入した場合は、購入時にライセンスコードを受け取っているはずです。
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7 スキーマを拡張するには、［Finish］をクリックします。

スキーマ拡張プロセスが完了したら、メインのインストールメニューが表示され
ます。

8 201 ページの ｢アップグレードプログラムの起動｣に進みます。

アップグレードプログラムの起動
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1 Policy and Distribution Servicesを選択します。

2 ソフトウェア使用許諾契約に同意する場合は、［Accept］をクリックし、［Next］を
クリックします。同意しない場合は、［Cancel］をクリックして終了します。

3 Distributorオブジェクトおよび Subscriberオブジェクトをアップグレードする
ツリーを選択します。

必要に応じて、［Login］ボタンをクリックして、ツリーにログインすることができ
ます。
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4 次の 2つの環境設定オプションが存在します。

! ［Container］: WANリンクを使った検索を回避するには、コンテナを指定し
ます。

インストールプログラムが Distributorオブジェクトおよび Subscriberオブ
ジェクトを検索する場合、ツリー検索プロセスを実行する必要があります。こ
のプロセスを実行すると、完了までに数時間かかる場合があり、ワークステー
ションが停止しているように見える事態が発生することもあります。コンテナ
を指定することにより、検索対象を指定したコンテナとそのサブコンテナ内の
オブジェクトに限定することができます。

! ［Update the Subscriber Files］: デフォルトでは、［Update the Subscriber 
Files］チェックボックスは選択されています。

Subscriberファイルとオブジェクトの両方をアップグレードするには、この
ボックスを選択します。ただし、Distribution内の .cpkファイルを使って
Subscriberサーバをアップグレードする場合、このボックスの選択を解除し
て、Subscriberオブジェクトだけをアップグレードするようにします。

重要 : Subscriberオブジェクトは、GUIアップグレードプログラムを使ってアップグレードする必

要があります。Subscriberオブジェクトは、.cpkファイルによってアップグレードされません。

5［Next］をクリックし、203 ページの ｢アップグレードするオブジェクトの選択｣に
進みます。

アップグレードするオブジェクトの選択

サポートされているすべてのプラットフォームに対して、選択されたツリーのすべて
の ZENworks for Servers 3.x (または不明なバージョン )オブジェクトが表示されま
す。すべてのチェックボックスオプションは、相互依存関係にあります。組み合わせ
によって、異なるサーバセットが表示される場合があります。
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1 必要に応じて選択項目を設定します。

1a 必要に応じて、次のボックスのいずれか 1つまたは両方をチェックします。

! ［Distributors］: 最初に Distributorをアップグレードする必要がありま
す。これは、ZENworks 6.5 Server Management Subscriberが、ZENworks 
for Servers 3.x Distributorから Distributionを受け取ることができな
いためです。ZENworks for Servers 3 Subscriberは、ZENworks 6.5 
Server Management Distributorからは Distributionを受け取ることがで
きますが、Desktop Application Distributionの場合は受け取ることがで
きません。

Distributorだけをアップグレードするには、［Subscribers］チェック
ボックスをクリックして、すべての Subscriberの選択を解除します。
Distributorをすでにアップグレードしている場合は、［Distributors］
チェックボックスをクリックしてすべての Distributorを選択解除します。

! ［Subscribers］: 一覧に表示されているすべての Subscriberをアップグ
レードすることができます。または、Subscriberのグループを異なるタイ
ミングでアップグレードできます。Subscriberの特定のグループだけを
アップグレードするには、このタイミングでアップグレードしない
Subscriberのチェックボックスの選択を解除します。

サポートされているすべてのプラットフォームでは、この GUIアップグ
レードプログラムを使用して Subscriberオブジェクトをアップグレード
する必要があります。

両方のボックスはデフォルトで選択されています。詳細については、194 ペー
ジの ｢段階的にアップグレードするかどうかの決定｣を参照してください。

1b アップグレードするソフトウェアバージョンを選択します。

! ［Version 6.5.0］: このチェックボックスを選択すると、バージョン 6.5
サーバにソフトウェアを再インストールできます。この方法により、イン
ストールプログラムを使った場合よりも、迅速にソフトウェアの再インス
トールが実行されます。オブジェクトは、GUIインストールプログラムを
使用してインストールする必要があります (61 ページの ｢ NetWareおよび
Windowsへのインストール｣を参照 )。

! ［Version 3.0.2］: このチェックボックスを選択すると、すべての
ZENworks for Servers 3.0.2サーバが表示されます。

! ［Version 3 / Unknown］: このチェックボックスを選択すると、ZENworks 
for Servers 3、3 Support Pack 1、またはその他の不明バージョンがイン
ストールされているサーバが表示されます。

1c アップグレードするサーバプラットフォームを選択します。

! ［NetWare］: 他の基準 (Distributor、Subscriber、バージョン )に合致す
る NetWareサーバだけを表示します。

! ［Windows］: 他の基準 (Distributor、Subscriber、バージョン )に合致す
る Windowsサーバだけを表示します。

! ［Linux / Solaris / Unknown］: 他の基準 (Distributor、Subscriber、
バージョン )に合致する Linuxサーバ、Solarisサーバ、またはその他プ
ラットフォームが不明なサーバだけを表示します。

デフォルトではすべてのプラットフォームのボックスが選択されています。リ
スト内で、サーバはプラットフォーム別に並べ替えられます。

2［Next］をクリックし、205 ページの ｢アップグレードパスとオプションの設定｣に
進みます。
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アップグレードパスとオプションの設定

1［File Upgrade Paths and Options］ページの［Selected Servers］リストで、1つ
または複数のオブジェクトを選択します。

各オブジェクトのサーバが同じインストールパスおよび Server Managementソフト
ウェアの起動方法を共有しているかどうかに応じて、オブジェクトを個別に選択す
るか、グループとして選択します。

［Software Installation Volume/Drive］フィールドは表示専用です。以前のイン
ストールパスを検出して表示します。

2 選択したオブジェクトのサーバが、起動時に自動的に ZENworks 6.5 Server 
Managementを起動するようにするには、［Launch Policy and Distribution 
Services On Startup］チェックボックスを選択します (デフォルトで選択されて
います )。

3 アップグレードの完了後に、アップグレードプログラムが自動的に Policy and 
Distribution Servicesを起動するようにするには、［Start Services When the 
Upgrade Is Finished］チェックボックスを選択します (デフォルトで選択されて
います )。

4 選択したオブジェクトの各グループについて、ステップ 1からステップ 3までを
実行します。

5［Next］をクリックし、206 ページの ｢ Upgrade Summary ｣に進みます。
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Upgrade Summary

1［Upgrade Summary］ページで、［Finish］をクリックするとアップグレード処理が
開始されます。

2 Distributorをアップグレードした後、Subscriberをアップグレードする場合、
196 ページの ｢アップグレード手順｣の手順を繰り返します。

3 1つのツリーをアップグレードした後、他のツリーをアップグレードする場合は、
196 ページの ｢アップグレード手順｣の手順を繰り返します。

4 206 ページの ｢アップグレードの完了｣に進みます。

アップグレードの完了

アップグレードプロセスを完了するには、次のタスクを順番に実行します。

1. 207 ページの ｢ ConsoleOneスナップインのアップグレード｣

2. 211 ページの ｢ Novell iManagerプラグインのアップグレード｣

3. 211 ページの ｢ Policy and Distribution Servicesの開始｣

4. 212 ページの ｢ NetWareサーバに Policy and Distribution Servicesエージェント
がロードされていることの確認｣

5. 212 ページの ｢ Windowsサーバに Policy and Distribution Servicesエージェント
がロードされていることの確認｣
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ConsoleOneスナップインのアップグレード

アップグレードで使用したワークステーションの ConsoleOneのインスタンスは、アッ
プグレード時に ZENworks 6.5 Server Managementスナップインにアップグレードして
いるはずです。しかし、この ConsoleOneのインスタンスまたは他のインスタンスのス
ナップインをアップグレードする必要がある場合は、この節の手順を続行します。そ
の必要がない場合は、211 ページの ｢ Novell iManagerプラグインのアップグレード｣
に進みます。

ZENworks 6.5 Companion 1 CDを使って最新バージョンの ConsoleOneにすでにアップグ
レードしていることを確認します (42 ページの ｢ ConsoleOne 1.3.6のインストール｣を
参照 )。このタスクは、ZENworks 6.5 Server Managementスナップインを、ワークス
テーションまたはサーバの ConsoleOneのインスタンスにインストールする前に実行す
る必要があります。

ConsoleOneに ZENworks 6.5 Server Managementスナップインをインストールするには

1 ConsoleOneスナップインのバージョンを 6.5にアップグレードする必要がある
ワークステーションまたはサーバに、ZENworks 6.5 Server Management Program CD
を挿入します。

メインメニューが表示されます。CDの挿入後、メインメニューが自動的に表示さ
れない場合は、CDのルートにある winsetup.exeを実行します。

2［Server Management］オプションを選択します。
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3［Policy-Enabled Server Management］をクリックして、インストールプログラム
を起動します。

プログラムがロードすると、最初のインストールページとして［License 
Agreement］ページが表示されます。

4 ソフトウェア使用許諾契約に合意する場合は、［Accept］、［Next］の順にクリック
して、［Installation Type］ページを表示します。合意しない場合は、［Decline］、
［Cancel］の順にクリックして終了します。
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5［Installation Type］ページで、［Next］をクリックして新規インストールを実行
し、［Installation Options］ページを表示します。

6［Installation Options］ページで、［Create eDirectory Objects］オプションを
クリックしてボックスを選択解除し、［Next］をクリックして［Select the 
servers and components to install］ページを表示します。

ConsoleOneスナップインをアップグレードするのにツリーにアクセスする必要は
ありません。

ConsoleOneスナップインをインストールする場合、［Install Software Files］オ
プションを選択する必要があります。
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［Pause file copying when necessary to display messages and report errors］
オプションは、必須ではありません。

［Select the servers and components to install］ページで、［Local Machine］オ
プションの［ConsoleOne Snap-Ins］チェックボックスがオンになります。

7［Next］をクリックし、［Installation Summary］ページを表示します。

［Local Machine］は、このプログラムが実行されているワークステーションまたは
サーバです。
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8［Finish］をクリックして、ConsoleOneスナップインをローカルコンピュータにイ
ンストールします。

9 ConsoleOneスナップインをアップグレードする必要のある各コンピュータに対し、
ステップ 1からステップ 8までの手順を実行します。

10 GUIインストールプログラムを使ったアップグレードの一環として ConsoleOneス
ナップインをインストールした場合は、211 ページの ｢ Novell iManagerプラグイ
ンのアップグレード｣に進みます。

または、ソフトウェアパッケージを使ったアップグレードの一環として
ConsoleOneスナップインをインストールした場合は、Server Software Packageに
よるアップグレードの 229 ページのステップ 13に進みます。

Novell iManagerプラグインのアップグレード

ネットワーク内に Novell iManager 2.0.2をインストールしており、iManagerプラグ
インを ZENworks 6.5にアップグレードする必要がある場合、90 ページの ｢ Policy and 
Distribution Servicesの Webベースの管理｣の手順を実行してから、この節の手順を
実行してください。

211 ページの ｢ Policy and Distribution Servicesの開始｣に進みます。

Policy and Distribution Servicesの開始

アップグレードの完了後に Policy and Distribution Servicesを自動的に開始するよ
う選択しなかった場合、ZENworks for Servers 3.xのアップグレードを実行したサー
バで Policy and Distribution Servicesを開始する必要があります。

1 ZENworks for Servers 3.xから ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレー
ドしたサーバで、ご自分のプラットフォームに該当する手順を実行します。

2 アップグレードした各サーバについて、ステップ 1を実行します。

サーバプラット

フォーム

手順

Windows 2000/
2003

各 Windowsサーバに対して次の操作を行います。

1.［コントロール パネル］を開きます。

2. Windows 2000/2003で、［管理ツール］、［サービス］の順にダブルク
リックします。

3. Novell ZENworks Service Managerサービスを開始します。

Novell Sybase Databaseサービスは、インストールプログラムにより
自動的に開始されます。

NetWare 5.1およ
び NetWare 6.x

ZENworks Server Managementを起動するには、サーバのコンソールプロン
プトで次のコマンドを入力します。

sys:\zenworks\pds\smanager\zfs.ncf

この方法で ZENworks Server Managementを起動し、サーバを再起動した
後は、ソフトウェアを起動するのにフルパスを入力する必要はありませ
ん。「zfs」とだけ入力します。

データベースは、アップグレードプログラムにより自動的に起動します。
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3 NetWareサーバをアップグレードした場合、212 ページの ｢ NetWareサーバに
Policy and Distribution Servicesエージェントがロードされていることの確認｣
に進みます。

Windowsサーバだけをアップグレードした場合は、212 ページの ｢ Windowsサーバ
に Policy and Distribution Servicesエージェントがロードされていることの確
認｣に進みます。

NetWareサーバに Policy and Distribution Servicesエージェントがロードされているこ
との確認

1 対象になるサーバのコンソールで <Ctrl>+<Esc>を押し、ロードされたソフトウェ
アプログラムを表示します。

2 ZENworks Server Managementのアイテムが表示されない場合、\zenworks\zfs-
startup.logファイルを確認します。このファイルには、エージェントが起動しな
かった理由に関する説明が含まれています。

この情報を使って、Policy and Distribution Servicesをサーバに再インストール
します。

Zfs-startup.logは、起動に関する問題を記録するためだけに使用されます。

3 ASA 8.0.2アイテムが表示されない場合、\zenworks\zfs-startup.logファイルを
確認します。このファイルには、Sybaseエンジンデータベースが起動しなかった
理由に関する説明が含まれています。

この情報を使って、Server Managementデータベースをサーバに再インストールし
ます。

4 各 NetWareサーバに対してステップ 1からステップ 3までを実行します。

5 必要に応じてアップグレードプログラムに戻ります (196 ページの ｢アップグレー
ド手順｣を参照 )。

6 Windowsサーバをアップグレードした場合、212 ページの ｢ Windowsサーバに
Policy and Distribution Servicesエージェントがロードされていることの確認｣
に進みます。

File Distributionが存在する場合、基準の再設定が必要になることがあります。
その場合には、213 ページの ｢ File Distributionの基準の再設定｣に進みます。

Linuxまたは Solarisの Distributorサーバをアップグレードする場合は、217 
ページの ｢ Linuxサーバおよび Solarisサーバのアップグレード｣に進みます。

ソフトウェアパッケージを使った Subscriberサーバのアップグレードを計画した
場合は、221 ページの ｢ Server Software Packageを使用したアップグレード｣に進
みます。

前の条件に当てはまらない場合、NetWareおよび Windowsサーバのアップグレード
は完了です。

Windowsサーバに Policy and Distribution Servicesエージェントがロードされているこ
との確認

1 対象になるサーバで［コントロール パネル］を開き、［管理ツール］>［サービス］
の順にダブルクリックして、次のサービスが実行しているかどうかを確認します。

Novell ZENworks Service Manager

Novell Inventory Service

Novell Database - Sybase
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2 サービスが表示されない場合、次の手順を実行します。

2a［サービス］ウィンドウを閉じます。

2b［スタート］、［ファイル名を指定して実行］の順にクリックし、次のコマンド
を入力します。 

zenworks\pds\bin\dservices.bat

このコマンドにより、ZENworks Server Managementのサービスが停止し、これ
らのサービスの登録が取り消されます。この操作は、サービスを登録できるよ
う、クリーンな状態を確保するために実行されます。

2c［スタート］、［ファイル名を指定して実行］の順にクリックし、次のコマンド
を入力します。 

zenworks\pds\bin\sservices.bat

このコマンドにより、ZENworks Server Managementのサービスが登録されます。

2d［コントロール パネル］を開き、［管理ツール］>［サービス］の順にダブルク
リックして、サービスを開始します。

3 各 Windowsサーバに対して、ステップ 1とステップ 2を実行します。

4 必要に応じてアップグレードプログラムに戻ります (196 ページの ｢アップグレー
ド手順｣を参照 )。

5 File Distributionが存在する場合、基準の再設定が必要になることがあります。
その場合には、213 ページの ｢ File Distributionの基準の再設定｣に進みます。

Linuxまたは Solarisの Distributorサーバをアップグレードする場合は、217 
ページの ｢ Linuxサーバおよび Solarisサーバのアップグレード｣に進みます。

ソフトウェアパッケージを使った Subscriberサーバのアップグレードを計画した
場合は、221 ページの ｢ Server Software Packageを使用したアップグレード｣に進
みます。

前の条件に当てはまらない場合、NetWareおよび Windowsサーバのアップグレード
は完了です。

File Distributionの基準の再設定

ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードした後、アップグレードされた
Distributorおよび Subscriberソフトウェアにのみ含まれる新しいコードを組み込む
ために、ZENworks for Servers 3.xの File Distributionすべてについて、基準を再設
定する必要があります。このタスクを実行しない場合、構築時または抽出時に "Local 
class compatibility..."エラーが表示され、File Distributionは処理に失敗します。

ただし、このアップグレードを実行する前に ZENworks for Servers 3.0.2を Interim 
Release 2にアップグレードした場合、その時点でこれらの Distributionの基準を再
設定していることになります。したがって、NetWareと Windowsサーバのアップグレー
ドを完了していることになります。

Linuxまたは Solarisの Distributorサーバをアップグレードする場合は、217 ページ
の ｢ Linuxサーバおよび Solarisサーバのアップグレード｣に進みます。ソフトウェア
パッケージを使った Subscriberサーバのアップグレードを計画した場合は、221 ペー
ジの ｢ Server Software Packageを使用したアップグレード｣に進みます。
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基準の設定に関する概要

初めて File Distributionが送信されるとき、その Distributionのすべての内容が送
信されます。これは、"基準 " Distributionと呼ばれます。ネットワークのトラ
フィック量および再構築に要する時間を最小限に抑えるため、File Distributionは、
Distribution全体ではなく、"デルタ "を送信することができます。デルタとは、
Distributionの最後のバージョンと新しいバージョンとの差異で構成されるファイル
のことです。

デルタは、ネットワークのトラフィック量および帯域幅の使用率を最小限に抑えるの
に役立ちます。頻繁に変更されるが、それほど大きな変更が実行されることのないき
わめて大容量の Distributionの場合に特に役立ちます。

Distribution全体を再構築して送信する前に構築および送信されるデルタの数を、
Distributionオブジェクトのプロパティの［General］タブに表示される［Maximum 
Revisions］フィールドを使って指定することができます。このフィールドのデフォル
トの数値は 10です。

このデフォルト値を使用した場合、次に実行される 9回のリビジョンはすべてデルタ
になります。そして 10回目のリビジョンが新しい基準になり、Distribution全体が再
構築されて送信されます。この結果、この Distributionに関連するすべての一時ファ
イルが Distributorの作業ディレクトリから削除され、新しい基準ファイルによって
置換されます。この後も、基準 -デルタのサイクルが繰り返し実行されます。

Distributionの基準の再設定

File Distributionの基準を再設定するには、次の 2つの方法があります。

!［Maximum Revisions］フィールドの値を 1に戻す方法

この値を 1に戻すことにより、次に File Distributionが構築されたときに新しい
基準が作成されます。

! Distributionのディレクトリを削除する方法

次に Distributionの構築スケジュールが開始したときに、File Distributionの
基準が自動的に再設定されます。

いずれの方法でも、次に File Distributionが構築されるときに基準の再設定が実行
されます。したがって、基準の再設定を実行するタイミングを短縮するのに、
Distributionの再構築の強制実行が必要になる場合があります。

重要 : 50を超える File Distributionが存在する場合、すべての Distributionの基準を一度に再設定しな
いでください。一度に再設定を実行すると、Distributorで多数の作業を同時に実行することが必要になる

場合があります。そして、これらの Distributionの送信スケジュールによっては、同時にすべての新しい
基準が送信されるため、ネットワークのトラフィック量が増加することがあります。

Subscriberが、基準の再設定された複数の File Distributionを受信して抽出している場合、Subscriber
に大きな負荷がかかることもあります。

File Distributionの基準再設定と送信を同時に実行する場合、10個から 20個の Distributionを含んだ小
さなグループで実行するよう計画することをお勧めします。

File Distributionの基準を再設定するには、次の 2つの方法を確認して、最も適した
方法を選択します。

! 215 ページの ｢［Maximum Revisions］の値を 1に変更する方法｣

! 216 ページの ｢ Distributionのディレクトリを削除する方法｣
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［Maximum Revisions］の値を 1に変更する方法

1 ConsoleOneで次の操作を実行します。

1a File Distributionオブジェクトを右クリックし、［Properties］をクリックし
ます。

1b［General Settings］タブをクリックします。

1c［Maximum Revisions］フィールドの現在の値を記録する場合は、その値をメモ
します。

この値は、Distributionごとに異なる可能性があるため、複数の
Distributionオブジェクトを選択してその値を変更することはできません。

1d［Maximum Revisions］の値を 1に変更します。

1e［OK］をクリックして、Distributionのプロパティを閉じます。

1f 各 File Distributionに対してステップ 1aからステップ 1eまでを実行します。

1g File Distributionを所有する Distributorオブジェクトを複数選択します。

1h 選択した Distributorオブジェクトを右クリックし、［Refresh Distributors］
をクリックします。

2 iManagerで、［Run Immediately］に設定されていない各構築スケジュールについ
て、スケジュールを直ちに開始する場合、次の手順を実行します。これ以外の場合
は、ステップ 3に進みます。

2a ZENworks Server Managementの役割で、［Remote Web Console］をクリックし
ます。

2b ステップ 1dで変更した File Distributionの 1つを所有する Distributorを
参照して選択し、［OK］をクリックします。

2c［Distributions］タブの［Build Distribution］をクリックします。

2d 再構築する File Distributionを選択し、［OK］をクリックします。

2e［OK］をクリックして、選択されている Distributionの構築を開始します。

最大リビジョンの値が 1に設定された各 File Distributionが、新しい基準と
して再構築されます。

2f 前の手順で、最大リビジョンの値を 1に変更した File Distributionの 1つを
所有する各 Distributorに対し、ステップ 2aからステップ 2eまでの手順を
実行します。

3 File Distributionの再構築後、ConsoleOneで次の操作を実行します。

3a File Distributionオブジェクトを右クリックし、［Properties］をクリックし
ます。

3b［General Settings］タブをクリックします。

3c［Maximum Revisions］フィールドの現在の値を記録する場合は、その値をメモ
します。

3d 最大リビジョンの値を 1から元の値に戻します。

3e［OK］をクリックして、Distributionのプロパティを閉じます。

3f 各 File Distributionに対してステップ 3aからステップ 3eまでを実行し
ます。

3g File Distributionを所有する Distributorオブジェクトを複数選択します。

3h 選択した Distributorオブジェクトを右クリックし、［Refresh Distributors］
をクリックします。
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File Distributionの基準の再設定が完了しました。この File Distributionは、設定
されている Channelスケジュールおよび送信スケジュールに従って送信および抽出さ
れます。

Linuxまたは Solarisの Distributorサーバをアップグレードする場合は、217 ページ
の ｢ Linuxサーバおよび Solarisサーバのアップグレード｣に進みます。ソフトウェア
パッケージを使った Subscriberサーバのアップグレードを計画した場合は、221 ペー
ジの ｢ Server Software Packageを使用したアップグレード｣に進みます。

Distributionのディレクトリを削除する方法

Policy and Distribution Servicesのアップグレードを完了しました。

1 ConsoleOneで、基準を再設定する必要のある File Distributionの 1つを所有す
る Distributorの Distributorオブジェクトを右クリックし、［Properties］を選
択します。

2［General］>［Settings］タブの順に選択して表示される、Distributorの作業
ディレクトリをメモします。

3［Distributions］タブに表示される各 File Distributionの識別名をメモし、
Distributorのプロパティを閉じます。

4 基準の再設定が必要な File Distributionの 1つを所有する各 Distributorに対し
て、ステップ 1からステップ 3までの手順を実行します。

5 Distributorの作業ディレクトリに存在する、メモした File Distributionの識別
名に合致する全ディレクトリを、ファイル管理アプリケーションを使って削除し
ます。

6 削除する必要があるとメモした File Distributionが存在する各 Distributorサー
バに対し、ステップ 5を実行します。

7 ConsoleOneでこれらの Distributorを複数選択して右クリックし、［Refresh 
Distributors］をクリックします。

8［Run Immediately］に設定されていない各構築スケジュールについて、即座にスケ
ジュールを開始する場合には、iManagerで次の操作を実行します。

8a ZENworks Server Managementの役割で、［Remote Web Console］をクリックし
ます。

8b 基準を再設定する File Distributionの 1つを所有する Distributorを参照し
て選択し、［OK］をクリックします。

8c［Distributions］タブの［Build Distribution］をクリックします。

8d 再構築する File Distributionを選択し、［OK］をクリックします。

8e［OK］をクリックして、選択されている Distributionの構築を開始します。

8f 基準を再設定する File Distributionの 1つを所有する各 Distributorに対し
て、ステップ 8aからステップ 8eまでの手順を実行します。

File Distributionの基準の再設定が完了しました。これらの Distributionの構築ス
ケジュールが次に開始されたときに、新しい基準バージョンが構築されます。その後、
これらのバージョンは、設定された Channelスケジュールおよび送信スケジュールに
従って送信および抽出されます。
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次のいずれかの操作を行います。

! ZENworks for Servers 2 Server Software Packageをバージョン6.5に変換する必要
がある場合は、217 ページの ｢以前のバージョンの Server Software Packageの変
換｣に進みます。

! Linuxまたは Solarisの Distributorサーバをアップグレードする場合は、217 ペー
ジの ｢ Linuxサーバおよび Solarisサーバのアップグレード｣に進みます。

! ソフトウェアパッケージを使ったSubscriberサーバのアップグレードを計画した場
合は、221 ページの ｢ Server Software Packageを使用したアップグレード｣に進み
ます。

以前のバージョンの Server Software Packageの変換

ZENworks for Servers 2で作成した Server Software Packageを ZENworks 6.5でも使
用する場合、ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードした後に、この
Server Software Packageをバージョン 6.5に変換する必要があります。手順について
は、Novellのサポート Webサイト (http://support.novell.com/cgi-bin/search/
searchtid.cgi?/2962260.htm)を参照してください。

ソフトウェアパッケージの変換後、次のいずれかの手順を実行します。

! Linuxまたは Solarisの Distributorサーバをアップグレードする場合は、217 ペー
ジの ｢ Linuxサーバおよび Solarisサーバのアップグレード｣に進みます。

! ソフトウェアパッケージを使ったSubscriberサーバのアップグレードを計画した場
合は、221 ページの ｢ Server Software Packageを使用したアップグレード｣に進み
ます。

Linuxサーバおよび Solarisサーバのアップグレード

Linuxおよび Solarisの Distributorオブジェクトと Subscriberオブジェクトが存在
するツリーで、すでにスキーマが拡張されていることが前提になります。まだ拡張し
ていない場合には、197 ページの ｢スキーマの拡張｣の手順を実行してから、この節の
手順を続行してください。

Linuxサーバおよび Solarisサーバを ZENworks for Servers 3.xから ZENworks 6.5 
Server Managementにアップグレードするには次のタスクを実行します。

1. 217 ページの ｢ Linuxまたは Solarisオペレーティングシステムのアップグレード｣

2. 219 ページの ｢ Distributorおよび Subscriberオブジェクトのアップグレード｣

3. 219 ページの ｢ Linuxおよび Solarisサーバのアップグレード｣

Linuxまたは Solarisオペレーティングシステムのアップグレード

ほとんどの場合、ZENworks for Servers 3.xを ZENworks 6.5 Server Managementに
アップグレードする前に、Linuxまたは Solarisオペレーティングシステムをアップグ
レードする必要があります。
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次の表は、サポートされている Linuxおよび Solarisオペレーティングシステムの該
当するバージョンを示しています。

Red Hat Linux Advanced Server 2.1および Red Hat Linux Enterprise Server 2.1オ
ペレーティングシステムは、ZENworksの両方のバージョンでサポートされています。
したがって、Red Hat Linux Advanced Server 2.1または Red Hat Linux Enterprise 
Server 2.1オペレーティングシステムのいずれかに ZENworks for Servers 3.xがイン
ストールされている場合、219 ページの ｢ Distributorおよび Subscriberオブジェク
トのアップグレード｣に進みます。

SUSE LINUXは、ZENworks for Servers 3.xではサポートされていません。ただし、次
に示す Linuxオペレーティングシステムは、ZENworks 6.5 Server Managementでサ
ポートされています。

SUSE® LINUX Enterprise Server 8および 9

SUSE LINUX Standard Server 8および 9

サポートされていない Linuxオペレーティングシステムの場合は、代わりに SUSE 
LINUXのいずれかのバージョンを使用できます。ただし、SUSE LINUXと Red Hat Linux
間ではファイルシステムが異なるため、新たに ZENworks 6.5 Server Managementをイ
ンストールする必要があります。

Red Hat Linux 7.1、7.2、7.3、8または 9を実行するコンピュータの ZENworks for 
Servers 3.xをアップグレードするには、サポートされている Red Hatオペレーティン
グシステムにアップグレードする必要があります。

ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードできるよう Linuxおよび Solaris
サーバを準備するには

1 サポートされていない Linuxまたは Solarisオペレーティングシステムをお使いの
場合、ZENworks 6.5 Server Managementがサポートしているバージョンにアップグ
レードします。

警告 : Linuxまたは Solarisオペレーティングシステムをアップグレードする際、ZENworksソフト

ウェアおよびファイル (特に Distributionファイル )をアップグレード用に保持できるよう、ファイ

ルシステムを維持することがきわめて重要になります。ファイルシステムを維持しない場合、新たに

ZENworks 6.5 Server Managementをインストールする必要があります。この場合、バージョン 3.xの
Linuxまたは Solarisの Distributorによって所有されていたすべての Distributionは失われます。

2 219 ページの ｢ Distributorおよび Subscriberオブジェクトのアップグレード｣に
進みます。

ZENworks for Servers 3.0.2 ZENworks 6.5 Server Management

Red Hat Linux 7.1、7.2、7.3、8、および 9 なし

Red Hat Linux Advanced Server 2.1 Red Hat Linux Advanced Server 2.1

Red Hat Linux Enterprise Server 2.1 Red Hat Linux Enterprise Server 2.1

Red Hat Enterprise Linux AS 2 Red Hat Enterprise Linux AS 3

Red Hat Enterprise Linux ES 2 Red Hat Enterprise Linux ES 3

Solaris 8 Solaris 9
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Distributorおよび Subscriberオブジェクトのアップグレード

まず、GUIアップグレードプログラムを使って Distributorおよび Subscriberオブ
ジェクトをアップグレードする必要があります。NetWareまたは Windowsプラット
フォームを ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする際にすでにこのタ
スクを実行している場合は、219 ページの ｢ Linuxおよび Solarisサーバのアップグ
レード｣に進みます。まだ実行していない場合は、次の操作を実行します。

1 195 ページの ｢ NetWareサーバおよび Windowsサーバのアップグレード｣で説明され
ている手順を実行します。ただし、次の作業を追加で実行する必要があります。

! ［eDirectory Tree for Upgrading Objects］ページ : デフォルトでは、［Update 
the Subscriber Files］チェックボックスは選択されています。オブジェクト
だけをアップグレードする必要があるので、このチェックボックスの選択を解
除します。

! ［Select the Objects to Upgrade］ページ : アップグレードプログラムは、こ
のページの一番下で選択されているチェックボックスに基づいて、アップグ
レード候補の一覧を表示します。必要なチェックボックスが選択されているこ
とを確認します。たとえば、［NetWare］および［Windows］のチェックボック
スの選択を解除して、［Linux/Solaris/Unknown］チェックボックスが選択され
ていることを確認します。

ツリー内のすべての Linuxおよび Solarisの Distributorサーバと
Subscriberサーバがこのページに表示されます。アップグレードする各 Linux
サーバまたは Solarisサーバの［Upgrade］列に表示されたチェックボックス
をクリックします。

! 段階アップグレードの問題点: LinuxおよびSolarisサーバの段階的なアップグ
レードを実行している場合、このタイミングでアップグレードするサーバにつ
いてのみ、［Upgrade］列に表示されるチェックボックスを選択します。

2 219 ページの ｢ Linuxおよび Solarisサーバのアップグレード｣に進みます。

Linuxおよび Solarisサーバのアップグレード

Linuxおよび Solarisサーバのスクリプトにより、ZENworks for Servers 3.xソフト
ウェアの存在が検出され、アップグレードするか、インストールするかを確認する
メッセージが表示されます。アップグレードオプションの使用を推奨します。このオ
プションの手順については次で説明します。

重要 : まず Distributorサーバをアップグレードしてから、Subscriberサーバをアップグレードすること

を強くお勧めします。この手順で実行しない場合、バージョン 3.0.2の Distributionがバージョン 6.5の
Subscriberに送信されることになり、この処理は失敗します。

Linuxサーバまたは Solarisサーバをアップグレードするには

1 rootとしてログインします。

2 Linuxまたは Solarisサーバで Xウィンドウを実行している場合、XTermウィンド
ウを開きます。

3 ZENworks 6.5 Server Management Program CDをサーバの CD-ROMドライブに挿入し
ます。

4 インストールに関する最新情報について記述した readmeファイルを確認します。

Readme_servers.htmlが ZENworks 6.5 Server Management Program CDの
\readmes\enディレクトリに存在します。
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5 Policy and Distribution Servicesのスクリプトを実行するには、XTermウィンド
ウに次のいずれかのコマンドを入力します。

Red Hat Linux: /mnt/cdrom/ZfS/TedPol/platform/zfs-pds-install

SUSE LINUX: /media/cdrom/ZfS/TedPol/platform/zfs-pds-install

platformは Linuxまたは Solarisのいずれかです。

6 <Enter>キーを押して使用許諾契約を表示し、<Spacebar>キーを押して使用許諾契
約をスクロールします。次に「y」と入力して <Enter>キーを押し、使用許諾契約
に同意します。

スクリプトが実行され、j2re RPMファイルまたは PKGファイルからソフトウェア
がインストールされます。

スクリプトにより、以前のバージョンの Policy and Distribution Servicesがサー
バにインストールされていることが検出され、次のメッセージが表示されます。

Would you like to upgrade or reinstall?(u/r)

7 アップグレードするには、「u」と入力し、<Enter>キーを押します。

サーバの現在の Policy and Distribution Servicesの設定を保持する場合には、
アップグレードを実行することをお勧めします。これ以降の手順に関する説明は、
アップグレードオプションを選択したことを前提としています。

Linuxのインストールの場合、サーバのアップグレード中、次のメッセージが表示
されます (該当する場合はエラーも含む )。

Installing the novell-zen-zfs RPM...
Preparing...######################################## [100%]
   1:novell-zen-zfs    ########################################### [100%]

エラーメッセージはこの時点で表示されます。エラーメッセージが表示された後、
次のメッセージを表示することによりアップグレードは終了します。

ZENworks Server Management Policy and Distribution Services has been 
restarted.
You may check its status by running:
/etc/init.d/novell-zfs status
You can reconfigure this service by running:
/opt/novell/bin/zfs-pds-configure

8 Policy and Distribution Servicesが実行されていることを確認するには、次のよ
うに入力します。

/etc/init.d/novell-zfs status

Linuxまたは Solarisサーバで、Policy and Distribution Servicesが使用できる
ようになります。

9 各 Distributorサーバまたは Subscriberサーバに対して、ステップ 1からステッ
プ 8までの手順を実行します。

10 Remote Managementをアップグレードするには、13 章 251 ページの ｢ Remote 
Management ｣を参照してください。

Management and Monitoring Servicesをアップグレードするには、14 章 255 ペー
ジの ｢［Management and Monitoring Services］｣を参照してください。

その必要がない場合、Policy and Distribution Servicesのアップグレード作業は
完了です。
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Server Software Packageを使用したアップグレード

Subscriberソフトウェアがインストールされているすべてのサポート対象プラット
フォーム (NetWare、Windows、Linux、および Solaris)の Subscriberサーバを、この
方法を実行して自動的にアップグレードすることができます。

! 221 ページの ｢アップグレードの概念と問題点｣

! 225 ページの ｢ Server Software Packageによるアップグレードの準備｣

! 226 ページの ｢ Server Software Packageによるアップグレード｣

アップグレードの概念と問題点

Server Software Packageによるアップグレード方法を使用して、ZENworks for 
Servers 3.0.2 Interim Release 1 Subscriberサーバを ZENworks 6.5 Server 
Managementにアップグレードできます。Software Package Distributionを作成するた
めの zfs65_polydist.cpkアップグレードファイルは、ZENworks 6.5 Companion 2 CD
に収録されています。このファイルを、アップグレードするすべての Subscriberサー
バに送信します。

次の項目を確認することにより、アップグレードの実行内容を把握し、関連する問題
点を認識します。

! 221 ページの ｢ Distributorの優先的なアップグレード｣

! 221 ページの ｢ Subscriberオブジェクトの優先的なアップグレード｣

! 222 ページの ｢ Interim Release 2の要件｣

! 222 ページの ｢ Upgrade Server Software Packageが実行する項目｣

! 223 ページの ｢ Upgrade Server Software Packageが実行しない項目｣

! 223 ページの ｢複数ツリーのサーバのアップグレード｣

! 223 ページの ｢アップグレードに関するクラスタ問題｣

Distributorの優先的なアップグレード

ZENworks 6.5 Server Management Program CDから実行される GUIインストールプログ
ラムの［Policy and Distribution ServicesUpgrade］メニューオプションを使って、
まずすべての Distributorサーバをアップグレードする必要があります。

ZENworks for Servers 3.x Distributorが ZENworks 6.5 Server Managementにアップ
グレードされた後、Distributorは、Distributionの送信を実行する前に、構築時に
その Distributionを ZENworks 6.5 Server Management Distributionに変換します。

Subscriberオブジェクトの優先的なアップグレード

Server Software Packageによるアップグレード方法では、Subscriberオブジェクトは
アップグレードされません。Subscriberオブジェクトをアップグレードするには、最
初に GUIアップグレードプログラムを使用する必要があります。

Server Software Packageによるアップグレード方法を使用する場合は、次の問題が発
生します。

! アップグレード時に、Subscriberによって使用されているパスワードが、
Subscriberオブジェクトと、Subscriberサーバにインストールされている Tiered 
Electronic Distributionソフトウェアの両方でリセットされます。
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! GUIアップグレードプログラムを使用して Subscriberオブジェクトを最初にアップ
グレードする必要があるため、.cpkファイルを使用して Server Managementソフ
トウェアがアップグレードされるまで、Subscriberのパスワードが一致しなくな
ります。

オブジェクトをアップグレードしてからソフトウェアをアップグレードするまでの間、
Subscriberのパスワードが一致しないため、次の Server Managementの機能は動作し
ません。

Desktop Application Distribution

信頼されるツリーの使用

これらの機能を使用するには、eDirectoryにアクセスする必要があるため、
Subscriberのパスワードが必要になります。

したがって、オブジェクトをアップグレードしてからソフトウェアをアップグレード
するまでの時間をできるだけ短くするようにアップグレードを計画することをお勧め
します。

重要 : 段階的にアップグレードする場合は、すべての Subscriberオブジェクトを同時にアップグレードし
ないでください。Subscriberサーバのソフトウェアのアップグレードを計画している Subscriberオブジェ

クトのみをアップグレードします。

Interim Release 2の要件

Server Software Packageによる方法を使用して更新する Subscriberサーバにインス
トールするには、ZENworks for Servers 3.0.2 (または 3 SP2)の Interim Release 2
ソフトウェアアップデートが必要です。

手順については、技術情報 2968433 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/
searchtid.cgi?/2968433.htm)を参照してください。

Upgrade Server Software Packageが実行する項目

! すべての作業ディレクトリを保持し、ZENworks for Servers 3.xで作成された
Distributionをアップグレードして、バージョン 6.5で使用できるようにします。

! ZENworks for Servers 3.xがインストールされているインストールパスを使って、
ZENworks 6.5 Server Managementソフトウェアをアップグレードします。

ファイルは常に ZENworksディレクトリにコピーされ、新旧どちらのファイルも
アップグレードファイルで置換されます。ZENworksディレクトリ以外の場所にコ
ピーされたファイルは、それらが古いファイルの場合のみ置換されます。ZENworks
ディレクトリ内に存在する新旧いずれのファイルも置換されるのは、バージョン
6.5のリリース以降に利用可能になったサポートパックのバージョン 3.0.2ファイ
ルを、それよりも古い日付のバージョン 6.5ファイルを使って置換することによ
り、バージョン 6.5用の適切なファイルをインストールする必要があるためです。

! ZENworks for Servers 3.x Policy Package Agentは、ZENworks 6.5 Server 
Management Policy/Package Agentに自動的にアップグレードされます。

! ConsoleOneがインストールされているSubscriberサーバのConsoleOne®スナップイ
ンをアップグレードします。

要約するとソフトウェアパッケージは、オブジェクトをアップグレードして、
Software Package Distributionが送信されるすべての Subscriberサーバにソフト
ウェアをインストールします。
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Upgrade Server Software Packageが実行しない項目

! このソフトウェアパッケージを使って Distributorをアップグレードすることはで
きません。このタスクは、インストールプログラムを使って実行する必要があり
ます。

! このアップグレードソフトウェアは、ZENworks for Servers 3.x Novell 
eDirectoryTM Subscriberオブジェクトをバージョン 6.5にアップグレードしませ
ん。Subscriberオブジェクトをアップグレードするには、GUIアップグレードプロ
グラムを使用する必要があります。

! このソフトウェアパッケージが、ZENworks for Servers 3.xのインストールされて
いないサーバで ZENworks 6.5 Server Managementへのアップグレードを実行する
ことはありません。このパッケージは、既存の ZENworks for Servers 3.x 
Subscriberオブジェクトとソフトウェアのみをアップグレードします。

! スキーマが自動的に拡張されることはありません。アップグレード .cpkファイルを
含む Software Package Distributionを送信できるよう Distributorをアップグ
レードするには、GUIインストールプログラムを使用してスキーマの拡張を完了し
ている必要があります。

! ZENworks 6.5 Server Managementの ConsoleOneスナップインが、アップグレード中
にローカルコンピュータにインストールされることはありません。アップグレード
プログラムを終了した後、インストールプログラムを使ってこのタスクを実行する
必要があります。Distributorをアップグレードするときに、すでにこのタスクを
完了している場合があります。このタスクは、アップグレード手順でカバーされ
ます。

! ZENworks 6.5 Server Managementの iManager用プラグインが、アップグレード中に
インストールされることはありません。アップグレードプログラムを終了した後、
インストールプログラムのメニューオプションを使ってこのタスクを実行する必要
があります。Distributorをアップグレードするときに、すでにこのタスクを完了
している場合があります。このタスクは、アップグレード手順でカバーされます。

要約すると、ZENworks for Servers 3.xがインストールされていないコンピュータに
アップグレードプログラムを実行しても、ZENworks 6.5 Server Managementがインス
トールされることはありません。.cpkアップグレードファイルを含む Software 
Package Distributionの送信先を特定するのに、ZENworks Subscriberオブジェクトが
必要です。

複数ツリーのサーバのアップグレード

Software Package Distributionは、複数のツリーの Subscriberに送信することがで
きます。したがって Software Package Distributionを使って、複数のツリーに存在す
る Subscriberサーバをアップグレードすることができます。

アップグレードに関するクラスタ問題

zfs65_polydist.cpkを、クラスタ環境にあるサーバにインストールしている場合、
sys:ボリュームに書き込む必要があるすべてのファイルを更新できるよう、クラスタ
内の各ノードに対して個別に .cpkファイルをインストールする必要があります。

たとえば、次の情報が判明しています。

! Subscriberソフトウェアは、クラスタの共有ボリュームに存在します。

! クラスタ内の各ノードに存在する sys:\system\zenworks.propertiesなどのファイ
ルを更新する必要があります。
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! クラスタの共有ボリュームに存在するほとんどの Server Managementファイルが更
新されます。

! クラスタ内のアクティブなサーバノードは、共有ボリュームから Subscriberソフト
ウェアを実行します。

! 一度に1つのノードだけがSubscriberソフトウェアを実行できます(アクティブにク
ラスタを代表しているノード )。

クラスタのノードを更新するには、iManagerを使用する方法と、Distributionの名前
を変更する方法の 2つの方法が存在します。

! 224 ページの ｢ iManagerを使用した更新｣

! 224 ページの ｢ Distributionの名前変更による更新｣

iManagerを使用した更新

すべてのクラスタノードを更新するには

1 .cpkファイルを含む Distributionをアクティブなノードのサーバに送信すること
により、このサーバを更新します。

この結果、sys:volumeにコピーする必要のあるすべてのサポートパックファイル
が更新されます。クラスタのボリュームにインストールされる .ncfファイルなど、
Tiered Electronic Distributionとポリシーソフトウェアも更新されます。

ソフトウェアパッケージのインストール中にファイル名と日付がチェックされるた
め、この .cpkファイルを繰り返し実行した場合でも、クラスタの共有ボリューム
にファイルが再インストールされることはありません。現時点で Subscriberソフ
トウェアを実行しているノードだけが更新されます。

2 クラスタのフェールオーバー条件を作成するために、現在アクティブなノードの
サーバを停止します。

この結果、事前に定義された順番で次にくるノードが Subscriberソフトウェアを
起動し、クラスタを引き継ぎます。

3 iManagerで、［ZfS/Remote Web Console as the Subscriber］にアクセスし、
［Distributions］タブ、>［Received Distributions］タブの順にクリックします。
次に、.CPKファイルを含む Distributionを選択して、［OK］>［Extract］の順に
クリックします。

4 すべてのノードが更新されるまで、手順 2から 3を繰り返し実行します。

5 停止していた、クラスタ内の各サーバを再起動します。

プライマリノードのサーバが再び引き継ぐ必要があります。

Distributionの名前変更による更新

別の方法で、すべてのクラスタノードを更新することができます。

1 .cpkファイルを含む Distributionをアクティブなノードのサーバに送信すること
により、このサーバを更新します。

この結果、sys:volumeにコピーする必要のあるすべてのサポートパックファイル
が更新されます。クラスタのボリュームにインストールされる .NCFファイルなど、
Tiered Electronic Distributionとポリシーソフトウェアも更新されます。

ソフトウェアパッケージのインストール中にファイル名と日付がチェックされるた
め、この .cpkファイルを繰り返し実行した場合でも、クラスタの共有ボリューム
にファイルが再インストールされることはありません。現時点で Subscriberソフ
トウェアを実行しているノードだけが更新されます。
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2 クラスタのフェールオーバー条件を作成するために、現在アクティブなノードの
サーバを停止します。

この結果、事前に定義された順番で次にくるノードが Subscriberソフトウェアを
起動し、クラスタを引き継ぎます。

3 手順 1で送信した Distributionの名前を変更します。

Distributionを再送信するときにその名前を変更しない場合、現在のノードが使
用しているクラスタボリュームの Subscriberソフトウェアは、それがすでに受信
されている Distributionであり、再度受信して抽出する必要はないと判断します。

4 Distributionを送信します。

この結果、現在のノードがサポートパックで更新されます。

5 クラスタ内のすべての更新が完了するまで、手順 2から 4を繰り返します。

6 停止していた、クラスタ内の各サーバを再起動します。

プライマリノードのサーバが再び引き継ぐ必要があります。

Server Software Packageによるアップグレードの準備

ZENworks for Servers 3.xサーバをアップグレードするために、次の作業が行われて
いることを確認します。

" 5 章 43 ページの ｢サーバの要件｣に示されているサーバの要件を満たす。

" グラフィカルインタフェースプログラムオプションを使用して、すべての ZENworks 
for Servers 3.x Distributorsオブジェクトおよびソフトウェアをアップグレード
する (190 ページの ｢プログラム CDを使用したアップグレード｣を参照 )。

" 各 Subscriber 3.xサーバをバージョン 3.0.2にアップグレードする (Novell 
ZENworks for Servers 3.0.2のマニュアル (http://www.novell.com/
documentation/lg/zfs302/index.html)を参照 )。

" アップグレードされた各 Subscriber 3.0.2サーバを Interim Release 2にアップグ
レードする (技術情報 2968433 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/
searchtid.cgi?/2968433.htm)を参照 )。

" グラフィカルインタフェースプログラムオプションを使用して、すべての ZENworks 
for Servers 3.0.2サーバを Interim Release 1 Subscriberオブジェクトにアップ
グレードする (190 ページの ｢プログラム CDを使用したアップグレード｣を参照 )。

" Windowsサーバ上にあるソフトウェアをアップグレードする場合、アップグレード
の対象になる各 Windowsサーバで［サービス］ウィンドウが閉じられていることを
確認します。

ソフトウェアパッケージアップグレードにより、すべての ZENworks Server 
Managementサービスが自動的に停止します。ただし、サーバのアップグレード中
に［サービス］ウィンドウが開いたままになっている場合、Server Managementの
サービスを登録することができません。
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Server Software Packageによるアップグレード

ZENworks 6.5 Server Managementの Tiered Electronic Distributionコンポーネント
を使用すると、Subscriberおよび Policy/Package Agentソフトウェアを実行している
すべての Subscriberサーバにソフトウェアパッケージを自動的に配布してインストー
ルすることができます。

Server Software Package (zfs65_polydist.cpk)を使ってアップグレードするには

1 ZENworks 6.5 Distributorサーバを選択し、zfs65_polydist.cpkを Distributor
のファイルシステムにコピーします。

.cpkファイルは次の場所に存在します。

ZENWorks 6.5 Companion CD 2\zenworks server management - software pkgs\pds

2 Server Package Distributionを作成するときのために、zfs65_polydist.cpkをコ
ピーした Distributorサーバの場所をメモします。

3 Subscriberをセットアップするには、次の手順を実行します。

3a ソフトウェアパッケージでアップグレードする Subscriberサーバを特定します。

3b これらの Subscriberにサービスを提供するすべての Channelが［Inactive］
に設定されていることを確認します。

Subscriberサーバがアップグレードされている間、このサーバで
Distributionに関する操作を実行しないでください。

これらの Channelは、アップグレードソフトウェアパッケージが送信および抽
出された後で、ステップ 8で［Active］にリセットします。

3c 各 Subscriberの抽出スケジュールを設定します。

Subscriberの抽出スケジュールを設定する場合には注意が必要です。

スケジュールが［Run Immediate］に設定されており、Subscriberが
Distributorと同じサーバで実行しているか、Subscriberが親であり、その下
位の Subscriberに対して Distributionを転送している場合、アップデートプ
ロセスに Javaのアンロードが含まれるため、Subscriberを Distributionに
送信するプロセスが中断される可能性があります。Javaがアンロードされる
と、Distributionは、Javaが再ロードされて、Channelの送信スケジュール
が実行されるまで一時的に停止します。

したがって Subscriberが親であり、Distributionを下位の Subscriberに送
信している場合、ソフトウェアパッケージが Javaをアンロードしようとして
いる時点で、この Subscriberは Distributionを送信中ということになりま
す。ただし Javaが再起動した後、Distributionは中止した時点から続行され
ます。
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4 このソフトウェアパッケージの Distributionを作成します。

1つの Distributionオブジェクトにつき、1つのソフトウェアパッケージだけを設
定できます。ソフトウェアを使って、単一の Distributionオブジェクト内で複数
のソフトウェアパッケージを選択することができますが、この操作は、
zfs65_polydist.cpkの配布時には許可されていません。ソフトウェアパッケージ
をインストールすると Javaのアンロードと再ロードが実行され、これにより、残
りのソフトウェアパッケージを単一の Distributionオブジェクトから正常に処理
することができなくなる可能性があるためです。

Distributionの構築スケジュールを必ず設定します。

重要 : まず、zfs65_polydist.cpkを含んだ Distributionを構築、送信、抽出、およびインストールす

る必要があります。その後で、他の Server Managementコンポーネントをアップグレードするために、

別のソフトウェアパッケージを含むこれ以外の Distributionを送信します。

Distributionの作成に関する詳しい手順については、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「Policy and Distribution Services」を参照
してください。

5 この Distributionの Channelをセットアップするには、次の手順を実行します。

5a このソフトウェアパッケージアップグレード専用の Channelを作成します。

5b Channelの送信スケジュールを［Immediate］に設定します。

5c Distributionをこの Channelに関連付けて、Distributionが Channelの送信
スケジュールに基づいて送信されるようにします。

6 ステップ 3で指定した Subscriberを Channelと関連付けます。

7 Distributionを送信します。

たとえば、Distributionを送信して抽出できるよう Distributionを構築するに
は、Distributorを更新します。手動で Distributorを更新する場合、Distributor
の更新スケジュールを設定したり、変更したりする必要はありません。

Distributorを手動で更新するには、ConsoleOneで Distributorオブジェクトを右
クリックして、［Refresh Distributor］を選択します。

Distributionの送信に関する詳しい手順については、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「Policy and Distribution Services」を参照
してください。

Distributionは、Distributionの構築スケジュールが開始したときに自動的に作
成され、Channelの送信スケジュールが開始したときに自動的に送信されます。さ
らに、Distributionは Subscriberサーバの抽出スケジュールに従って抽出されま
す。この時点で、Subscriberサーバを ZENworks 6.5にアップグレードする必要が
あります。

8 この Distributionプロセスで［Inactive］に設定した各 Channelを、［Active］に
リセットします。

9 アップグレードが再びこれらの Subscribersに送信されることのないように、アッ
プグレードソフトウェアパッケージの送信に使用する Channelを［Inactive］に設
定します。
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10 次に示すいずれかの方法を使って、正常にインストールされているソフトウェア
パッケージのコンポーネントを確認します。

! iManagerの［Tiered Electronic Distribution］ビューを使用して、インス
トール済みの全ソフトウェアパッケージの情報を表示します。

! インストールに Tiered Electronic Distributionを使用する場合、Server 
Managementのレポート機能を使用して、ソフトウェアパッケージの各コン
ポーネントのインストールが成功したか、失敗したかを確認します。

! Subscriberサーバに含まれる\zenworks\zfs-startup.logファイルを使用して、
インストールの成功または失敗を確認します。

各ソフトウェアパッケージが複数のコンポーネントで構成される場合があります。
このとき、こうしたコンポーネントの一部のインストールが成功し、残りのインス
トールが失敗に終わる可能性があります。たとえば、ソフトウェアパッケージの要
件に含まれていないサーバプラットフォームが、Distributionを受け取る 1台の
サーバに設定されている場合があります。したがって、インストールに含まれるソ
フトウェアパッケージが成功した場合、それは 1つ以上のコンポーネントが正常に
インストールされたことを示します。

いくつかのコンポーネントのインストールに失敗することもありますが、その場合
でもソフトウェアパッケージのインストールは依然として成功したように見える可
能性があります。そのため、特定のサーバで必要とされるコンポーネントが正常に
インストールされているかどうかを検証するため、ソフトウェアパッケージの各コ
ンポーネントについて、インストールが成功したか、失敗したかを確認することを
お勧めします。

11 サービスが開始していることを確認します。

11a NetWareサーバに Policy and Distribution Servicesエージェントがロードさ
れていることの確認

1) 対象になるサーバのコンソールで <Ctrl>+<Esc>を押し、ロードされたソフ
トウェアプログラムを表示します。

2) ZENworks Server Managementのアイテムが表示されない場合、
\zenworks\zfs-startup.logファイルを確認します。このファイルには、
エージェントが起動しなかった理由に関する説明が含まれています。この情
報を使って、Policy and Distribution Servicesをサーバに再インストール
します。Zfs-startup.logは、起動に関する問題を記録するためだけに使用
されます。

ASA 8.0.2アイテムが表示されない場合、\zenworks\zfs-startup.logファイ
ルを確認します。このファイルには、Sybaseエンジンデータベースが起動
しなかった理由に関する説明が含まれています。この情報を使って、Server 
Managementデータベースをサーバに再インストールします。

4) アップグレードされた各 NetWareサーバに対し、必要に応じて 1)から 3)
までを実行します。
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11b Windowsサーバに Policy and Distribution Servicesのエージェントがロード
されていることの確認

1) 対象になるサーバで［コントロール パネル］を開き、［管理ツール］>
［サービス］の順にダブルクリックして、［Novell ZENworks Service 
Manager］および［Novell Database - Sybase］サービスが実行しているか
どうかを確認します。

2) これらのサービスが表示されない場合、次の手順を実行します。

a) ［サービス］ウィンドウを閉じます。

b) ［スタート］、［ファイル名を指定して実行］の順にクリックし、次のコ
マンドを入力します。

zenworks\pds\bin\dservices.bat

このコマンドにより、ZENworks Server Managementのサービスが停止
し、これらのサービスの登録が取り消されます。この操作は、サービスを登
録できるよう、クリーンな状態を確保するために実行されます。

c) ［スタート］、［ファイル名を指定して実行］の順にクリックし、次のコ
マンドを入力します。

zenworks\pds\bin\sservices.bat

このコマンドにより、ZENworks Server Managementのサービスが登録
されます。

d) ［コントロール パネル］を開き、［管理ツール］>［サービス］の順に
ダブルクリックして、サービスを開始します。

3) アップグレードされた各 Windowsサーバに対し、1)と 2)の手順を実行し
ます。

12 スナップインのアップグレードが必要な ConsoleOneのインスタンスが存在する場
合は、207 ページの ｢ ConsoleOneスナップインのアップグレード｣の手順を実行し
てから、ステップ 13に進みます。

13 Novell iManager 2.0.2がネットワーク内のサーバにインストールされており、
iManagerプラグインを ZENworks 6.5にアップグレードする必要がある場合、90 
ページの ｢ Policy and Distribution Servicesの Webベースの管理｣の手順を実行
します。

その必要がない場合、Policy and Distribution Servicesのアップグレード作業は
完了です。
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12 Server Inventory

ここでは、Novell® ZENworks® for Servers 3.xの Server Inventoryコンポーネント
を ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする手順について説明します。

アップグレードの前に、次の手順を実行します。

" 25 ページの ｢準備｣で示されているインストールの要件がすべて満たされているこ
とを確認します。 

" 232 ページの ｢アップグレードを実行する前に確認すべき事項｣に記載されている
項目を確認します。

ZENworks for Servers 3.xから ZENworks 6.5 Server Managementへと Server 
Inventoryをアップグレードするには、次のいずれかの方法を選択します。

! 234 ページの ｢Program CDを使用したServer Inventoryコンポーネントのアップグ
レード｣

ZENworks for Servers 3.xから ZENworks 6.5 Server Managementへと、次の
Server Inventoryコンポーネントをアップグレードする場合は、この方法を使用
します。

! Inventory database (インベントリデータベース )

! Inventory server (インベントリサーバ )

! Inventory Agent

! Server Inventory ConsoleOne®スナップイン

この方法では、NetWare®および Windowsサーバに対して、Windowsの GUIプログ
ラムが使用されます。

! 242 ページの ｢Server Software Packageを使用したServer Inventoryコンポーネン
トのアップグレード｣

ZENworks for Servers 3.0.2または ZENworks for Servers 3 SP2から ZENworks 6.5 
Server Managementへと、次の Server Inventoryコンポーネントを自動的にアップ
グレードする場合は、この方法を使用します。

! Inventory server (インベントリサーバ )

! Inventory Agent

重要 : Server Software Packageでは、Novell eDirectoryTMオブジェクトをアップグレードできま

せん。
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アップグレードを実行する前に確認すべき事項

Program CDまたは Server Software Packageを使用して Server Inventoryを ZENworks 
6.5 Server Managementにアップグレードする場合は、事前に次の節で説明されている
点を確認してください。

! 232 ページの ｢ Inventory Server ｣

! 233 ページの ｢ Inventory Agent ｣

! 233 ページの ｢管理コンソール｣

Inventory Server

! ZENworks for Servers 3.xインベントリサーバが、インベントリデータを ZENworks 
6.5 Server Managementインベントリサーバにロールアップすることはできますが、
ZENworks 6.5 Server Managementインベントリサーバがインベントリデータを
ZENworks for Servers 3.xインベントリサーバにロールアップすることはできま
せん。

! ZENworks 6.5 Server ManagementのServer Inventoryは、同じNovell eDirectoryツ
リー上に存在する ZENworks for Servers 3.xインベントリサーバとの後方互換性
をサポートします。

! ZENworks for Servers 3.xインベントリサーバを ZENworks 6.5 Server Management
にアップグレードする場合、上位から下位の順にアップグレードを実行する必要が
あります。インベントリデータのロールアップを実行する場合、ルートサーバ、中
間サーバ、リーフサーバの順にアップグレードします。 

! ZENworks 6.5 Server Managementインベントリサーバは、そのインベントリデータ
を ZENworks for Servers 3.xインベントリサーバに送信できません。

! ZENworks 6.5 Server Managementインベントリサーバは、ZENworks for Servers 
3.xインベントリ対象サーバの .strファイルを処理できます。ZENworks for 
Servers 3.x Inventory Agentはインベントリデータを ZENworks 6.5 Server 
Managementインベントリサーバに送信することができます。

! ZENworks 6.5 Server Managementインベントリサーバは、ZENworks for Servers 
3.xインベントリサーバの .zipファイルを処理できます。

! ZENworks for Servers 3.xインベントリサーバと ZENworks 6.5 Server Management
インベントリサーバは、ZENworks 6.5 Server Managementに移行された ZENworks 
for Servers 3.xロールアップポリシーを使用することができます。

! ZENworks for Servers 3.xインベントリサーバを ZENworks 6.5 Server Management
にアップグレードしても、インベントリサーバの役割が変更されることはありま
せん。

! ZENworks 6.5 Server Management ConsoleOneスナップインを使って、ZENworks for 
Servers 3.xと ZENworks 6.5の両方のインベントリデータおよびインベントリオブ
ジェクト (Inventory Serviceオブジェクト、データベースオブジェクト、Server 
Inventoryポリシー、ロールアップポリシー、およびデータベース場所ポリシーな
ど )を管理することができます。

! ZENworks 6.5 Server Inventoryインストールプログラムは、既存の ZENworks for 
Servers 3.xと ConsoleOneスナップインを自動的に ZENworks 6.5にアップグレー
ドします。ZENworks 6.5 Server Inventoryに関する詳細については、61 ページの 
｢ Policy-Enabled Server Managementのインストール｣を参照してください。
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! インベントリサーバを ZENworks 6.5にアップグレードした後、ZENworks for 
Servers 3.xインベントリサーバの SCANDIRおよびそのサブディレクトリに含ま
れる ZENworks for Servers 3.xの .strおよび .zipファイルを削除しないでくだ
さい。

! ZENworks for Servers 3.xインベントリサーバと ZENworks 6.5インベントリサーバ
が、同じインベントリデータベースに直接インベントリデータを保存しないように
してください。

Inventory Agent

! ZENworks for Servers 3.x Inventory Agentは、インベントリデータを ZENworks 
6.5インベントリサーバに送信することができます。つまり、データを ZENworks 
6.5インベントリデータベースに保存することができます。

! ZENworks 6.5 Inventory Agentは、インベントリデータを ZENworks for Servers 
3.xインベントリサーバに送信できません。つまり、データを ZENworks for 
Servers 3.xインベントリデータベースに保存することができません。

インベントリサーバとインベントリデータベースのアップグレードを完了するま
で、ZENworks 6.5 Inventory Agentにアップグレードしないでください。

! ZENworks for Servers 3.xまたはZENworks 6.5 Server Management Inventory Agent
は、ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードされた ZENworks for 
Servers 3.x Inventoryポリシーを使用できます。または、新たに作成された
ZENworks 6.5 Server Management Inventoryポリシーを使用できます。

! ZENworks for Servers 3.x Inventory Agentと ZENworks for Servers 3.x Policy 
and Distribution Servicesが同じコンピュータにインストールされている状態で、
Policy and Distribution Servicesを ZENworks 6.5 Server Managementにアップ
グレードする場合、Inventory Agentも ZENworks 6.5 Server Managementにアップ
グレードする必要があります。

管理コンソール

! ZENworks 6.5 Server Management ConsoleOneスナップインを使って、ZENworks for 
Servers 3.xと ZENworks 6.5の両方のインベントリデータおよびインベントリオブ
ジェクト (Inventory Serviceオブジェクト、データベースオブジェクト、Server 
Inventoryポリシー、ロールアップポリシー、ディクショナリ更新ポリシー、およ
びデータベース場所ポリシーなど )を管理することができます。

! ZENworks for Servers 3.x ConsoleOneスナップインを使って、ZENworks 6.5 
Server Managementのインベントリデータおよびインベントリオブジェクトを管理
することはできません。

! ZENworks for Servers 3.xコンソールと ZENworks 6.5 Server Managementコンソー
ルの両方を使って、同じ ZENworks for Servers 3.xインベントリオブジェクトの
設定を行わないでください。
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Program CDを使用した Server Inventoryコンポーネントのアップ
グレード

ZENworks 6.5 Server Managementの Program CDを使用すると、Inventory Server、
Inventory Database、Inventory Agent、ZENworks 6.5 Server Management ConsoleOne
スナップインの各 Server Inventoryコンポーネントを ZENworks for Servers 3.xから
ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードできます。

ただし、複数の Subscriberサーバに対して自動インストールを実行する場合は、
Server Software Packageを使ってこうしたサーバをアップグレードすることをお勧め
します (242 ページの ｢ Server Software Packageを使用した Server Inventoryコン
ポーネントのアップグレード｣を参照 )。

Server Inventoryを ZENworks for Servers 3.xから ZENworks 6.5 Server Management
にアップグレードするには、次のタスクを順番に実行します。

1. 234 ページの ｢アップグレードおよびデータベース移行の前に実行する必要がある
作業｣で説明されている作業を実行します。

2. 236 ページの ｢ Program CDを使用したインベントリデータベースのアップグレード
｣

3. 238 ページの ｢ Program CDを使用したインベントリサーバのアップグレード｣

4. 240 ページの ｢ Program CDを使用した Inventory Agentのアップグレード｣

5. 241 ページの ｢ Program CDを使用した Server Inventory ConsoleOneスナップイン
のアップグレード｣

6. 241 ページの ｢データベース移行後の作業｣で説明されている作業を実行します。

アップグレードおよびデータベース移行の前に実行する必要がある作業

232 ページの ｢アップグレードを実行する前に確認すべき事項｣で説明されている項目
を確認した後、Server Inventoryコンポーネントを ZENworks for Servers 3.xから
ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする前に、次の手順を実行する必
要があります。 

1 Inventory Serviceを停止します。

! NetWareインベントリサーバの場合 :サーバコンソールのプロンプトで、
「sys:\system\invstop.ncf」と入力します。

注 : Inventory Serviceを停止する際、Sybaseデータベースを自動的に停止させたくない場合は、

sys:\system\invstop.ncfファイルで Unload dbsrv8.nlm行をコメント化します。

! Windows 2000/2003インベントリサーバの場合 :［コントロール パネル］で
［管理ツール］>［サービス］の順にダブルクリックし、［Novell Inventory 
Service］を選択して［停止］をクリックします。

2 インベントリデータベースを停止します。

Sybaseインベントリデータベースを停止するには

! NetWareの場合 :Sybaseコンソールのプロンプトで、<Q>キーを押します。

! Windows 2000/2003の場合 :［コントロール パネル］で［管理ツール］>［サー
ビス］の順にダブルクリックし、［Novell Database - Sybase］を選択して［停
止］をクリックします。
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3 ZENworks Webサーバを停止します。

! Windows NTの場合 :［コントロール パネル］の［サービス］をダブルクリック
し、［Novell ZFS Web Server］を選択して［停止］をクリックします。

! Windows 2000の場合 :［コントロール パネル］で［管理ツール］>［サービス］
の順にダブルクリックし、［Novell ZFS Web Server］を選択して［停止］をク
リックします。

4 対象になる NetWareサーバで Javaがアンロードされていない場合は、java.nlmを
アンロードします (サーバコンソールで、「java -exit」と入力する )。

重要 : このコマンドにより、サーバで実行しているすべての Javaプロセスが停止します。Server 

Managementのインストール中、すべての Javaプロセスが停止できることを確認します。

5 対象になる Windowsサーバで、［サービス］ウィンドウを閉じます。

6 ZENworks for Servers 3.xデータベースの確実なバックアップを作成してアーカイ
ブしたことを確認します。

7 インベントリサーバをアップグレードする前に、関連付けられたデータベースサー
バのアップグレードが完了していることを確認します。

8 ConsoleOneから ZENworks for Servers 3.xデータベースにアクセスされていない
ことを確認します。

9 推奨されている ZENworks 6.5 Server Inventoryのシステム要件が満たされている
ことを確認します。詳細については、5 章 43 ページの ｢サーバの要件｣を参照して
ください。

10 Policy and Distribution Servicesが ZENworks 6.5にアップグレードされている
ことを確認します。Policy and Distribution Servicesを ZENworks 6.5にアップ
グレードする方法の詳細については、11 章 189 ページの ｢ Policy and 
Distribution Services ｣を参照してください。

11 スキーマが ZENworks 6.5に移行されていることを確認します。スキーマは、
ZENworks 6.5 Server Managementのインストールプログラムを使用して移行できま
す。スキーマを移行する方法の詳細については、61 ページの ｢ Policy-Enabled 
Server Managementのインストール｣の 61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへの
インストール｣にある 64 ページの ｢スキーマの拡張｣を参照してください。

12 Oracleを実行している ZENworks for Servers 3.xデータベースが存在する場合、
移行の前に次の作業を実行する必要があります。

12a データベースバッファキャッシュ用の実質的な容量として約 128MBを確保でき
るよう、inventory_database_installation_path\init.ora_path\init.oraの
db_block_buffersの値を設定します。

db_block_sizeの値が 4096である場合、最低値は 32768となる必要がありま
す。これにより、インベントリデータベースに対して 128MBのデータベース
キャッシュが割り当てられます。db_block_buffersの現在の値が、128MBより
も大きい場合は、値を変更しないでください。

データベースの移行中、Oracleの SGA(Shared Global)メモリを 30～ 40%また
はそれ以上に設定することを推奨します。

12b  インベントリデータベースが稼動していることを確認します。
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12c ORA-01555およびロールバックセグメントに関連した他の問題によりデータ
ベースの移行およびその他データの保存が失敗する場合は、より大きなロール
バックセグメントが必要になります。 

ロールバックセグメントの値を増やすには、次の SQLスクリプトを実行して、
ロールバックセグメント (rbs)に他のデータファイルを追加し、Redoロググ
ループを追加します。 

connect internal;

alter tablespace rbs add datafile 
'Inventory_database_installation_path\rbs2.ora' size 40M autoextend 
on next 50K maxsize 60M;

alter rollback segment rb0 storage (maxextents unlimited);

alter rollback segment rb1 storage (maxextents unlimited); 

ALTER DATABASE ADD LOGFILE GROUP 3 
('Inventory_database_installation_path\log3.ora') SIZE 50M;

Program CDを使用したインベントリデータベースのアップグレード

ZENworks 6.5 Server Managementのインストール中に、Sybaseのインストールを選択
したが、データベースファイルの上書きは選択しなかった場合、サーバインストール
プログラムは、既存の ZENworks for Servers 3.xデータベースエンジンのみを自動的
にアップグレードします。Sybaseデータベースのアップグレード中、既存のデータ
ベースが移行可能であることを示すメッセージが表示されます。［Yes］を選択した場
合、既存のデータベースは、新しい ZENworks 6.5 Server Managementデータベース
ファイルによって上書きされます。［No］を選択した場合、Inventory Serviceが初め
て開始されたときにデータベースの移行が実行されます。

重要 : すでにサーバソフトウェアパッケージを使って ZENworks for Servers 3 SP2がインストールされて
いる ZENworks for Server 3 NetWare Inventoryサーバを ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレー

ドした場合、ZENworks for Servers 3 SP2のインベントリサーバにインストールされたインベントリデータ
ベースが検出されません。その結果、ZENworks 6.5 Server Managementのインストール時に［Inventory 
Database］チェックボックスが自動選択されません。ZENworks 6.5のインベントリデータベースをインス

トールするには、Server Managementのインストール時に［Inventory Database］チェックボックスを手動
で選択する必要があります。

ただし、次の操作を実行する必要があります。

1 ZENworks for Servers 3.x Oracleデータベースオブジェクトが存在する場合、ま
たは Sybaseデータベースオブジェクトを手動で作成した場合、Inventory 
Migrationツールを使ってデータベースオブジェクトを手動で移行する必要があり
ます。詳細については、237 ページの ｢手動による ZENworks for Servers 3.xデー
タベースオブジェクトの移行｣を参照してください。

2 Sybaseを実行している ZENworks for Servers 3.xデータベースが存在する場合、
Sybaseキャッシュの値 ("-c"パラメータ )を、サーバのメモリの 25%以上に設定
します。

! NetWareデータベースサーバのデータベースキャッシュサイズを変更するには

1. インベントリデータベースに対する接続をすべて終了します。

2. Sybaseサーバを終了します。

3. sys:\systemディレクトリの mgmtdbs.ncfファイルを開きます。

4. -cパラメータを変更します。たとえば、-c 128Mに変更すると、128MBの
キャッシュサイズが設定されます。
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5. ファイルを保存します。

6. サーバコンソールから、インベントリデータベースをロードします。
「MGMTDBS」と入力します。

! Windowsデータベースサーバのデータベースキャッシュサイズを変更するには

1. Sybaseサービスを停止します。Windows NTの場合、コントロールパネルで
［サービス］をダブルクリックし、［Novell Database - Sybase］を選択して
［停止］をクリックします。Windows 2000の場合、コントロールパネルで
［管理ツール］、［サービス］の順にダブルクリックし、［Novell Database - 
Sybase］を選択して［停止］をクリックします。

2. データベースサーバの ...\dbengineディレクトリから ntdbconfig.exe
ファイルを実行します。ntdbconfig.exeは、Windows NT/2000サーバで
Sybaseを使用している ZENworksデータベース向けの ZENworksデータベー
ス設定ユーティリティです。このユーティリティを使用して、Sybaseサー
ビスの再設定を実行することができます。

3.-cパラメータを変更します。

4. ［OK］をクリックします。

5. Sybaseサービスを再起動します。Windows NTの場合、コントロールパネル
で［サービス］をダブルクリックし、［Novell Database - Sybase］を選択
して［開始］をクリックします。Windows 2000の場合、コントロールパネ
ルで［管理ツール］、［サービス］の順にダブルクリックし、［Novell 
Database - Sybase］を選択して［開始］をクリックします。

3 MS SQLを実行している ZENworks for Servers 3.xデータベースが存在する場合、
40%以上になるようメモリの値を変更します。

重要 : Server Managementインストールプログラムを実行することにより、複数のインベントリサーバおよ
びデータベースサーバを同時にアップグレードすることができます。 

ただし、既存の ZENworks for Servers 3.x の Server Inventoryポリシー、データベース場所ポリシー、
ロールアップポリシーは手動で移行する必要があります。手動でデータベースオブジェクトを作成した場合

は、データベースオブジェクトも移行する必要があります。ポリシーの移行方法に関する詳細については、
237 ページの ｢手動による ZENworks for Servers 3.xデータベースオブジェクトの移行｣を参照してくだ
さい。

手動による ZENworks for Servers 3.xデータベースオブジェクトの移行

1 ZENworks 6.5 Server Management Server Inventoryスナップインがインストール
された ConsoleOneで、［Tools］>［ZENworks Inventory］>［Inventory 
Migration］の順にクリックします。

2［Browse］をクリックして、移行の対象になるデータベースオブジェクト、または
こうしたオブジェクトを含んだコンテナを参照して選択します。

3 手順 2でコンテナを選択した場合、次の手順を実行します。

3a 選択したコンテナ内に存在するすべてのサブコンテナのデータベースオブジェ
クトを検索する場合は、［Search SubContainers］チェックボックスを選択し
ます。

［Search SubContainers］チェックボックスは、［Search Context］でコンテナ
を選択した場合にのみ利用できます。

3b 選択済みのコンテナに含まれる、移行対象のデータベースオブジェクトを検索
する場合は、［Search for Database Objects］チェックボックスを選択します。

このオプションは、［Search Context］でコンテナを選択した場合にのみ利用
できます。デフォルトでは、このオプションは選択されています。
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3c［Find］をクリックします。

指定したコンテキストで検出されたすべての ZENworks for Servers 3.xデータ
ベースオブジェクトが、［Report］パネルに表示されます。

4［Migrate］をクリックします。

5［Close］をクリックします。

Program CDを使用したインベントリサーバのアップグレード

ZENworks for Servers 3.xインベントリサーバをアップグレードする前に、関連付け
られているデータベースサーバのアップグレードが完了していることを確認します。

ZENworks 6.5 Server Managementインベントリサーバのインストール先になるサーバ
がインストール要件を満たしている場合、ZENworks 6.5 Server Managementインベン
トリサーバをインストールして、ZENworks for Servers 3.xインベントリサーバを
アップグレードすることができます。ZENworks 6.5 Server Managementインベントリ
サーバのインストール方法に関する詳細については、6 章 61 ページの ｢ Policy-
Enabled Server Managementのインストール｣を参照してください。ZENworks 6.5 
Server Managementインベントリサーバは、ZENworks for Servers 3.xと同じ役割セッ
トをサポートしています。したがって、ZENworks for Servers 3.xから ZENworks 6.5 
Server Managementにアップグレードした場合でも、インベントリサーバの役割は保持
されます。

重要 : ZENworks for Servers 3.xインベントリサーバと ZENworks for Servers 3.xデータベースが接続し
ている状態で、インベントリサーバかデータベースのいずれか一方のみを ZENworks 6.5 Server Management

にアップグレードした場合、関連付けられているコンポーネントも ZENworks 6.5 Server Managementに
アップグレードする必要があります (ZENworks for Servers 3.x Inventory Serviceと ZENworks 6.5 Server 

Managementに準拠するデータベースとの間で情報をやり取りすることはできません。また、3.xデータベー
スオブジェクトと 6.5 Inventory Serviceとの間で情報をやり取りすることもできません )。

複数の ZENworks for Servers 3.xインベントリサーバが ZENworks for Servers 3.xデータベースサーバに
接続している状態で、データベースサーバを ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする場合、

関連付けられているすべての ZENworks for Servers 3.xインベントリサーバもアップグレードする必要が
あります。

The ZENworks 6.5 Server Managementインストールプログラムは、ZENworks for 
Servers 3.x Inventory Serviceオブジェクトだけを自動的に ZENworks 6.5 Server 
Managementに移行します。Inventory Serviceを開始する前に、ZENworks Inventory 
Migrationツールを使って、既存の ZENworks for Servers 3.xポリシーを ZENworks 
6.5 Server Managementポリシーに手動で移行する必要があります。詳細については、
238 ページの ｢手動による ZENworks for Servers 3.XInventoryポリシーの移行｣を参
照してください。

重要 : すでにサーバソフトウェアパッケージを使って ZENworks for Servers 3 SP2がインストールされて

いる ZENworks for Server 3 NetWare Inventoryサーバを ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレー
ドした場合、ZENworks for Servers 3 SP2のインベントリサーバにインストールされた XMLプロキシサーバ
が検出されません。その結果、ZENworks 6.5 Server Managementのインストール時に［Inventory Proxy 

Server］チェックボックスが自動選択されません。ZENworks 6.5の XMLプロキシをインストールするには、
Server Managementのインストール時に［Inventory Proxy Server］チェックボックスを手動で選択する必

要があります。

手動による ZENworks for Servers 3.XInventoryポリシーの移行

1 ZENworks 6.5 Server Management Server Inventoryスナップインがインストール
された ConsoleOneで、［Tools］>［ZENworks Inventory］>［Inventory 
Migration］の順にクリックします。

2［Browse］をクリックし、Inventory Serviceオブジェクト、またはこうしたオブ
ジェクトを含むコンテナを参照して選択します。
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3 手順 2でコンテナを選択した場合、次の手順を実行します。

3a 選択したコンテナ内に存在するすべてのサブコンテナの Inventory Serviceオ
ブジェクトを検索する場合は、［Search SubContainers］チェックボックスを
選択します。

［Search SubContainers］チェックボックスは、［Search Context］でコンテナ
を選択した場合にのみ利用できます。

3b 選択済みのコンテナ内の Inventory Serviceオブジェクトに関連付けられた
Inventoryポリシーを検索する場合は、［Search for Policies］チェックボッ
クスを選択します。

このオプションは、［Search Context］でコンテナを選択した場合にのみ利用
できます。デフォルトでは、このオプションは選択されています。

3c［Find］をクリックします。

Inventory Serviceオブジェクトに関連付けられており、指定したコンテキス
ト内で検出されるすべての ZENworks for Servers 3.x Inventoryポリシーが、
［Report］パネルに表示されます。

4［Migrate］をクリックします。

5［Close］をクリックします。

ZENworks 6.5 Inventory Agentは、Server Inventoryポリシーの代わりに、プライ
ベートディクショナリと一般ディクショナリからソフトウェアスキャン設定ルールを
取得します。ただし、ZENworks for Servers 3.x Inventory Agentは、ソフトウェア設
定については引き続き Server Inventoryポリシーを使用します。

ポリシーの移行後、次の手順を実行します。 

1 (条件付き ) ZENworks for Servers 3.0.2 Interim Release 2 (IR 2)がインストー
ルされた ZENworks for Servers 3.0.2 NetWareデータベースサーバを ZENworks 
6.5 Server Managementにアップグレードする場合は、次の作業を行う必要があり
ます。

1a sys:\system\autoexec.ncfで、次の行を追加します。

sys:\system\mgmtdbs.ncf

1b データベースサーバを手動で起動します。

2 ZENworks 6.5 Server Managementの Inventory Serviceを開始します。

Inventory Serviceを開始すると、Upgrade Serviceにより、ZENworks for Servers 
3.xデータベーススキーマとインベントリデータが ZENworks 6.5 Server 
Managementデータベースに自動的に移行されます。このデータ移行プロセスが完
了するのに、きわめて長い時間かかる場合があります。インベントリサーバの画面
上に、データベースの移行および初期化が正常に完了したことを示すメッセージが
表示されます。 

データベースが移行されたら、インベントリ ConsoleOneユーティリティ (照会、
概要、インベントリレポート、データベースエクスポート )や Storerでデータ
ベースにアクセスできます。

3 ディクショナリ更新ポリシーを作成および設定して、ZENworks 6.5 Inventory 
Agentの最新バージョンのディクショナリを取得します。ディクショナリ更新ポリ
シーの作成方法に関する詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server 
Management管理ガイド』の「ディクショナリ更新ポリシーの設定」を参照してく
ださい。
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Program CDを使用した Inventory Agentのアップグレード

ZENworks 6.5 Inventory Agentがインベントリ対象サーバにインストールされると、
既存の ZENworks for Servers 3.x Inventory Agentはアンインストールされます。既
存の ZENworks for Servers 3.x Inventory Agentがアンインストールされない場合、
手動でアンインストールする必要があります。ZENworks for Servers 3.xInventory 
Agentのアンインストールに関する詳細については、次の節を参照してください。

! 240 ページの ｢NetWareのZENworks for Servers 3.X Inventory Agentのアンインス
トール｣

! 240 ページの ｢WindowsのZENworks for Servers 3.X Inventory Agentのアンインス
トール｣

NetWareの ZENworks for Servers 3.X Inventory Agentのアンインストール

1 サーバのコンソールプロンプトで次のコマンドを実行します。

invagentstop.ncf

java -exit

2 sys:\systemから次のファイルを削除します。

hwinvsrc.ini

invaid.nlm

invsetup.ini

mpkscan.nlm

nwapi.bak

nwapi.map

smile.bak

smile.map

suppl.bak

suppl.map

3 sys:\java\bin\invnatve.nlmを削除します。

Windowsの ZENworks for Servers 3.X Inventory Agentのアンインストール

1 ZENworks for Servers 3.x Inventory Agentサービスを停止します。 

Windows NTのコントロールパネルで［サービス］をダブルクリックし、［ZFS 
Policies］を選択して［停止］をクリックします。

Windows 2000の場合、コントロールパネルで［管理ツール］>［サービス］の順に
ダブルクリックし、［ZFS Policies］を選択して［停止］をクリックします。

2 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Novell\ZenWorksレジストリエントリの
InvAgentPathキーおよび PDSPathキーの値を確認します。InvAgentPathキーには
Inventory Agentのインストールディレクトリが含まれ、PDSPathキーには Policy 
and Distribution Serviceのインストールディレクトリが含まれます。

3 InvAgentPathキーで指定された Inventory Agentのインストールディレクトリを
削除します。

4 PDSPathキーで指定されたディレクトリに存在するプラグインディレクトリから
invagentnt.jarを削除します。
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Program CDを使用した Server Inventory ConsoleOneスナップインのアップグレード

ZENworks 6.5 Server Management ConsoleOneスナップインをインストールするコン
ピュータがインストールの要件を満たしていれば、Server Inventory ConsoleOneス
ナップインを、ZENworks 6.5 Server Managementインストールプログラムを使って
ZENworks for Servers 3.xから ZENworks 6.5にアップグレードできます。インストー
ル要件の詳細については、4 章 39 ページの ｢インストールコンピュータと管理ワーク
ステーションの要件｣を参照してください。ZENworks 6.5 Server Management 
ConsoleOneスナップインのインストール方法に関する詳細については、6 章 61 ペー
ジの ｢ Policy-Enabled Server Managementのインストール｣の 61 ページの ｢ NetWareお
よび Windowsへのインストール｣を参照してください。

データベース移行後の作業

移行が完了し、Storerがファイルを処理できるようになったら、次の手順を実行し
ます。

1 Inventory Serviceを停止します。

2 インベントリデータベースが Oracleを実行している場合、データベースのパ
フォーマンスを向上させるために次の手順を実行します。

2a inventory_database_installation_path\_start.sqlファイルから既存のエン
トリを削除し、次のエントリを追加します。

SET ECHO ON

CONNECT INTERNAL

SET ECHO OFF

STARTUP PFILE=
inventory_database_installation_path\path_to_init.ora\init.ora

SET NUMWIDTH 20

SET CHARWIDTH 40

SET ECHO ON

connect mw_dba;

SET ECHO OFF

alter table cim.t$product cache;

SET ECHO ON

connect internal

SET ECHO OFF

@<path to oracle home directory>/rdbms/admin/dbmspool

call sys.dbms_shared_pool.keep('zenworks.zenpin','P');

EXIT

2b Inventory_server_installation_path\zenworks\inv\server\wminv\properties\sql.zipか
ら oracle\common\oracle_perf.sqlおよび oracle\common\oracle_perf2.sql
ファイルを実行して、パフォーマンス向上インデックスをデータベースに追加
します。
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2c ZENworks 6.5 Companion 2 CDの \database\oracle8i\commonディレクトリから
oracle_dbexport_perf.sqlを実行します。

インベントリデータベースのパフォーマンスを向上させる方法の詳細については、
『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「パフォーマンスに関す
るヒント」を参照してください。

3 インベントリデータベースが MS SQLを実行している場合、適切なユーザでログイ
ンして、MS SQL Query Analyzerで
Inventory_server_installation_path\zenworks\inv\server\wminv\properties\sq
l.zipから次のスクリプトを実行します。

1. CIMとしてログインし、mssql_perf_cim.sqlを実行します。

2. mw_dbaとしてログインし、mssql_perf_mw_dba.sqlを実行します。

3. zenworksとしてログインし、msswl_perf_zenworks.sqlを実行します。

インベントリデータベースのパフォーマンスを向上させる方法の詳細については、
『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「パフォーマンスに関す
るヒント」を参照してください。

4 Inventory Serviceを開始します。

Server Software Packageを使用した Server Inventoryコンポーネン
トのアップグレード

Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDに収録された Server Software Packageのアップ
グレードファイルを使用して、Server Inventoryを ZENworks for Servers 3.0.2また
は ZENworks for Servers 3 SP2から ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレー
ドすることもできます。

この方法では、次の Server Inventoryコンポーネントを自動的にアップグレードでき
ます。

! NetWare 6.0以降、および Windows 2000サーバ上のインベントリサーバ

! NetWare 5.1 SP7以降および Windows 2000サーバ上の Inventory Agent

Server Software Package (CPK)を使ってこれらのコンポーネントをアップグレードす
るには、次の節の操作を順に実行する必要があります。

1. 243 ページの ｢アップグレードの準備｣

2. 244 ページの ｢ソフトウェアパッケージを使用したインベントリサーバのアップグ
レード｣

3. 248 ページの ｢ソフトウェアパッケージを使用した Inventory Agentのアップグ
レード｣

4. 249 ページの ｢ソフトウェアパッケージを使用した Inventory Agentの再インス
トール｣
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アップグレードの準備

232 ページの ｢アップグレードを実行する前に確認すべき事項｣で説明されている項目
を確認した後、ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする前に、次の手
順を実行する必要があります。

1 ZENworks 6.5 Server Managementのインストールプログラムを使用して、スキーマ
を ZENworks 6.5に拡張します。

スキーマの拡張方法については、61 ページの ｢ Policy-Enabled Server Management
のインストール｣の 64 ページの ｢スキーマの拡張｣を参照してください。

2 Policy and Distribution Servicesを ZENworks 6.5にアップグレードします。

Policy and Distribution Servicesを ZENworks 6.5にアップグレードする方法に
関する詳細については、11 章 189 ページの ｢ Policy and Distribution Services ｣
を参照してください。

3 Server Inventory ConsoleOneスナップインをアップグレードします。

3a Webブラウザで、Novell Support Webサイト (http://download.novell.com/
pages/PublicSearch.jsp)にアクセスします。

3b［Choose a Product］フィールドで、ドロップダウンリストから［ZENworks 
Server Management］を選択し、［Submit Search］ボタンをクリックします。

3c［Search Results］セクションの［Download］ボタンをクリックして、スナッ
プインをダウンロードします。

3d ログイン (またはログインを作成 )します。

3e zsm65c1snap_inv.zipに対応する［Download］ボタンをクリックします。

3f .zipファイルをワークステーション上に保存します。

3g ワークステーション上で、この zipファイルを ConsoleOneのコピーに解凍し
ます。

4 ZENworks for Servers 3.0.2または ZENworks for Servers 3 SP2の Inventoryポ
リシーを手動で移行します。

4a ZENworks 6.5 Server Management Server Inventoryスナップインがインストー
ルされた ConsoleOneで、［Tools］>［ZENworks Inventory］>［Inventory 
Migration］の順にクリックします。

4b［Browse］をクリックし、Inventory Serviceオブジェクト、またはこうしたオ
ブジェクトを含むコンテナを参照して選択します。

4c 手順 4bでコンテナを選択した場合は、次の操作を行います。

1. 選択したコンテナ内に存在するすべてのサブコンテナの Inventory Service
オブジェクトを検索する場合は、［Search SubContainers］チェックボック
スを選択します。このオプションは、［Search Context］でコンテナを選択
した場合にのみ利用できます。

選択したコンテナ内の Inventory Serviceオブジェクトに関連付けられた
Inventoryポリシーを検索するには、［Search for Policies］チェックボッ
クスを選択します。このオプションは、［Search Context］でコンテナを選
択した場合にのみ利用できます。デフォルトでは、このオプションは選択さ
れています。
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3.［Find］をクリックします。

Inventory Serviceオブジェクトに関連付けられ、指定したコンテキスト内で
検索された、ZENworks for Servers 3.0.2または ZENworks for Servers 3 SP2
のすべての Inventoryポリシーが、［Report］パネルに表示されます。

4d［Migrate］をクリックします。

4e［Close］をクリックします。

ZENworks 6.5 Inventory Agentは、Server Inventoryポリシーの代わりに、プライ
ベートディクショナリと一般ディクショナリからソフトウェアスキャン設定ルール
を取得します。ただし、ZENworks for Servers 3.0.2または ZENworks for Servers 
3 SP2の Inventory Agentは、ソフトウェア設定については引き続き Server 
Inventoryポリシーを使用します。

ソフトウェアパッケージを使用したインベントリサーバのアップグレード

ターゲット Subscriberサーバ上で Policy and Distribution Servicesが実行されてい
るかどうかに応じて、次のいずれかの方法でインベントリサーバのソフトウェアパッ
ケージをインストールできます。

! 244 ページの ｢インベントリサーバの CPKの自動インストール｣

! 246 ページの ｢インベントリサーバの CPKの手動インストール｣

インベントリサーバの CPKの自動インストール

ZENworks 6.5 Server Managementの Tiered Electronic Distributionコンポーネント
を使用すると、Subscriberおよび Policy Packageソフトウェアを実行しているすべて
のサーバにインベントリサーバの .cpkファイルを自動的に配布してインストールする
ことができます。

重要 : 複数のソフトウェアパッケージを同じ Distributionに含めることはできません。各ソフトウェア

パッケージについて、別々に Distributionオブジェクトを作成する必要があります。また、サーバに対し
インベントリサーバと Inventory Agentの Distributionが、同じ Channelで同時に送信されることのない

ようにしてください。最初に、インベントリサーバの Distributionを送信し、それが完了した後で、
Inventory Agentの Distributionを送信する必要があります。これには、個々のソフトウェアパッケージ

が NetWare上で JVMをアンロードし、複数のソフトウェアパッケージが同時に処理されるのを防ぐ意図があ
ります。

インベントリサーバの .cpkファイルを自動的にインストールするには

1 ZENworks 6.5 Companion CD 2\ zenworks server management - software 
pkgs\invrmに格納されている zsm65_invsrv.cpkを、ソフトウェアパッケージのイ
ンストールに使用する Distributorサーバの一時ディレクトリにコピーします。 

2 Subscriberの抽出スケジュールを設定します。

スケジュールが［Run Immediate］に設定されている場合、アップデートプロセス
に Javaのアンロードが含まれるため、Subscriberを Distributionに送信するプ
ロセスが中断される可能性があります。Javaがアンロードされると、
Distributionは、Javaが再ロードされて、Channelの送信スケジュールが実行さ
れるまで一時的に停止します。

Subscriberが親であり、Distributionを下位の Subscriberに送信している場合、
ソフトウェアパッケージが Javaをアンロードしようとしている時点で、この
Subscriberは Distributionを送信中ということになります。ただし Javaが再起
動した後、Distributionは中止した時点から続行されます。
244   Novell ZENworks 6.5 Server Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
3 このソフトウェアパッケージの Distributionを作成します。

1つの Distributionオブジェクトにつき、1つのソフトウェアパッケージだけを設
定できます。ソフトウェアを使って、単一の Distributionオブジェクト内で複数
のソフトウェアパッケージを選択することができますが、この操作は ZENworks 
6.5 Server Managementのソフトウェアパッケージを配布する場合には許可されて
いません。ソフトウェアパッケージをインストールすると Javaのアンロードと再
ロードが実行され、これにより、残りのソフトウェアパッケージを単一の
Distributionオブジェクトから正常に処理することができなくなる可能性がある
ためです。

Distributionの構築スケジュールを必ず設定します。

まず、ZENworks 6.5 Server Managementを含んだ Distributionを構築、送信、抽
出、およびインストールする必要があります。その後で、ZENworks 6.5 Server 
Managementの他のソフトウェアパッケージを含む Distributionを送信します。

Distributionの作成に関する詳しい手順については、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「Tiered Electronic Distribution」を参照し
てください。

4 Distributionを Channelに関連付けて、Distributionが Channelのスケジュール
に基づいて送信されるようにします。

Channelの作成が必要になる場合があります。Channelの送信スケジュールを必ず
設定します。

ZENworks 6.5 Server Managementソフトウェアパッケージは、インストールプロセ
スの過程で Javaをアンロードおよび再起動します。そのため、各ソフトウェア
パッケージを別々に処理する必要があります。複数の ZENworks 6.5 Server 
Managementソフトウェアパッケージを同時に処理した場合 (特定の Channelで一
度に処理するなど )、Software Package Distributionのインストールに失敗する
可能性があります。

5 このソフトウェアパッケージを受信する Subscriberを Channelに関連付けます。

6 Distributionを送信します。

たとえば、Distributionを送信して抽出できるよう Distributionを構築するに
は、Distributorを更新します。Distributionの送信に関する詳しい手順について
は、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Tiered 
Electronic Distribution」を参照してください。

Distributionは、Distributionの構築スケジュールが開始したときに自動的に作
成され、Channelの送信スケジュールが開始したときに自動的に送信されます。
さらに、Distributionは Subscriberサーバの抽出スケジュールに従って抽出され
ます。

7 次のログファイルを参照して、.cpkファイルのインストールが成功したかどうか
を確認します。

! NetWareサーバの場合 :sys:\etc\cpk65logs\cpk65_invsrv.log、
sys:\etc\cpk65logs\invsrv_nw_files.log、および
sys:\etc\cpk65logs\cpk_ndsupdate.log

! Windowsサーバの場合 :%windir%\cpk65logs\cpk65_invsrv.log、
%windir%\cpk65logs\invsrv_win_files.log、および
%windir%\cpk65logs\cpk_ndsupdate.log
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.cpkファイルが正常にインストールされた場合、Inventory Serviceが自動的に開
始されます。Upgrade Serviceにより、データベーススキーマとインベントリデー
タが ZENworks 6.5 Server Managementデータベースに自動的に移行されます。こ
のデータ移行プロセスが完了するのに、きわめて長い時間かかる場合があります。
インベントリサーバの画面上に、データベースの移行および初期化が正常に完了し
たことを示すメッセージが表示されます。

データベースが移行されたら、インベントリ ConsoleOneユーティリティ (照会、
概要、インベントリレポート、データベースエクスポート )や Storerでデータ
ベースにアクセスできます。

8 ディクショナリ更新ポリシーを作成および設定して、ZENworks 6.5 Inventory 
Agentの最新バージョンのディクショナリを取得します。 

ディクショナリ更新ポリシーの作成方法に関する詳細については、『Novell 
ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「ディクショナリ更新ポリシーの
設定」を参照してください。

インベントリサーバの CPKの手動インストール 

インベントリサーバの .cpkファイルを、Subscriberソフトウェアおよび Policy/
Package Agentが実行されていないサーバにインストールする場合、ソフトウェアパッ
ケージのダウンロードに含まれる Standalone Package Processorを使用し、インベン
トリサーバの .cpkファイルを手動でインストールする必要があります。 

Standalone Package Processorは、Policy and Distribution Servicesエージェント
が NetWareでも、Windowsサーバでも実行されていない場合に必要となります。ただ
し、Policy and Distribution Servicesエージェントが実行されているサーバ上でも
使用できます。

重要 : 実行中のインストールがある場合、他のソフトウェアパッケージをインストールする前に必ず終わら
せてください。前回の処理が完了する前に次のソフトウェアパッケージを処理しようとすると、2つ目のイ
ンストールでエラーになります。

次の手順は、インベントリサーバの .cpkファイルを手動インストールする、すべての
NetWareサーバまたは Windowsサーバに対して実行する必要があります。

1 (条件付き ) Windowsインベントリサーバ上に .cpkファイルをインストールする
場合、ユーザがインベントリサーバから eDirectoryにログインしていないことを
確認してください。

2 ZENworks 6.5 Companion CD 2\zenworks server management - software pkgs\invrm
に収録されている invrem_standalonepacpro.zipを、ソフトウェアパッケージをイ
ンストールする NetWareまたは Windowsインベントリサーバの一時ディレクトリに
コピーします。

3 invrem_standalonepacpro.zipを次の場所に抽出します。

! NetWareサーバの場合 :sys:\

!  Windowsサーバの場合 :c:\

Invrem_standalonepacpro.zipには、tempを最上位とするディレクトリ構造が格納
されています。これにより、Standalone Package Processorのファイルが、サーバ
のファイルシステムのルートに、一時ディレクトリを起点として解凍されます。

4 関連する .batファイルまたは .ncfファイルが存在する一時ディレクトリに
zsm65_invsrv.cpkをコピーします。例 :

! NetWareサーバの場合 :sys:\temp\zfs65

!  Windowsサーバの場合 :c:\temp\zfs65
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5 .cpkファイルを NetWareサーバにインストールする場合、ソフトウェアパッケー
ジに関連付けられた zsm65_invsrv.ncfで、次の変数の値を設定します。

! envset ZFSHOMEDIR = Inventory_server_installation_path 

例 : envset ZFSHOMEDIR = sys:\zenworks

! envset CPKTEMP =  invrem_standalonepacpro.zipを抽出したパス

例 : envset CPKTEMP = sys:\temp\zfs65

! SEARCH ADD invrem_standalonepacpro.zipを抽出したパス \NETWARE

例 : SEARCH ADD sys:\temp\zfs65\netware

6 .cpkファイルを Windowsサーバにインストールする場合、ソフトウェアパッケー
ジに関連付けられた zsm65_invsrv.batで、次の変数の値を設定します。

! set ZFSHOMEDIR = Inventory_server_installation_path

例 : set ZFSHOMEDIR = c:\zenworks

! set CPKTEMP = invrem_standalonepacpro.zipを抽出したパス

例 : set CPKTEMP = c:\temp\zfs65

7 インストールするソフトウェアパッケージに関連付けられた .batファイルまたは
.ncfファイルを、一時ディレクトリから実行します。

! NetWareの場合、サーバプロンプトで次のコマンドを入力します。

sys:\temp\zfs65\netware\zsm65_invsrv.ncf

! Windowsの場合、c:\temp\zfs65\win\zsm65_invsrv.batを実行します。

8 次のログファイルを参照して、.cpkファイルのインストールが成功したかどうか
を確認します。

! NetWareサーバの場合 :sys:\etc\cpk65logs\cpk65_invsrv.log、
sys:\etc\cpk65logs\invsrv_nw_files.log、および
sys:\etc\cpk65logs\cpk_ndsupdate.log

! Windowsサーバの場合 :%windir%\cpk65logs\cpk65_invsrv.log、
%windir%\cpk65logs\invsrv_win_files.log、および
%windir%\cpk65logs\cpk_ndsupdate.log

.cpkファイルが正常にインストールされた場合、Inventory Serviceが自動的に開
始されます。Upgrade Serviceにより、データベーススキーマとインベントリデー
タが ZENworks 6.5 Server Managementデータベースに自動的に移行されます。こ
のデータ移行プロセスが完了するのに、きわめて長い時間かかる場合があります。
インベントリサーバの画面上に、データベースの移行および初期化が正常に完了し
たことを示すメッセージが表示されます。

データベースが移行されたら、インベントリ ConsoleOneユーティリティ (照会、
概要、インベントリレポート、データベースエクスポート )や Storerでデータ
ベースにアクセスできます。

9 ディクショナリ更新ポリシーを作成および設定して、ZENworks 6.5 Inventory 
Agentの最新バージョンのディクショナリを取得します。 

ディクショナリ更新ポリシーの作成方法に関する詳細については、『Novell 
ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「ディクショナリ更新ポリシーの
設定」を参照してください。
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ソフトウェアパッケージを使用した Inventory Agentのアップグレード

Inventory Agentの .cpkファイルは自動的にインストールできます。

重要 : 複数のソフトウェアパッケージを同じ Distributionに含めることはできません。各ソフトウェア

パッケージについて、別々に Distributionオブジェクトを作成する必要があります。また、サーバに対し
インベントリサーバと Inventory Agentの Distributionが、同じ Channelで同時に送信されることのない

ようにしてください。最初に、インベントリサーバの Distributionを送信し、それが完了した後で、
Inventory Agentの Distributionを送信する必要があります。これには、個々のソフトウェアパッケージ

が NetWare上で JVMをアンロードし、複数のソフトウェアパッケージが同時に処理されるのを防ぐ意図があ
ります。

インベントリサーバの .cpkファイルを自動的にインストールするには

1 ZENworks 6.5 Companion CD 2\ zenworks server management - software 
pkgs\invrmに格納されている zsm65_invagnt.cpkを、ソフトウェアパッケージの
インストールに使用する Distributorサーバの一時ディレクトリにコピーします。 

2 Subscriberの抽出スケジュールを設定します。

スケジュールが［Run Immediate］に設定されている場合、アップデートプロセス
に Javaのアンロードが含まれるため、Subscriberを Distributionに送信するプ
ロセスが中断される可能性があります。Javaがアンロードされると、
Distributionは、Javaが再ロードされて、Channelの送信スケジュールが実行さ
れるまで一時的に停止します。

Subscriberが親であり、Distributionを下位の Subscriberに送信している場合、
ソフトウェアパッケージが Javaをアンロードしようとしている時点で、この
Subscriberは Distributionを送信中ということになります。ただし Javaが再起
動した後、Distributionは中止した時点から続行されます。

3 このソフトウェアパッケージの Distributionを作成します。

1つの Distributionオブジェクトにつき、1つのソフトウェアパッケージだけを設
定できます。ソフトウェアを使って、単一の Distributionオブジェクト内で複数
のソフトウェアパッケージを選択することができますが、この操作は ZENworks 
6.5 Server Managementのソフトウェアパッケージを配布する場合には許可されて
いません。ソフトウェアパッケージをインストールすると Javaのアンロードと再
ロードが実行され、これにより、残りのソフトウェアパッケージを単一の
Distributionオブジェクトから正常に処理することができなくなる可能性がある
ためです。

Distributionの構築スケジュールを必ず設定します。

まず、ZENworks 6.5 Server Managementを含んだ Distributionを構築、送信、抽
出、およびインストールする必要があります。その後で、ZENworks 6.5 Server 
Managementの他のソフトウェアパッケージを含む Distributionを送信します。

Distributionの作成に関する詳しい手順については、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「Tiered Electronic Distribution」を参照し
てください。
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4 Distributionを Channelに関連付けて、Distributionが Channelのスケジュール
に基づいて送信されるようにします。

Channelの作成が必要になる場合があります。Channelの送信スケジュールを必ず
設定します。

ZENworks 6.5 Server Managementソフトウェアパッケージは、インストールプロセ
スの過程で Javaをアンロードおよび再起動します。そのため、各ソフトウェア
パッケージを別々に処理する必要があります。複数の ZENworks 6.5 Server 
Managementソフトウェアパッケージを同時に処理した場合 (特定の Channelで一
度に処理するなど )、Software Package Distributionのインストールに失敗する
可能性があります。

5 このソフトウェアパッケージを受信する Subscriberを Channelに関連付けます。

6 Distributionを送信します。

たとえば、Distributionを送信して抽出できるよう Distributionを構築するに
は、Distributorを更新します。Distributionの送信に関する詳しい手順について
は、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「Tiered 
Electronic Distribution」を参照してください。

Distributionは、Distributionの構築スケジュールが開始したときに自動的に作
成され、Channelの送信スケジュールが開始したときに自動的に送信されます。
さらに、Distributionは Subscriberサーバの抽出スケジュールに従って抽出され
ます。

7 次のログファイルを参照して、Inventory Agentの .cpkファイルのインストール
が成功したかどうかを確認します。

! NetWareサーバの場合 :sys:\etc\cpk65logs\cpk65_invagnt.log

! Windowsサーバの場合 :%windir%\cpk65logs\cpk65_invagnt.log

.cpkファイルが正常にインストールされた場合、ZENworksサービスが自動的に開
始されます。

ソフトウェアパッケージを使用した Inventory Agentの再インストール

ZENworks 6.5 Server Management Program CDを使ってインベントリ対象サーバにイン
ストールした ZENworks 6.5 Inventory Agentをソフトウェアパッケージを使って再イ
ンストールする場合は、次の手順を実行します。

1 sys:\system\zenworks.properties内の InvAgentPathの値が
<volume_name>:\zenworks\inv\agentであることを確認します。

2 248 ページの ｢ソフトウェアパッケージを使用した Inventory Agentのアップグ
レード｣の手順に従います。
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13 Remote Management

ここでは、Novell ZENworks 6.5 Server Management Program CDのメニューオプション
または Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDに収録された Server Software Package
を使用し、Novell® ZENworks® for Servers 3.x Remote Managementを ZENworks 6.5 
Remote Managementにアップグレードする手順について説明します。

アップグレードする前に、25 ページの ｢準備｣で説明されているすべての要件を満たす
必要があります。

次の方法を使ってアップグレードを実行します。

! 251 ページの ｢プログラム CDを使用したアップグレード｣

このオプションは、アップグレードオプションを手動で選択してアップグレードす
る場合に役立ちます。このオプションでは、NetWareおよび Windowsに対して GUI
アップグレードプログラムを使用します。

! 252 ページの ｢ Server Software Packageを使用したアップグレード｣

プログラム CDを使用したアップグレード

Novell® ZENworks® 6.5 Server Managementインストールプログラムは、ZENworks for 
Servers 3.x Remote Managementを自動的にアップグレードします。

Remote Managementをバージョン 6.5にアップグレードするには、バージョン 3.x 
Remote Managementがインストールされたサーバが、43 ページの ｢サーバの要件｣で説
明したサーバに関する最低要件を満たしている必要があります。

Remote Managementのインストール方法に関する詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

インストールプログラムを実行する際、次の項目を実行します。

! 以前のバージョンの Remote Managementがインストールされたサーバだけを、アッ
プグレードするサーバとして選択します。

! 選択されたサーバに対して、［ZENworks Policy-Enabled Management Services］セ
クションの［Remote Management］チェックボックスのみをオンにします。

!［Additional Options］セクションのボックスはオンにしないでください。

重要 : アップグレードしようとしているコンピュータにすでにフックドライバがインストールされている場
合、そのフックドライバはアップグレード中にアンインストールされます。ZENworks 6.5のインストール

中にミラードライバが選択されていない場合、リモートセッションの最適化が無効になります。したがっ
て、リモートセッションのパフォーマンスが低下します。
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Server Software Packageを使用したアップグレード

次の節では、ソフトウェアパッケージを Remote Managementにインストールする詳し
い手順およびインストールログファイルについて説明します。

! 252 ページの ｢ソフトウェアパッケージの自動インストール｣

! 253 ページの ｢ソフトウェアパッケージの手動インストール｣

! 254 ページの ｢インストールログファイル｣

重要 : アップグレードしようとしているコンピュータにすでにフックドライバがインストールされている場

合、そのフックドライバはアップグレード中にアンインストールされます。ZENworks 6.5のインストール
中にミラードライバが選択されていない場合、リモートセッションの最適化が無効になります。したがっ

て、リモートセッションのパフォーマンスが低下します。

ソフトウェアパッケージの自動インストール

ZENworks for Servers 6.5の Tiered Electronic Distribution(TED)コンポーネントを使
用すると、Subscriberおよび Policy Packageソフトウェアを実行しているすべてのサー
バにソフトウェアパッケージを自動的に配布してインストールすることができます。

重要 : 複数のソフトウェアパッケージを同じ Distributionに含めることはできません。各ソフトウェア

パッケージについて、別々に Distributionオブジェクトを作成する必要があります。これには、個々のソ
フトウェアパッケージが NetWare上で JVMをアンロードし、複数のソフトウェアパッケージが同時に処理さ

れるのを防ぐ意図があります。 

自動インストールに必要な次の前提条件がすべて満たされていることを確認してくだ
さい。

! サーバが ZENworks 6.5 Remote Managementの一般的な要件を満たしていること

! Policy and Distribution Servicesがサーバにインストールされ、ソフトウェア
パッケージの Distributionを送信、受信、およびアップグレードできる状態にあ
ること

Remote Management Agentの .cpkファイルを自動的にインストールするには

1 ZENworks Server Management - Software Pkgs \ InvRMの .CPKファイルをコピー
します。これらの格納場所をメモしておいてください。この情報は関連する
Distributionを作成する際に必要となります。

2 Subscriberの抽出スケジュールを設定します。

3 このソフトウェアパッケージの Distributionを作成し、Distributionの構築スケ
ジュールを設定します。 

4 Distributionを Channelに関連付けて、Distributionが Channelのスケジュール
に基づいて送信されるようにします。必要に応じて、Channelを作成し、Channel
の送信スケジュールを設定してください。

5 このソフトウェアパッケージを受信する Subscriberを Channelに関連付けます。

6 Windowsサーバ上で、zsm65_remmgmt.cpkファイルについて、Subscriberオブジェ
クトのプロパティに対し次のパッケージプロセッサ変数を作成および初期化します。

MIRROR変数 

MIRROR変数の値を YESに設定した場合、MIRRORドライバがインストールされます。
NOに設定した場合、MIRRORドライバはインストールされません。
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重要 : Mirrorドライバ (推奨 )は、ビデオアダプタを独立して使用し、他のリモートコントロールソ

リューションを共存させることができます。これは、まだ Microsoftによって署名されていません。

インストールでは、署名の確認が無視され、Windowsからのメッセージはすべて抑制されます。 

External Subscriberの場合は、tednode.propertiesファイルに変数を設定します。

7 Distributionを送信します。

Distributionは、Distributionの構築スケジュールが開始したときに自動的に作
成され、Channelの送信スケジュールが開始したときに自動的に送信されます。
さらに、Distributionは Subscriberサーバの抽出スケジュールに従って抽出され
ます。

8 Subscriberサーバに格納されたログファイルを参照して、インストールが成功し
たかどうかを確認します。 

いくつかのコンポーネントのインストールに失敗することもありますが、その場合
でもソフトウェアパッケージのインストールは依然として成功したように見える可
能性があります。そのため、特定のサーバで必要とされるコンポーネントが正常に
インストールされているかどうかを検証するため、ソフトウェアパッケージの各コ
ンポーネントについて、インストールが成功したか、失敗したかを確認することを
お勧めします。

ソフトウェアパッケージの手動インストール

Subscriberおよび Policy/Package Agentが実行されていないサーバに対してパッケー
ジを使用することもできます。

手動インストールの前に、次のことを行います。

! InvRemStandAlonePacPro.zipファイルへのアクセス権があることを確認します。こ
のファイルには、zsm65_remmgmt.bat(Server Management Agentを Windowsサーバ
にインストールする際に使用 )および zsm65_remmgmt.ncf(Server Management 
Agentを NetWareサーバにインストールする際に使用 )が格納されています。

! アップデートするコンポーネントについて、サーバが ZENworks 6.5 Remote 
Managementの一般的な要件を満たしていることを確認します。

Remote Management Agentの .cpkファイルを手動でインストールするには

1 InvRemStandAlonePacPro.zipファイルを次のいずれかの場所に解凍します。

Windowsサーバの場合 : c:\

NetWareサーバの場合 : sys:\

これにより、Standalone Package Processorのファイルが、サーバのファイルシス
テムのルートに、一時ディレクトリを起点として解凍されます。

2 手動でインストールする .cpkファイルを、関連する .batファイルまたは .ncf
ファイルが存在する一時ディレクトリにコピーします。例 :

Windowsサーバの場合 : c:\temp\zfs65

NetWareサーバの場合 : sys:\temp\zfs65

3 ターゲット Windowsサーバに JRE 1.3.1がインストールされていない場合は、JRE
をダウンロードしてインストールします。 

4 JRE 1.3.1がインストールされた各ターゲット Windowsサーバについて、
zsm65_remmgmt.cpkに対応する .batファイルで、JREROOT変数パスを 
JRE_installation_path\JRE\BINに変更します。
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5 このバッチファイルで、CPKTEMP変数にインストールディレクトリの場所を指定し
ます。例 :

Windowsサーバの場合 : CPKTEMP = c:\temp\zfs65

NetWareサーバの場合 : CPKTEMP = sys:\temp\zfs65

6 エージェントをインストールします。

Windowsサーバに zsm65_remmgmt.cpkをインストールするには、コマンドプロンプ
トで次のコマンドを入力します。 
c:\temp\zfs\win\zfs65_mms_mgmtagnt.bat 

Windowsサーバに zsm65_remmgmt.cpkをインストールするには、コマンドプロンプ
トで次のコマンドを入力します。 
sys:\temp\zfs65\zfs65_mms_mgmtagnt.ncf 

7 インストール中に作成されたログファイルを参照し、正常にインストールされてい
るソフトウェアパッケージのコンポーネントを確認します。 

手動インストール時に NCFファイルおよび BATファイルで使用される変数

ここでは、サポートパックソフトウェアパッケージの手動インストール時に、.bat
ファイルおよび .ncfファイルで使用される変数について説明します。

.batファイルおよび .ncfファイルには、ソフトウェアパッケージの項目下に次の変数
が指定されています。 

zsm65_remmgmt.cpk

Server Management Agentのこのソフトウェアパッケージでは、次の .batファイルま
たは .ncfファイルに対応する変数が使用されます。

zsm65_remmgmt.bat

MIRROR変数

MIRROR変数の値を YESに設定した場合、MIRRORドライバがインストールされます。NO
に設定した場合、MIRRORドライバはインストールされません。

重要 : Mirrorドライバ (推奨 )は、ビデオアダプタを独立して使用し、他のリモートコントロールソ

リューションを共存させることができます。これは、まだ Microsoftによって署名されていません。インス
トールでは、署名の確認が無視され、Windowsからのメッセージはすべて抑制されます。 

インストールログファイル

次のログファイルには、Remote Managementのインストールが成功したかどうかについ
て、詳しい情報が格納されます。

Windowsの場合 :

%WINDIR%\CPK65Logs\Cpk65_Agnt.LOG - Install /file changes log

NetWareの場合 : 

TED_PATH/distディレクトリの ted.logファイル
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14［Management and Monitoring Services］

ここでは、Novell ZENworks 6.5 Server Management Program CDのメニューオプション
または Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDに収録された Server Software Package
を使用し、Novell® ZENworks® for Servers 3.x Managementおよび Monitoring 
Servicesを ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードするための手順を説明
します。

アップグレードする前に、25 ページの ｢準備｣で説明されているすべての要件を満たす
必要があります。

次の方法を使ってアップグレードを実行します。

! 255 ページの ｢プログラム CDを使用したアップグレード｣

このオプションは、アップグレードオプションを手動で選択してアップグレードす
る場合に役立ちます。このオプションでは、NetWareおよび Windowsに対して GUI
アップグレードプログラムを使用します。

! 259 ページの ｢ Server Software Packageを使用したアップグレード｣

プログラム CDを使用したアップグレード

ZENworks for Servers 3.xをアップグレードするには、次の節を参照してください。

! 255 ページの ｢ Management and Monitoring Servicesのアップグレード要件への
合致｣

! 256 ページの ｢アップグレード実行前の確認事項｣

! 256 ページの ｢ Management and Monitoring Servicesのアップグレード｣

Management and Monitoring Servicesのアップグレード要件への合致

ZENworks for Servers 3.xから ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードす
る前に、次の要件を満たしていることを確認します。

! Site Serverをアップグレードするには、ZENworks for Servers 3.x Site Serverが
インストールされていることを確認します。

! Server Management AgentTM (NMA)をアップグレードするには、ZENworks for 
Servers 3に同梱されている NMA 6.0、ZENworks for Servers 3 SP1に同梱されて
いる NMA 6.0.1、または ZENworks for Servers 3 SP2に同梱されている NMA 6.0.2
がインストールされていることを確認します。

! Traffic Analysis Agentをアップグレードするには、ZENworks for Servers 3に同
梱されている LANalyzer Agent 1.30、または ZENworks for Servers 3 SP2に同梱
されている LANalyzer Agent 1.30.2がインストールされていることを確認します。
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! Windows Management Agent (NTMA)をアップグレードするには、NTMA 3、3.0.1、ま
たは 3.0.2がインストールされていることを確認します。

! Windows版 Traffic Analysis Agentをアップグレードするには、Windows版 Traffic 
Analysis Agent 3、3.0.1、または 3.0.2がインストールされていることを確認し
ます。

アップグレード実行前の確認事項 

ZENworks for Servers 3.xから ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードす
る前に、次の項目を確認することをお勧めします。 

! 対象になる Managementサーバに対して、管理者およびそれと同等の権限を有してい
ることを確認します。

! ZENworks for Serversのすべてのサービスを停止していることを確認します。

! アップグレードしようとしているサーバで、Sybaseが実行していないことを確認し
ます。

! 必須になるサポートパックがインストールされていることを確認します。

! アップグレードするすべてのNetWareおよびWindowsサーバを含むツリーへの認証を
取得します。

! スキーマを拡張します。詳細については、64 ページの ｢スキーマの拡張｣を参照し
てください。ただし、ZENworks 6.5 Server Management用にすでにスキーマを拡張
している場合、再び拡張を実行する必要はありません。

Management and Monitoring Servicesのアップグレード

Management and Monitoring Servicesをアップグレードするには、次のタスクを順番
に実行します。

! 256 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server Managementへのアップグレードの準備｣ 

! 257 ページの ｢アップグレードプログラムの使用｣

ZENworks 6.5 Server Managementへのアップグレードの準備

ZENworks for Servers 3.xをアップグレードする準備を実行するには

1 アップグレードに関する最新情報を Readmeファイルで確認します。

Readme_servers.htmlは、ZENworks 6.5 Server Management Program CDの
\readmes\enディレクトリに存在します。この htmlファイルには、インストール
プログラムのメニューオプションからもアクセスできます。

2 53 ページの ｢［Management and Monitoring Services］｣で示されているすべての
サーバ要件を満たしていることを確認します。

3 対象になる NetWareサーバで Javaがアンロードされていない場合は、java.nlmを
アンロードします。

たとえば、各 NetWareサーバのコンソールプロンプトに次のとおり入力します。

java -exit

この結果、サーバ上ですべての ZENworks for Serversソフトウェアの実行が停止
します。

4 アップグレードの実行に使用するワークステーションを選択します。 

5 257 ページの ｢アップグレードプログラムの使用｣に進みます。
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アップグレードプログラムの使用

ZENworks for Servers 3.xを ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする
には

1 アップグレードするワークステーションに、ZENworks 6.5 Server Management 
Program CDを挿入します。

起動画面が表示されます。CDの挿入後、起動画面が自動的に表示されない場合は、
CDのルートにある winsetup.exeを実行します。

重要 : アップグレードするワークステーションのハードドライブに Program CDの構造をコピーした場
合、ハードドライブのルートと最初の CDディレクトリ間のパスには、8.3形式の DOSファイル名規則

に準拠するディレクトリ名だけを使用することができます。パス内にロングディレクトリネームが存

在する場合、アップグレードプログラムは動作しません。 

2［Management and Monitoring Services］をクリックします。 

3［Site Server Upgrade］オプションを選択します。

既存バージョンの ZENworks for Servers 3.xを ZENworks 6.5 Servers Management
にアップグレードするには、アップグレードオプションだけを選択することをお勧
めします。

Management and Monitoring Services Upgrade Installation Wizardが起動します。

4［Next］をクリックして続行します。

5［Software License Agreement］に目を通して同意した後、［Yes］をクリックして
インストールを続行します。

6 次の表に記載されている中から、適切な ZENworks 6.5 Server Managementコン
ポーネントを選択します。

重要 : 対象になるサーバに対して、管理者または同等の権限を有している必要があります。ZENworks 

for Servers 3.xのエージェントがインストールされているすべてのサーバの共有フォルダを選択しま
す。まだフォルダを共有していない場合はフォルダを共有します。 

サーバコンポーネント アップグレード対象 

Management Site Services 管理サーバ

Server Management Agent アップグレードするすべての NetWareおよび Windowsサーバ

Traffic Analysis Agent 1セグメントあたり 1つのサーバ (NetWareまたは Windows 
2000/2003)

Advanced Trending Agent すべての NetWareおよび Windowsサーバにインストール

重要 :  Advanced Trending Agentは ZENworks 6.5 Server 
Managementの新しいエージェントです。［Novell Advanced 
Trending Agent］チェックボックスをオンにすると、
Advanced Trending Agentが、選択されたサーバにインストー
ルされます。

Windowsサーバでは、ZENworks for Servers 3.xの Server 
Management Agentまたは Traffic Analysis Agentがインス
トールされている場合にのみ Advanced Trending Agentがイ
ンストールされます。
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7［Next］をクリックします。

8 Management Site Servicesのアップグレードを選択した場合、次の手順を完了する
必要があります。選択しなかった場合、ステップ 11に進みます。

8a 管理サイトサーバである NetWareサーバのボリューム名を参照して選択し、
［Next］をクリックします。

8b 自動検出プロセスを開始するには、［Start the Autodiscovery Process］を選
択します。 

8c バックエンドサービスを開始するには、［Start the Backend Services on the 
Server］を選択します。 

8d ConsoleOneスナップインをコピーするには、［Copy ConsoleOne Snap-ins to 
the Management Site Server］を選択します。

9 サイトサーバのみのアップグレードを選択した場合は、ステップ 11に進みます。

10 ステップ 8で Server Managementまたは LANalyzer Agentのアップグレードを選択
した場合、次の手順を完了する必要があります。 

10a NetWareサーバを選択し、各サーバでアップグレードするエージェントを選択
した後、［Next］をクリックします。

10b Windows 2000/2003サーバを選択し、各サーバでアップグレードするエージェ
ントを選択した後、［Next］をクリックします。 

11 前の手順で選択した項目のサマリリストを確認します。設定を変更するには、
［Back］をクリックします。

12［Finish］をクリックして、ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードし
ます。

アップグレード時に、すべてのバックエンドサービスおよび自動検出プロセスを開始
しないことを選択した場合、この時点でこれらのサービスおよびプロセスを手動で開
始する必要があります。 

NetWare管理対象サーバの場合、ZENworksのエージェントは自動的に開始されます。
Windows 2000/2003管理対象サーバの場合、エージェントのアップグレード後、SNMP
サービスを開始する必要があります。

ZENworks for Servers 3.xから ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードす
ると、新しい MIBが \MIBPoolディレクトリに追加されます。ただし、移行した
Management and Monitoring Servicesデータベースには、新しく追加された MIBは含
まれません。データベースにこれらの MIBを含めるには、MIBを手動でコンパイルする
必要があります。コンソールユーザは、\MIBServerPoolディレクトリにある \MIBPool
ディレクトリから MIBファイルを選択できます。MIB Compilerは、\MIBServerPool
ディレクトリにある \MIBPoolディレクトリに示されたファイルをコンパイルします。
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Server Software Packageを使用したアップグレード

Server Software Packageを使用すると、Management and Monitoring Servicesの次の
エージェントだけをアップグレードできます。アップグレード可能なエージェントは
次のとおりです。

! Server Management Agent 

! Traffic Analysis Agent 

! Advanced Trending Agent 

次の節では、ソフトウェアパッケージを Management and Monitoring Servicesエー
ジェントにインストールする詳しい手順およびインストールログファイルについて説
明します。

! 259 ページの ｢ソフトウェアパッケージの自動インストール｣

! 261 ページの ｢ソフトウェアパッケージの手動インストール｣

! 264 ページの ｢インストールログファイル｣

ソフトウェアパッケージの自動インストール

ZENworks for Servers 6.5の TEDコンポーネントを使用すると、Subscriberおよび
Policy Packageソフトウェアを実行しているすべてのサーバにソフトウェアパッケー
ジを自動的に配布してアップグレードすることができます。

重要 : 複数のソフトウェアパッケージを同じ Distributionに含めることはできません。各ソフトウェア
パッケージについて、別々に Distributionオブジェクトを作成する必要があります。これには、個々のソ

フトウェアパッケージが NetWare上で JVMをアンロードし、複数のソフトウェアパッケージが同時に処理さ
れるのを防ぐ意図があります。 

Management and Monitoring Servicesエージェントの .cpkファイルを自動的にインス
トールするには

1 サーバが ZENworks 6.5 Server Managementの一般的な要件を満たし、Policy and 
Distribution Servicesがサーバにインストールされていることを確認します。

2 ZENworks Server Management - Software Pkgs \ MMSの .cpkファイルをコピーし
ます。これらの格納場所をメモしておいてください。この情報は関連する
Distributionを作成する際に必要となります。

3 Subscriberの抽出スケジュールを設定します。

4 このソフトウェアパッケージの Distributionを作成し、Distributionの構築スケ
ジュールを設定します。

5 Distributionを Channelに関連付けて、Distributionが Channelのスケジュール
に基づいて送信されるようにします。必要に応じて、Channelを作成し、Channel
の送信スケジュールを設定してください。

6 このソフトウェアパッケージを受信する Subscriberを Channelに関連付けます。
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7 zfs65_mms_mgmtagnt.cpkファイルについて、Subscriberオブジェクトのプロパ
ティに対し、次のパッケージプロセッサ変数を作成および初期化します。

! NetWareサーバ : 

OLDNMAPATH変数 (例 : sys:\zfs_agnt)

機能 : 旧バージョンのエージェントがインストールされたパスを定義します。

TARGETIP変数 (例 : 127.0.0.1)

機能 : トラップを送信する IPアドレスを定義します。

! Windowsサーバの場合 : 

MMSAGENTPATH変数 (例 : c:\zenworks)

機能 : エージェントのインストールパスを定義します。

REPLACEHOSTMIB変数 (例 : 0)

Microsoft*の hostmib実装を Novellの hostmib実装に置き換えるかどうかを
定義します。置き換える場合は 1を、置き換えない場合は 0を指定します。

TARGETIP変数 (例 : 127.0.0.1)

機能 : トラップを送信する IPアドレスを定義します。

8 zfs65_mms_lanzagnt.cpkファイルについて、Subscriberオブジェクトのプロパ
ティに対し、次のパッケージプロセッサ変数を作成および初期化します。

! NetWareサーバ : 

MMSAGENTPATH変数 (例 : sys:\zfs_agnt)

機能 : Traffic Analysis Agentがインストールされたパスを定義します。

TARGETIP変数 (例 : 127.0.0.1)

機能 : トラップを送信する IPアドレスを定義します。

! Windowsサーバの場合 : 

MMSAGENTPATH変数 (例 : c:\zenworks)

機能 : エージェントのインストールパスを定義します。

GTRENDPATH変数 (例 : c:\winnt)

機能 : Gtrendファイルが保存される、Windowsディレクトリ (c:\winnt)下の
サブディレクトリを表します。

TARGETIP変数 (例 : 127.0.0.1)

機能 : トラップを送信する IPアドレスを定義します。

9 zfs65_mms_trendagnt.cpkファイルについて、Subscriberオブジェクトのプロパ
ティに対し、次のパッケージプロセッサ変数を作成および初期化します。

! NetWareサーバ : 

MMSAGENTPATH変数 (例 : sys:\zfs_agnt)

機能 : Advanced Trending Agentがインストールされたパスを定義します。

TARGETIP変数 (例 : 127.0.0.1)

機能 : トラップを送信する IPアドレスを定義します。
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! Windowsサーバの場合 : 

MMSAGENTPATH変数 (例 : c:\zenworks)

機能 : エージェントのインストールパスを定義します。

GTRENDPATH変数 (例 : c:\winnt)

機能 : Gtrendファイルが保存される、Windowsディレクトリ (c:\winnt)下の
サブディレクトリを表します。

TARGETIP変数 (例 : 127.0.0.1)

機能 : トラップを送信する IPアドレスを定義します。

10 Distributionを送信します。

Distributionは、Distributionの構築スケジュールが開始したときに自動的に作
成され、Channelの送信スケジュールが開始したときに自動的に送信されます。
さらに、Distributionは Subscriberサーバの抽出スケジュールに従って抽出され
ます。

11 Subscriberサーバに格納されたログファイルを参照して、インストールが成功し
たかどうかを確認します。 

いくつかのコンポーネントのインストールに失敗することもありますが、その場合
でもソフトウェアパッケージのインストールは依然として成功したように見える可
能性があります。そのため、特定のサーバで必要とされるコンポーネントが正常に
インストールされているかどうかを検証するため、ソフトウェアパッケージの各コ
ンポーネントについて、インストールが成功したか、失敗したかを確認することを
お勧めします。

ソフトウェアパッケージの手動インストール

Standalone Package Processorを使用し、Subscriberおよび Policy/Package Agentが
実行されていないサーバに対してソフトウェアパッケージを手動でインストールする
こともできます。

次のソフトウェアパッケージは、手動により任意の順序でインストールできます。

! Server Management Agent (zfs65_mms_mgmtagnt.cpk)

! Traffic Analysis Agent (zfs65_mms_lanzagnt.cpk)

! Advanced Trending Agent (zfs65_mms_trendagnt.cpk)

この 3つの .zipファイルから、パッケージ固有の次の .batファイルおよび .ncfファ
イルを抽出し、Standalone Package Processorを起動します。

! Server Management Agent:

zfs65_mms_mgmtagnt.bat。Server Management Agentを Windowsサーバにインス
トールするときに使用します。

zfs65_mms_mgmtagnt.ncf。Server Management Agentを NetWareサーバにインス
トールするときに使用します。

! Traffic Analysis Agent:

zfs65_mms_lanzagnt.bat。Traffic Analysisを Windowsサーバにインストールす
るときに使用します。

zfs65_mms_lanzagnt.ncf。Traffic Analysisを NetWareサーバにインストールす
るときに使用します。
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! Advanced Trending Agent:

zfs65_mms_trendagnt.bat。Advanced Trending Agentを NetWareサーバにインス
トールするときに使用します。

zfs65_mms_trendagnt.ncf。Advanced Trendingを Windowsサーバにインストール
するときに使用します。

次の手順は、ソフトウェアパッケージをインストールする、すべての NetWareサーバ
または Windowsサーバに対して実行する必要があります。

1 アップデートするコンポーネントについて、サーバが ZENworks 6.5 Server 
Managementの一般的な要件を満たしていることを確認します。

2 zfs65_mgmtmon_standalonepacpro.zipファイルを次のいずれかの場所に解凍します。

! Windowsサーバの場合 : c:\

! NetWareサーバの場合 : sys:\

これにより、Standalone Package Processorのファイルが、サーバのファイルシス
テムのルートに、一時ディレクトリを起点として解凍されます。

3 手動でインストールする .cpkファイルを、関連する .batファイルまたは .ncf
ファイルが存在する一時ディレクトリにコピーします。例 :

! Windowsサーバの場合 : c:\temp\zfs65

! NetWareサーバの場合 : sys:\temp\zfs65

重要 : Linuxサーバにインストールすることはできません。 

4 ターゲット Windowsサーバに JRE 1.3.1がインストールされていない場合は、JRE
をダウンロードしてインストールします。 

5 JRE 1.3.1がインストールされた各ターゲット Windowsサーバについて、
zfs65_mms_mgmtagnt.cpk、zfs65_mms_lanzagnt.cpk、または
zfs65_mms_trendagnt.cpk.batファイルに対応する .batファイルで、JREのパスを
JRE_installation_path\JRE\BINに変更します。

6 エージェントをインストールします。

zfs65_mms_mgmtagnt.cpkをインストールするには

! NetWareの場合、コンソールのプロンプトで次のコマンドを入力します。 

sys:\temp\zfs65\netware\zfs65_mms_mgmtagnt.ncf

! Windowsの場合、コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

c:\temp\zfs65\win\zfs65_mms_mgmtagnt.bat

zfs65_mms_lanzagnt.cpkをインストールするには

! NetWareの場合、コンソールのプロンプトで次のコマンドを入力します。 

sys:\temp\zfs65\netware\zfs65_mms_lanzagnt.ncf

! Windowsの場合、コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

c:\temp\zfs65\win\zfs65_mms_lanzagnt.bat

zfs65_mms_trendagnt.cpkをインストールするには

! NetWareの場合、コンソールのプロンプトで次のコマンドを入力します。 

sys:\temp\zfs65\netware\zfs65_mms_trendagnt.ncf
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! Windowsの場合、コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

c:\temp\zfs65\win\zfs65_mms_trendagnt.bat

7 インストール中に作成されたログファイルを参照し、正常にインストールされてい
るソフトウェアパッケージのコンポーネントを確認します。 

手動インストール時に NCFファイルおよび BATファイルで使用される変数

ここでは、サポートパックソフトウェアパッケージの手動インストール時に、.bat
ファイルおよび .ncfファイルで使用される変数について説明します。

.batファイルおよび .ncfファイルには、ソフトウェアパッケージの項目下に次の変数
が指定されています。 

zfs65_mms_mgmtagnt.cpk 

Server Management Agentのこのソフトウェアパッケージでは、次の .batファイルま
たは .ncfファイルに対応する変数が使用されます。

! zfs65_mms_mgmtagnt.ncf

OLDNMAPATH変数 (デフォルト値は sys:\zfs_agnt)

機能 : 旧バージョンのエージェントがインストールされたパスを定義します。

TARGETIP変数 (デフォルト値は 127.0.0.1)

機能 : トラップを送信する IPアドレスを定義します。

! zfs65_mms_mgmtagnt.bat

MMSAGENTPATH変数 (デフォルト値は c:\zenworks)

機能 : エージェントの完全インストールパスを定義します。

REPLACEHOSTMIB変数 (デフォルト値は 0)

Microsoft*の hostmib実装を Novellの hostmib実装に置き換えるかどうかを定義
します。置き換える場合は 1を、置き換えない場合は 0を指定します。

zfs65_mms_lanzagnt.cpk 

Management Agentのこのソフトウェアパッケージでは、次の .batファイルまたは
.ncfファイルに対応する変数が使用されます。

! zfs65_mms_lanzagnt.ncf

MMSAGENTPATH変数 (デフォルト値は sys:\zfs_agnt)

機能 : Traffic Analysis Agentがインストールされたパスを定義します。

TARGETIP変数 (デフォルト値は 127.0.0.1)

機能 : トラップを送信する IPアドレスを定義します。

! zfs65_mms_mgmtagnt.bat

MMSAGENTPATH変数 (デフォルト値は c:\zenworks)

機能 : エージェントの完全インストールパスを定義します。

GTRENDPATH変数 (デフォルト値は GTREND)

機能 : Gtrendファイルが保存される、Windowsディレクトリ (c:\winnt)下のサブ
ディレクトリを表します。
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TARGETIP変数 (デフォルト値は 127.0.0.1)

機能 : トラップを送信する IPアドレスを定義します。

zfs65_mms_trendagnt.cpk 

Site Management Serverのこのソフトウェアパッケージでは、次の .batファイルまた
は .ncfファイルに対応する変数が使用されます。

! zfs65_mms_mgmtagnt.ncf

MMSAGENTPATH変数 (デフォルト値は sys:\zfs_agnt)

機能 : Advanced Trending Agentがインストールされたパスを定義します。

TARGETIP変数 (デフォルト値は 127.0.0.1)

機能 : トラップを送信する IPアドレスを定義します。

! zfs65_mms_trendagnt.bat

MMSAGENTPATH変数 (デフォルト値は c:\zenworks)

機能 : エージェントの完全インストールパスを定義します。

TARGETIP変数 (デフォルト値は 127.0.0.1)

機能 : トラップを送信する IPアドレスを定義します。

インストールログファイル

パッケージプロセッサが zfs65_mms_mgmtagnt.cpk、zfs65_mms_lanztagnt.cpk、
zfs65_mms_trendagnt.cpkについて生成するログファイルは、次の場所に格納さ
れます。

! NetWareサーバ :sys:\etc\zfs_mms_agntinstall.log

! Windowsサーバの場合 :c:\winnt\zfs_mms_agntinstall.log
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15 ManageWise 2.7からのアップグレード

この章では、ManageWise® 2.7を ZENWorks® 6.5 Management and Monitoring Services
にアップグレードする方法について説明します。

ManageWise 2.7および ZENworks 6.5 Management and Monitoring 
Servicesコンポーネントの概要

ManageWise 2.7を ZENworks 6.5にアップグレードする前に、ManageWise 2.7からの
アップグレードに関する適切な計画を策定できるよう、ManageWise 2.7コンポーネン
トと ZENworks 6.5 Management and Monitoring Servicesコンポーネント間の違いを理
解しておく必要があります。この節では、次のコンポーネントについて説明します。

! 265 ページの ｢ ManageWise 2.7のコンポーネント｣

! 266 ページの ｢ ZENworks 6.5 Management and Monitoring Servicesのコンポーネ
ント｣

ManageWise 2.7のコンポーネント

ManageWise 2.7のアーキテクチャには次のコンポーネントが含まれます。

! ManageWiseコンソール : ManageWise 2.7コンソールは、Windows* 95、Windows 98、
または Windows NT* 4.xワークステーションで実行するグラフィカルインタフェー
スです。このコンソールは、ネットワークリソース、サーバ、ルータ、およびワー
クステーションを管理するためのサービスを提供します。

! ManageWiseサーバ : ManageWise 2.7サーバには、検出を実行するための NLMTM 
(NetWare® Loadable ModuleTM)が含まれます。

! Server Management Agent: このエージェントは、NetWareおよび Windows NTサーバ
で実行します。

! Traffic Analysis Agent: このエージェントは NetWareサーバで実行します。
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ZENworks 6.5 Management and Monitoring Servicesのコンポーネント

ZENworks 6.5のアーキテクチャには次のコンポーネントが含まれます。

! 管理サイトサーバ : このサーバには、すべての検出 NLMソフトウェアに加え、Alarm 
Manager、MIBツール、Atlas Manager、およびリモート Pingなどのその他のコン
ポーネントも含まれています。これらのコンポーネントの一部は、ManageWise 2.7
コンソールにも存在します。

! ZfSコンソール : ZENworks 6.5は、すべてのネットワークリソースを管理する GUIと
して Novell ConsoleOne®を使用します。

! Server Management Agent: このエージェントは、NetWare、Windows 2000/2003、
Linuxサーバで実行します。

! Traffic Analysis Agent: ZENworks 6.5では、Traffic Analysis Agentは NetWare
サーバおよび Windows 2000/2003サーバの両方で実行します。

ManageWise 2.7からのアップグレード

ManageWise 2.7のコンポーネントと ZENworks 6.5のコンポーネントは異なるため、こ
の節では、ManageWise 2.7の各コンポーネントを ZENworks 6.5のコンポーネントに
アップグレードする方法について説明します。

この節では、次のトピックについて説明します。

! 266 ページの ｢ManageWise 2.7サーバからZENworks 6.5サイトサーバへのアップグ
レード｣

! 266 ページの ｢ManageWise 2.7コンソールのZENworks 6.5コンソールへのアップグ
レード｣

! 267 ページの ｢ ManageWise 2.7 Server Management Agentのアップグレード｣

! 267 ページの ｢ ManageWise 2.7 Traffic Analysis Agentのアップグレード｣

ManageWise 2.7サーバから ZENworks 6.5サイトサーバへのアップグレード

サーバが ZENworks 6.5サイトサーバのインストール要件を満たしている場合、
ManageWise 2.7サーバに ZENworks 6.5サイトサーバをインストールすることができま
す。ZENworks 6.5サイトサーバには、すべての検出 NLMソフトウェアに加え、Alarm 
Manager、Atlas Manager、MIBツールなどのその他のコンポーネントも含まれていま
す。ZENworks 6.5サイトサーバにアップグレードした後、ZENworks 6.5サイトサーバ
で ManageWiseサーバのデータまたは ManageWiseコンソールのデータを使用すること
はできません。ZENworks 6.5サイトサーバから ManageWiseサーバのデータまたは
ManageWiseコンソールのデータにアクセスすることもできません。再び検出を実行し
て、サイトサーバを再設定する必要があります。

ManageWise 2.7コンソールの ZENworks 6.5コンソールへのアップグレード

ManageWise 2.7コンソールをアップグレードするには、ZENworks 6.5用の ConsoleOne
スナップインをインストールする必要があります。
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ManageWise 2.7 Server Management Agentのアップグレード

ZENworks 6.5エージェントのインストール先になるサーバがインストール要件を満た
している場合、ZENworks 6.5 Server Management Agentをインストールすることによ
り、ManageWise 2.7 Server Management Agentをアップグレードできます。

ManageWise 2.7 Traffic Analysis Agentのアップグレード

ZENworks 6.5の Traffic Analysis Agentは、NetWareサーバおよび Windows 2000/2003
サーバの両方で実行します。ZENworks 6.5エージェントのインストール先になるサー
バがインストール要件を満たしている場合、ZENworks 6.5 Traffic Analysis Agentを
インストールしてアップグレードすることができます。

ManageWise 2.7 Traffic Analysis Agentの古いトレンドデータが存在する場合、その
データを使用するには、ZENworks 6.5 Traffic Analysis Agentにデータを移行する必
要があります。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイ
ド』の「トレンドファイルの移行」を参照してください。

ManageWise 2.7の段階的なアップグレード

段階的な ZENworks 6.5のインストールを選択することで、ネットワークを管理するた
めに ManageWise 2.7のセットアップを継続して保持することができます。ManageWise
サーバ以外のサーバに ZENworks 6.5をインストールします。ManageWiseサーバおよび
ZENworks 6.5サイトサーバは、同じネットワーク内に共存できますが、同じコン
ピュータで共存することはできません。ZENworks 6.5サイトサーバをインストールし
た後、検出を実行して、ネットワークを設定する必要があります。

ZENworks 6.5サイトサーバは、既存の ManageWiseエージェントと連携して動作するこ
とができます。この後の段階でエージェントをアップグレードできます。ただし、
sys:\etcディレクトリ内の traptarg.cfgファイルに ZENworks 6.5サイトサーバの IP
アドレスを手動で追加する必要があります。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「手動での traptarg.cfgファイルの編集 (NetWare
版 Management Agentのみ )」を参照してください。

Windows 2000/2003サーバに ManageWiseサーバ管理エージェントをインストールして
いる場合、ZENworks 6.5エージェントをインストールすることはできません。
ManageWiseエージェントをアンインストールしてから、ZENworks 6.5エージェントを
インストールする必要があります。

ZENworks 6.5コンソールのインストール要件が満たされている場合、ZENworks 6.5管
理コンソール (ConsoleOne)と ManageWiseコンソールは、同じワークステーション上
で共存できます。詳細については、3 章 31 ページの ｢前提条件｣を参照してください。
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V 相互運用性

相互運用性とは、2つ以上の製品が同じネットワーク環境 (たとえば、同じツリー、同
じサーバなど )で相互に対話することを示します。

Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementおよび ZENworks 6.5 Server Management
を同じネットワークにインストールすると、ソフトウェア、ファイル、およびアプリ
ケーションの管理や配布を集中的に行ったり、ネットワークの使用状況や健全性を監
視したり、ネットワークポリシーを適用したりできます。ただし、Desktop 
Managementおよび Server Managementを同時にアップグレードおよびインストールし
た場合、Desktop Managementと Server Managementとの間、およびそれぞれの以前の
バージョンとの間で相互運用性の問題が発生することがあります。

次の節では、ZENworks 6.5の相互運用性の問題について説明します。

! 16 章 271 ページの ｢ Policy and Distributions Servicesの相互運用性｣

! 17 章 273 ページの ｢インベントリの相互運用性｣

! 18 章 285 ページの ｢ Remote Managementの相互運用性｣

! 19 章 287 ページの ｢他の製品との相互運用性｣
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16 Policy and Distributions Servicesの相互運用性

Novell® ZENworks® 6.5 Server Managementと以前のバージョンの ZENworks for 
Serversとの間の Policy and Distribution Servicesに関する相互運用性については、
次の節を参照してください。

! 271 ページの ｢バージョン間の相互運用性｣

! 272 ページの ｢認識されない新機能｣

! 272 ページの ｢インストールとアップグレードを同時に実行する場合の問題点｣

バージョン間の相互運用性

ZENworks 6.5 Server Managementと以前のバージョンの ZENworks for Serversとの
間のソフトウェアバージョンに関する相互運用性については、次の節を参照してくだ
さい。

! 271 ページの ｢ ZENworks for Servers 2との相互運用性｣

! 271 ページの ｢ ZENworks for Servers 3.xとの相互運用性｣

! 272 ページの ｢ツリー間の Distribution ｣

ZENworks for Servers 2との相互運用性

ZENworks for Servers 2サーバと ZENworks 6.5 Server Managementサーバのバージョ
ンを直接アップグレードすることはサポートされていないため、ZENworks for Servers 
2サーバと ZENworks 6.5 Server Managementサーバの間には相互運用性がありません。
ZENworks for Servers 2と ZENworks 6.5 Server Managementは、同じネットワークで
共存できますが、同じサーバで実行できません。

スキーマ拡張は累積的に実行されるため、バージョン 6.5のスキーマ拡張は ZENworks 
for Servers 2コンポーネントによって無視され、ZENworks 6.5 Server Managementは
使用しなくなったバージョン 2のスキーマ拡張を無視します。

ZENworks for Servers 3.xとの相互運用性

ZENworks for Servers 3.0.2 Interim Release 1サーバと ZENworks 6.5 Server 
Managementサーバ間では、配布およびポリシーについて相互運用性があります。した
がって、ZENworks 6.5 Server Managementと ZENworks for Servers 3.xを同時に実行
する場合は、段階的にアップグレードを行う前に、すべての ZENworks for 
Servers 3.xサーバをバージョン 3.0.2 Interim Release 1に更新します。手順につい
ては、技術情報 2968433 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/
searchtid.cgi?/2968433.htm)を参照してください。

単一のサーバで、ZENworks for Servers 3.xと ZENworks 6.5 Server Managementのソ
フトウェアを同時に実行することはできません。たとえば、ZENworks 6.5 Server 
Management Distributorと ZENworks for Servers 3.x Subscriberを同一サーバで実行
することはできません。
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ツリー間の Distribution

ZENworks 6.5に新しいスキーマ拡張を追加したため、Desktop Application 
Distributionsを ZENworks 6.5以降の Distributorsから ZENworks for Servers 3.0.2 
Subscribersに送信することはできません。

認識されない新機能

ZENworks for Servers 3.0.2 Interim Release 1 Subscriberがバージョン 6.5 
Distributionを受け取っても、ZENworks 6.5 Server Managementの新機能は無視され
るだけです。例 :

ディレクトリ同期の細分性
Distributionの前後実行アクション
MSI Distribution

ただし、新しい Prohibited Fileポリシーは、バージョン 6.5 Distributorから送信
し、抽出して、バージョン 3.0.2 Interim Release 1 Subscriberに適用できます。

インストールとアップグレードを同時に実行する場合の問題点

ZENworks for Servers 3.xサーバのアップグレード中、まだ ZENworks for Serversが
インストールされていない新規サーバも存在する場合、次の操作を実行して、相互運
用性の問題が発生するのを回避する必要があります。

1. まず次のいずれかの操作を実行してから、もう一方の操作を実行します。

! すべての新規 Distributorサーバに ZENworks 6.5 Server Managementをインス
トールします。

! すべての ZENworks for Servers 3.x Distributorサーバを ZENworks 6.5にアッ
プグレードします。

最初に Distributorをインストールする方法が簡単です。

2. 次のいずれかの操作を実行してから、もう一方の操作を実行します。

! 既存の ZENworks for Servers 3.x Subscriberをバージョン 6.5にアップグレー
ドします。

! 新規 Subscriberサーバに ZENworks 6.5 Server Managementをインストールしま
す。

Subscriberサーバのインストールまたはアップグレードのどちらを先に実行する
かは問題ではありません。ただし、Novell ConsoleOneがインストールされている
サーバのアップグレードを完了するには、インストールプログラムを使用する必要
があります (アップグレードプログラムは、ConsoleOneスナップインのアップグ
レードを実行しません )。したがって、まずアップグレードしてから、新規
Subscriberサーバへのインストール中に、これら既存の 3.xサーバの ConsoleOne
スナップインをアップグレードすることができます。

これらの 2つの手順を実行すると、すべての Distributorと Subscriberとの間に相互
運用性が実現されます。
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17 インベントリの相互運用性

ZENworks 6.5 Desktop Managementの Workstation Inventoryコンポーネントと同じ環
境で、Novell® ZENworks® 6.5 Server Managementの Server Inventoryコンポーネン
トを実行することを計画している場合は、これらの製品をアップグレードまたはイン
ストールする前に、最初に互換性の問題について理解し、対処方法を考える必要があ
ります。

インベントリの相互運用性に特に適用される前提条件は次のとおりです。

! インベントリサーバをアップグレードする場合は、インベントリツリーの上位から
下位へと展開します。最上位のサーバ（ルートサーバ）からインストールを開始し
て、次の下位レベルのサーバのインストールに進みます。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementと ZENworks 6.5 Server Managementを同じコン
ピュータにインストールしている場合は、ZENworks 6.5 Desktop Managementを
ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1 (SP1)にアップグレードしたら、
ZENworks 6.5 Server Managementも ZENworks 6.5 Server Management SP1にアッ
プグレードする必要があります。これは逆の場合も同様です。 

! ZENworks 6.5 Desktop Managementと ZENworks 6.5 Server Managementは、同じイン
ベントリデータベース (Sybase、Oracle、または MS SQL)を使用できます。インベ
ントリデータベースを ZENworks 6.5 Server Managementインストールの一部とし
てインストールした場合は、インベントリデータベースを ZENworks 6.5 Desktop 
Managementインストールの一部としてインストールする必要はありません。また、
インベントリデータベースを ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールの一
部としてインストールした場合は、インベントリデータベースを ZENworks 6.5 
Server Managementインストールの一部としてインストールする必要はありません。

! Server Inventoryおよび Workstation Inventoryを管理するには、ZENworks 6.5 
Server Managementと ZENworks 6.5 Desktop Managementの両方に対する Novell 
ConsoleOne®インベントリスナップインをインストールする必要があります。 

! インベントリサーバがインベントリ対象サーバから直接Server Inventoryスキャン
を受信した場合、またはロールアップによって Server Inventoryスキャンを受信
した場合は、このサーバに ZENworks 6.5 Server Managementをインストールする
必要があります。

! インベントリサーバがインベントリ対象ワークステーションから直接 Workstation 
Inventoryスキャンを受信した場合、またはロールアップによって Workstation 
Inventoryスキャンを受信した場合は、このサーバに ZENworks 6.5 Desktop 
Managementをインストールする必要があります。

! ZENworks 6.5 Server ManagementとZENworks 6.5 Desktop Managementのインベント
リには次のオブジェクトとポリシーが適用されます。

データベースオブジェクト

Inventory Serviceオブジェクト

ディクショナリ更新ポリシー

ロールアップポリシー

ZENworksデータベースポリシー
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インベントリの相互運用性を実現するために、これらの要件が満たされていることを
確認します。

インベントリの相互運用性を実現するには、次の節を参照してください。

! 274 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server Managementと ZENworks 6.5 Desktop 
Management間の相互運用性｣

! 281 ページの ｢複数のサーバにインストールされた ZENworks 6.5 Server 
Managementと ZENworks for Servers 3.0.2間の相互運用性｣

! 281 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server Management、ZENworks 6.5 Desktop 
Management、および旧バージョンの ZENworks間の相互運用性｣

ZENworks 6.5 Server Managementと ZENworks 6.5 Desktop Management
間の相互運用性

! 274 ページの ｢同一サーバにインストールされた ZENworks 6.5 Server Management
と ZENworks 6.5 Desktop Management間の相互運用性｣

! 274 ページの ｢複数のサーバにインストールされた ZENworks 6.5 Server 
Managementと ZENworks 6.5 Desktop Management間の相互運用性｣

同一サーバにインストールされた ZENworks 6.5 Server Managementと ZENworks 6.5 
Desktop Management間の相互運用性

ZENworks 6.5 Server Managementと ZENworks 6.5 Desktop Managementとが同一サーバ
にインストールされている場合、ZENworks 6.5 Server Managementの Server 
Inventoryコンポーネントは、ZENworks 6.5 Desktop Managementの Workstation 
Inventoryコンポーネントとの間でのみ相互運用できます。

ZENworks 6.5 Server Managementを、ZENworks 6.5 Desktop Managementをインストー
ルするのと同じファイルシステムの場所にインストールする必要があります。また、
ZENworks 6.5 Desktop Managementを、ZENworks 6.5 Server Managementをインストー
ルするのと同じファイルシステムの場所にインストールする必要があります。

複数のサーバにインストールされた ZENworks 6.5 Server Managementと ZENworks 6.5 
Desktop Management間の相互運用性 

ここでは、ZENworks 6.5 Server Managementと ZENworks 6.5 Desktop Managementが同
じネットワークの異なるサーバにインストールされている場合の、両者の相互運用性
を実現するインストールシナリオについて説明します。 

! 275 ページの ｢シナリオ1:Server Management環境へのDesktop Managementのインス
トール｣

! 277 ページの ｢シナリオ2:Desktop Management環境へのServer Managementのインス
トール｣

! 279 ページの ｢シナリオ 3:ツリー間でのインベントリのロールアップ｣
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シナリオ 1:Server Management環境への Desktop Managementのインストール

このシナリオでは、インベントリツリーのすべてのインベントリサーバに ZENworks 
6.5 Server Managementしかインストールされていません。 

次の図は、この場合の構成例を示しています。

次のいずれかの方法を使用して、ZENworks 6.5 Desktop Managementを ZENworks 6.5 
Server Managementにインストールできます。

! 方法 1: トップダウンインストール方法により、ZENworks 6.5 Desktop Management
をすべての ZENworks 6.5 Server Managementインベントリサーバにインストール
します。常に最上位のインベントリサーバからインストールを開始し、それに続い
て次の下位のインベントリサーバでのインストールを実行します。サンプルシナリ
オでは、最初に ZENworks 6.5 Desktop Managementをルートサーバにインストール
し、次にリーフサーバにインストールします。詳細については、『Novell ZENworks 
6.5 Desktop Managementインストールガイド』の「ZENworks Desktop Management 
Serverのインストール」を参照してください。

次の図は、この場合の構成例を示しています。
インベントリの相互運用性 275



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
! 方法 2: 次の作業を順に実行します。

1. ZENworks 6.5 Desktop Managementをルートサーバにインストールします。詳細
については、『Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド』
の「ZENworks Desktop Management Serverのインストール」を参照してくだ
さい。

2. ZENworks 6.5 Desktop Managementがインストールされたリーフサーバを追加
し、ルートサーバに対してロールアップを行うように設定します。詳細につい
ては、『Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド』の
「ZENworks Desktop Management Serverのインストール」を参照してください。

ZENworks 6.5 Server Managementリーフサーバは、接続されたインベントリ対象
サーバから .strファイルを受信し、ZENworks 6.5 Desktop Managementリーフサー
バは、接続されたインベントリ対象ワークステーションから .strファイルを受信
します。ZENworks 6.5 Server Managementおよび ZENworks 6.5 Desktop 
Managementリーフサーバは、インベントリ情報をルートサーバにロールアップし
ます。

次の図は、この場合の構成例を示しています。
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シナリオ 2:Desktop Management環境への Server Managementのインストール

このシナリオでは、インベントリツリーのすべてのインベントリサーバには ZENworks 
6.5 Desktop Managementしかインストールされていません。 

次の図は、この場合の構成例を示しています。

次のいずれかの方法を使用して、ZENworks 6.5 Server Managementを ZENworks 6.5 
Desktop Managementにインストールできます。

! 方法 1: トップダウンインストール方法により、ZENworks 6.5 Server Managementを
すべての ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバにインストールし
ます。常に最上位のインベントリサーバからインストールを開始し、それに続いて
次の下位のインベントリサーバでのインストールを実行します。サンプルシナリオ
では、最初に ZENworks 6.5 Server Managementをルートサーバにインストールし、
次にリーフサーバにインストールします。ZENworks 6.5 Server Managementをイン
ストールするには、6 章 61 ページの ｢ Policy-Enabled Server Managementのイン
ストール｣を参照してください。

次の図は、この場合の構成例を示しています。
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! 方法 2: 次の作業を順に実行します。

1. ZENworks 6.5 Server Managementをルートサーバにインストールします。
ZENworks 6.5 Server Managementをインストールするには、「Policy-Enabled 
Server Managementのインストール」を参照してください。

2. ZENworks 6.5 Server Managementがインストールされたリーフサーバを追加し、
ルートサーバに対してロールアップを行うように設定します。ZENworks 6.5 
Server Managementをインストールするには、「Policy-Enabled Server 
Managementのインストール」を参照してください。

ZENworks 6.5 Server Managementリーフサーバは、接続されたインベントリ対象
サーバから .strファイルを受信し、ZENworks 6.5 Desktop Managementリーフサー
バは、接続されたインベントリ対象ワークステーションから .strファイルを受信
します。ZENworks 6.5 Server Managementおよび ZENworks 6.5 Desktop 
Managementリーフサーバは、インベントリ情報をルートサーバにロールアップし
ます。

次の図は、この場合の構成例を示しています。
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シナリオ 3:ツリー間でのインベントリのロールアップ

このシナリオでは、T1と T2の 2つの eDirectoryツリーが存在します。T1には
ZENworks 6.5 Server Managementが、T2には ZENworks 6.5 Desktop Managementがイ
ンストールされています。サーバおよびワークステーションの両方のインベントリ情
報を受信する 1台のルートサーバを設定するために、T1と T2インベントリツリーを
マージする必要があります。 

次の図は、この場合の構成例を示しています。

次に示す 2つの方法を使って、T1と T2をマージすることができます。

! 279 ページの ｢マージする方法 1 ｣

! 280 ページの ｢マージする方法 2 ｣

マージする方法 1

次に示す一般的な手順を実行して、T2のインベントリデータを T1のインベントリデー
タにマージすることができます。

1. T1のルートサーバに ZENworks 6.5 Desktop Managementをインストールします。詳
細については、『Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド』
の「ZENworks Desktop Management Serverのインストール」を参照してください。

2. T2のルートサーバの役割を、データベースが接続されている中間サーバに変更し、
T1のルートサーバに対してロールアップを実行するよう設定します。詳細につい
ては、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「インベントリサーバの
役割変更」を参照してください。
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次の図は、この場合の構成例を示しています。

マージする方法 2

次に示す一般的な手順を実行して、T1のインベントリデータを T2のインベントリデー
タにマージすることができます。

1. T2のルートサーバに ZENworks 6.5 Server Managementをインストールします。詳
細については、6 章 61 ページの ｢ Policy-Enabled Server Managementのインス
トール｣を参照してください。

2. T1のルートサーバの役割を、データベースが接続されている中間サーバに変更し、
T2のルートサーバに対してロールアップを実行するよう設定します。詳細につい
ては、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「インベントリ
サーバの役割変更」を参照してください。

次の図は、この場合の構成例を示しています。
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複数のサーバにインストールされた ZENworks 6.5 Server Management
と ZENworks for Servers 3.0.2間の相互運用性 

この構成では、ZENworks for Servers 3.0.2がインストールされた、2台のリーフサー
バと 1台のルートサーバが存在します。リーフサーバがルートサーバにインベントリ
情報をロールアップします。

次の図は、この場合の構成例を示しています。

複数のインベントリサーバにインストールされた ZENworks 6.5 Server Managementと
ZENworks for Servers 3.0.2間の相互運用性を実現するには、ルートサーバを
ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする必要があります。ZENworks 6.5 
Server Managementのアップグレードに関する詳細については、12 章 231 ページの 
｢ Server Inventory ｣を参照してください。

次の図は、この場合の構成例を示しています。

ZENworks 6.5 Server Management、ZENworks 6.5 Desktop Management、
および旧バージョンの ZENworks間の相互運用性

! 282 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server Management、ZENworks 6.5 Desktop 
Management、および旧バージョンの ZENworksが 1台のサーバにインストールされ
ている場合の相互運用性｣

! 283 ページの ｢ ZENworks 6.5 Server Management、ZENworks 6.5 Desktop 
Management、および旧バージョンの ZENworksが複数のサーバにインストールされ
ている場合の相互運用性｣
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ZENworks 6.5 Server Management、ZENworks 6.5 Desktop Management、および旧バー
ジョンの ZENworksが 1台のサーバにインストールされている場合の相互運用性

ZENworks 6.5 Server Managementと ZENworks 6.5 Desktop Managementのインベントリ
を同じサーバで実行する特定のサーバに、次の ZENworksバージョンまたは ZENworks
バージョンの組み合わせが存在します。

ZENworks for Desktops 4.0.1

ZENworks for Desktops 4.0 SP1b

ZENworks for Servers 3.0.2

ZENworks for Servers 3.0 SP2

ZENworks for Desktops 4.0.1および ZENworks for Servers 3.0.2

ZENworks for Desktops 4.0.1および ZENworks for Servers 3.0 SP2

ZENworks for Desktops 4.0 SP1bおよび ZENworks for Servers 3.0.2

ZENworks for Desktops 4.0 SP1bおよび ZENworks for Servers 3.0 SP2

ZENworks for Desktops 3.2 SP3

ZENworks for Desktops 3.2 SP3以外は、最初に ZENworks 6.5 Server Managementまた
は ZENworks 6.5 Desktop Managementのどちらか一方をアップグレードし、後でもう一
方をアップグレードまたはインストールできます。この結果、ZENworks 6.5 Server 
Managementと ZENworks 6.5 Desktop Managementとの間で Inventoryを相互運用でき
るようになります。

ZENworks for Desktops 3.2 SP3が存在する場合は、次の手順に従ってください。

1. ZENworks 6.5 Desktop Managementをインストールします。

2. ZENworks 6.5 Server Managementをインストールします。

詳細は次のとおりです。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementをインストールするには、『Novell ZENworks 6.5 
Desktop Managementインストールガイド』の「インストール」を参照してくだ
さい。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementをアップグレードするには、『Novell ZENworks 
6.5 Desktop Managementインストールガイド』の「アップグレード」を参照してく
ださい。

! ZENworks 6.5 Server Managementをインストールするには、6 章 61 ページの 
｢ Policy-Enabled Server Managementのインストール｣を参照してください。

! ZENworks 6.5 Server Managementをアップグレードするには、119 ページの ｢アッ
プグレード｣を参照してください。
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ZENworks 6.5 Server Management、ZENworks 6.5 Desktop Management、および旧バー
ジョンの ZENworksが複数のサーバにインストールされている場合の相互運用性

この構成では、4台のリーフサーバ (A、B、C、D)が存在し、それぞれ、次のバージョ
ンの ZENworksがインストールされています。

リーフサーバは、ZENworks for Desktops 4.0.1および ZENworks for Servers 3.0.2が
インストールされたルートサーバにインベントリ情報をロールアップします。

次の図は、この場合の構成例を示しています。

ZENworks 6.5 Server Management、ZENworks Desktop 6.5 Management、および旧バー
ジョンの ZENworksが複数のインベントリサーバにインストールされている場合、これ
らのサーバ間の相互運用性は次の手順で実現できます。

1. ルートサーバに ZENworks 6.5 Desktop Managementおよび ZENworks 6.5 Server 
Managementをインストールします。 

ZENworks 6.5 Desktop Managementのインストールに関する詳細については、
『Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド』の「インストー
ル」を参照してください。ZENworks 6.5 Server Managementのインストールに関す
る詳細については、6 章 61 ページの ｢ Policy-Enabled Server Managementのイン
ストール｣を参照してください。

リーフサーバ インストールされている ZENworksのバージョン

リーフサーバ A ZENworks for Desktops 4.0.1および ZENworks for Servers 3.0.2

リーフサーバ B ZENworks for Servers 3.0.2

リーフサーバ C ZENworks for Desktops 4.0.1

リーフサーバ D ZENworks for Desktops 3.2

Root Server
(ZENworks for Desktops 4.0.1)

+
(ZENworks for Servers 3.0.2)

Inventory
Database

Leaf Server A
(ZENworks for Desktops 4.0.1)

+
(ZENworks for Servers 3.0.2)

Leaf Server B
(ZENworks for Servers 3.0.2)

Leaf Server C
(ZENworks for Desktops 4.0.1)

Leaf Server D
(ZENworks for Desktops 3.2)
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2. リーフサーバ Dを ZENworks for Desktops 3.2から ZENworks for Desktops 3.2 SP3
にアップグレードします。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Desktop 
Managementインストールガイド』の「アップグレード」を参照してください。

次の図は、この場合の構成例を示しています。

Root Server
(ZENworks 6.5 Server Management)

+
(ZENworks 6.5 Desktop Management)

Inventory
Database

Leaf Server A
(ZENworks for Desktops 4.0.1)

+
(ZENworks for Servers 3.0.2)

Leaf Server B
(ZENworks for Servers 3.0.2)

Leaf Server C
(ZENworks for Desktops 4.0.1)

Leaf Server D
(ZENworks for Desktops 3.2 SP3)
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18 Remote Managementの相互運用性

Novell® ZENworks® 6.5 Server Managementと ZENworks for Desktops 4.xまたは
ZENworks for Servers 3.xとの間には次のような Remote Managementの相互運用性が存
在します。

! ZENworks 6.5 Server ManagementのRemote Managementコンソールは、ZENworks for 
Servers 3.x Remote Management Agentのみと相互運用性があります。

! ZENworks 6.5 Server Managementの Remote Managementコンソールと ZENworks for 
Desktops 4.x Remote Management Agentとの間には認証のパスワードモードのみ相
互運用性が存在し、Remote Control操作および Remote View操作を実行できます。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementの Remote Managementコンソールを使用して、
ZENworks for Desktops 4.x、ZENworks 6.5 Desktop Managementワークステーショ
ン、および ZENworks 6.5 Server Managementサーバを管理します。
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19 他の製品との相互運用性

! 287 ページの ｢ Remote Management ｣

! 287 ページの ｢ Novell Clustering Services ｣

! 287 ページの ｢ Nterprise Branch Office ｣

Remote Management

Novell® ZENworks® 6.5 Server Managementの Remote Managementコンポーネントのイ
ンストール時にミラードライバを Windows 2000/2003にインストールすることを選択
した場合、Remote Managementコンポーネントは、リモート管理機能を提供する他のベ
ンダ製品と共存することができます。

これにより、ZENworks 6.5 Server Managementの Remote Managementコンポーネント
と同じ環境で、リモート管理機能を提供する他のベンダ製品を使用できるようになり
ます。

Novell Clustering Services

ZENworks Server Managementは、既存の Novell Clustering Services環境にインス
トールできます。詳細については、335 ページの付録 E ､ ｢クラスタ環境での ZENworks 
Server Management ｣を参照してください。

クラスタリングは、ZENworks 6.5 Server Managementの Remote Managementではサポー
トされていません。

Nterprise Branch Office

ZENworks 6.5 Server Managementでは、Interim Release 1が適用された ZENworks for 
Servers 3.x以外に、Policy and Distribution Servicesと Nterprise Branch OfficeTM 
2.0との間の相互運用性はサポートされていません。ZENworks 6.5 Server Management 
Distributorは、バージョン 6.5 Distributionを ZENworks for Servers 3.x Interim 
Release 1 Subscriberに送信できます。

Interim Release 1の入手とインストールについては、技術情報 2968433 (http://
support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/2968433.htm)を参照してくだ
さい。

Nterprise Branch Officeについては、『Novell Nterprise Branch Office Setup 
Guide』の「Integrating Nterprise Branch Office with ZENworks Tiered Electronic 
Distribution (http://www.novell.com/documentation/lg/nbo2/index.html?page=/
documentation/lg/nbo2/setupguide/data/aigi61a.html)」を参照してください。
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VI アンインストール

次の章では、Novell® ZENworks® Server Managementソフトウェアをアンインストール
する方法について説明します。

! 20 章 291 ページの ｢ Policy and Distribution Servicesのアンインストール｣

! 21 章 299 ページの ｢ Server Inventoryのアンインストール｣

! 22 章 309 ページの ｢ Remote Managementのアンインストール｣

! 23 章 311 ページの ｢ Management and Monitoring Servicesのアンインストール｣
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20 Policy and Distribution Servicesのアンインス
トール

Novell® ZENworks® Policy and Distribution Servicesを自動的にアンインストール
することはできません。手動で ZENworks Server Managementソフトウェア、その
Novell eDirectoryTMオブジェクト、および Novell ConsoleOne®ファイルを削除する
必要があります。

ZENworks Server Managementコンポーネントがインストールされたすべてのサーバお
よびワークステーションで、オブジェクト、ファイル、および情報を削除する必要が
あります。

手動で ZENworks Server Managementをアンインストールするには、次の手順を実行し
ます。

1. 291 ページの ｢ eDirectoryオブジェクトのアンインストール｣

2. 292 ページの ｢ NetWareサーバのソフトウェアのアンインストール｣

3. 294 ページの ｢ Windowsサーバのソフトウェアのアンインストール｣

4. 296 ページの ｢ Linuxサーバおよび Solarisサーバのソフトウェアのアンインス
トール｣

5. 296 ページの ｢ ConsoleOneからのスナップインのアンインストール｣

6. 298 ページの ｢ Webコンポーネントのアンインストール｣

eDirectoryオブジェクトのアンインストール

ZENworks eDirectoryオブジェクトを削除するかどうかはオプションです。

eDirectoryオブジェクトを削除しない場合には、作業ディレクトリの場所に関する情
報を収集する手順だけを実行します。ソフトウェアを削除するのに、この情報が必要
になります。

ZENworks eDirectoryオブジェクトを削除するには

1 ConsoleOneで、SLPのプロパティパッケージを右クリックし、［Properties］をク
リックします。

2 Tiered Electronic Distributionポリシーが有効になっている場合、そのポリシー
を選択して、［Properties］をクリックし、指定されているデフォルトのログファ
イルおよび作業ディレクトリの場所と名前をメモします。

後でソフトウェアファイルを削除するときに、この情報が必要になります。

3 ConsoleOneで、Tiered Electronic Distributionオブジェクトを保持するコンテ
ナを検索します。
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3a Tiered Electronic Distributionオブジェクトのプロパティで指定されてい
る、ログファイルと作業ディレクトリの場所と名前をメモします。

後でソフトウェアファイルを削除するときに、この情報が必要になります
(292 ページの ｢ NetWareサーバのソフトウェアのアンインストール｣、294 
ページの ｢ Windowsサーバのソフトウェアのアンインストール｣、および 296 
ページの ｢ Linuxサーバおよび Solarisサーバのソフトウェアのアンインス
トール｣を参照してください )。

3b Tiered Electronic Distributionオブジェクトを右クリックし、［Delete NDS 
Object］をクリックして、［Yes］をクリックします。

次に示す Tiered Electronic Distributionオブジェクトの中で、存在する各
オブジェクトついてこの操作を実行します。

Distributor

Distribution

Channel

Subscriber

External Subscriber

Subscriber Group

4 ツリー内のすべての Tiered Electronic Distributionオブジェクトに対し、ス
テップ 3を実行します。

5 ZENworks Server Managementのポリシーパッケージを保持するコンテナを検索し、
すべてのポリシーパッケージオブジェクトを削除します。

6 ツリー内のポリシーパッケージオブジェクトを含むすべてのコンテナオブジェクト
に対して、ステップ 5を実行します。

7 すべてのパッケージコンポーネントを表示できるよう、Server Software Packages
のプラス記号をクリックします。

8 ソフトウェアパッケージを選択します。

8a そのコンポーネントオブジェクトの 1つを右クリックし、［Delete］、［Yes］の
順にクリックします。

8b 選択したパッケージの各コンポーネントについてステップ 8aを実行します。

8c ソフトウェアパッケージオブジェクトを右クリックし、［Remove］、［Yes］の順
にクリックします。

9 各ソフトウェアパッケージについてステップ 8を実行します。

10 Server Managementデータベースを削除する場合は、適切なデータベースオブジェ
クトを右クリックし、［Delete NDS Object］、［Yes］の順にクリックします。

正しいデータベースオブジェクトを選択していることを確認します。これは、
Server Inventoryや ZENworks for Desktopsなどで、他のデータベースオブジェク
トが使用されている場合があるためです。

11 ConsoleOneを終了します。

NetWareサーバのソフトウェアのアンインストール

NetWare®サーバから ZENworks Server Managementソフトウェアファイルを削除する必
要があります。
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ソフトウェアファイルを削除するには

1 サーバコンソールで、すべての ZENworks Server Management Javaプロセスをアン
ロードします (ZENworks Server Managementコマンドラインプロンプトで EXITを
使用します )。

2 Sybaseプロンプトで、「q」と入力してデータベースを停止します。

3 Policy and Distributionデータベースファイル (zfslog.db)を削除する場合は、
\databaseディレクトリを削除します。

警告 : \databaseディレクトリが ZENworks for Desktops、Server Inventory、または Management and 

Monitoring Servicesによって使用されている場合は、この \databaseディレクトリを削除しないでく

ださい。

4 ファイルマネージャを使用して、\zenworks\pdsディレクトリを削除します。

この結果、Distributor、Subscriber、および Server Policiesソフトウェアが削
除されます。デフォルトの作業ディレクトリパスを使用していた場合は、
Distributionファイルを含む、すべての作業ディレクトリも削除されます。

警告 : \databaseディレクトリが \pdsディレクトリ内に配置されており、データベースが ZENworks 

for Desktops、Server Inventory、または Management and Monitoring Servicesによって使用されて

いる場合は、\pdsディレクトリを削除しないでください。代わりに、\pdsディレクトリ以外のすべて

のディレクトリを削除します。

前で示したデフォルト以外のインストールパスを使用している場合は、\pdsディ
レクトリがどこに配置されているのかを検索するために
\system\zenworks.propertiesファイルを開きます。

5 \zenworksディレクトリから zfsversion.classおよび zfsversion.ncfファイルを
削除します。

警告 : \zenworksディレクトリは削除しないでください。他の Novellソフトウェアプログラムが共有

している可能性があります。

6 \systemディレクトリから \zenworks.propertiesファイルを削除します。

警告 : ZENworks Desktop Managementがインストールされている場合は、zenworks.propertiesファイ

ルを削除しないでください。Server Managementと Desktop Managementはこのファイルを共有します。

7 次の項目を削除します。

! Server Policies、Server Software Packages、および Tiered Electronic 
Distributionコンポーネントによって作成されたすべてのログファイル

! \zenworks\pds\tedディレクトリ以外の場所に作成されたすべての作業ディレ
クトリ

! \zenworks\pds\smanagerディレクトリ以外の場所に作成されたすべての作業
ディレクトリ

この結果、Distributionを含むすべての作業ファイルが削除されます。事前にこ
の情報を収集しておく必要があります (291 ページの ｢ eDirectoryオブジェクトの
アンインストール｣のステップ 3aを参照してください )。

8 NetWareレジストリをクリーンアップします。

8a NetWareサーバのメインコンソールのプロンプトで、次のコマンドを入力し
ます。

regedit

8b 次のコマンドを入力します。

cd software\novell\zenworks
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8c Server Managementのコンポーネントが Policy and Distribution Servicesよ
りも多くインストールされている場合や Desktop Managementもインストール
されている場合は、次のコマンドを入力します。

rd zfs

del pdspath
del pdsdbpath

8d Policy and Distribution Servicesのみがインストールされている場合は、次
のコマンドを入力します。

rd zenworks

9 ZENworks Server Managementがインストールされた各サーバに対し、ステップ 1
からステップ 8までを実行します。

10 Server Software Packagesの .cpkおよび .spkファイルを削除するには、これらの
ファイルを検索して削除します。

Windowsサーバのソフトウェアのアンインストール

Windowsサーバから ZENworks Server Managementソフトウェアファイルを削除する必
要があります。

ソフトウェアファイルを削除するには

1 Windows NT/2000/2003サーバで REGEDITを実行し、次のキーを検索します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks

次のエントリからインストールパスを確認します。

PDS Path

ZENworks Path

ZWS Path

2［スタート］、［ファイル名を指定して実行］の順にクリックし、次のコマンドを入
力します。 

zenworks\pds\bin\dservices.bat

このコマンドにより、ZENworks Server Managementのサービスが停止し、これらの
サービスの登録が取り消されます。この操作は、ZENworks Server Managementディ
レクトリを削除する前に実行する必要があります。

3［OK］をクリックします。

4 データベースを停止するには、次の手順を実行します。

サーバプラット

フォーム

手順

Windows NT 4 適用可能な各 Windows NTサーバに対して次の手順を実行します。

1.［コントロール パネル］を開きます。

2.［Services］をダブルクリックします。

3. Novell Sybase Databaseサービスを停止します。
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5 ファイルマネージャを使用して、次の項目を削除します。

! Server Policies、Server Software Packages、および Tiered Electronic 
Distributionコンポーネントによって作成されたすべてのログファイル

! \zenworks\pds\tedディレクトリ以外の場所に作成されたすべての作業ディレ
クトリ

! \zenworks\pds\smanagerディレクトリ以外の場所に作成されたすべての作業
ディレクトリ

この結果、Distributionを含むすべての作業ファイルが削除されます。291 ペー
ジの ｢ eDirectoryオブジェクトのアンインストール｣のステップ 3aを実行して、
事前にこの情報を収集しておく必要があります。

6 Policy and Distributionデータベースファイル (zfslog.db)を削除する場合は、
\databaseディレクトリを削除します。

警告 : \databaseディレクトリが ZENworks for Desktops、Server Inventory、または ZENworks Server 

Management and Monitoring Servicesによって使用されている場合は、この \databaseディレクトリ

を削除しないでください。

7 \zenworks\pdsディレクトリを削除します。

この結果、Distributor、Subscriber、および Server Policiesソフトウェアが削
除されます。

警告 : データベースファイルが \pdsディレクトリに存在し、Server Inventory、Management and 

Monitoring Services、または ZENworks for Desktopsがこのファイルを使用している場合は、\pds

ディレクトリを削除しないでください。代わりに、\pdsディレクトリに存在するすべてのディレクト

リ (\databaseディレクトリは除く )を削除します。

\zenworksディレクトリは削除しないでください。他の Novellソフトウェアプログラムが共有してい

る可能性があります。

8 Windowsレジストリを開き、次の場所にある PDSPathと ZWSPathエントリを削除し
ます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS

警告 : ZENworks Server Managementのその他のコンポーネントが ZENworks Web Serverを使用してい

るため、そのコンポーネントを削除しない場合は、ZWSPathエントリを削除しないでください。

9 ZENworks Server Managementがインストールされた各サーバに対し、ステップ 2
からステップ 8までを実行します。

10 Server Software Packagesの .cpkおよび .spkファイルを削除するには、これらの
ファイルを検索して削除します。

Windows 2000/
2003

適用可能な各 Windows 2000/2003サーバに対して次の操作を実行します。

1.［コントロール パネル］を開きます。

2.［管理ツール］>［サービス］の順にダブルクリックします。

3. Novell Sybase Databaseサービスを停止します。

サーバプラット

フォーム

手順
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Linuxサーバおよび Solarisサーバのソフトウェアのアンインストール

Linuxサーバまたは Solarisサーバから ZENworks Server Managementソフトウェア
ファイルを削除する必要があります。

ソフトウェアファイルを削除するには

1 319 ページの付録 B ､ ｢ Server Management Servicesの起動と停止｣の説明に従っ
て、Linuxまたは Solarisサーバのすべての Policy and Distribution Services
デーモンを停止します。

2 ZFSTedパッケージを削除します。

! Linuxの場合 :

rpm -e novell-zen-zfs

rpm -e novell-zen-zws

! Solarisの場合 :

pkgrm novell-zen-zfs

3 手動で zfs実行可能ファイルを削除します。

rm /etc/init.d/novell-zfs

4 手動で /var/opt/novell/zenworksディレクトリおよび残りのコンテンツを削除し
ます。

rm -rf /var/opt/novell/zenworks

この結果、Distributionを含むすべての作業ファイルが削除されます。291 ペー
ジの ｢ eDirectoryオブジェクトのアンインストール｣のステップ 3aを実行して、
事前にこの情報を収集しておく必要があります。

5 手動で /var/opt/novell/log/zenworksディレクトリおよび残りのログファイルを
削除します。

rm -rf /var/opt/novell/log/zenworks

6 Policy and Distribution Servicesがインストールされた各 Linuxサーバまたは
Solarisサーバに対し、ステップ 1からステップ 5までを実行します。

7 Server Software Packagesの .cpkおよび .spkファイルを削除するには、これらの
ファイルを検索して削除します。

ConsoleOneからのスナップインのアンインストール

ZENworks Server Managementに ConsoleOneスナップインを提供する .jarファイルを
削除する必要があります。

警告 : 他の製品の管理に ConsoleOneを使用している場合は、ConsoleOne自体を削除しないでください。
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ZENworks Server Management用の ConsoleOneスナップインだけを削除するには

1 ワークステーションの c:\novell\consoleone\1.2ディレクトリ (パスが異なる場
合もあります )内のサブディレクトリから、次のファイルを削除します (サブディ
レクトリ自体は削除しないでください )。

\lib\ted\*.jar

\lib\zen\*.jar

\resources\ted\cpkagentres.jar

\resources\ted\fileagentres.jar

\resources\ted\ftpagentres.jar

\resources\ted\httpagent.jar

\resources\ted\installwizardres.jar

\resources\ted\tedlibres.jar

\resources\ted\tedsnapinsres.jar

\resources\rwc\*.jar

\snapins\rwc\*.jar

\snapins\zen\zenpolicy.jar

\snapins\zen\zenreport.jar

\snapins\zen\zfssnap.jar

\snapins\ted\tedsnapins.jar

\snapins\ted\tednalagent.jar

2 ConsoleOneがインストールされている各ワークステーションに対して、ステップ 1
を実行します。

3 サーバの sys:\public\mgmt\consoleone\1.2ディレクトリ (パスが異なる場合もあ
ります )内のサブディレクトリから次のファイルを削除します (サブディレクトリ
自体は削除しないでください )。

\lib\ted\*.jar

\lib\zen\*.jar

\resources\ted\cpkagentres.jar

\resources\ted\fileagentres.jar

\resources\ted\ftpagentres.jar

\resources\ted\httpagent.jar

\resources\ted\installwizardres.jar

\resources\ted\tedlibres.jar

\resources\ted\tedsnapinsres.jar

\resources\rwc\*.jar

\snapins\rwc\*.jar

\snapins\zen\zenpolicy.jar

\snapins\zen\zenreport.jar

\snapins\zen\zfssnap.jar

\snapins\ted\tedsnapins.jar

\snapins\ted\tednalagent.jar

これらはステップ 1と同じファイルです。

4 ConsoleOneがインストールされている各サーバに対して、ステップ 3を実行し
ます。
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Webコンポーネントのアンインストール

Policy and Distribution Services Webコンポーネントは Tomcat Servlet Gatewayに
統合されます。適切な手順に従います。

! 298 ページの ｢ iManager 2.0.2 ｣

! 298 ページの ｢ iManager 2.5 ｣

iManager 2.0.2

統合されたソフトウェアを、Tomcatインストールから手動で削除する必要があります。

1 Tomcatがインストールされているサーバで、Tomcatを停止します。

2 Novell iManagerTM用 Policy and Distribution Servicesプラグインを削除するに
は、次の項目を削除します。

! ディレクトリ :

\tomcat\4\webapps\nps\portal\modules\zfs

\tomcat\4\webapps\nps\portal\modules\zfsca

\tomcat\4\work\standalone\localhost\nps\portal\modules\zfs

! ファイル :

\tomcat\4\temp\zfs*.npm

\tomcat\4\webapps\nps\packages\zfs*.npm

\tomcat\4\webapps\nps\portal\modules\dev\images\dir\zen*.gif

\tomcat\4\webapps\nps\portal\modules\rwc\skins\default\devices\default
\AvailableZFSAgents.jsp

\tomcat\4\webapps\nps\portal\modules\rwc\skins\default\devices\default
\zfs*.jsp

\tomcat\4\webapps\nps\web-inf\lib\zen*.jar

\tomcat\4\webapps\nps\web-inf\lib\zfsca.jar

3 Tomcatを起動します。

4 複数のサーバに Policy and Distribution Webコンポーネントをインストールした
場合、各 Tomcatインストールに対して、ステップ 1からステップ 3までを実行し
ます。

iManager 2.5

iManager 2.5の NPM管理機能を使って Server Managementプラグインを削除すること
ができます。

1 iManagerにログインします。

2［Configure］ビューをクリックします。

3［Module Installation］>［Installed Novell Plug-in Modules］の順にクリックし
ます。

4 削除する ZENworksプラグインモジュールを選択します。

5［Remove］をクリックします。

6 Tomcatを再起動します。
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21 Server Inventoryのアンインストール

Novell® ZENworks® Server Managementの Server Inventoryコンポーネントを自動的
にアンインストールすることはできません。インベントリサーバ、Sybase上のインベ
ントリデータベース、Novell eDirectoryTMオブジェクト、および Novell ConsoleOne®

の Server Inventoryスナップインファイルを手動で削除する必要があります。

注 : インベントリデータベースが Oracleまたは MS SQLにマウントされている場合は、Oracleまたは MS 
SQLによってそれぞれ推奨されているアンインストール手順に従ってください。

Server Inventoryコンポーネントがインストールされているすべてのサーバおよび
ワークステーションから、オブジェクトとファイルを削除する必要があります。

インベントリが企業内に展開されている場合は、まずすべてのリーフサーバをアンイ
ンストールしてから、中間サーバ、ルートサーバの順にアンインストールします。
Server Inventoryをアンインストールする前に、必ずルートサーバ内のインベントリ
データベースのバックアップを作成し、保存しておいてください。

手動で Server Inventoryをアンインストールするには、次の手順を実行します。

1. 299 ページの ｢ Server Inventoryの eDirectoryオブジェクトのアンインストール｣

2. 300 ページの ｢データベース eDirectoryオブジェクトのアンインストール｣

3. 300 ページの ｢ Sybaseインベントリデータベースのアンインストール｣

4. 302 ページの ｢ Sybaseエンジンのアンインストール｣

5. 303 ページの ｢ Inventory Agentのアンインストール｣

6. 304 ページの ｢インベントリサーバソフトウェアのアンインストール｣

7. 306 ページの ｢ XMLプロキシサーバのアンインストール｣

8. 307 ページの ｢ ConsoleOneからの Server Inventoryスナップインのアンインス
トール｣

Server Inventoryの eDirectoryオブジェクトのアンインストール

ZENworks Server Management Server Inventoryの eDirectoryオブジェクトを削除する
には

1 インベントリサーバ上の Inventory Serviceを停止します。 

! NetWareサーバの場合は、コンソールのプロンプトで、「StopSer *」と入力
します。 

! Windows 2000/2003サーバの場合、コントロールパネルで［管理ツール］、
［サービス］の順にダブルクリックし、［Novell ZEN Inventory］を選択して
［停止］をクリックします。
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2 ConsoleOneで、SLPオブジェクトのプロパティパッケージを右クリックし、
［Properties］、［Policies］の順にクリックします。

ZENworksデータベースポリシーが有効になっている場合は、ポリシーを選択して、
［Properties］をクリックし、［Inventory Management］タブをクリックします。次
に、指定したインベントリデータベースのエントリを削除して［OK］をクリックし
ます。

重要 : ZENworksデータベースポリシーが複数のインベントリサーバで使用されている場合、それらの

インベントリサーバをアンインストールしてからこの手順を実行する必要があります。

3 Server Inventoryポリシーを無効にします。

3a 分散サーバパッケージを右クリックし、［Properties］、［Policies］、
［General］(または、［NetWare］か［Windows］)タブの順にクリックします。

3b Server Inventoryポリシーが有効になっている場合は、ポリシーを選択して
［Reset］ボタンをクリックし、［Yes］をクリックします。

3c Server Inventoryポリシーを無効にします。

複数のオペレーティングシステムに Server Inventoryポリシーを設定してい
る場合は、［Policies］タブでオペレーティングシステムのオプションを選択
し、この手順を繰り返します。

3d［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

4 ロールアップポリシーおよびディクショナリ更新ポリシーが有効になっている場
合、これらのポリシーを無効にします。

4a サーバパッケージを右クリックし、［Properties］、［Policies］、［NetWare］(
または［Windows］)タブの順にクリックします。

4b ロールアップポリシーが有効になっている場合は、ポリシーを選択して
［Reset］ボタンをクリックし、［Yes］をクリックします。

4c ロールアップポリシーを無効にします。

4d ディクショナリ更新ポリシーが有効になっている場合は、ポリシーを選択して
［Reset］ボタンをクリックし、［Yes］をクリックします。

4e ディクショナリ更新ポリシーを無効にします。

4f［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

5 ConsoleOneで、Inventory Serviceオブジェクトを含むコンテナを検索し、
Inventory Serviceオブジェクトを削除します。

データベース eDirectoryオブジェクトのアンインストール

ConsoleOneで、インベントリデータベースオブジェクトを含むコンテナを検索し、イ
ンベントリデータベースオブジェクトを削除します。

Sybaseインベントリデータベースのアンインストール

! 301 ページの ｢ NetWareサーバからのアンインストール｣

! 301 ページの ｢ Windowsサーバからのアンインストール｣
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NetWareサーバからのアンインストール

1 Sybaseコンソールプロンプトで「q」と入力して Sybaseを停止します。

2 sys:\system\mgmtdbs.ncfから mgmtdb.dbへのパスを削除します。

その他のデータベースパスは削除しないようにします。

3 sys:\system\zenworks.propertiesの INVDBPATHキーの値を確認します。

4 INVDBPATHキーで指定された値から、mgmtdb.logを含むインベントリデータベース
ファイル (mgmtdb*.db)を削除します。 

重要 : ZENworks 6.5 Desktop Managementの Workstation Inventory情報を含むデータベースファイル

は削除しないようにします。

5 sys:\system\zenworks.propertiesから INVDBPATHキーを削除します。

6 ZFS_INVENTORY_DATABASE_SERVERキーを削除します。

sys:\system\zenworks.propertiesから次のセクションを削除します。 

[ZfS_Inventory_Database_Server]

Version = 6.5.0.build_date

Installed_From = Product CD

Support_Pack = 0

7 Sybaseがアンインストールされておらず、他の ZENworks製品によって使用されて
いる場合は、Sybaseを起動します。

Sybaseコンソールプロンプトで「mgmtdbs.ncf」と入力します。 

Windowsサーバからのアンインストール

1 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリの DBENGINEPATH
キーの値をメモします。

2 Sybaseを停止します。

2a Windowsコントロールパネルで［管理ツール］、［サービス］の順にダブルク
リックします。

2b［Novell Database - Sybase］を選択し、［停止］をクリックします。

3 mgmtdb.dbへのパスを削除します。

3a DBENGINE_installation_directory\ntdbconfig.exeを実行します。

3b［NTDBConfig］ダイアログボックスで、mgmtdb.dbへのパスを削除し、［OK］を
クリックします。

3c その他の .dbエントリが存在しない場合は、Sybaseエンジンを削除して手順 4
に進みます。Sybaseエンジンを削除する方法については、302 ページの 
｢ Sybaseエンジンのアンインストール｣を参照してください。

4 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリの INVDBPATH
キーの値をメモします。

5 INVDBPATHキーで指定された値から、mgmtdb.logを含むインベントリデータベース
ファイル (mgmtdb*.db)を削除します。 

重要な ZENworks Desktop Workstation Inventory情報を含むデータベースファイ
ルは削除しないようにします。
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6 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリから INVDBPATH
キーを削除します。

7 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS\ZFSレジストリエントリからインベ
ントリデータベースサーバキーを削除します。

8 Sybaseがアンインストールされておらず、他の ZENworks製品によって使用されて
いる場合は、Sybaseを起動します。

8a Windowsコントロールパネルで［管理ツール］、［サービス］の順にダブルク
リックします。

8b［Novell Database - Sybase］を選択し、［開始］をクリックします。

Sybaseエンジンのアンインストール

Sybaseエンジンは、他の ZENworks製品で使用されていない場合に限り、削除すること
ができます。

! 302 ページの ｢ NetWareサーバからのアンインストール｣

! 302 ページの ｢ Windowsサーバからのアンインストール｣

NetWareサーバからのアンインストール

1 Sybaseが他の ZENworks製品で使用されている場合、まずデータベースをアンイン
ストールしてから、Sybaseエンジンをアンインストールする必要があります。

2 Sybaseコマンドプロンプトで「q」と入力して、Sybaseを停止します。

3 sys:\system\zenworks.propertiesの DBENGINEPATHキーの値をメモします。

4 データベースがデータベースサーバにマウントされているかどうかを確認します。

データベースがデータベースサーバにマウントされている場合、
sys:\system\mgmtdbs.ncfファイルに .dbエントリが含まれます。

このファイルに .dbエントリが含まれていない場合は、mgmtdbs.ncfを削除しま
す。ファイルに .dbエントリが含まれている場合は、Sybaseエンジンの削除を中
止してください。

5 sys:\system\autoexec.ncfから mgmtdbs.ncfエントリを削除します。

6 DBENGINEPATHで指定されているディレクトリを削除します。

7 sys:\system\zenworks.propertiesから DBENGINEPATHキーを削除します。

Windowsサーバからのアンインストール

1 Sybaseが他の ZENworks製品で使用されている場合、まずデータベースをアンイン
ストールしてから、Sybaseエンジンをアンインストールする必要があります。

2 Sybaseを停止します。

2a Windowsコントロールパネルで［管理ツール］、［サービス］の順にダブルク
リックします。

2b［Novell Database - Sybase］を選択し、［停止］をクリックします。

3 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリの DBENGINEPATH
キーの値をメモします。
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4 データベースがデータベースサーバにマウントされているかどうかを確認します。

4a DBENGINE_installaton_directory\ntdbconfig.exeを実行して、.dbエントリ
が含まれているかどうかを確認します。

.dbエントリを含んでいる場合は、データベースがデータベースサーバにマウ
ントされていることを示します。この場合、Sybaseエンジンの削除を中止し
てください。

4b データベースがデータベースサーバにマウントされていない場合、.dbエント
リは含まれません。HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CURRENTCONTROLSET\SERVICESレ
ジストリエントリから ASANYS_ZENWORKSキーを削除します。

5 DBENGINEPATHで指定されているディレクトリを削除します。

6 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリから
DBENGINEPATHキーを削除します。

Inventory Agentのアンインストール

! 303 ページの ｢ NetWareサーバからのアンインストール｣

! 304 ページの ｢ Windowsサーバからのアンインストール｣

NetWareサーバからのアンインストール

1 サーバのコンソールプロンプトで次のコマンドを実行します。

invagentstop.ncf

java -exit

2 sys:\systemから次のファイルを削除します。

hwinvsrc.ini

invaid.nlm

invsetup.ini

mpkscan.nlm

nwapi.bak

nwapi.map

smile.bak

smile.map

suppl.bak

suppl.map

3 sys:\java\bin\invnatve.nlmを削除します。

4 sys:\system\zenworks.propertiesの ZENworksPath、PDSPath、および
InvAgentPathキーの値をメモします。

5 InvAgentPathキーで指定された Inventory Agentのインストールディレクトリを
削除します。

6 PDSPath\smanager\pluginsディレクトリから invagentnw.jarを削除します。

7 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS\ZFSレジストリエントリから
Inventory Agentキーを削除します。

8 PDSPath\smanager\zfs.ncfで、次のエントリを削除します。

load sys:\\java\\bin\\invnatve
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Windowsサーバからのアンインストール

1 Inventory Agentサービスを停止します。 

Windows NTのコントロールパネルで［サービス］をダブルクリックし、［ZFS 
Policies］を選択して［停止］をクリックします。

Windows 2000のコントロールパネルで［管理ツール］、［サービス］の順にダブル
クリックし、［ZFS Policies］を選択して［停止］をクリックします。

2 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリの InvAgentPath
キーおよび PDSPathキーの値をメモします。InvAgentPathキーには Inventory 
Agentのインストールディレクトリが含まれ、PDSPathキーには Policy and 
Distribution Serviceのインストールディレクトリが含まれます。

3 InvAgentPathキーで指定された Inventory Agentのインストールディレクトリを
削除します。

4 PDSPathキーで指定されたディレクトリに存在するプラグインディレクトリから
invagentnt.jarを削除します。

5 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリから
INVAGENTPATHキーを削除します。

6 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS\ZFSエントリから Inventory Agent
キーを削除します。

インベントリサーバソフトウェアのアンインストール

! 304 ページの ｢ NetWareサーバからのアンインストール｣

! 305 ページの ｢ Windowsサーバからのアンインストール｣

NetWareサーバからのアンインストール

1 サーバコンソールのプロンプトで「StopSer *」と入力して、Inventory Service 
Managerを停止します。

2 サーバコンソールで「java -exit」と入力して、java.nlmをアンロードします。

3 sys:\system\zenworks.propertiesの INVSRVPATHキーおよび ZWSPATHキーの値を
メモします。

4 ZFS_INVENTORY_SERVERキーを削除します。

sys:\system\zenworks.propertiesから次のセクションを削除します。 

[ZfS_Inventory_Server]
Version = 6.5.0.Server_Management_product_build_date
Installed_From = Product CD
Support_Pack = 0

5 invsrvpath\scandirディレクトリを削除します。

6 invsrvpath\serverディレクトリを削除します。

7 sys:\system\autoexec.ncfから次のエントリを削除します。

; ZENworks Inventory Settings

StartInv.ncf
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8 sys:\systemディレクトリから次のファイルを削除します。

addenums.ncf

dbexport.ncf

debug.properties

dupremove.ncf 

enumsmodifier.ncf

invenv.ncf

invenvset.ncf

listser.ncf

startinv.ncf

startser.ncf

startzws.ncf

stopdb.ncf

stopser.ncf

9 インベントリサーバに Policy and Distribution Servicesと XMLプロキシサーバ
がインストールされていない場合は、ZWSPATHによって指定されているディレクト
リを削除して、ZENworks Web Serverコンポーネントを削除します。

9a 次のエントリを sys:\system\autoexec.ncf fileから削除します。

; ZENworks Inventory Settings

ZFS.ncf

9b sys:\systemディレクトリから zwsstart.ncfファイルを削除します。

9c sys:\system\zenworks.propertiesから ZWSPATHキーを削除します。

9d zws_volume:\zfs-startup.xmlを削除します。

9e zws_volume:\zenworks\zfs.ncfを削除します。

10 sys:\system\zenworks.propertiesから INVSRVPATHキーを削除します。

Windowsサーバからのアンインストール

1 インベントリサーバ上の Inventory Serviceを停止します。

1a Windowsコントロールパネルで［管理ツール］、［サービス］の順にダブルク
リックします。

1b［Novell Inventory Service］を選択し、［停止］をクリックします。

1c［Novell ZENworks Service Manager］を選択し、［停止］をクリックします。

2 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリの INVSRVPATH
キーおよび ZWSPATHキーの値をメモします。

3 invsrvpath\scandirディレクトリを削除します。

4 invsrvpath\serverディレクトリを削除します。

5 HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CURRENTCONTROLSET\SERVICESレジストリエントリから
ZENINVENTORYキーを削除します。

6  HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS\ZFSレジストリエントリからインベ
ントリサーバキーを削除します。
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7 インベントリサーバに Policy and Distribution Servicesおよび XMLプロキシ
サーバがインストールされていない場合は、ZENworks Web Serverコンポーネント
を削除します。

7a zwspathディレクトリを削除します。

7b HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリから
ZWSPATHキーを削除します。

7c HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CURRENTCONTROLSET\SERVICESレジストリエントリか
ら ZWSSRVキーを削除します。

8 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリから INVSRVPATH
キーを削除します。

9 実行した変更を有効にするため、コンピュータを再起動します。

XMLプロキシサーバのアンインストール

! 306 ページの ｢ NetWareサーバからのアンインストール｣

! 307 ページの ｢ Windowsサーバからのアンインストール｣

NetWareサーバからのアンインストール

Policy and Distribution Servicesまたはインベントリがサーバにインストールされ
ていない場合にサーバから XMLプロキシファイルをアンインストールするには

1 サーバコンソールのプロンプトで「java -killzfsexit」と入力して、java.nlm
をアンロードします。

2 sys:\system\zenworks.propertiesファイルの ZWSPATHの値をメモします。

3 sys:\system\zenworks.propertiesファイルから次のセクションを削除します。

[ZfS_XML_Proxy_Server]
Version=6.5.0.build_date
Installed_From = Product CD
Support_Pack = 0

4 sys:\system\autoexec.ncfファイルから、次のエントリを削除します。 

; ZENworks Inventory Settings

ZFS.ncf

5 sys:\systemディレクトリから zwsstart.ncfファイルを削除します。

6 sys:\system\zenworks.propertiesファイルから \zwspathディレクトリおよび
zwspathエントリを削除します。

7 zws_volume:\zenworksから zfs-startup.xmlおよび zfs.ncfを削除します。
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Windowsサーバからのアンインストール

Policy and Distribution Servicesまたはインベントリがサーバにインストールされ
ていない場合にサーバから XMLプロキシファイルをアンインストールするには

1 ZENworks Web Serverを停止します。

1a Windowsコントロールパネルで［管理ツール］、［サービス］の順にダブルク
リックします。

1b［Novell Zenworks Service Manager］を選択し、［停止］をクリックします。

2 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリの ZWSPATHおよ
び ZENworks Web Serverボリュームの値をメモします。この値は、\zwspathディレ
クトリを示します。

3 zwspathディレクトリを削除します。 

4 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS\ZFSレジストリエントリからインベ
ントリプロキシ XMLサーバキーを削除します。

5 HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CURRENTCONTROLSET\SERVICESレジストリエントリから
ZWSSRVキーを削除します。

6 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS\レジストリエントリから ZWSPATH
キーを削除します。

7 zws_volume:\zenworks\zfs-startup.xmlを削除します。

ConsoleOneからの Server Inventoryスナップインのアンインストール

他の製品の管理に ConsoleOneを使用している場合は、ConsoleOne自体をアンインス
トールしないでください。

ConsoleOneから Server Inventoryスナップインだけを削除するには

1 ConsoleOneを実行している場合は、終了します。

ConsoleOneが複数のワークステーションのインベントリサーバから直接起動して
いる場合は、すべてのワークステーションの ConsoleOneを終了する必要があり
ます。

2 サーバまたはワークステーションの ConsoleOne_installation_directory\1.2ディ
レクトリで、次の操作を実行します。

! 次のファイルを削除します。

bin\debug.properties

bin\directoryrights.dll

bin\ntgroups.ini

bin\userreports.ini

help\novellserverinv.hs

lib\zen\classes12.zip

lib\zen\dbexport.jar

lib\zen\dbexportres.jar

lib\zen\jconn2.jar

lib\zen\jdbcdrv.zip

lib\zen\reportingimages.jar
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lib\zen\smanager.jar

lib\zen\zenutility.jar

reporting\export\invxml.dtd

snapins\zen\dataexportsnapins.jar

snapins\zen\inventorysnapins.jar

snapins\zen\jgl3.1.0.jar

snapins\zen\policymigration.jar

snapins\zen\serversnapins.jar

snapins\zen\swdictionarysnapins.jar

snapins\zen\tableutilities.jar

snapins\zen\tracer.jar

! 次のディレクトリを削除します。

help\en\novell_zfs_server_inventory

reporting\canned\novell reporting\zeninventory

reporting\canned\novell reporting\zeninventory4x

3 同じワークステーションまたはサーバに Remote Management ConsoleOneスナップ
インをインストールしていない場合、次の操作を実行します。

! 次のファイルを削除します。

\bin\desktop4.exe

\bin\desktop4.ini

\bin\mssql.ini

\bin\multprot.dll

\bin\ndsaccess.dll

\bin\oracle.ini

\bin\remagent.ini

\bin\sybase.ini

\lib\zen\commonsnapins.jar

\lib\zen\desktop.jar

\lib\zen\desktop3x.jar

\lib\zen\desktopcommonutility.jar

\lib\zen\desktoputil.jar

\lib\zen\statuslog.jar

\lib\zen\zeninvimages.jar

\snapins\zen\serversnapins.jar

! \bin\zen\sybaseproxyディレクトリを削除します。

4 インベントリ ConsoleOneスナップインをインストールする各ワークステーション
またはサーバに対して、ステップ 1からステップ 3までの手順を実行します。
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22 Remote Managementのアンインストール

Novell® ZENworks® 6.5 Server Managementの Remote Managementコンポーネントを自
動的にアンインストールすることはできません。手動で Novell ConsoleOne®から
Remote Management Agentと Remote Managementサーバスナップインを削除する必要が
あります。

手動で Remote Managementをアンインストールするには、次のタスクを実行します。

! 309 ページの ｢ Windows管理対象サーバの Remote Management Agentのアンインス
トール｣

! 310 ページの ｢ConsoleOneからのRemote Management Serverスナップインのアンイ
ンストール｣

Windows管理対象サーバの Remote Management Agentのアンインストール

1 ミラードライバをインストールしている場合、［Mirror Driver］オプションを選択
せずに Remote Managementを再インストールする必要があります。Remote 
Managementのインストール方法に関する詳細については、6 章 61 ページの 
｢ Policy-Enabled Server Managementのインストール｣を参照してください。

2 Remote Management Agentを停止します。

2a Windowsコントロールパネルで［管理ツール］>［サービス］の順にダブルク
リックします。

2b［Novell ZFS Remote Management Agent］を選択し、［停止］をクリックします。

3 ZENworks_agent_directory\rmagentディレクトリを削除します。

4 ZENworks_agent_directory\pds\smanager\plugins\rmagent.jarを削除します。

5 \system32ディレクトリから、drishti.dll、yukti.dll、darpan.inf、および
darpan.dllの各ファイルを削除します。

6 \system32\driversディレクトリから darpan.sysを削除します。

7 次のレジストリキーを削除します。

! HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS\REMOTE MANAGEMENT

! HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS\ZFS\REMOTE MANAGEMENT

! HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\SERVICES\CURRENTCONTROLSET\BLANKSCR

! HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\SERVICES\CURRENTCONTROLSET\REMOTE MANAGEMENT

8 管理対象サーバを再起動します。
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ConsoleOneからの Remote Management Serverスナップインのアンイ
ンストール 

他の製品の管理に ConsoleOneを使用している場合は、ConsoleOne自体をアンインス
トールしないでください。

ConsoleOneから Remote Managementスナップインだけを削除するには

1 ConsoleOneを実行している場合は、終了します。

ConsoleOneが複数のワークステーションの Remote Managementサーバから直接起
動している場合は、すべてのワークステーションの ConsoleOneを終了する必要が
あります。

2 サーバまたはワークステーションの ConsoleOne_installation_directory\1.2ディ
レクトリで、次の操作を実行します。

! Server Managementおよび Desktop Managementが使用する共通ファイルを削除
します。

重要 : ご自分のセットアップに ZENworks 6.5 Desktop Managementの Remote Managementコンソー

ルをインストールしている状態で、Desktop Managementの ConsoleOneを使用する場合には、次

のファイルを削除しないでください。Server Managementをアンインストールした後、

query.propertiesファイルを編集して、"rmver"属性の値を "zfd."に変更する必要があります。

\bin\desktop4.exe

\bin\desktop4.ini

\bin\rmagent.ini

\bin\rmports.ini

\bin\zencutil.dll

\lib\zen\desktop.jar

\bin\query.properties

\bin\drishtitype.ini

! 次に示す Server Management固有のファイルを削除します。

\snapins\zen\rmserversnapins.jar

\snapins\zen\novell_rconsole_ndszfs.jar

\snapins\zen\novell_rconsole_atlas.jar

\lib\zen\statuslog.jar

! 次のディレクトリを削除します。

\help\en\novell_zfs_rconsole

\bin\zen\rclaunch

重要 : ご自分のセットアップに ZENworks 6.5 Desktop Managementの Remote Managementコンソー

ルをインストールしている状態で、Desktop Managementの ConsoleOneを使用する場合には、

\bin\zen\rclaunchディレクトリを削除しないでください。

3 Remote Management ConsoleOneスナップインがインストールされている各コン
ピュータに対して、手順 1と 2を実行します。
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23 Management and Monitoring Servicesのアンインス
トール

Novell® ZENworks® Management and Monitoring Servicesを自動的にアンインストー
ルすることはできません。ZENworks Server Managementソフトウェアおよびその
Novell eDirectoryTMオブジェクトを手動で削除する必要があります。

Management and Monitoring Servicesコンポーネントがインストールされたすべての
サーバおよびワークステーションのオブジェクト、ファイル、情報を削除する必要が
あります。

Management and Monitoring Servicesを手動でアンインストールするには、次の手順
を実行します。

1. 311 ページの ｢ Management Site Servicesのアンインストール｣

2. 312 ページの ｢ Traffic Analysis Agentのアンインストール｣

3. 313 ページの ｢ Management Agentのアンインストール｣

4. 314 ページの ｢ Linux Agentのアンインストール｣

Management Site Servicesのアンインストール

Management Site Servicesをアンインストールするには

1 サーバコンソールのプロンプトで、「stopmms」と入力して、管理サーバをアン
ロードします。

2 管理サーバコンソールのプロンプトで、Sybaseデータベースエンジンをアンロー
ドします。 

Sybaseプロセスに切り替え (たとえば、<Ctrl>+<Esc>を使用 )、「q」と入力して
Sybaseデータベースエンジンを終了します。 

3 ZENworks Server Managementコンソールで、
volume:\zenworks\mms\mwserver\uninstallフォルダから uninst.batバッチファ
イルを開きます。

4 プロセスが使用中であり、アンインストールが完了しない場合は、管理サーバの
\zenworks\mmsフォルダを削除します。 

5 ZENworks Server Managementのコンポーネントを使用する予定がない場合、
sys:\system\mgmtdbs.ncfの次の行を削除します。

volume:\ZfS_installation_directory\MWServer\db\mw.db

または

mgmtdbs.ncfが他のデータベースをロードしない場合は、このファイルを削除し
ます。
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6 アンインストールを実行しても、MWおよび netexplor.datファイルが削除される
ことはありません。このデータを使用する予定がない場合は、\zenworksフォルダ
を削除します。

Traffic Analysis Agentのアンインストール

この節では、次のタスクについて説明します。

! 312 ページの ｢NetWareサーバからのTraffic Analysis Agentのアンインストール｣

! 313 ページの ｢Windows 2000/2003サーバからのTraffic Analysis Agentのアンイン
ストール｣

NetWareサーバからの Traffic Analysis Agentのアンインストール

他のエージェント用の容量を確保するため、または最新バージョンのエージェントに
アップグレードするため、ネットワーク構成に応じて Traffic Analysis Agent for 
NetWare®ソフトウェアのアンインストールが必要になる場合があります。

ネットワークにインストールされたすべての Traffic Analysis Agents for NetWare
を、ZENworks Server Managementに同梱された最新バージョンにアップグレードする
必要があります。既存のエージェントをアンインストールしてから、新しいエージェ
ントをインストールします。

注 : Sys:\zfs_agnt\lanzは、Traffic Analysis Agentがインストールされるデフォルトのディレクトリです。

NetWareサーバから Traffic Analysis Agentをアンインストールするには

1 コンソールプロンプトで「ULANZ」と入力し、Traffic Analysis Agent for 
NetWareをアンロードします。

2 autoexec.ncfファイルで Traffic Analysis Agent for NetWareステートメントを
検索します。 

たとえば、Searchで始まるステートメントを検索し、\zfs_agnt\lanzディレクト
リと lanz.ncfファイルを追加します。

3 Traffic Analysis Agent for NetWareがインストールされたディレクトリから、す
べてのファイルを削除します。 

4 サーバから GTRENDファイルを削除します。 

lanz.ncfファイルに設定された gtrend.nlmへの引数から、ディレクトリ名を取得
します。デフォルトのディレクトリ名は sys:\gtrendです。

5 sys:\system\autoexec.ncfファイルから、次の行を削除します。

search add sys:\Traffic_Analysis_Agent_installation_directory\LANZ

lanz.ncf
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Windows 2000/2003サーバからの Traffic Analysis Agentのアンインストール

Windows 2000/2003サーバから Traffic Analysis Agentをアンインストールすると、
トラフィック分析ツールによって提供されるサービスが停止します。

重要 :  レジストリを変更する前に、レジストリのバックアップを作成するようにしてください。

Windows 2000/2003サーバから Traffic Analysis Agentをアンインストールするには

1 LANZCONを実行し、［Configure］>［Traffic Analysis Agent Parameters］>
［Network Trends］の順に選択して、トレンドディレクトリの名前を取得します。
たとえば、\gtrendディレクトリを取得します。

2 DOSプロンプトで「NET STOP SNMP」と入力して、SNMPサービスを停止します。

3［スタート］>［プログラム］>［ZfS］>［Uninstall Traffic Analysis Agent］の
順にクリックします。

4 手順 1で確認したトレンドディレクトリを削除します。デフォルトのディレクトリ
名は \gtrendです。

5［スタート］>［ファイル名を指定して実行］の順にクリックして「Regedit」と入
力し、REGEDITを起動します。次に、
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\MANAGEWISE\LANZ-NT エントリを削除します。

Management Agentのアンインストール

この節では、次のタスクについて説明します。

! 313 ページの ｢NetWareサーバからのServer Management Agentのアンインストール｣

! 314 ページの ｢WindowsサーバからのWindows 2000/2003版Management Agentのアン
インストール｣

! 314 ページの ｢ NetWare Advanced Trending Agentのアンインストール｣

! 314 ページの ｢ Windows 2000/2003 Advanced Trending Agentのアンインストール｣

NetWareサーバからの Server Management Agentのアンインストール

NMA(NetWare Management AgentTM)をアンインストールするには

1 NetWareシステムコンソールを使って Server Management Agentをアンロードする
には、「unnma5」と入力します。

2 sys:\system\nmaディレクトリを削除します。

3 sys:\system\autoexec.ncfファイルを編集し、次の 2つの行を削除します。

search add sys:\system\nma

nma5.ncf
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Windowsサーバからの Windows 2000/2003版 Management Agentのアンインストール

1 SNMPサービスを停止します。

Windows 2000/2003サーバの場合 :

1. デスクトップメニューから［スタート］>［設定］>［コントロール パネル］の
順にクリックします。

2. 管理ツール］>［サービス］の順にダブルクリックします。

3. SNMP］を選択し、［停止］をクリックします。

2［マイ コンピュータ］>［プロパティ］>［環境］>［システム環境変数］>［パス］
の順に選択し、パスの文字列から c:\zfs_agnt\ntagent\binを削除します。

3［スタート］>［プログラム］>［ZfS］>［Uninstall Management Agent］の順にク
リックします。

NetWare Advanced Trending Agentのアンインストール 

1 advtrendをアンロードするには、NetWare 5.x/6.xシステムコンソールで
「utrend」と入力します。

2 install_volume:\install_directory\advtrendディレクトリを削除します。

3 sys:\system\autoexec.ncfファイルを編集し、次の 2つの行を削除します。

search add <install_volume>:\<directory>\advtrend

advtrend.ncf

Windows 2000/2003 Advanced Trending Agentのアンインストール

1 SNMPサービスを停止します。

Windows 2000/2003サーバの場合 :

1. デスクトップメニューから［スタート］>［設定］>［コントロール パネル］の
順にクリックします。

2. 管理ツール］>［サービス］の順にダブルクリックします。

3. SNMP］を選択し、［停止］をクリックします。

2［スタート］>［プログラム］>［ZfS］>［Uninstall Advanced Trending Agent］の
順にクリックします。

Linux Agentのアンインストール

Linuxサーバ上の Management and Monitoring Servicesのエージェントをアンインス
トールするには、Linuxサーバから Linux Management Agentおよび Advanced Trending 
Agentを個別にアンインストールする必要があります。

1 rootとしてログインします。

2 Advanced Trending Agentパッケージを削除するには、サーバコンソールのプロン
プトで「rpm -e novell -advtrend」と入力します。

3 Linux Management Agentパッケージを削除するには、サーバコンソールのプロンプ
トで「rpm -e novell -lma」と入力します。
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VII付録
次の章は、『Novell® ZENworks® Server Managementインストールガイド』の他の章か
ら参照されます。

! 317 ページの付録 A ､ ｢ 90日間限定評価ライセンスのアップグレード｣

! 319 ページの付録 B ､ ｢ Server Management Servicesの起動と停止｣

! 327 ページの付録 C ､ ｢ DNS名の確実な解決｣

! 333 ページの付録 D ､ ｢ Windows SNMPサービスのインストールと設定｣

! 335 ページの付録 E ､ ｢クラスタ環境での ZENworks Server Management ｣

! 353 ページの付録 F ､ ｢セキュリティ保護されていない接続のための追加セキュリ
ティのインストール｣

! 365 ページの付録 G ､ ｢インストールに関するエラーメッセージ｣

! 415 ページの付録 H ､ ｢ XMLRPCのライセンス契約｣

! 419 ページの付録 I ､ ｢ Java 2 Runtime Environmentのライセンス契約｣

! 421 ページの付録 J ､ ｢ UCD-SNMPおよび NET-SNMPのライセンス契約｣

! 423 ページの付録 K ､ ｢正規表現の実装に関するライセンス契約｣

! 425 ページの付録 L ､ ｢ドキュメントの更新｣
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A 90日間限定評価ライセンスのアップグレード

Novell® ZENworks® Server Management製品の購入時に、ライセンスコードが提供され
ています。ライセンスコードがお手元にない場合は、Novell, Inc. (http://
www.novell.com/licensing)にお問い合わせください。

スキーマを拡張するときに次のインストールページでライセンスコードを入力しな
かった場合、Server Managementのインストール後から 90日間限定評価ライセンスが
有効になります。
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90日間限定評価ライセンスが有効である場合、ZENworks Server Managementオブジェ
クトのプロパティにアクセスしようとすると、24時間ごとに最初の Novell 
ConsoleOne®のセッションで次の［ZENworks Evaluation Version］ダイアログボック
スが表示されて注意を促します。

このダイアログボックスには、評価期間の残日数が示されます。評価期間が終了する
と、オブジェクトのプロパティを表示しても ZENworks Server Managementのプロパ
ティは表示されません。

Novell iManagerの場合、ブラウザと ConsoleOneとでは評価期間が異なるため、
［Continue］ボタンの名前は［Cancel］になります。

90日間限定評価ライセンスを使用期限のないバージョンにアップグレードするには、
次のいずれかの操作を行います。

!［ZENworks Evaluation Version］ダイアログボックスで、［License］をクリックし
て、有効なライセンスコードを入力します。

! 64 ページの ｢スキーマの拡張｣を参照して、ZENworksオブジェクトがあるツリーを
特定する手順を確認し、ライセンスコードを入力します。
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B Server Management Servicesの起動と停止

Novell® ZENworks® Server Managementコンポーネントのサービスとエージェントは、
個別に起動および停止することができます。サーバプラットフォーム別の手順は次の
とおりです。

! 319 ページの ｢ NetWareサーバ｣

! 322 ページの ｢ Windowsサーバ｣

! 325 ページの ｢ Linuxサーバまたは Solarisサーバ｣

NetWareサーバ

次の Server Managementコンポーネントの起動と停止の手順について説明します。

! 319 ページの ｢ Policy and Distribution Services ｣

! 320 ページの ｢ Server Inventory ｣

! 320 ページの ｢［Management and Monitoring Services］｣

Policy and Distribution Services

! 319 ページの ｢ NetWareサーバでの Policy and Distribution Servicesの起動｣

! 319 ページの ｢ NetWareサーバでの Policy and Distribution Servicesの停止｣

! 319 ページの ｢ NetWareサーバでの Sybaseエンジンの起動｣

! 320 ページの ｢ NetWareサーバでの Sybaseエンジンの停止｣

NetWareサーバでの Policy and Distribution Servicesの起動

すべての Policy and Distribution Servicesプロセスを起動するには、サーバのメイ
ンコンソールプロンプトで zfs.ncfコマンドを入力します。

NetWareサーバでの Policy and Distribution Servicesの停止

データベースエンジン以外のすべての Policy and Distribution Servicesプロセスを
停止するには、サーバの ZENworks Server Managementコンソールプロンプトで exit
コマンドを入力します。

NetWareサーバでの Sybaseエンジンの起動

Sybaseエンジンは、Policy and Distribution Servicesを起動すると自動的に起動し
ます。
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NetWareサーバでの Sybaseエンジンの停止

サーバの Sybase画面で、「q」と入力します。

Server Inventory

インベントリサーバで Inventory Serviceを起動する前に、Policy and Distribution 
Servicesコンポーネントとインベントリデータベースが稼動していることを確認しま
す。インベントリデータベースは、製品のインストール後に自動的に起動します。

Inventory Serviceを起動した後に、Inventory Serviceが稼動していることを確認し
ます。すべてのサービスを一覧表示するには、インベントリサーバコンソールのプロ
ンプトで「ListSer *」と入力します。Inventory Serviceが稼働していない場合、
サーバステータスログをチェックします。サーバステータスログに関する詳細につい
ては、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』を参照してください。

! 320 ページの ｢ NetWareインベントリサーバでの Inventory Serviceの起動｣

! 320 ページの ｢ NetWareインベントリサーバでの Inventory Serviceの停止｣

NetWareインベントリサーバでの Inventory Serviceの起動

NetWareインベントリサーバ上で Inventory Serviceを起動するには、サーバコンソー
ルのプロンプトで「startinv」と入力します。

NetWareインベントリサーバでの Inventory Serviceの停止

! 1つの Inventory Serviceを停止するには、サーバコンソールのプロンプトで
「stopser Inventory_service_name」と入力します。

! すべての Inventory Serviceを停止するには、サーバコンソールのプロンプトで
「stopser *」と入力します。

［Management and Monitoring Services］

! 320 ページの ｢ NetWareサーバでのエージェントの起動｣

! 321 ページの ｢ NetWareサーバでのエージェントの停止｣

! 321 ページの ｢ NetWareサーバでの Management Site Serverの起動｣

! 321 ページの ｢ NetWareサーバでの Management Site Serverの停止｣

NetWareサーバでのエージェントの起動

! 320 ページの ｢ NetWareサーバでの Server Management Agentの起動｣

! 321 ページの ｢ NetWareサーバでの Traffic Analysis Agentの起動｣

! 321 ページの ｢ NetWareサーバでの Advanced Trending Agentの起動｣

NetWareサーバでの Server Management Agentの起動

NetWare用の Server Management Agentのインストールプログラムにより、
autoexec.ncfファイルではエージェントのインストール先のパスが変更されます。
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Server Management Agentを起動するには

1 サーバコンソールのプロンプトで、「nma5.ncf」と入力します。

NetWareサーバでの Traffic Analysis Agentの起動

NetWare用の Traffic Analysis Agentのインストールプログラムにより、
autoexec.ncfファイルではエージェントのインストール先のパスが変更されます。

Traffic Analysis Agentを起動するには

1 サーバコンソールのプロンプトで、「lanz.ncf」と入力します。

NetWareサーバでの Advanced Trending Agentの起動

NetWare用の Advanced Trending Agentのインストールプログラムにより、
autoexec.ncfファイルはエージェントが自動的に起動するように変更されます。

Advanced Trending Agentを起動するには

1 サーバコンソールのプロンプトで、「advtrend.ncf」と入力します。

NetWareサーバでのエージェントの停止

この節では、次のトピックについて説明します。

! 321 ページの ｢ NetWareサーバでの Server Management Agentの停止｣

! 321 ページの ｢ NetWareサーバでの Traffic Analysis Agentの停止｣

! 321 ページの ｢ NetWareサーバでの Advanced Trending Agentの停止｣

NetWareサーバでの Server Management Agentの停止

1 サーバコンソールのプロンプトで、「unnma5.ncf」と入力します。

NetWareサーバでの Traffic Analysis Agentの停止

1 サーバコンソールのプロンプトで、「ulanz.ncf」と入力します。

NetWareサーバでの Advanced Trending Agentの停止

1 サーバコンソールのプロンプトで、「utrend.ncf」と入力します。

NetWareサーバでの Management Site Serverの起動

NetWare用の Server Management Agentのインストールプログラムにより、
autoexec.ncfファイルでは Management Site Serverのインストール先のパスが変更さ
れます。

NetWareサーバ上で Management Site Serverを起動するには、サーバコンソールのプ
ロンプトで「startmms.ncf」と入力します。

NetWareサーバでの Management Site Serverの停止

1 サーバコンソールのプロンプトで、「stopmms.ncf」と入力します。

2 すべての Management and Monitoring Servicesおよび Naming Serviceを停止する
には、「stopmms -n」と入力します。
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Windowsサーバ

次の Server Managementコンポーネントの起動と停止の手順について説明します。

! 322 ページの ｢ Policy and Distribution Services ｣

! 323 ページの ｢ Server Inventory ｣

! 323 ページの ｢［Management and Monitoring Services］｣

Policy and Distribution Services

! 322 ページの ｢ Windowsサーバでの Policy and Distribution Servicesの起動｣

! 322 ページの ｢ Windowsサーバでの Policy and Distribution Servicesの停止｣

! 322 ページの ｢ Windowsサーバでの Sybaseエンジンの起動｣

! 323 ページの ｢ Windowsサーバでの Sybaseエンジンの停止｣

Windowsサーバでの Policy and Distribution Servicesの起動

1 コントロールパネルで［管理ツール］をダブルクリックします。

2［Services］をダブルクリックします。

3［Novell ZENworks Service Manager］を右クリックし、［開始］をクリックします。

Windowsサーバでの Policy and Distribution Servicesの停止

! 322 ページの ｢コントロールパネルを使用する方法｣

! 322 ページの ｢コマンドラインを使用する方法｣

コントロールパネルを使用する方法

Windowsサーバでこのサービスを停止するには

1 コントロールパネルで［管理ツール］をダブルクリックします。

2［Services］をダブルクリックします。

3［Novell ZENworks Service Manager］を右クリックし、［停止］をクリックします。

コマンドラインを使用する方法

Windowsサーバでこのサービスを停止するには

1［スタート］>［ファイル名を指定して実行］の順にクリックします。

2 次のコマンドを入力します。

zenworks\pds\bin\dservices.bat

3［OK］をクリックします。

Windowsサーバでの Sybaseエンジンの起動

Sybaseエンジンは、Policy and Distribution Servicesが起動すると自動的に起動し
ます。Sybaseエンジンを再起動するには

1 コントロールパネルで［管理ツール］をダブルクリックします。

2［Services］をダブルクリックします。

3［Novell Database - Sybase］を右クリックし、［開始］をクリックします。
322   Novell ZENworks 6.5 Server Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
Windowsサーバでの Sybaseエンジンの停止

1 コントロールパネルで［管理ツール］をダブルクリックします。

2［Services］をダブルクリックします。

3［Novell Database - Sybase］を右クリックし、［停止］をクリックします。

Server Inventory

! 323 ページの ｢Windows 2000/2003インベントリサーバでのInventory Serviceの
起動｣

! 323 ページの ｢ Windowsインベントリサーバでの Inventory Serviceの停止｣

Windows 2000/2003インベントリサーバでの Inventory Serviceの起動

1 コントロールパネルで［管理ツール］をダブルクリックします。

2［Services］をダブルクリックします。

3［Novell Inventory Service］を選択し、［開始］をクリックします。

Windowsインベントリサーバでの Inventory Serviceの停止

コンソールプロンプトから Windows 2000/2003サーバ上のサービスを停止するには

1 installation_directory\inv\server\wminv\binディレクトリに移動します。

2「StopSer service_name」と入力します。

service_nameは、Inventory Serviceを示します。

Windows 2000/2003インベントリサーバで Inventory Serviceを停止するには

1 コントロールパネルで［管理ツール］をダブルクリックします。

2［Services］をダブルクリックします。

3［Novell Inventory Service］を選択し、［停止］をクリックします。

Windows 2000/2003インベントリサーバですべての Inventory Serviceを停止するに
は、サーバコンソールのプロンプトに移動して、
inventory_server_installation_directory\inv\server\wminv\binディレクトリから
stopser "*"を実行します。

［Management and Monitoring Services］

! 324 ページの ｢ Windowsサーバでのエージェントの起動｣

! 324 ページの ｢ Windowsサーバでのエージェントの停止｣
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Windowsサーバでのエージェントの起動

Management and Monitoring Servicesエージェントには、Server Management Agent、
Traffic Analysis Agent、Advanced Trending Agentなどがあります。

SNMPサービスが自動的に起動されるように Windows 2000/2003を設定した場合、
Windows 2000/2003にインストールされたエージェントは、Windows 2000/2003の起動
時に SNMPサービスを起動します。

SNMPサービスが自動的に開始されるように Windows 2000/2003を設定しなかった場合
は、次のサービスを開始します。

1 Windows 2000/2003の場合は、［コントロール パネル］で［管理ツール］>［サービ
ス］の順にダブルクリックします。

2［SNMP］を選択し、［開始］をクリックします。

SNMPサービスが起動すると、Server Management Agent、Traffic Analysis Agent、
および Advanced Trending Agentも起動します。

Server Managementのその他のエージェントの起動

Server Management Agentには、Novell Diagnostic Agent、IPX環境で稼動する Novell 
Find Agentなどがあります。 

Novell Diagnostic Agentを起動するには

1 コントロールパネルで［サービス］をダブルクリックします。

2［Novell Diagnostic Agent 3.0］を選択し、［開始］をクリックします。

Novell Find Agentを起動するには

1 コントロールパネルで［サービス］をダブルクリックします。

2［Novell Find Agent 3.0］を選択し、［開始］をクリックします。

Windowsサーバでのエージェントの停止

Windows 2000/2003サーバでこのサービスを停止するには

1 Windows 2000/2003の場合は、［コントロール パネル］で［管理ツール］>［サービ
ス］の順にダブルクリックします。

2［SNMP］を選択し、［停止］をクリックします。

SNMPサービスが停止すると、Server Management Agent、Traffic Analysis Agent、
および Advanced Trending Agentも停止します。

Server Managementのその他のエージェントの停止

Novell Diagnostic Agentを停止するには

1 コントロールパネルで［サービス］をダブルクリックします。

2［Novell Diagnostic Agent 3.0］を選択し、［開始］をクリックします。

Novell Find Agentを停止するには

1 コントロールパネルで［サービス］をダブルクリックします。

2［Novell Find Agent 3.0］を選択し、［停止］をクリックします。
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Linuxサーバまたは Solarisサーバ

次の Server Managementコンポーネントの起動と停止の手順について説明します。

! 325 ページの ｢ Policy and Distribution Services ｣

! 325 ページの ｢［Management and Monitoring Services］｣

Policy and Distribution Services

! 325 ページの ｢ Linuxサーバでの Policy and Distribution Servicesの起動｣

! 325 ページの ｢ Linuxサーバでの Policy and Distribution Servicesの再起動｣

! 325 ページの ｢ Linuxサーバでの Policy and Distribution Servicesの停止｣

Linuxサーバでの Policy and Distribution Servicesの起動

1 サーバコンソールまたは Xtermウィンドウで、「/etc/init.d/novell-zfs 
start」と入力します。

2 Policy and Distribution Servicesが起動したことを確認するには、「/etc/
init.d/novell-zfs status」と入力します。

Linuxサーバでの Policy and Distribution Servicesの再起動

1 サーバコンソールまたは Xtermウィンドウで、「/etc/init.d/novell-zfs 
restart」と入力します。

このコマンドを発行したときに Policy and Distribution Servicesが実行中であ
る場合は、停止と再起動の両方が実行されます。

2 Policy and Distribution Servicesが起動したことを確認するには、「/etc/
init.d/novell-zfs status」と入力します。

Linuxサーバでの Policy and Distribution Servicesの停止

1 サーバコンソールまたは Xtermウィンドウで、「/etc/init.d/novell-zfs 
stop」と入力します。

2 Policy and Distribution Servicesが停止したことを確認するには、「/etc/
init.d/novell-zfs status」と入力します。

［Management and Monitoring Services］

! 326 ページの ｢ Linuxサーバでのエージェントの起動｣

! 326 ページの ｢ Linuxサーバでのエージェントの停止｣
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Linuxサーバでのエージェントの起動

インストールスクリプトにより、Linux Management Agentおよび Advanced Trending 
Agentが自動的に起動します。ただし、特定のシナリオでは、これらのエージェントを
手動で起動する必要がある場合もあります。 

The Linux Management Agentは、servinstおよび novell-log2trapdの 2つで構成され
ています。

SNMPサービスを起動すると、servinstおよび Advanced Trending Agentが自動的に起
動します。

servinstを手動で起動するには

1 サーバコンソールまたは Xtermウィンドウで、「/etc/init.d/snmpd start」
と入力します。

2 SNMPサービスが起動したことを確認するには、「/etc/init.d/snmpd status」
と入力します。

novell-log2trapdを手動で起動するには

1 サーバコンソールまたは Xtermウィンドウで、「/etc/init.d/novell-
log2trapd start」と入力します。

2 SNMPサービスが起動したことを確認するには、「/etc/init.d/novell-
log2trapd status」と入力します。

Linuxサーバでのエージェントの停止

Linuxサーバで Management and Monitoring Servicesエージェントの停止が必要にな
ることはほとんどありません。

ここでは、特定のシナリオの際にサービスを手動で停止するための手順を説明します。

エージェントを停止するには

1 サーバコンソールまたは Xtermウィンドウで、「/etc/init.d/snmpd stop」と
入力します。

このコマンドを指定すると、snmpdを使用して機能しているすべてのエージェントが停
止します。Advanced Trending Agentまたは servinstをロードしない場合は、snmpd
サービスを再起動する前に次の操作を行います。

1 /var/opt/novell/log/zenworks/zfs-mms-advtrend-rpm.ログファイルで、
Modifying path/*snmpd.confという行を検索します。pathは、環境設定ファイルの
完全なパスを示します。

2 この行で指定されている環境設定ファイルを開きます。

3 dlmod agentname path行をコメント化します。

重要 : エージェントの名前は、Server Managementの場合は servinst、Advanced Trending Agentの場

合は advtrendです。

4 snmpdサービスを起動します。 

novell-log2trapdを手動で停止するには

1 サーバコンソールまたは Xtermウィンドウで、「/etc/init.d/novell-
log2trapd stop」と入力します。
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C DNS名の確実な解決

ネットワークで DNSをご使用になっている場合、ネットワーク内のサーバに Novell® 
ZENworks® Server Managementコンポーネントをインストールする際に使用する
Windowsワークステーションに対し、DNS名サーバへのアクセス権を設定する必要があ
ります。Server Managementコンポーネントがインストールされるサーバには、DNSの
有効なエントリも設定する必要があります。

DNSは Management and Monitoring Servicesに必須ではありません。

NAT (Network Address Translation)環境が構築されている場合、Receiverは (Sender
へのルートが利用可能かどうかによって )返信できる場合とできない場合があります。
これは、インターネットルータが、宛先 10.x.x.x、172.16.x.x、または 192.168.x.x
を持つパケットをドロップするためです。

重要 : NetWareだけが存在する環境に ZENworks Server Managementをインストールする場合、DNS名は必須
とはなりません。ただし、ネットワーク環境内に Windows、Linux、または Solarisサーバが 1台でも存在

する場合は、ZENworks Server Managemenをインストールするのに DNSが必須になります。

! 327 ページの ｢ DNSの用語について｣

! 328 ページの ｢ DNS名におけるアンダースコア文字の使用｣

! 328 ページの ｢ DNS機能のテスト｣

DNSの用語について

DNSで使用する用語の定義については、次の説明を参照してください。

! 完全なドメイン名 (FQDN): パス内に、ローカルドメインからルートに至るまでのす
べてのドメインリストを含むサーバ名。たとえば、server47.servers.novell.com。

! 前方参照 : FQDNを IPアドレスに解決します。

! 逆引き参照 : IPアドレスを FQDNに解決します。

! ping: 指定した FQDNまたは IPアドレスを解決できるかどうかをテストするために
DNSにアクセスする、NetWare、Windows、Linux、または Solarisのコマンド。こ
のコマンドに関する詳細については、お使いのオペレーティングシステムのマニュ
アルを参照してください。
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DNS名におけるアンダースコア文字の使用

サーバの DNS名にアンダースコア (_)文字を使用しないでください。DNS RFCではアン
ダースコア文字はサポートされていないため、DNS名サーバは、アンダースコアを含む
名前を解決することができません。サーバの DNS名にアンダースコア文字が含まれてい
る場合、ZENworks Server Managementの一部のコンポーネントは機能しなくなります。

ただし NetWareでは、sys:\etc\hostsファイルに IP-to-FQDN解決が記載されている場
合、アンダースコア文字を含む FQDNを解決できます。IPとそれに相当する FQDNがホ
ストファイルに記載されていない場合、逆引き解決は正しく機能しません。

- HOSTSスイッチ (マルチホームコンピュータに必須 )を zfs-startup.xmlファイルに
挿入する場合は、アンダースコア文字付きの FQDNに解決されるすべてのホスト名また
は IPアドレスを sys:\etc\hostsファイルに記載する必要があります。

DNS機能のテスト

次の節を参照することにより、DNSの機能に関するシステムテストを実行して、テスト
中に発生する問題を解決することができます。

! 328 ページの ｢ DNSに関する Windowsワークステーションのテストと設定｣

! 329 ページの ｢ DNSに関する NetWareサーバのテストと設定｣

! 330 ページの ｢ DNSに関する Windowsサーバのテストと設定｣

! 331 ページの ｢ DNSに関する Linuxサーバまたは Solarisサーバのテストと設定｣

DNSに関する Windowsワークステーションのテストと設定

DNSにアクセスするには、ワークステーションで DNS名解決を有効にした後、適正な
DNS名サーバを検索するようワークステーションを設定する必要があります。

! 328 ページの ｢ Windowsワークステーションの DNSアクセスに関するテスト｣

! 328 ページの ｢ Windowsワークステーションにおける DNS名解決の有効化｣

! 329 ページの ｢ Windowsワークステーションに対する DNS名サーバの指定｣

Windowsワークステーションの DNSアクセスに関するテスト

ZENworks Server Managementコンポーネントがインストールされるサーバに対して、
ワークステーションから pingを実行します。IPアドレスではなく、サーバの DNSホス
ト名を指定します。サーバが pingコマンドに応答しない場合、ワークステーションが
DNS用に設定されていない可能性があります。328 ページの ｢ Windowsワークステー
ションにおける DNS名解決の有効化｣に進みます。

Windowsワークステーションにおける DNS名解決の有効化

ワークステーションで DNS名を解決できるようにするには、［Novell Client Protocol 
Preferences］プロパティタブの［プロトコルコンポーネントの設定］リストで DNSを
選択する必要があります。

たとえば、Windows 2000では次の操作を実行します。

1［NetWork Services］(赤の N)を右クリックし、［Novell Client Properties］をク
リックします。

2［Protocol Preferences］をクリックし、［Protocol Component Settings］ボック
スで DNSが選択されていることを確認し、［OK］をクリックして終了します。
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Windowsワークステーションに対する DNS名サーバの指定

ワークステーションが、［Internet Protocol (TCP/IP) DNS］プロパティタブで指定さ
れた DNS名サーバへのアクセス権を有していない場合、DNS名の解決は失敗します。

たとえば、Windows 2000では次の操作を実行します。

1 コントロールパネルで、［ネットワークとダイヤルアップ接続］をダブルクリック
します。

2［ローカル エリア接続］をダブルクリックし、［プロパティ］をクリックします。

3 コンポーネントリスト内の［インターネット プロトコル (TCP/IP)］を選択し、
［プロパティ］をクリックします。

［全般］タブで、ワークステーションが DNS名サーバの IPアドレスを自動的に取得
するよう選択することも、1つ以上の DNS名サーバの IPアドレスを手動で指定す
ることもできます。その他の DNS設定オプションについては、［詳細設定］をク
リックして、［DNS］をクリックします。

4 コンポーネントリスト内の［Novell Client for Windows 2000］を選択し、［プロパ
ティ］をクリックします。

5［Protocol Preferences］をクリックし、［Protocol Component Settings］ボック
スに DNSが表示されていることを確認し、［OK］>［OK］>［Close］の順にクリック
してダイアログボックスを閉じます。

DNSに関する NetWareサーバのテストと設定

NetWareサーバが DNS用に適切に設定されていることを確認するには、次の節を参照し
てください。

! 329 ページの ｢ NetWareでの前方参照のテスト｣

! 329 ページの ｢ NetWareでの逆引き参照のテスト｣

! 330 ページの ｢ DNSに関する NetWareサーバの設定｣

NetWareでの前方参照のテスト

NetWareサーバコンソールから、サーバ自体の FQDNに対して pingを実行します。例 :

ping nwserver47.servers.novell.com

pingにより IPアドレスが返された場合、前方参照は機能しています。NetWareサーバ
からの応答がない場合は、330 ページの ｢ DNSに関する NetWareサーバの設定｣を参照
してください。

NetWareでの逆引き参照のテスト

Windowsワークステーションから、NetWareサーバの IPアドレスに対して pingを実行
します。例 :

ping -a 123.45.67.89

pingにより DNSホスト名が返された場合、逆引き参照は機能しています。NetWare
サーバからの応答がない場合は、330 ページの ｢ DNSに関する NetWareサーバの設定｣
を参照してください。
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DNSに関する NetWareサーバの設定

NetWareサーバで、sys:\etc\resolv.cfgファイルをチェックして、このファイルに含
まれる情報が正しいことを確認します。 

NetWareにおける DNSに関する詳細については、DNS/DHCP Services (http://
www.novell.com/documentation/lg/dns_dhcp/index.html)を参照してください。

DNSに関する Windowsサーバのテストと設定

Windowsサーバが DNS用に適切に設定されていることを確認するには、次の節を参照し
てください。

! 330 ページの ｢ Windowsでのドメイン設定のテスト｣

! 330 ページの ｢ Windowsでの前方参照のテスト｣

! 330 ページの ｢ Windowsでの逆引き参照のテスト｣

! 331 ページの ｢ DNSに関する Windowsサーバの設定｣

Windowsでのドメイン設定のテスト

Windowsサーバで、サーバ自体の IPアドレスに対し pingを実行します。例 :

ping -a 123.45.67.90

pingに成功した場合は、このサーバに対応するドメインが正しく設定されています。
Windowsサーバからの応答がない場合は、331 ページの ｢ DNSに関する Windowsサーバ
の設定｣を参照してください。

Windowsでの前方参照のテスト

Windowsサーバ Aから、Windowsサーバ Bの FQDNに対して pingを実行します。例 :

ping winserver5.servers.novell.com

pingにより IPアドレスが返された場合、前方参照は機能しています。Windowsサーバ
からの応答がない場合は、331 ページの ｢ DNSに関する Windowsサーバの設定｣を参照
してください。

Windowsでの逆引き参照のテスト

Windowsサーバ Bで、Windowsサーバ Bの IPアドレスに対して pingを実行します。例 : 

ping -a 123.45.67.91

または

nslookup 123.45.67.91

pingにより DNSホスト名が返された場合、逆引き参照は機能しています。Windows
サーバからの応答がない場合は、331 ページの ｢ DNSに関する Windowsサーバの設定｣
を参照してください。
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DNSに関する Windowsサーバの設定

Windowsサーバの DNSショートネームとサーバ名が完全に一致していることを確認しま
す。Windowsサーバに DNSサフィックスが設定されていることも確認します。

サーバ名と DNSサフィックスをチェックするには

1［マイ コンピュータ］を右クリックし、［プロパティ］、［ネットワーク ID］の順に
クリックします。

［フル コンピュータ名］フィールドには、サーバ名 (たとえば、winserver5)が表
示され、すで DNSサフィックスが設定されている場合には、その後に DNSサフィッ
クス (たとえば、servers.novell.com)が表示されます。 

2 サーバ名が、サーバの DNSショートネームと一致しない場合 :

! サーバ名を既存の DNSエントリに合致するよう変更します。［ネットワーク ID］
タブの［プロパティ］をクリックし、このサーバの DNSショートネームに合致
するよう［コンピュータ名］フィールドを編集して、［OK］をクリックします。

または

! 既存のサーバ名に合致するよう DNSエントリを変更します。 

3［フル コンピュータ名］フィールドに DNSサフィックスが含まれていない場合 :

3a［プロパティ］、［詳細］の順にクリックします。

3b［プライマリ DNS サフィックス］フィールドで、サーバの DNSサフィックスを
指定します。

3c［OK］をクリックします。

4 Windowsサーバを再起動して、新しいサーバ名の情報を有効にします。

5 \winnt\system32\drivers\etc\hostsファイルをチェックして、このファイルに記
載されている情報が正しいことを確認します。

たとえば、127.0.0.1を示すローカルホストエントリが必要になります。このエン
トリは、ファシリテータが ZENworks Web Serverと通信するのに必要になります。

Windowsにおける DNSの詳細については、DNS管理ツールの使用に関する Windowsオン
ラインヘルプを参照してください。

DNSに関する Linuxサーバまたは Solarisサーバのテストと設定

Linuxサーバまたは Solarisサーバが DNS用に適切に設定されていることを確認するに
は、次の節を参照してください。

! 332 ページの ｢ Linuxサーバまたは Solarisサーバでの前方参照のテスト｣

! 332 ページの ｢ Linuxサーバまたは Solarisサーバでの逆引き参照のテスト｣

! 332 ページの ｢ DNSに関する Linuxサーバまたは Solarisサーバの設定｣
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Linuxサーバまたは Solarisサーバでの前方参照のテスト

Linuxサーバまたは Solarisサーバから、サーバ自体の FQDNに対して pingを実行しま
す。例 :

ping unxserver25.servers.novell.com

pingにより IPアドレスが返された場合、前方参照は機能しています。Linuxサーバま
たは Solarisサーバからの応答がない場合は、332 ページの ｢ DNSに関する Linuxサー
バまたは Solarisサーバの設定｣を参照してください。

Linuxサーバまたは Solarisサーバでの逆引き参照のテスト

Windowsワークステーションから、Linuxサーバまたは Solarisサーバの IPアドレス
に対して pingを実行します。例 :

ping -a 123.45.67.100

Linuxサーバまたは Solarisサーバからの場合は、次のコマンドを実行します。

nslookup 123.45.67.100

pingにより DNSホスト名が返された場合、逆引き参照は機能しています。Linuxサー
バまたは Solarisサーバからの応答がない場合は、332 ページの ｢ DNSに関する Linux
サーバまたは Solarisサーバの設定｣を参照してください。

DNSに関する Linuxサーバまたは Solarisサーバの設定

Linuxサーバまたは Solarisサーバの /etc/hostsファイルに、サーバ自体の適切な IP
アドレスおよび FQDNが設定されていることを確認します。ループバックアドレス行
(127.0.0.1)が、サーバの FQDNではなく、localhost.localdomainを読み取っているこ
とを確認します。

Linuxまたは Solarisにおける DNSに関する詳細については、ご使用になっているオペ
レーティングシステムのマニュアルをご参照ください。
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D Windows SNMPサービスのインストールと設定

この章では、Windows 2000/2003サーバに SNMPサービスをインストールして設定する
場合の詳細情報について説明します。

Windows 2000/2003に SNMPをインストールして設定するには

1 SNMPサービスをインストールします。

1a コントロールパネルの［アプリケーションの追加と削除］を選択します。

1b［Windows コンポーネントの追加と削除］を開きます。 

1c Windowsコンポーネントウィザードで、［管理とモニタ ツール］をダブルク
リックします。 

1d［簡易ネットワーク管理プロトコル］を選択します。

1e［OK］をクリックします。

1f［次へ］をクリックします。

インストール後、SNMPが自動的に開始されます。

2 SNMPトラップサービスを自動的に開始するよう設定します。 

2a コントロールパネルで、［管理ツール］、［サービス］の順に選択します。

2b［SNMP Trap Service］をクリックし、［開始］をクリックします。

2c［スタートアップの種類］オプションで、［自動］を選択します。

3 エージェントがトラップを管理サーバに送信できるよう、トラップのコミュニティ
名と送信先アドレスを指定します。

3a コントロールパネルで、［管理ツール］を選択し、［サービス］をクリックし
ます。

3b［SNMP サービス］をダブルクリックします。

3c［Properties］をクリックします。

3d［トラップ］タブをクリックします。

3e［コミュニティ名］ボックスから名前を選択し、［追加］をクリックします。

利用できるコミュニティ名が存在しない場合、［追加］ボタンは使用できま
せん。

3f パブリックコミュニティ名が存在しない場合は、「public」と入力します。

3g［追加 (Add)］をクリックします。

3h トラップを受け取る必要のあるワークステーションやサーバのループバック
IPアドレスの他に、別の DNS名と IPアドレスを追加するには［トラップ送信
先］ボックスを使用します。 

3i［OK］をクリックします。
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4 エージェントがすべてのホストからの SNMPパケットを受け付けるよう、SNMPセ
キュリティオプションのトラップコミュニティ名を設定します。

4a コントロールパネルで、［管理ツール］を選択し、［サービス］をクリックし
ます。

4b［SNMP サービス］をダブルクリックします。

4c［Properties］をクリックします。

4d［セキュリティ］タブをクリックします。

4e［受け付けるコミュニティ名］ボックスの［追加］をクリックします。

4f［コミュニティ名］ボックスから名前を選択するか、「public」と入力します。

［受け付けるコミュニティ名］の一覧には、2000/2003が要求を受け付けるコ
ミュニティ名が表示されます。

4g［追加 (Add)］をクリックします。

4h［すべてのホストから SNMP パケットを受け付ける］を選択し、［OK］をクリッ
クします。

重要 : SNMPサービスのインストール後、Windowsサービスパックを再インストールする必要があります。
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E クラスタ環境での ZENworks Server Management

この節は、Novell Cluster ServicesTMのコンテキストに Novell® ZENworks® Server 
Managementコンポーネントを初回インストールする場合を対象にしています。

! 335 ページの ｢Novell Cluster ServicesおよびZENworks Server Managementの概要
｣

! 336 ページの ｢クラスタレディモードとクラスタアウェアモード｣

! 336 ページの ｢クラスタリングの基本事項｣

! 339 ページの ｢クラスタへの Policy and Distribution Servicesおよび Server 
Inventoryのインストール｣

! 351 ページの ｢クラスタへのManagement and Monitoring Servicesのインストール｣

クラスタリングは、ZENworks 6.5 Server Managementの Remote Managementではサポー
トされていません。

Novell Cluster Servicesおよび ZENworks Server Managementの概要

ZENworks Server Managementを Novell Cluster Services環境に実装する前に、次の情
報リソースを参照して、Novell Cluster Servicesについてよく理解しておく必要があ
ります。

! AppNote: An Introduction to Novell Cluster Services (http://
developer.novell.com/research/appnotes/1999/may/01/a990501_.pdf)

! NetWare 6.5製品マニュアル : Novell Cluster Services (http://www.novell.com/
documentation/ncs65/index.html)

! NetWare 6製品マニュアル : Novell Cluster Services (http://www.novell.com/
documentation/ncs6p/index.html)

! NetWare 5.1製品マニュアル : Novell Cluster Services (http://www.novell.com/
documentation/ncs/index.html)

これらの情報リソースを参照すると、クラスタリングには特別な用語が採用されてい
ることがわかります。次の簡単な用語集では、クラスタリングで使用する用語の基本
的な定義、およびそれらの用語と ZENworks Server Managementコンポーネントのイン
ストールとの関連を示しています。

! クラスタ : Novell Cluster Servicesを使用して構成された 2台から 32台までの
NetWare®サーバのグループ化。これにより、ユーザが使用を妨げられることなく、
データの格納場所およびアプリケーションを、あるサーバから別のサーバに転送で
きるようになります。Novell eDirectoryTMのクラスタオブジェクトによって示さ
れます。

! ノード : クラスタ化されたサーバ、つまり、あるクラスタの一部である単一の
NetWareサーバ。
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! リソース : クラスタ内のあらゆるノードで正常に機能する IPアドレス、ボリュー
ム、アプリケーション、サービスなど。ZENworks Server Managementコンポーネン
トのインストール先のボリュームは、「ボリュームリソース」と名付けられた、特
定の種類のクラスタリソースです。

! フェールオーバー : ノードにエラーが発生した場合に、ユーザが使用を中断しな
くても済むように、エラーが発生したノードから正常に機能しているノードにクラ
スタリソースを移動する処理。たとえば、Distributorを実行しているノードがダ
ウンした場合、Distributorはクラスタ内の 2番目のノードにフェールオーバー
し、重大な中断が発生することなく Distributorは継続して機能します。

! フェールバック : フェールオーバーを発生させた状況が解消された後に、本来の
ノードにクラスタリソースを戻す処理。たとえば、Traffic Analysisが 2番目の
ノードにフェールオーバーする場合、そのクラスタリソースは、問題が解決したと
きには本来のノードにフェールバックするように設定できます。

! 共有ディスクシステム : クラスタ内のノード間で共有する物理ディスクボリューム
を格納するハードウェア。

! 共有ボリューム : 格納されているデータを必要とするすべてのノードからアクセス
できる共有ディスクシステム内のボリューム。

! クラスタ対応共有ボリューム : eDirectoryで Volume Resourceオブジェクトが作成
された共有ボリューム。

重要 : クラスタを有効にするには、ZENworks Server Managementコンポーネントが必要です。

! 仮想サーバ : クラスタ対応共有ボリュームが関連付けられる論理サーバ (物理サー
バではない )。

! ストレージエリアネットワーク (SAN): 共有ディスクシステムと共有ボリュームを
備えたクラスタ化されたノード。

クラスタレディモードとクラスタアウェアモード

ZENworksをクラスタにインストールすると、次の 2つのクラスタモードのいずれかに
なります。

! クラスタレディ : ZENworksは、ZENworksのフェールオーバーが許されたクラスタ
オブジェクトにインストールされます。ZENworks Server Managementでは 1つのク
ラスタは単一のサーバのように取り扱われるため、1つのクラスタには ZENworks 
Server Managementコンポーネントの 1つのインスタンスだけをインストールでき
ます。

! クラスタアウェア : ZENworksを個々のノードにインストールできます。ZENworks
は、クラスタノードサーバになったサーバ上に存在します。

次の各節はクラスタレディモードにのみ適用されます。

クラスタリングの基本事項

ZENworks Server Managementコンポーネントをクラスタ環境にインストールする前に、
Novell Cluster Servicesをインストールして次の準備タスクを実行する必要があり
ます。

! 337 ページの ｢クラスタリングのシステム要件への適合｣

! 339 ページの ｢ Novell Cluster Servicesのインストール｣

! 337 ページの ｢ ZENworks Server Managementコンポーネントで使用するための共有
ボリュームのクラスタ有効化｣
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クラスタリングのシステム要件への適合

ZENworks Server Managementコンポーネントは、次の要件を満たすクラスタにインス
トールできます。

! DNS

使用するネットワーク全体で DNSが確実に機能し、DNSホスト名と IPアドレスが
常に正常に解決される状態である必要があります。

! NetWare 6.5 SP1aまたは SP2

または

NetWare 6 SP4または SP5

または

NetWare 5.1 SP6、SP7、または SP8 (SP1が ZENworks 6.5に適用されている場合
は SP8)

NetWare 5.1の場合は、次の追加要件を満たす必要があります。

! Novell Cluster Services Support Pack 2または 3以降

! ConsoleOne用の最新の Novell Cluster Servicesスナップイン ®

最新のスナップインは、そのスナップインをサポートするバージョンの
ConsoleOneと共に Novell Software Downloads (http://download.novell.com)
からダウンロードできます。このバージョンには、クラスタに関連するオブ
ジェクト名を変更できる機能が加わっています。

重要 : Novell Cluster Servicesでは、同一クラスタ内で複数バージョンの NetWareはサポートされま

せん。

ZENworks Server Managementコンポーネントで使用するための共有ボリュームのクラ
スタ有効化

ZENworks Server Managementコンポーネントがインストールされている共有ボリュー
ムのクラスタを有効にする必要があります。

! 337 ページの ｢クラスタの有効化について｣

! 338 ページの ｢共有ボリュームのクラスタ有効化｣

クラスタの有効化について

クラスタ対応共有ボリュームの概念を確認するには、使用するバージョンの NetWare
の『Novell Cluster Services Overview and Installation』で次の該当箇所を参照し
てください。

! NetWare 6.5:Cluster-Enabling Shared Volumes for Use with ZfS Components 
(http://www.novell.com/documentation/zfs302/zfs_install/data/
aewf3me.html#aewfggh)

! NetWare 6:"Cluster Enable Pools and Volumes"

! NetWare 5.1:"Cluster-Enable Volumes "

ボリュームのクラスタを有効にすると、追加の eDirectoryオブジェクトが作成され
ます。
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重要 : デフォルトのオブジェクト名には、アンダースコア (_)文字が含まれています。ただし、DNSネーム
サーバは、アンダースコア文字を含むオブジェクト名を解決することができません。337 ページの ｢クラス

タリングのシステム要件への適合｣に記載されている要件を満たしている場合は、ボリュームのクラスタを
有効にするときに、必要に応じてこれらのオブジェクトの名前を変更することができます。

共有ボリュームのクラスタ有効化

ZENworks Server Managementコンポーネントで使用するために共有ボリュームのクラ
スタを有効にするには

1 使用するバージョンの NetWareの『Novell Cluster Services Overview and 
Installation』で次の該当箇所の手順を完了します。

! NetWare 6.5:Cluster-Enabling Shared Volumes for Use with ZfS Components 
(http://www.novell.com/documentation/zfs302/zfs_install/data/
aewf3me.html#aewfggh)

! NetWare 6:"Cluster Enable Pools and Volumes"

! NetWare 5.1:"Cluster-Enable Volumes " 

2 必要に応じて、クラスタ関連オブジェクトの名前を変更して、デフォルトで含まれ
ているアンダースコア (_)文字を削除します。

3 ZENworks Server Managementコンポーネントで使用するためにクラスタの有効化が
必要なその他の共有ボリュームに対して、ステップ 1およびステップ 2を繰り返
します。

4 次の各手順に従い、ZENworks Server Managementコンポーネントをクラスタにイン
ストールします。

! 339 ページの ｢クラスタへの Policy and Distribution Servicesおよび Server 
Inventoryのインストール｣

! 351 ページの ｢クラスタへの Management and Monitoring Servicesのインス
トール｣

オブジェ

クト

オブジェクトの名前と説明

cluster_name_volume_name(デフォルトのオブジェクト名 )
新しいボリュームオブジェクトは、クラスタ対応ボリュームを示します。物理サーバに関
連付けられている元のボリュームオブジェクトの名前を変更して仮想サーバに関連付ける
ことにより作成されます。

たとえば、クラスタ名が ZFSCLUSTERで、元のボリューム名が ZFSVOL1である場合、クラ
スタ対応ボリュームを示す新しいボリュームオブジェクトの名前は ZFSCLUSTER_ZFSVOL1
になります。

cluster_name_volume_name_SERVER(デフォルトのオブジェクト名 )
新しいサーバオブジェクトは、新しいクラスタ対応ボリュームが関連付けられている仮想
サーバを示します。

この例の場合、仮想サーバを示す新しいサーバオブジェクトの名前は
ZFSCLUSTER_ZFSVOL1_SERVERになります。

volume_name_SERVER.clustername(デフォルトのオブジェクト名 )
新しいボリュームリソースオブジェクトは、クラスタ対応ボリュームのプロパティ情報を
格納します。新しいボリュームリソースオブジェクトは、クラスタコンテナオブジェクト
に作成されます。 

この例の場合、新しいボリュームリソースオブジェクトの名前は
ZFSVOL1_SERVER.ZFSCLUSTERになります。
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Novell Cluster Servicesのインストール

使用するバージョンの NetWareの『NetWare Cluster Services Overview and 
Installation』に記載されている次の手順に従って、Novell Cluster Servicesをイン
ストールします。

! NetWare 6.5:Installing ZENworks for Servers in a Clustered Environment 
(http://www.novell.com/documentation/zfs302/zfs_install/data/
aetx4fj.html#aetx4fj)

! NetWare 6:"Installation and Setup"

! NetWare 5.1:"Installation and Setup"

インストールには次の処理が含まれています。

! Novell Cluster Servicesのハードウェア要件およびソフトウェア要件への適合

! 共有ディスクシステムのセットアップ

! eDirectoryでクラスタを示すための新規クラスタオブジェクトの作成

! クラスタへのサーバの追加

! クラスタ内のすべてのノードへの Novell Cluster Servicesソフトウェアのインス
トール

! ZENworks Server Managementコンポーネントをインストールする共有ボリュームの
マウント

Novell Cluster Servicesをインストールするときは、クラスタに関する次の重要情報
を記録します。ZENworks Server Managementコンポーネントをクラスタにインストー
ルするときに、これらの情報が必要になります。

! クラスタオブジェクトを作成する eDirectoryツリー

! クラスタオブジェクトの名前

! クラスタオブジェクトのコンテキスト

クラスタへの Policy and Distribution Servicesおよび Server 
Inventoryのインストール

! 340 ページの ｢クラスタでの ZENworksの使用に関する問題｣

! 340 ページの ｢インストールの前に｣

! 341 ページの ｢インストール手順｣

! 343 ページの ｢ Server Inventoryの設定｣

! 343 ページの ｢クラスタでの Server Inventoryのアンインストールと再インス
トール｣
クラスタ環境での ZENworks Server Management 339

http://www.novell.com/documentation/zfs302/zfs_install/data/aetx4fj.html#aetx4fj


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
クラスタでの ZENworksの使用に関する問題

利点

! Novell Cluster Services環境に Policy and Distribution Servicesを設定すると、
Tiered Electronic Distributionの可用性が高まります。

! Distributorおよび Subscriberをクラスタにインストールすると、ポリシーとソフ
トウェアを送受信できるようになります。

! クラスタに Inventory Agentをインストールすると、クラスタノードに関するハー
ドウェアおよびソフトウェアインベントリ情報を受信できるようになります。

! 配布とポリシーに関する情報を保存するために Server Managementデータベースを
クラスタにインストールすると、Distributor Agentや Policy/Package Agentで
Distribution処理情報をログに記録する必要があるときに常にこのデータベース
を使用することができます。

! クラスタにインベントリデータベースをインストールすると、インベントリ情報の
アクセスやレポートが必要なときに常にこのデータベースを使用することができ
ます。

! Policy and Distribution Servicesの場合のみ、Webコンポーネントをインストー
ルして、クラスタ内のソフトウェアをサポートすることにより、使用するネット
ワーク全体で、配布処理を常に監視および管理することができます。

欠点

! Policy and Distribution ServicesおよびInventory Agentをクラスタリソースにイ
ンストールした場合は、そのリソースが実行されているクラスタノードしか管理で
きません。

インストールの前に

Novell ZENworks 6.5 Server Managementを Novell Cluster Services環境にインス
トールおよび設定する前に、各製品のハードウェア要件およびソフトウェア要件がす
べて満たされていることを確認します。

" Novell Cluster Servicesをインストールする2つ以上のNetWare® 6またはNetWare 
6.5サーバ (「ノード」とも呼ばれます )

" クラスタの一部になる NetWare 6サーバにインストールされ稼動している Novell 
Cluster Services 1.6

" クラスタの一部になるNetWare 6.5サーバにインストールされ稼動しているNovell 
Cluster Services 1.7

" クラスタ対応が指定された作成済みクラスタボリューム (仮想サーバまたはクラス
タサーバと呼ばれます )

クラスタリングの詳細については、Novell Cluster Servicesのマニュアル 
(http://www.novell.com/documentation)を参照してください。
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インストール手順

このインストールプログラムでは、Distributor、Subscriber、および Policy and 
Distributionデータベースのための Policy and Distribution Servicesソフトウェア
のインストール全般と、Server Inventoryソフトウェアのインストールを実行するこ
とができます。

次の各シナリオで、Policy and Distribution Servicesをクラスタにインストールす
ることができます。

! Policy and Distribution Servicesをクラスタにインストールする。

! Subscriberソフトウェアだけをクラスタにインストールし、そのオブジェクトをク
ラスタオブジェクトと同じツリーにインストールする。

! Distributorソフトウェアと Subscriberソフトウェアの両方をクラスタにインス
トールし、それらのオブジェクトはクラスタオブジェクトと別のツリーにインス
トールする。

後の 2つのシナリオでは、クラスタをオフラインにして ZENworks Server Management
を起動する前に、クラスタボリューム上の zfs-startup.xmlファイルを編集し
て- hostsスイッチを追加する必要があります。これについては、次のステップ 2で説
明しています。

Server Inventoryの一部またはすべてのコンポーネントをクラスタノードにインス
トールすることができます。

Policy and Distribution Servicesおよび Server Inventoryをクラスタにインストー
ルするには

1 クラスタ特有の次の事項に注意して、61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのイ
ンストール｣の手順に従います。

! 73 ページのステップ 2で、クラスタ内の特定のサーバではなく、クラスタオ
ブジェクトを選択します。

重要 : Policy and Distribution Servicesでは 1つのクラスタは単一のサーバと同様に見なされ

るため、1つのクラスタには Policy and DIstribution Servicesのインスタンスを 1つだけ

(Distributorを 1つと Subscriberを 1つ、または Distributorか Subscriberのいずれか 1つ )

インストールすることができます。 

クラスタにインストールするときには、クラスタ化されていないサーバを選択
することもできます。

! 80 ページのステップ 2で、クラスタ対応ボリューム上のインストールパスを
指定します。

重要 : NetWareボリューム名など、インストールパスでは、2バイト文字や拡張文字を使用しない

でください。

インストールプログラムにより、指定したクラスタ対応ボリュームに Policy and 
Distribution Servicesおよび Server Inventoryソフトウェアがインストールされ
ます。このインストール先から、クラスタ内の任意のノードで Distributor 
Agent、Policy/Package Agent、および Server Inventoryコンポーネントを実行す
ることができます。これらのサーバが実行されているノードがダウンした場合は、
同一クラスタ内の別のノードに自動的にフェールオーバーされます。

インストールプログラムにより、クラスタオブジェクトに関連するロードスクリプ
トおよびアンロードスクリプトも更新され、フェールオーバー /フェールバック処
理が実行できるようになります。
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重要 : ページ障害により、NetWareサーバが異常終了して、所定のフェイルオーバーが起動する場合が

ありますが、このとき JVMがページ障害を処理し、サーバの異常終了を防ぎます。サーバは引き続き

稼働するが、ZENworksが停止した場合にだけフェイルオーバーを確実に実行するには、Javaコマンド

ラインに -nehパラメータを追加する必要があります。これについては、次のステップ 3で説明してい

ます。

2 Subscriberをクラスタにインストール (Subscriberソフトウェアをクラスタにイ
ンストールして、Subscriberオブジェクトをクラスタオブジェクトと同じツリー
にインストール )しただけの場合、または Distributor and Subscriberソフト
ウェアをクラスタボリュームにインストールして、それらのオブジェクトをクラス
タオブジェクトとは別のツリーにインストールした場合は、次の操作を行います。

2a テキストエディタで次のファイルを開きます。 

Installation_path\zenworks\zfs-startup.xml

2b 次のクラスを検索します。

<Class>com.novell.application.zenworks.ted.TED</Class>

2c このクラスの下に記述されている次のパラメータを編集します。

<Parameter Name="Hosts" />

ホストの DNSホスト名または IPアドレスを指定します。例 :

<Parameter Name="Hosts">192.68.1.203</Parameter>

終了 </Parameter>コードが追加され、"Hosts"名の後に終了 >文字が追加さ
れていることに注目してください。DNSホスト名と IPアドレスは、上記のよ
うにこれらのコードの間に指定します。

サーバの NICカードにバインドされているホストを記述してはいけません。

複数のホストを記述する場合は、DNSホスト名および IPアドレスのリストを
セミコロン (;)で区切る必要があります。例 :

<Parameter 
Name="Hosts">192.68.1.203;192.68.1.204;server001.provo.novell.com</
Parameter>

リスト内では DNSホスト名と IPアドレスを混在させることができます。

2d 変更内容を保存し、ファイルを閉じます。

3 この手順は、Inventory Agentでは実行しません。

テキストエディタで、\zenworks\zfs.ncfファイルを編集し、次のような行に- neh
パラメータを挿入します。

java -Xmx384M -envDISPLAY=127.0.0.1:0 -noclassgc -nsac -jszfsexit 
-snZENworks -classpath $tedpath 
com.novell.application.zenworks.loader.ZENLoader 
SYS:\zenworks\zfs-startup.xml

次のように変更します。

java -neh -Xmx384M -envDISPLAY=127.0.0.1:0 -noclassgc -nsac -jszfsexit 
-snZENworks -classpath $tedpath 
com.novell.application.zenworks.loader.ZENLoader 
SYS:\zenworks\zfs-startup.xml

変更を保存し、テキストエディタを終了します。
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4 Server Management Agentコンポーネントをはじめて起動するときは、クラスタを
オフラインにした後に再度オンラインにします。 

この操作により、クラスタリングソフトウェアによって最新のロードスクリプトが
読み込まれ、Server Management Agentがロードされます。

5 Server Inventoryをクラスタにインストールした場合は、343 ページの ｢ Server 
Inventoryの設定｣に進みます。

Management and Monitoring Servicesをクラスタにインストールする必要があれ
ば、351 ページの ｢クラスタへの Management and Monitoring Servicesのインス
トール｣に進みます。

Server Inventoryの設定

Server Inventoryのインストールが終了したら、Server Inventoryがクラスタ環境で
動作するよう設定する必要があります。必要な設定手順を次に示します。

1 インベントリデータベースオブジェクトを設定します。Server Managementをイン
ストールするときに Sybase*を選択した場合は、インストールプログラムにより、
データベースオブジェクト (Inventory database_server_name)が作成され、この
オブジェクトのプロパティが設定されます。手順 1aと 1bを省略してください。
Oracle*または MSSQLを使用している場合は、手順 1aに進んでください。

1a Oracleまたは MSSQLでインベントリデータベースを管理する場合は、データ
ベースオブジェクトを作成してプロパティを設定してあることを確認します。
詳細については、105 ページの ｢ NetWareサーバでのインベントリデータベー
スオブジェクトの設定｣を参照してください。

1b データベースオブジェクトをクラスタ環境用に設定するには、ConsoleOne®で
データベースオブジェクトを右クリックし、［Properties］、［ZENworks 
Database］の順にクリックし、仮想サーバの DN (NCPサーバオブジェクト )を
参照して選択するか、仮想サーバの IPアドレスを指定して、［OK］をクリック
します。

2 インストール時にスタンドアロンの設定を選択しなかった場合は、データベースの
場所ポリシーを作成するときに、インベントリデータベースを Inventory 
database_virtual_server_nameに設定します。

3 Server Inventoryポリシーを作成するときに、Inventory Serviceオブジェクト DN
を Inventory Service_virtual_server_nameに設定します。

4 すべてのロールアップポリシーを設定するには、クラスタサービスの Inventory 
Serviceオブジェクト (Inventory Service_virtual_server_name)を選択します。

5 クラスタ環境での Server Inventoryのアンインストールおよび再インストールの
詳細については、343 ページの ｢クラスタでの Server Inventoryのアンインス
トールと再インストール｣を参照してください。

Management and Monitoring Servicesをクラスタにインストールする場合は、351 
ページの ｢クラスタへの Management and Monitoring Servicesのインストール｣に
進んでください。

クラスタでの Server Inventoryのアンインストールと再インストール

! 344 ページの ｢クラスタ環境での ZENworks 6.5 Server Inventoryのアンインス
トール｣

! 350 ページの ｢クラスタへの Server Inventoryの再インストール｣
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クラスタ環境での ZENworks 6.5 Server Inventoryのアンインストール

ZENworks Server Managementの Server Inventoryコンポーネントを自動的にアンイン
ストールすることはできません。インベントリサーバ、Sybase上のインベントリデー
タベース、Novell eDirectoryTMオブジェクト、Inventory Agent、および Novell 
ConsoleOne®の Server Inventoryスナップインファイルを手動で削除する必要があり
ます。

注 : インベントリデータベースが Oracleまたは MS SQLにマウントされている場合は、Oracleまたは MS 
SQLによってそれぞれ推奨されているアンインストール手順に従ってください。

Server Inventoryコンポーネントがインストールされているすべてのサーバおよび
ワークステーションから、オブジェクトとファイルを削除する必要があります。

インベントリが企業内に展開されている場合は、まずすべてのリーフサーバをアンイ
ンストールしてから、中間サーバ、ルートサーバの順にアンインストールします。
Server Inventoryをアンインストールする前に、必ずルートサーバ内のインベントリ
データベースのバックアップを作成し、保存しておいてください。

手動で Server Inventoryをアンインストールするには、次の手順を実行します。

1. 344 ページの ｢ Server Inventoryの eDirectoryオブジェクトのアンインストール｣

2. 345 ページの ｢データベース eDirectoryオブジェクトのアンインストール｣

3. 345 ページの ｢ Sybaseインベントリデータベースのアンインストール｣

4. 346 ページの ｢ Sybaseエンジンのアンインストール｣

5. 346 ページの ｢ Inventory Agentのアンインストール｣

6. 347 ページの ｢インベントリサーバソフトウェアのアンインストール｣

7. 348 ページの ｢ XMLプロキシサーバのアンインストール｣

8. 349 ページの ｢ ConsoleOneからの Server Inventoryスナップインのアンインス
トール｣

9. 350 ページの ｢クラスタスクリプトへの変更の適用｣

Server Inventoryの eDirectoryオブジェクトのアンインストール

ZENworks Server Management Server Inventoryの eDirectoryオブジェクトを削除する
には

1 NetWareインベントリサーバのサーバコンソールプロンプトで StopSer *と入力
し、Inventory Serviceを停止します。

2 ZENworksデータベースポリシーが有効になっている場合は、無効にします。

2a  ConsoleOneで、SLPオブジェクトのプロパティパッケージを右クリックし、
［Properties］、［Policies］の順にクリックします。

2b［ZENworksデータベース］ポリシーを選択して［プロパティ］をクリックし、
［インベントリ管理］タブをクリックします。

2c  指定したインベントリデータベースのエントリを削除し、［OK］をクリックし
ます。

重要 : ZENworksデータベースポリシーが複数のインベントリサーバで使用されている場合、それらの

インベントリサーバをアンインストールしてからこの手順を実行する必要があります。 

3 Server Inventoryポリシーを無効にします。

3a 分散サーバパッケージを右クリックし、［Properties］、［Policies］、
［General］または［NetWare］タブの順にクリックします。
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3b Server Inventoryポリシーが有効になっている場合は、ポリシーを選択して
［Reset］ボタンをクリックし、［Yes］をクリックします。

3c Server Inventoryポリシーを無効にします。

複数のオペレーティングシステムに Server Inventoryポリシーを設定してい
る場合は、［Policies］タブでオペレーティングシステムのオプションを選択
し、この手順を繰り返します。

3d［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

4 ロールアップポリシーおよびディクショナリ更新ポリシーが有効になっている場
合、これらのポリシーを無効にします。

4a サーバパッケージを右クリックし、［Properties］、［Policies］、［NetWare］タ
ブの順にクリックします。

4b ロールアップポリシーが有効になっている場合は、ポリシーを選択して
［Reset］ボタンをクリックし、［Yes］をクリックします。

4c ロールアップポリシーを無効にします。

4d ディクショナリ更新ポリシーが有効になっている場合は、ポリシーを選択して
［Reset］ボタンをクリックし、［Yes］をクリックします。

4e ディクショナリ更新ポリシーを無効にします。

4f［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

5 ConsoleOneで、Inventory Serviceオブジェクトを含むコンテナを検索し、
Inventory Serviceオブジェクトを削除します。

データベース eDirectoryオブジェクトのアンインストール

ConsoleOneで、インベントリデータベースオブジェクトを含むコンテナを検索し、イ
ンベントリデータベースオブジェクトを削除します。

Sybaseインベントリデータベースのアンインストール

1 Sybaseコンソールプロンプトで「q」と入力して Sybaseを停止します。

2 すべてのクラスタノードの sys:\system\mgmtdbs.ncfから、
database_path\mgmtdb.dbエントリを削除します。

重要 : その他のデータベースパスは削除しないようにします。

3 任意のクラスタノードで sys:\system\zenworks.propertiesの INVDBPATHキーの値
をメモします。

4 INVDBPATHキーで確認した値から、すべてのクラスタノードの mgmtdb.logも含め
インベントリデータベースファイル (mgmtdb*.db)を削除します。

重要 : ZENworks 6.5 Desktop Managementの Workstation Inventory情報を含むデータベースファイル

は削除しないようにします。

5 すべてのクラスタノードの sys:\system\zenworks.propertiesから INVDBPATHキー
を削除します。

6 ZFS_INVENTORY_DATABASE_SERVERキーを削除します。

すべてのクラスタノードの sys:\system\zenworks.propertiesから次のセクション
を削除します。

[ZfS_Inventory_Database_Server]
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Version = 6.5.0.Server_Management_product_build_date

Installed_From = Product CD

Support_Pack = 0

7 Sybaseがアンインストールされておらず、他の ZENworks製品によって使用されて
いる場合は、Sybaseを起動します。

Sybaseコンソールプロンプトで「mgmtdbs.ncf」と入力します。 

Sybaseエンジンのアンインストール

Sybaseエンジンは、他の ZENworks製品で使用されていない場合に限り、削除すること
ができます。

1 Sybaseが他の ZENworks製品で使用されている場合、まずデータベースをアンイン
ストールしてから、Sybaseエンジンをアンインストールする必要があります。

2 Sybaseコマンドプロンプトで「q」と入力して、Sybaseを停止します。

3 任意のクラスタノードで sys:\system\zenworks.propertiesの DBENGINEPATHキー
の値をメモします。

4 データベースがデータベースサーバにマウントされているかどうかを確認します。

データベースがデータベースサーバにマウントされている場合、すべてのクラスタ
ノードの sys:\system\mgmtdbs.ncfファイルに .dbエントリが含まれます。

ファイルに .dbエントリが含まれていない場合は、すべてのクラスタノードから
mgmtdbs.ncfを削除します。ファイルに .dbエントリが含まれている場合は、
Sybaseエンジンを削除しないでください。

5 すべてのクラスタノードのクラスタロードスクリプトから mgmtdbs.ncfエントリを
削除します。

6 アンロードスクリプトから dbsrv8.nlmを削除します。

7 DBENGINEPATHで指定されているディレクトリ (手順 3で確認 )を削除します。

8 すべてのクラスタノードの sys:\system\zenworks.propertiesから DBENGINEPATH
キーを削除します。

Inventory Agentのアンインストール

1 サーバのコンソールプロンプトで次のコマンドを実行します。

invagentstop.ncf

java -exit

2 すべてのクラスタノードの sys:\systemから次のファイルを削除します。

hwinvsrc.ini

invaid.nlm

invsetup.ini

mpkscan.nlm

nwapi.bak

nwapi.map

smile.bak

smile.map

suppl.bak

suppl.map
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3 すべてのクラスタノードの sys:\java\bin\invnatve.nlmを削除します。

4 任意のクラスタノードで sys:\system\zenworks.propertiesの ZENworksPathキー、
PDSPathキー、および InvAgentPathキーの値をメモします。

5 すべてのクラスタノードで、InvAgentPathキーで指定された Inventory Agentの
インストールディレクトリを削除します。

6 すべてのクラスタノードの PDSPath\smanager\pluginsディレクトリから
invagentnw.jarを削除します。

7 すべてのクラスタノードの HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS\ZFSレジ
ストリエントリから Inventory Agentキーを削除します。

8 すべてのクラスタノードの PDSPath\smanager\zfs.ncfで、次のエントリを削除し
ます。

load sys:\\java\\bin\\invnatve

インベントリサーバソフトウェアのアンインストール

1 インベントリサーバのサーバコンソールプロンプトで StopSer *と入力し、
Inventory Serviceを停止します。

2 サーバコンソールで「java -exit」と入力して、java.nlmをアンロードします。

3 任意のクラスタノードで sys:\system\zenworks.propertiesの INVSRVPATHキーお
よび ZWSPATHキーの値をメモします。

4 ZFS_INVENTORY_SERVERキーを削除します。

すべてのクラスタノードの sys:\system\zenworks.propertiesから次のセクション
を削除します。

[ZfS_Inventory_Server]
Version = 6.5.0.build_date
Installed_From = Product CD
Support_Pack = 0

5 すべてのクラスタノードの invsrvpath\scandirディレクトリを削除します。

6 すべてのクラスタノードの invsrvpath\serverディレクトリを削除します。

7 すべてのクラスタノードのクラスタロードスクリプトから次のエントリを削除し
ます。

; ZENworks Inventory Settings

StartInv.ncf

8 アンロードスクリプトから次のエントリを削除します。

java -killzenwsinv

java -killzwexit

9 すべてのクラスタノードの sys:\systemディレクトリから次のファイルを削除し
ます。

addenums.ncf

dbexport.ncf

debug.properties

dupremove.ncf 

enumsmodifier.ncf

invenv.ncf
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invenvset.ncf

listser.ncf

startinv.ncf

startser.ncf

startzws.ncf

stopdb.ncf

stopser.ncf

10 インベントリサーバに Policy and Distribution Servicesと XMLプロキシサーバ
がインストールされていない場合は、ZWSPATHによって指定されているディレクト
リを削除して、ZENworks Web Serverコンポーネントを削除します。

10a すべてのクラスタノードのクラスタロードスクリプトから次のエントリを削除
します。

; ZENworks Inventory Settings

ZFS.ncf

10b すべてのクラスタノードの sys:\systemディレクトリから zwsstart.ncfを削
除します。

10c すべてのクラスタノードの sys:\system\zenworks.propertiesから ZWSPATH
キーを削除します。

10d zws_volume:\zfs-startup.xmlを削除します。

10e zws_volume:\zenworks\zfs.ncfを削除します。

11 すべてのクラスタノードの sys:\system\zenworks.propertiesから INVSRVPATH
キーを削除します。

XMLプロキシサーバのアンインストール

1 サーバコンソールのプロンプトで「java -killzfsexit」と入力して、java.nlm
をアンロードします。

2 任意のクラスタノードで sys:\system\zenworks.propertiesの ZWSPATHの値をメモ
します。

3 すべてのクラスタノードの sys:\system\zenworks.propertiesから次のセクション
を削除します。

[ZfS_XML_Proxy_Server]
Version=6.5.0.Server_Management_product_build_date
Installed_From = Product CD
Support_Pack = 0

4 すべてのクラスタノードのクラスタロードスクリプトから次のエントリを削除し
ます。

; ZENworks Inventory Settings

ZFS.ncf

5 すべてのクラスタノードの sys:\systemディレクトリから zwsstart.ncffileを削
除します。

6 すべてのクラスタノードの sys:\system\zenworks.propertiesファイルから
\zwspathディレクトリおよび zwspathエントリを削除します。

7 すべてのクラスタノードの zws_volume:\zenworks\zfs-startup.xmlと
zws_volume:\zenworks\zfs.ncfを削除します。
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ConsoleOneからの Server Inventoryスナップインのアンインストール

他の製品の管理に ConsoleOneを使用している場合は、ConsoleOne自体をアンインス
トールしないでください。

ConsoleOneから Server Inventoryスナップインだけを削除するには

1 ConsoleOneを実行している場合は、終了します。

ConsoleOneが複数のワークステーションのインベントリサーバから直接起動して
いる場合は、すべてのワークステーションの ConsoleOneを終了する必要があり
ます。

2 サーバまたはワークステーションの ConsoleOne_installation_directory\1.2ディ
レクトリで、次の操作を実行します。

! 次のファイルを削除します。

bin\debug.properties

bin\directoryrights.dll

bin\ntgroups.ini

bin\userreports.ini

help\novellserverinv.hs

lib\zen\classes12.zip

lib\zen\dbexport.jar

lib\zen\dbexportres.jar

lib\zen\jconn2.jar

lib\zen\jdbcdrv.zip

lib\zen\reportingimages.jar

lib\zen\smanager.jar

lib\zen\zenutility.jar

reporting\export\invxml.dtd

snapins\zen\dataexportsnapins.jar

snapins\zen\inventorysnapins.jar

snapins\zen\jgl3.1.0.jar

snapins\zen\policymigration.jar

snapins\zen\serversnapins.jar

snapins\zen\swdictionarysnapins.jar

snapins\zen\tableutilities.jar

snapins\zen\tracer.jar

! 次のディレクトリを削除します。

help\en\novell_zfs_server_inventory

reporting\canned\novell reporting\zeninventory

reporting\canned\novell reporting\zeninventory4x

3 同じワークステーションまたはサーバに Remote Management ConsoleOneスナップ
インをインストールしていない場合、次の操作を実行します。

! 次のファイルを削除します。

\bin\desktop4.exe

\bin\desktop4.ini

\bin\mssql.ini

\bin\multprot.dll
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\bin\ndsaccess.dll

\bin\oracle.ini

\bin\remagent.ini

\bin\sybase.ini

\lib\zen\commonsnapins.jar

\lib\zen\desktop.jar

\lib\zen\desktop3x.jar

\lib\zen\desktopcommonutility.jar

\lib\zen\desktoputil.jar

\lib\zen\statuslog.jar

\lib\zen\zeninvimages.jar

\snapins\zen\serversnapins.jar

! \bin\zen\sybaseproxyディレクトリを削除します。

4 インベントリ ConsoleOneスナップインをインストールする各ワークステーション
またはサーバに対して、ステップ 1からステップ 3までの手順を実行します。

クラスタスクリプトへの変更の適用

ここまでの節で行った変更をクラスタスクリプトに適用するには、クラスタをオフラ
インにした後に再度オンラインにします。

クラスタへの Server Inventoryの再インストール 

インストールが正常に実行されなかった、または誤ってファイルを削除するなどして
データ破損が起き、再インストールしなければデータの修復ができないなどの理由で、
クラスタ環境のサーバ管理サービス の Server Inventoryコンポーネントを再インス
トールすることが必要な場合があります。

重要 : 再インストールでは、再びスキーマを拡張する必要はありません。

ここでは、Server Inventoryコンポーネントの再インストールに焦点を絞って説明し
ます。

! 350 ページの ｢ Server Inventoryの再インストールの準備｣

! 351 ページの ｢ Server Inventoryの再インストール｣

! 351 ページの ｢ Server Inventoryの再インストールの確認｣

Server Inventoryの再インストールの準備

1 Server Inventoryを再インストールする必要があるサーバを識別します。

2 NetWare Sybaseコンソールプロンプトで <Q>キーを押して、インベントリデータ
ベースを停止します。

3 対象になる NetWareサーバで Javaがアンロードされていない場合は、java.nlmを
アンロードします (サーバコンソールで、「java -exit」と入力する )。

重要 : このコマンドにより、サーバで実行しているすべての Javaプロセスが停止します。Desktop 

Managementを再インストールする際には、すべての Javaプロセスが停止していることを確認してくだ

さい。

4 再インストール先のサーバがある Novell eDirectoryTMツリーにログインします。

5 339 ページの ｢クラスタへの Policy and Distribution Servicesおよび Server 
Inventoryのインストール｣に進みます。
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Server Inventoryの再インストール

ZENworks 6.5 Server Management Server Inventoryを以前のインストール上に再イン
ストールする場合は、既存のポリシーおよび scandirディレクトリが使用されます。 

! 再インストールの際の［ファイルのインストール先］ページでは、前回のインス
トールパスがインストールプログラムによって検索されます。検索されたら、
Server Inventoryまたは Remote Managementファイルがそのパスにインストールさ
れます。

! 再インストールの際の［データベースのインストール先］ページでは、前回のイン
ストールパスがインストールプログラムによって検索されます。検索されたら、
データベースがそのパスにインストールされます。

Server Inventoryの再インストールの確認

1 インストールが完了したら、インストールログファイルを参照して、インストール
に失敗したコンポーネントがないかどうかを確認します。

2 ファイルがなくなったり、壊れたりした問題を解決するために再インストールした
場合は、問題が解決されていることを確認します。

クラスタへの Management and Monitoring Servicesのインストール

Management and Monitoring Servicesをクラスタにインストールする前に、Novell 
Clientを使用しているクラスタノードの仮想サーバ名を使用してクラスタボリューム
にマッピングできることを確認しておく必要があります。 

このインストールプログラムでは、Management and Monitoring Servicesソフトウェ
アのインストール全般を実行することができます。 

Management and Monitoring Servicesをクラスタにインストールするには

1 クラスタ特有の次の事項に注意して、111 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへの
インストール｣の手順に従います。

! 112 ページのステップ 10で、クラスタ仮想サーバを介して、［Authenticated 
Tree］オプションからコンポーネントのインストール先ボリュームを選択し
ます。 

仮想サーバオブジェクトの DNSエントリがあるはずです。ない場合は、インス
トール先のクラスタボリュームの仮想サーバオブジェクトに対するエントリ
が、\Windowsフォルダ内のホストファイルに必要です。

マッピングされたドライブオプションを使用するか、またはクラスタノード
サーバを展開することによって、同じクラスタボリュームを選択した場合、こ
のインストールは標準インストールと見なされ、システムファイルがすべての
クラスタノードにコピーされます。したがって、この製品は当該ノードでのみ
動作します。

重要 : NetWare Management Agentは、クラスタノードサーバの管理に使用されるため、クラスタ

ボリュームにはインストールできません。すべてのノードを管理するには、Netware Management 

Agentがすべてのノード上に存在する必要があります。 

2 クラスタへのインストール後に、次の行をクラスタボリュームのロードスクリプト
に手動で追加します。

sys:\system\mmsstart.ncf

3 次の行をクラスタボリュームのアンロードスクリプトに手動で追加します。

sys:\system\mmsstop.ncf
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4 クラスタボリュームのアンロードスクリプトに次の行がこの順序で含まれているこ
とを確認します。

sys:\system\mmsstop.ncf

unload dbsrv8.nlm

重要 : ZENworks 6.5 Server Inventoryをクラスタ環境にインストール済みの場合は、unload 

dbsrv8.nlmエントリの前に sys:\system\mmsstop.ncfを追加します。 

5 動作する NetExplorerTMの 32よりボリューム IDが小さいことを確認します。これ
は、BTRIEVEデータベース制限のためです。ボリューム IDを指定するには、ロー
ドスクリプトで次のコマンドを使用します。 

mount volume_name VOLID = volume_number 

6 すべてのクラスタノードが同じセグメント上にある場合に限り、Traffic Analysis 
Agentをクラスタボリュームにインストールする必要があります。インストールし
ない場合、クラスタノードを変更するときに、エージェントは整合性のある情報を
提供しません。 

Traffic Analysis Agentまたは Management Site Serverをクラスタ共有ボリュー
ムにインストールする場合は、SYS:\SYSTEM\MMSSTART.NCFを共有ボリュームロー
ドスクリプトに、SYS:\SYSTEM\MMSSTOP.NCFを共有ボリュームアンロードスクリプ
トに追加する必要があります。

共有ボリュームがノードにロードされているとき、MMSSTART.NCFファイルに、
Management Site Serverがインストールされている場合は Database、Naming 
Server、Discovery、および Sloaderを開始するための情報、Traffic Analysis 
Agentがクラスタ共有ボリュームにインストールされている場合は Traffic 
Analysis Agentを開始するための情報が含まれます。共有ボリュームがノードか
らアンロードされているときは、MMSSTOP.NCFに、Naming Server、Discovery、お
よび Sloaderを停止し、Traffic Analysis Agent(インストールされている場合 )
を停止する情報が含まれます。

Traffic Analysis Agentを共有ボリュームにインストールする場合は、トレンド
ファイルを作成する場所を次のように追加することにより、\zfs_agnt\lanzディ
レクトリの lanz.ncfファイルを更新します。

load gtrend.nlm \dvolume_name:\directory
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F セキュリティ保護されていない接続のための追加
セキュリティのインストール

Novell® ZENworks® Server Managementでは、Policy and Distribution Servicesの
サーバ間通信に XMLRPC(Extensible Markup Language Remote Procedure Call)を使用
します。XMLRPCは、オプションで、セキュリティ保護されていない接続でのサーバ間
通信に対してセキュリティを提供します。

この節では、この追加セキュリティをインストールして設定する方法について説明し
ます。XMLRPCセキュリティが必要かどうかを判断するには、『Novell ZENworks 6.5 
Server Management管理ガイド』の「"セキュリティ保護されていない接続でのサーバ
間通信のセキュリティ "」を参照してください。

Windowsサーバ、Linuxサーバ、または Solarisサーバでの配布を暗号化する場合は、
そのサーバに NICI 2.6.4をインストールする必要があります。詳細については、
『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「"NICI 2.6.4のインストー
ル "」を参照してください。ただし、NICI 2.4.6がインストール済みである場合は、
NICI 2.6.4にアップグレードするかどうかはオプションです。この 2つのバージョン
間では互換性があります。

XMLRPCセキュリティをインストールして設定するには、次の操作を順に実行します。

1. 353 ページの ｢インストールの前提条件の充足｣

2. 354 ページの ｢インストールに関する情報の収集｣

3. 355 ページの ｢サーバ間通信セキュリティのインストール｣

4. 362 ページの ｢サーバ間通信セキュリティの有効化｣

インストールの前提条件の充足

サーバ間通信セキュリティをインストールする前に、次のソフトウェア要件を満たす
必要があります。これらの前提条件には、ソフトウェアのインストールや設定が含ま
れる場合があります。

前提条件 説明

ZENworks Server 
Management

Policy and Distribution Servicesをインストールして実行している必要があ
ります。

Policy and Distribution Servicesをインストールする方法については、61 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

Tomcat Tomcat 4をインストールする必要があります。Apacheの有無は関係ありませ
ん。これにより、サーブレットゲートウェイが提供されます。

ZENworks Web 
Server (ZENworks 
Webサーバ )

インストールし、正しく設定して実行する必要があります。 

ZENworks Web Serverをインストールする方法については、90 ページの 
｢ Policy and Distribution Servicesの Webベースの管理｣を参照してください。
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CSRに署名するには、要求元のクライアントはユーザ名とパスワードを使用して認証す
る必要があります。通常はクリアテキストでネットワーク送信されるため、この情報
をセキュリティ保護するために SSLを使用する必要があります。

354 ページの ｢インストールに関する情報の収集｣に進みます。

インストールに関する情報の収集

サーバ間通信セキュリティのインストールウィザードを実行する前に、次の情報を把
握しておく必要があります。

" iManagerを実行しているコンピュータの TCP/IPアドレスまたは DNS名。

" Certificate Authorityが使用するポート。

iManagerとの通信に使用するポート番号です。SSLを使用する場合、このポート番
号は通常は 443です。SSLを使用しない場合は、Tomcatが Webサーバに統合されて
いればポート 80を使用し、Tomcatが統合されていなければポート 8080を使用し
ます。

" iManagerにアクセスするためのユーザ名とパスワード。

これにより、Certificate Authorityサーバの署名機能にアクセスできるようにな
ります。認証に失敗した場合、このユーザはサーバ間通信セキュリティのインス
トールを続行できません。

" サーバ間通信セキュリティの使用対象にするすべてのサーバのTCP/IPアドレスまた
は DNS名。Distributionを暗号化してサーバに送信する場合にのみ、証明書に署
名する必要があります。

重要 : NetWare®サーバの場合は、DNS名にアンダースコアを使用できません。単語の区切り文字とし

てアンダースコアの代わりにダッシュを使用することをお勧めします。

インストールの際に、有効な IPアドレスを取得するには 3つの方法があります。
これらのいずれか 1つの方法を、DNS名を取得するために使用することもできま
す。これらのいずれか 1つまたはすべての方法を、サーバを選択するために使用す
ることができます。次の 3つの方法があります。

!［List］: 証明書の署名を必要とするサーバの個別の IPアドレスまたは DNS名、
あるいはサーバの有効な IPアドレスまたは DNS名を含むファイル名を入力で
きます。

Novell iManager インストールし、ネットワーク上で実行する必要があります。

iManagerのインストール手順については、41 ページの ｢管理固有のワークス
テーションの要件｣を参照してください。iManagerに ZENworksプラグインをイ
ンストールする方法については、90 ページの ｢ Policy and Distribution 
Servicesの Webベースの管理｣を参照してください。

Certificate 
Authorityのイン
ストール

iManagerに ZENworksプラグインをインストールする場合は、［Install the 
ZENworks Certificate Authority］オプションを選択し、追加のサーバ間通信
セキュリティのインストール時に、この署名局によってセキュリティ証明書が
署名されるようにします。

iManagerに ZENworksプラグインをインストールする方法については、90 ペー
ジの ｢ Policy and Distribution Servicesの Webベースの管理｣を参照してくだ
さい。

前提条件 説明
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!［Wildcard］: ワイルドカード文字を使用してサーバのリストを構築できます。
アスタリスク (*)は IPアドレスフィールドの 0～ 999の数値を表します。疑
問符 (?)は IPアドレス番号の任意の 1文字 (0～ 9)を表します。

!［Range］: IPアドレスの範囲を使用してサーバのリストを構築できます。

上の各オプションの詳細については、インストール手順で示します。

重要 : サーバ間通信セキュリティのインストールウィザードでは、入力した IPアドレスが有効かどう

かは確認されません。このウィザードは、IPアドレスに一致する各コンピュータについて証明書に署

名するときに使用するアドレスのリストを構築するだけです。IPアドレスが無効である (使用してい

るワークステーションからアクセスできない )場合は、その IPアドレスに対してエラーが発行されま

す。証明書の署名エラーを受け取らないようにするために、どのアドレスが有効かを把握する必要が

あります。インストールプログラムでは、インストールを中断して接続問題を解決するか、単にエ

ラーをインストールログに書き込んで後で対処するかを選択することができます。

355 ページの ｢サーバ間通信セキュリティのインストール｣に進みます。

サーバ間通信セキュリティのインストール

1 前提条件が満たされていること (353 ページの ｢インストールの前提条件の充足｣を
参照 )、およびインストールに必要な情報が収集されていること (354 ページの ｢
インストールに関する情報の収集｣を参照 )を確認してください。

2 iManagerを実行しているサーバで、サーバのメインコンソールプロンプトで
「tomcat4」と入力し、Tomcatを起動します (起動していない場合 )。

3 ZENworks 6.5 Server Management Program CDから次の実行可能ファイルを実行し
ます。

\zfs\tedpol\sfiles\securityinstall\setup.exe

これにより、サーバ間通信セキュリティのインストールウィザードが起動します。
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4 ソフトウェア使用許諾契約に同意する場合は、［Accept］、［Next］の順にクリック
して、［Certificate Authority Information］ページを表示します。

5 収集済みの情報を各フィールドに入力します。

［DNS/IP Address］: ZENworks Certificate Authorityが稼動しているサーバ
(iManagerが稼動しているサーバ )の TCP/IPアドレスまたは DNS名を入力します。

重要 : NetWareサーバの場合は、DNS名にアンダースコアを使用できません。単語の区切り文字として

アンダースコアの代わりにダッシュを使用することをお勧めします。

［Port］: iManagerとの通信に使用するポート番号です。SSLを使用している場合、
通常は 443です。Tomcatが Webサーバと統合されている場合は 80、Tomcatが統合
されていない場合は 8080です。

［Use SSL］: デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。SSL
を使用していない場合は、選択を解除します。

［iManager Username］: iManagerに対する権利を持つユーザの iManager名 (コン
テキストを除く )を入力します。ユーザ名を認証できない場合、インストールは停
止します。ユーザ名とパスワードの組み合わせにより、ユーザは Certificate 
Authorityサーバの署名機能にアクセスできるようになります。

［iManager Password］: iManagerに対する権利を持つユーザの iManagerパスワー
ドを指定します。
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6［Certificate Authority Information］ページでの入力を終了したら、［Next］を
クリックします。

無効な情報を入力した場合、処理を続行することはできません。

次のダイアログボックスが表示される場合があります。

7 このダイアログボックスが表示された場合は、［Yes］をクリックして［Target 
Server Identification］ページに進みます。
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8 ラジオボタンをクリックして、サーバの IPアドレスまたは DNS名を選択するため
の次のいずれかの方法を使用します。

! ［List］

このフィールドには、3種類の入力を行うことができます。

! サーバの IPアドレス

! サーバの DNS名

! サーバの IPアドレスまたは DNS名の ASCII区切りファイル

1. 作成済みの IPアドレスまたは DNS名のリストを含む ASCII区切りテキ
ストファイルを参照して選択します (354 ページの ｢インストールに関す
る情報の収集｣を参照 )。

2. ［File Delimiter］フィールドの下向き矢印ボタンをクリックします。

サーバのアドレスを一覧表示するテキストファイルで、次の区切り文字の
いずれかを使用することができます。

セミコロン (;)
コロン (:)
カンマ (,)
スラッシュ (/)
円マーク (\)
パイプ (|)
復帰
改行
タブ

3. 文字を選択します。この文字は、ファイル全体に対して有効である必要
があります。

4. ［OK］をクリックします。

このテキストファイルに含まれているすべてのアドレスが［Target 
Servers］リストボックスに追加されます。

重要 : NetWareサーバの場合は、DNS名にアンダースコアを使用できません。単語の区切り

文字としてアンダースコアの代わりにダッシュを使用することをお勧めします。

［Target Servers］リストボックスで、ファイルから追加した IPアドレス
および DNS名の中で不要なものを削除できます。
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! ［Wildcard］

すべての IPアドレスフィールドで、複数文字を表すワイルドカード (*)また
は単一文字を表すワイルドカード (?)を使用することができます。入力するあ
らゆる数字に完全に一致します。

ワイルドカード *は、フィールド内で単独で使用することができます。0～
255の任意の数字に一致します。同じフィールドではワイルドカード *とワイ
ルドカード ?を同時に使用することはできません。

ワイルドカード ?は、数字の代わりに使用することができます。0～ 9の任意
の数字に一致します。ただし、?は連続して使用することはできません。たと
えば、?3、3?、3?3、?3?、?33、および 33?はすべて有効ですが、??3や 3??
は無効です。

例 :

10.1?.10.*

これは、次のような IPアドレスを返します。

10.10.10.0 through 10.10.10.255
10.11.10.0 ! `10.11.10.255
10.12.10.0 ! `10.12.10.255
10.13.10.0 ! `10.13.10.255

以下同様に続きます。指定された 2つの 10は完全に一致し、1?は 10～ 19の
任意の数字に一致し、*は 0～ 255の任意の数字に一致します。

［Target Servers］リストボックスで、ワイルドカードを使用して作成したリ
ストから不要な IPアドレスを削除できます。

! ［Range］

IPアドレスの範囲を指定します。この方法では、ワイルドカードを使用でき
ません。

指定した範囲内の IPアドレスを持つすべてのサーバをリストに追加できます。

［Target Servers］リストボックスで、範囲を使用して作成したリストから不
要な IPアドレスを削除できます。

指定したパターンと一致する IPアドレスを持つすべてのサーバをリストに追加で
きます。

9［Add Servers］をクリックすると、選択したサーバが［Target Servers］リスト
ボックスに追加されます。

不要な IPアドレスがリストに含まれている場合は、その IPアドレスを選択して
［Remove］をクリックします。<Shift>キーと <Ctrl>キーを使用すると、削除する
複数のアイテムを選択することができます。

10 サーバをリストに追加するために使用するそれぞれの方法について、必要に応じて
ステップ 8およびステップ 9を繰り返します。

これら 3つの方法を (一度に 1つずつ )使用して、［Target Servers］リストボッ
クスにサーバを追加できます。
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11 サーバの IPアドレスをリストボックスに追加し終わったら、［Next］をクリック
し、［Summary］ページを表示します。

12［Pause Signing When Necessary to Display Messages and Report Errors］チェッ
クボックスを選択し、署名エラーが発生したときに詳細メッセージが表示されるよ
うにします。

このチェックボックスを選択した場合は、エラーが発生したときに処理が一時停止
します。そのときに［View Log］ボタンをクリックすると、エラー情報を確認する
ことができます。ログには、正常に実行された処理に関する情報も表示されます。
このログは、セキュリティのインストールに使用しているワークステーションの
ユーザのホームディレクトリ (c:\documents and settings\administratorなど )
に \zfs\security.txtとして保存されます。

13［Summary］ページで、表示されている IPアドレスと DNS名が正確であることを確
認します。

変更する場合は、［Back］をクリックします。

ここで［Cancel］をクリックした場合、［Target Server Identification］ページ
で収集した情報は保存されません。

エラーが発生したサーバの場合は、情報がログファイルに記載され、そのサーバに
ついてウィザードを再実行することができます。ログファイルを表示するには、
［Certificate Signing］ページで［View Log］をクリックします。

14 表示されている各サーバについて証明書への署名を開始するには、［Finish］をク
リックします。
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署名は、1つのサーバごとに順番に実行されます。署名の進捗状況は、サーバごと
に表示されます。

以下、サーバごとに進捗状況が表示されます。

15 Linuxサーバまたは Solarisサーバで実行されている iManagerのインスタンスで
一般的な I/Oエラーが発生した場合、iManagerのインスタンスで XMLRPCを使用
し、インストールプログラムを続行するには、次の操作を行って正しい許可を設定
してください。

15a \securityディレクトリのグループを novlwwwに設定するには、iManagerが実
行されているサーバで次のシェルコマンドを入力します。

chown root:novlwww /opt/novell/java/jre/lib/security

15b 許可が正しく設定されていることを確認するには、次のように入力します。

chmod 775 /opt/novell/java/jre/lib/security

証明書署名の処理が続きます。

16 次の 2つのダイアログボックスのいずれかが、証明書署名の処理中または終了時に
表示されます。

! ［Continue］:［Pause Signing When Necessary to Display Messages and 
Report Errors］オプションを選択している場合に、エラーが発生すると、こ
のダイアログボックスが表示されます。次のオプションを使用できます。

クリックするボタン 結果

Back 前のウィザードページに戻って修正を加え、サーバに移動して問題
を解決した後に、［Finish］をクリックして処理を続行することがで
きます。

No ［Certificate Signing］ページに戻ります。このページで［View 
Log］ボタンをクリックすると、問題があるサーバのエラー情報を確
認することができます。

Yes エラーを記録するだけで、残りの証明書への署名を継続します。
セキュリティ保護されていない接続のための追加セキュリティのインストール 361



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
! ［Certificate Signing Progress］: このダイアログボックスは、署名セッ
ションが終了したことを示します。エラーの有無が示されます。次のオプショ
ンを使用できます。

重要 : すべてのサーバの証明書が署名される前に［Cancel］をクリックすると、署名処理は停止し、

終了しません。ただし、それまでに処理済みのすべてのサーバの証明書は、署名されたまま維持され

ます。

17 インストールエラーログを表示することを選択した場合、ログはデフォルトのテキ
ストファイルビューアに表示されます。

すべての証明書の署名が終了すると、この Certificate Authorityによって署名さ
れた証明書を持つサーバ間では、セキュリティを有効にした後に限り、セキュリ
ティで保護されていない接続を通じて安全に通信することができます。

18 セキュリティを有効にするには、362 ページの ｢サーバ間通信セキュリティの有効
化｣に進みます。

サーバ間通信セキュリティの有効化

サーバ間通信セキュリティのインストールウィザードを終了したら、セキュリティを
有効にするために使用する Text File Changesポリシーを作成および配布します。次の
操作を実行して、ポリシーを作成および配布します。

! 363 ページの ｢サーバ間通信セキュリティを有効にするためのText File Changesポ
リシーの作成｣

! 364 ページの ｢ Text File Changesポリシーの配布｣

クリックするボタン 結果

No ダイアログボックスとウィザードの両方が終了します。

Yes ［Log］ウィンドウにアクセスします。このウィンドウでは、次の操
作を実行できます。

!［Save］をクリックして、今後使用できるようにログファイルを保

存します。ログファイルには、証明書への署名での成功および失
敗の両方に関する情報を含む、すべての処理対象コンピュータが
記載されます。

!［Close］をクリックして、ダイアログボックスとウィザードの両

方を終了します。
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サーバ間通信セキュリティを有効にするための Text File Changesポリシーの作成

ポリシーを作成するには

1 ConsoleOne®で、ポリシーパッケージオブジェクトを保存するコンテナを右クリッ
クして［New］をクリックし、［Policy Package］をクリックします。

この操作により、ポリシーパッケージウィザードが起動します。

2［Policy Packages］で、［Distributed Server Package］を選択し、［Next］をク
リックします。

3 パッケージに名前を付け、［Next］をクリックします。

パッケージには、その目的を示す固有の名前を付けます。

4［Define Additional Properties］をクリックし、［Finish］をクリックします。

5［Policies］>［General］タブの順にクリックし、［Add］をクリックします。

このポリシーは、あらゆるプラットフォームに適用できます。

6［Add Policy］ダイアログボックスで、［Text File Changes］をクリックしてポリ
シーの名前を入力し、［OK］をクリックします。

この新しいポリシーが有効になり、自動的に選択されます。

7［Properties］をクリックします。

［Text File Policy］タブが表示されます。security=falseという行が存在する可
能性があるため、セキュリティを falseから trueに効率的に変更するために、テ
キストファイルに対して 2つの変更を加える必要があります。

8［Add］をクリックし、次の操作を行います。

8a［Filename］フィールドに「sys:\zenworks\zws\zws.properties」と
入力します。

8b デフォルトの "Change #1"というテキストを、わかりやすい変更タグ (たとえ
ば、Delete Security Line)に置き換えます。

8c［Change Mode］フィールドで、［Search File］を選択します。

8d［Search Type］フィールドで、［Entire Line］を選択します。

8e［Search String］フィールドで、「security=false」と入力します。

8f［Result Action］フィールドで、［Delete Line］を選択します。

9［Add］ボタンの隣りにあるドロップダウンフィールドの下向き矢印ボタンをクリッ
クし、［Change］を選択して［Add］をクリックし、次の操作を行います。

9a デフォルトの "Change #2"というテキストを、わかりやすい変更タグ (たとえ
ば、Append Security Line)に置き換えます。

9b［Change Mode］フィールドで、［Append to File］を選択します。

9c［New String］フィールドで、「security=true」と入力します。

この文字列では大文字と小文字が区別されます。

10［OK］をクリックしてポリシーを保存し、［OK］をクリックします。

11 364 ページの ｢ Text File Changesポリシーの配布｣に進みます。
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Text File Changesポリシーの配布

新しいポリシーを配布するには

1 ConsoleOneで、使用する TEDコンテナを右クリックし、［New］>［Object］の順に
クリックして［TED Distribution］を選択し、［OK］をクリックします。

2 Distributionの名前を入力します。

Distributionには、その目的を示す固有の名前を付けます。

3 Distributorを参照し、［Define Additional Properties］をクリックし、［OK］を
クリックします。

4［Type］タブをクリックし、［Select Type］ドロップダウンボックスで［Policy 
Package］を選択して、［Add］をクリックします。

5 363 ページの ｢サーバ間通信セキュリティを有効にするための Text File Changes
ポリシーの作成｣で作成したポリシーパッケージを参照して［Select］をクリック
し、［OK］をクリックします。

6［Schedule］タブをクリックし、［Schedule Type］フィールドのドロップダウン
ボックスの矢印をクリックして［Run Immediately］を選択し、［OK］をクリックし
ます。

このスケジュールタイプにより、Subscriberは Distributionを抽出し、ポリシー
を受信するとすぐに適用します。

7［Channel］タブをクリックして［Add］をクリックし、Channelを参照して
［Select］をクリックし、［OK］をクリックします。

Channelが［Active in the Channels］リストに表示されていることを確認します。

8 Distributionの設定を終了したら、［OK］をクリックします。

証明書の解決を要求するメッセージが表示されます。

9［Yes］をクリックして証明書を解決します。

この操作により、Channelを購読している Subscriberに、Distributorからセキュ
リティ証明書がコピーされます。

重要 : Linux Subscriberまたは Solaris Subscriberがあり、使用するワークステーションからそれら

のサーバにマッピングされるドライブがない場合は、それらのサーバに対して手動で証明書を解決す

る必要があります。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』を参照し
てください。

Text File Changesポリシーの Distributionが送信および受信され、各対象サーバ上
で解凍されると、サーバ間通信セキュリティが有効になります。
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G インストールに関するエラーメッセージ

Novell® ZENworks® 6.5 Server Managementのコンポーネントをインストールしている
ときにインストールを正常に完了することができない場合、エラーメッセージが表示
されることがあります。この章では、ZENworks Server Managementのコンポーネント
をインストールしているときに表示される可能性のあるエラーメッセージを示し、そ
の対処方法について説明します。

インストールしようとしている ZENworks Server Managementのコンポーネントを選択
してください。

! 365 ページの ｢ Novell eDirectoryスキーマの拡張エラー｣

! 365 ページの ｢ NetWareサーバおよび Windowsサーバにおける Policy and 
Distribution Servicesのインストールエラー｣

! 369 ページの ｢LinuxサーバまたはSolarisサーバにおけるPolicy and Distribution 
Servicesのインストールエラー｣

! 375 ページの ｢ Policy and Distribution Services Webコンポーネントのインス
トールエラー｣

! 375 ページの ｢ Server Inventoryのインストールエラー｣

! 410 ページの ｢ Remote Managementのインストールエラー｣

! 413 ページの ｢ Management and Monitoring Servicesのインストールエラー｣

Novell eDirectoryスキーマの拡張エラー

ZENworks Server Managementコンポーネントをインストールする前に、Novell 
eDirectoryTMスキーマを拡張して、このコンポーネントが使用する新しいオブジェク
トに対応できるようにする必要があります。スキーマを拡張できなかった場合、イン
ストールプログラムによりエラーメッセージが c:\winnt\zwschema.logファイルに記
録されます。

スキーマを拡張することができない場合は、Novell Support (http://
support.novell.com)にお問い合わせください。

NetWareサーバおよび Windowsサーバにおける Policy and 
Distribution Servicesのインストールエラー

NetWare®サーバまたは Windowsサーバで Policy and Distribution Servicesのインス
トールに失敗した場合、インストールプログラムによって、c:\temp\_resn.logファイ
ルにエラーメッセージが記録されます。

A target directory installation_path could not be created

Failed to create object.context in tree:eDirectory_error_code
インストールに関するエラーメッセージ 365
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Failed to set rights for object_DN in tree:eDirectory_error_code

Setup found no space to copy files on server

Setup found the JVM loaded on the server (NetWare)

The file in installation_directory is read-only

Unable to allocate the memory required to complete the copy file process

Unable to copy the requested file

Unable to open the input file

Unknown cause of error

Unspecified error occurred while copying files

A target directory installation_path could not be created

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバおよび Windowsサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールプログラムが、指定されたインストールディレクトリを作成できません。

可能な起因 : 無効なパスを指定しました。

解決法 : Policy and Distribution Servicesをインストールしようとしているプラットフォー
ムに対して、適切なパスを指定したことを確認します。

可能な起因 : インストールディレクトリの作成場所に対する適切なアクセス権を持たないユーザと
してログインしています。

解決法 : 31 ページの ｢インストールユーザの権利｣を参照して、指定された要件を満たすユーザ
としてログインしていることを確認します。

Failed to create object.context in tree:eDirectory_error_code

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバおよび Windowsサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールプログラムが、Distributor、Subscriber、または ZENworks Databaseオ
ブジェクトを作成できません。

可能な起因 : eDirectoryが、インストールプログラムに対して予想したとおりには応答していま
せん。

解決法 : Novell eDirectory エラーコード (http://www.novell.com/documentation/lg/
ndsedir/index.html)で eDirectoryのエラーコードを参照してください。

Failed to set rights for object_DN in tree:eDirectory_error_code

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバおよび Windowsサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールプログラムが、eDirectoryオブジェクトに対する権限を正しく設定でき
ませんでした。

可能な起因 : このツリーのルートを変更できる権限を持たないユーザとして、eDirectoryにログイ
ンしています。

可能な起因 : サーバオブジェクトを変更できる権限を持たないユーザとして、eDirectoryにログイ
ンしています。

解決法 : 31 ページの ｢インストールユーザの権利｣を参照して、指定された要件を満たすユーザ
としてログインしていることを確認します。
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解決法 : NetWareサーバの場合、Distributorオブジェクトが配置されているツリーに対して認
証を実行してから、次のコマンドを使って手動で Distributorオブジェクトにパス
ワードを設定します。

SETPASS distributor_object.context password

パスワードにはすべて小文字を使用します。Distributorオブジェクトが、ツリーの
ルートのトラスティであることを確認します。

可能な起因 : Policy and Distribution Servicesを、きわめて大規模な Novell eDirectoryツリーに
インストールしています。インストールプログラムが、1つまたは複数の Subscriber
オブジェクトに対して権限を設定できませんでした。

解決法 : インストール後、権限が設定されなかった各 Subscriberオブジェクトを、
ConsoleOne®で手動でサーバオブジェクトのトラスティに設定します。

解決法 : Novell eDirectory エラーコード (http://www.novell.com/documentation/lg/
ndsedir/index.html)で eDirectoryのエラーコードを参照してください。

Setup found no space to copy files on server

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバおよび Windowsサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールプログラムが、ZENworks Server Managementソフトウェアのインストー
ル先になるサーバに、インストールを完了するための充分なディスク容量が存在しな
いことを検出しました。

解決法 : インストールしている ZENworks Server Managementコンポーネントのシステム要件を
確認します。

! 18ページの「Policy and Distribution Services Minimum Requirements for 
Windows Servers」

! 70ページの「Meeting Server Inventory Requirements」

! 88ページの「Meeting Remote Management Requirements」

解決法 : 同じサーバに対して同時に複数のコンポーネントをインストールしている場合、イン
ストールするすべてのコンポーネントで必要になるディスクの空き容量の合計を計算
する必要があります。

Schema is not extended on the tree tree_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Policy and Distribution Services
のインストール。

説明 : Policy and Distribution Servicesソフトウェアのインストール中に、インストール
プログラムは eDirectoryツリーに Distributorおよび Subscriberオブジェクトを作
成します。インストールを開始する前に、Tiered Electronic Distributionオブジェ
クトに対応するよう eDirectoryスキーマを拡張する必要があります。

可能な起因 : 先にスキーマを拡張することなく、Policy and Distribution Servicesをインストー
ルしようとしています。

解決法 : 23ページの「Installing Policy and Distribution Services」の手順を実行します。

Setup found the JVM loaded on the server (NetWare)

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Policy and Distribution Services
のインストール。
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説明 : インストールプログラムが、ターゲットになる NetWareサーバで Javaが実行中である
ことを検出しました。インストールプログラムは、実行中のプログラムが Javaファイ
ルを使用している場合、サーバの Javaファイルを更新することができません。

解決法 : NetWareサーバのコンソールで、「java -exit」と入力して Javaを停止し、インス
トールを続行します。

The file in installation_directory is read-only

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバおよび Windowsサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールプログラムが、読み取り専用に設定されているファイルに同じ名前の
ファイルを上書きできません。 

可能な起因 : 前回 Policy and Distribution Servicesをインストールした後、インストールディレ
クトリにある 1つ以上のファイルが読み取り専用に設定されました。

解決法 : Windowsエクスプローラで、この読み取り専用ファイルを右クリックし、［プロパティ］
をクリックして、［読み取り専用］の選択を解除します。

解決法 : 以前のインストールを削除し、再度インストールを開始します。

Unable to allocate the memory required to complete the copy file process

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバおよび Windowsサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールプログラムを正常に実行するのに必要なメモリ容量が不足しています。

解決法 : 他のいくつかのプログラムを終了してワークステーションのメモリを解放し、インス
トールプログラムが必要なメモリを利用できるようにします。

Unable to copy the requested file

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバおよび Windowsサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールプログラムが、インストールディレクトリにファイルをコピーできませ
んでした。

可能な起因 : 不明。

解決法 : 失敗に終わったインストールを削除し、17ページの第 2章「Installing Policy and 
Distribution Services on NetWare and Windows Servers」に記載されているシステム
要件とインストール手順を確認した後、インストールを再度実行します。 

Unable to open the input file

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバおよび Windowsサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールプログラムがコピーしようとしたファイルで問題が発生しました。

可能な起因 : ZENworks 6.5 Server Management Program CDが破損しています。

解決法 : 使用可能な CDを入手します。

可能な起因 : Program CDのコンテンツをネットワーク上にコピーしましたが、そのコピーした内容
が何らかの理由によりオリジナルの CDと異なっています。

解決法 : もう一度 CDをコピーし、インストールを再度実行します。
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Unknown cause of error

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバおよび Windowsサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : 具体的なエラーメッセージが提供されていない問題がインストールプログラムで発生
しました。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

Unspecified error occurred while copying files

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバおよび Windowsサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールプログラムによるファイルのコピー中に、具体的なエラーメッセージが
提供されていない問題が発生しました。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

Linuxサーバまたは Solarisサーバにおける Policy and Distribution 
Servicesのインストールエラー

Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and Distribution Servicesのインス
トールが失敗した場合、インストールスクリプトにより /var/log/ZFSinstall.log
ファイルにエラーメッセージが記録されます。

Copy failed file_name

Could not change the access rights of /var/opt/novell/zenworks/zfs/smanager/
ZWSSRV.sh

Could not change the access rights of /var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/ted/
TEDSRV.sh

Could not print to /var/opt/novell/zenworks/zfs/smanager/ZWSSRV.sh

Could not print to /var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/ted/TEDSRV.sh

Could not print to /var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/xConf

The installation was aborted because the DS object wasn't created

The package ZFSTed has already been installed

The package ZFSTed-0.1-1.i386 failed to install

The RPM ZFSTed-0.1-1.i386 failed to install

The schema needs to be extended on this tree

The subscriber DS object needs to be created manually

Unable to create the shell script /var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/ted/
TEDSRV.sh

Unable to create the XML configuration file

Unable to open log file

Unable to open the TED configuration file /var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/ted/
tedconf

You attempted to install to a non-Linux or SunOS platform
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Copy failed file_name

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールスクリプトが、1つのファイルをコピーできませんでした。

可能な起因 : 不明。

解決法 : 51ページの第 3章「Installing Policy and Distribution Services on Linux or 
Solaris Servers」に記載されている手順を実行します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

Could not change the access rights of /var/opt/novell/zenworks/zfs/smanager/ZWSSRV.sh

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールスクリプトはインストール時に、zwssrv.shファイルのカスタマイズされ
たバージョンにアクセス権を設定する必要がありますが、書き込みを実行することが
できませんでした。

可能な起因 : rootとしてサーバにログインしていません。

解決法 : 51ページの第 3章「Installing Policy and Distribution Services on Linux or 
Solaris Servers」に記載されている手順を実行します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

Could not change the access rights of /var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/ted/TEDSRV.sh

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールスクリプトはインストール時に、tedsrv.shファイルのカスタマイズされ
たバージョンにアクセス権を設定する必要がありますが、書き込みを実行することが
できませんでした。

可能な起因 : rootとしてサーバにログインしていません。

解決法 : 51ページの第 3章「Installing Policy and Distribution Services on Linux or 
Solaris Servers」に記載されている手順を実行します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

Could not print to /var/opt/novell/zenworks/zfs/smanager/ZWSSRV.sh

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールスクリプトはインストール時に、zwssrv.shファイルのカスタマイズされ
たバージョンに書き込む必要がありますが、書き込みを実行することができませんで
した。

可能な起因 : rootとしてサーバにログインしていません。

解決法 : 51ページの第 3章「Installing Policy and Distribution Services on Linux or 
Solaris Servers」に記載されている手順を実行します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。
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Could not print to /var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/ted/TEDSRV.sh

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールスクリプトはインストール時に、tedsrv.shファイルのカスタマイズされ
たバージョンに書き込む必要がありますが、書き込みを実行することができませんで
した。

可能な起因 : rootとしてサーバにログインしていません。

解決法 : 51ページの第 3章「Installing Policy and Distribution Services on Linux or 
Solaris Servers」に記載されている手順を実行します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

Could not print to /var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/xConf

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールスクリプトはインストール時に、XML環境設定ファイルのカスタマイズさ
れたバージョンに書き込む必要がありますが、書き込みを実行することができません
でした。

可能な起因 : rootとしてサーバにログインしていません。

解決法 : 51ページの第 3章「Installing Policy and Distribution Services on Linux or 
Solaris Servers」に記載されている手順を実行します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

The context container_object does not exist

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : Policy and Distribution Servicesソフトウェアをインストールする際、インストー
ルスクリプトは eDirectoryツリーに Distributorオブジェクトおよび Subscriberオ
ブジェクトを作成する必要がありますが、オブジェクトの作成先として指定されたコ
ンテナオブジェクトを検索することができませんでした。

可能な起因 : Tiered Electronic Distribution環境設定ファイルの編集中、Distributorオブジェク
トまたは Subscriberオブジェクトを指定するときに誤ったコンテキスト情報を入力し
ました。

解決法 : インストールスクリプトにより再設定が認められている場合、Tiered Electronic 
Distribution環境設定ファイルで指定したオブジェクトコンテキストを検証します。

解決法 : ConsoleOneを使って、このコンテナオブジェクトが存在しないことを検証します。

The installation was aborted because the DS object wasn't created

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : Policy and Distribution Servicesソフトウェアをインストールする際、インストー
ルスクリプトは eDirectoryツリーに Distributorオブジェクトおよび Subscriberオ
ブジェクトを作成する必要がありますが、書き込みを実行することができませんで
した。
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可能な起因 : eDirectoryにログインしていないため、インストールスクリプトが eDirectoryにアク
セスできません。

解決法 : eDirectoryにログインして、インストールを再開します。

可能な起因 : 選択したコンテキストで eDirectoryオブジェクトを作成できる権限を持たないユーザ
として、eDirectoryにログインしています。

解決法 : 31 ページの ｢インストールユーザの権利｣に記載されている権限を確認した後、選択し
たコンテキストで適切な権限を有するユーザとして eDirectoryにログインし、インス
トールを再開します。

可能な起因 : Tiered Electronic Distribution環境設定ファイルの編集中に、誤ったツリー名を入
力しました。

解決法 : インストールスクリプトにより再設定が認められている場合、Tiered Electronic 
Distribution環境設定ファイルで指定したツリー名を検証します。

可能な起因 : Tiered Electronic Distribution環境設定ファイルの編集中に、ツリーのレプリカを
保持するサーバの名前を誤って入力しました。

解決法 : インストールスクリプトにより再設定が認められている場合、Tiered Electronic 
Distribution環境設定ファイルで指定したサーバ名を検証します。

可能な起因 : ツリーのレプリカを保持するサーバが現在停止しています。

解決法 : サーバの管理者にお問い合わせください。

The package ZFSTed has already been installed

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : パッケージは一度だけインストールできます。 

可能な起因 : パッケージのインストール中に、完全にインストールすることができない問題が発生
しました。パッケージが正常に実行できるようパッケージを再インストールして、イ
ンストールを完了する必要があります。

可能な起因 : 他の何らかの理由により再インストールしようとしています。

解決法 : 131ページの「Removing the Software on Linux or Solaris Servers」に記載されてい
る手順を実行します。

The package ZFSTed-0.1-1.i386 failed to install

ソース : ZENworks Server Management: Solarisサーバでの Policy and Distribution Services
のインストール。

説明 : Solarisの場合、インストールスクリプトは pkgaddコマンドを使用して、プログラム
ファイルをインストールします。pkgaddコマンドの実行に失敗したため、インストー
ルスクリプトが Solarisのエラーメッセージを返しました。

解決法 : Solarisのエラーを解決して、インストールを再度実行します。

The RPM ZFSTed-0.1-1.i386 failed to install

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバでの Policy and Distribution Servicesの
インストール。

説明 : Linuxの場合、インストールスクリプトは RPM(Red Hat Package Manager)を使用して、
プログラムファイルをインストールします。RPMの実行に失敗したため、インストール
スクリプトが Linuxのエラーメッセージを返しました。
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解決法 : Linuxのエラーを解決して、インストールを再度実行します。

The schema needs to be extended on this tree

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : Policy and Distribution Servicesソフトウェアのインストール中に、インストール
スクリプトは eDirectoryツリーに Distributorおよび Subscriberオブジェクトを作
成します。インストールを開始する前に、Tiered Electronic Distributionオブジェ
クトに対応するよう eDirectoryスキーマを拡張する必要があります。

可能な起因 : Tiered Electronic Distributionオブジェクトに対する eDirectoryスキーマが拡張さ
れていません。

解決法 : 54ページの「Extending the eDirectory Schema for Distributor and Subscriber 
Objects」に記載されている手順を実行して、インストールを再開します。

The subscriber DS object needs to be created manually

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールスクリプトが、eDirectoryに Linuxサーバまたは Solarisサーバ用の
Subscriberオブジェクトを作成できませんでした。

解決法 : 手動で Subscriberオブジェクトを作成します。ConsoleOneで、Subscriberオブジェ
クトの作成先になるコンテナを右クリックし、［New］>［Object］の順にクリックし
て、［TED Subscriber］をダブルクリックし、［OK］をクリックします。必要に応じて
Subscriberオブジェクトを設定します。『Novell ZENworks 6.5 Server Management管
理ガイド』の「"Subscriberの設定 "」を参照してください。

The tree tree_name does not have the latest ZENworks Server Management schema extensions

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : Policy and Distribution Servicesソフトウェアのインストール中に、インストール
スクリプトは eDirectoryツリーに Distributorおよび Subscriberオブジェクトを作
成します。インストールを開始する前に、Tiered Electronic Distributionオブジェ
クトに対応するよう eDirectoryスキーマを拡張する必要があります。

解決法 : 373 ページの ｢ The schema needs to be extended on this tree ｣を参照してください。

Unable to create the shell script /var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/ted/TEDSRV.sh 

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールスクリプトはインストール時に、tedsrv.shファイルのカスタマイズされ
たバージョンを作成する必要がありますが、書き込みを実行することができませんで
した。

可能な起因 : rootとしてサーバにログインしていません。

解決法 : 51ページの第 3章「Installing Policy and Distribution Services on Linux or 
Solaris Servers」に記載されている手順を実行します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。
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Unable to create the XML configuration file

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールスクリプトは、eDirectoryのオブジェクト情報を XML環境設定ファイル
(/var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/xConf)に記録する必要があります。スクリプト
は、Policy and Distribution Services eDirectoryオブジェクトを作成するプログラ
ムにこの情報を渡します。書き込みを実行することができませんでした。

可能な起因 : rootとしてサーバにログインしていません。

解決法 : 51ページの第 3章「Installing Policy and Distribution Services on Linux or 
Solaris Servers」に記載されている手順を実行します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

Unable to open log file

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : インストールスクリプトは、インストール情報を /var/opt/novell/log/zenworks/
zfs302nstall.logに書き込む必要がありますが、書き込みを実行することができませ
んでした。

解決法 : 51ページの第 3章「Installing Policy and Distribution Services on Linux or 
Solaris Servers」に記載されている手順を実行します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

Unable to open the TED configuration file /var/opt/novell/zenworks/zfs/pds/ted/tedconf

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : Tiered Electronic Distribution環境設定ファイル /var/opt/novell/zenworks/zfs/
pds/ted/tedconfはインストールスクリプトにより自動的に作成されますが、インス
トールスクリプトがアクセスする必要があるときに、このファイルが何らかの理由に
より見つかりません。

解決法 : 131ページの「Removing the Software on Linux or Solaris Servers」の指示に従って
現在のインストールを削除した後、インストールを再度実行します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

You attempted to install to a non-Linux or SunOS platform

ソース : ZENworks Server Management: Linuxサーバまたは Solarisサーバでの Policy and 
Distribution Servicesのインストール。

説明 : 53ページの「Meeting Policy and Distribution Services Requirements for Linux or 
Solaris」に記載されている Linuxまたは Solarisの種類に対してのみ Policy and 
Distribution Servicesをインストールすることができます。

解決法 : サポートされている Linuxまたは Solarisプラットフォームに対して Policy and 
Distribution Servicesをインストールします。
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Policy and Distribution Services Webコンポーネントのインストー
ルエラー

Policy and Distribution Services Webコンポーネントのインストールに失敗した場
合、インストールプログラムにより、次に示すエラーメッセージが c:\temp\_resn.log
ファイルに記録されます。

Novell iManager is not installed at directory

Tomcat directory does not exist

Novell iManager is not installed at directory

ソース : ZENworks Server Management: Policy and Distribution Services Webコンポーネント
のインストール。

説明 : Webコンポーネントをインストールする前に、iManagerのインストールを完了する必
要があります。

可能な起因 : まだ iManagerをインストールしていません。

解決法 : Novell Documentation Webサイト (http://www.novell.com/documentation/lg/
imanage15/index.html)の指示に従ってください。

Tomcat directory does not exist

ソース : ZENworks Server Management: Policy and Distribution Services Webコンポーネント
のインストール。

説明 : インストールプログラムが、指定されたディレクトリを検索できません。

可能な起因 : Tomcatのインストールディレクトリパスを誤って入力しました。

解決法 : 入力する代わりにパスを参照します。

Server Inventoryのインストールエラー

Server Inventoryコンポーネントのインストールが失敗した場合は、インストールプ
ログラムにより次のいずれかのエラーメッセージが、c:\documentsおよび
settings\administrator\local settings\temp:にあるログファイルに記録されます。

801: The installation program was unable to rename filename on the server 
server_name.Filename may be in use

804: Unable to add the startinv.ncf entry in the filename file on the server 
server_name

807: Unable to assign rights to the SCANDIR directory on server server_name

812: Unable to create the password for the Service object 
Inventory_Service_object_name

813: Unable to get the volumes on the server server_name

814: An internal error occurred while getting the volumes on the server 
server_name

817: An internal error occurred while creating rights for the scandir directory 
on the server server_name

819: Unable to create the configuration property file on the server server_name

826: Unable to load the mgmtdbs.ncf file on the server server_name
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831: Unable to add the mgmtdbs.ncf entry in the filename on the server 
server_name

836: The installation program creates a new mgmtdbs.ncf file.The installation 
program was unable to rename the existing mgmtdbs.ncf file on the server 
server_name.Rename mgmtdbs.ncf before proceeding with the installation

837: Unable to create the TracerMedia property file on the server server_name

874: Unable to create the Service Manager as a service on Windows NT/ Windows 
2000/ Windows Server 2003 server_name

875: Unable to get the path for the shared directory where database is installed 
on server server_name

876: Unable to create the Sybase service on the Windows NT/ Windows 2000/ 
Windows Server 2003 server_name

887: An internal error occurred while creating the database object object_name 
on the server server_name

1051: Unable to write the JRE path to javadir.bat on server server_name

1052: Unable to create the filename file on the server server_name

1053: 共有 share_name のパスをサーバ server_name上で取得できません

1060: Unable to add the STOPSER * entry in the filename file for the server 
server_name

1061: Unable to add the UNLOAD DBSRV8.NLM entry in the sys:\system\invstop.ncf 
on the server server_name

1066: Unable to assign public rights to ODBC parameters of the Database object 
database_object_name

1071: Input-output error occurred while modifying the existing mgmtdbs.ncf for 
the server server_name

1080: Unable to create Inventory Service object for the server server_name

1081: Unable to assign supervisor privileges to the Service object 
service_object_name

1082: Unable to assign Inventory Service object as trustee of the NCP server 
server_name

1084: Unable to initialize zwinstal.dll

1087: Unable to detect the operating system of the workstation where install is 
running

1088: An internal error occurred while checking for entry in file filename on 
the server server_name

1089: Unable to get LDAP port number for the server server_name

1091: Unable to create the zwsenv.ncf file on the server server_name

1092: Unable to append entries to the zwssrv.cfg file on the server server_name

1093: Unable to append entries to the zws.properties file on the server 
server_name

1094: Unable to modify Inventory Service object for the server server_name

1095: Unable to create the invenvset.ncf file on the server server_name

1097: Unable to modify mgmtdbs.ncf on server server_name

1098: Unable to create mgmtdbs.ncf on server server_name

1102: Unable to set the Inventory installation path on server server_name

1104: Unable to set the ZENworks Web Server installation path on server 
server_name
376   Novell ZENworks 6.5 Server Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
1105: An input-output error occurred while reading the zenworks.properties 
file, for the server server_name.The previous installations of the Inventory 
server could not be detected

1106: Unable to detect a valid database installation on server server_name

1107: The installation path for Inventory components on server server_name is 
invalid

1118: Unable to create query.properties on the server server_name

1121: Unable to rename the database object old_database_object_name to 
new_database_object_name, on the server server_name

1122: Unable to modify the database object on the server server_name

1123: Failed to update load and unload scripts on the server server_name

1124: Unable to remove old Inventory entries from the autoexec.ncf file on 
server server_name

1125: Unable to create the database object database_object_name on the server 
server_name

1128: Unable to add the Zenworks Web Server entry in file filename, on the server 
server_name

1129: Unable to set the ZENworks installation path on server server_name

1130: Unable to set the database engine installation path on server server_name

1131: Unable to set the Inventory database installation path on server 
server_name

1133: Unable to configure SSL on the server server_name

1135: The install path for XML Proxy components on server server_name is invalid

1137: Unable to add Inventory entries to the load script on the server 
server_name

1138: Unable to add Inventory entries to the unload script on the server 
server_name

1139: Unable to add database entries to the load script on the server 
server_name

1140: Unable to add database entries to the unload script on the server 
server_name

1143: Unable to retrieve the path where Inventory was installed for server 
server_name

1148: Unable to create ZENworks Web Server as a service on Windows NT/2000 
server server_name

1149: Unable to add the ZENworks Web Server path to invenvset.bat on the server 
server_name

1150: Unable to add ZENworks Web Server entry to the load script on server_name

1151: Unable to add ZENworks Web Server entry to the unload script on 
server_name

1153: Unable to add Inventory entries to the password.txt file on the server 
server_name

1154: Unable to add the password.txt file path entry to zws.properties file on 
the server server_name

1156: Unable to add the SSL entry to filename file on the server server_name

1157: Unable to modify the LDAP Allow Clear Text Password attribute of the LDAP 
Group object of the server server_name

1160: Unable to replace entry1 with entry2, in the file filename
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1161: サーバ server_nameでポリシーサービスと配布サービスの以前のインストール
が検出されました。インストールでは Inventory Serviceを自動的に開始できませ
ん。ポリシーサービスと配布サービスを開始した後、Inventory Serviceを開始して
ください

1162: サーバ server_nameでインベントリサーバの不完全なインストールが検出され
ました。インベントリサーバを再インストールしてください

1163: Unable to start the ZENworks Web Server on server server_name.詳細につい
ては、エラーメッセージのマニュアルを参照してください

1164: サーバ server_nameで Inventory Serviceを開始できません。詳細については、
エラーメッセージのマニュアルを参照してください

1166: Unable to create zwssearch.ncf file on the server server_name

1167: Unable to add a search path to the ZENworks Web Server on server 
server_name

1168: サーバ server_name上のレジストリにバージョン情報を書き込めません

1169: ファイル filename (サーバ server_name上 )から以前のインベントリエントリ
を削除できません

1170: Unable to add entries to the zenworks.properties file, on server 
server_name

1171: Unable to add the ZENworks Web Server entries to the file filename, on 
the server server_name

2701: Unable to create the zwsstart.ncf file on the server server_name

2702: Unable to remove the entries from the load script on the server 
server_name

2703: Unable to remove the entries from the unload script on server server_name

2704: Unable to append entries to zws.ncf file on the server sever_name

2707: Unable to create dbconfig.properties file on the server server_name

2708: Unable to assign rights to the directory directory_name on server 
server_name

Error(s) occurred while installing the Inventory Agent on server_name.Reinstall 
the Inventory Agent

Error(s) occurred while installing the Inventory ConsoleOne components on 
server_name.Reinstall the Inventory ConsoleOne components

Error(s) occurred while installing the Inventory database on 
server_name.Reinstall the Inventory database

Error(s) occurred while installing the Inventory server on 
server_name.Reinstall Inventory server

Error(s) occurred while installing the proxy server on server_name.Reinstall 
the Proxy server

Some of the Inventory Agent or Inventory Server files are locked during copying 
files to server_name

Unable to copy the file filename

Unable to find zfssrv.cfg on server_name

Unable to get the install response filename.Install will now exit

Unable to load the DLL DLL_name.The install will exit now

インストール先パスが長すぎます。

share_name共有を server_name (directory_path)に作成できません
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801: The installation program was unable to rename filename on the server server_name.Filename 
may be in use

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 情報

説明 : インストールプログラムでコンピュータ上に以前のインストールが検出されると、
ファイル名が変更されます。このエラーは、インストールプログラムがファイルの名
前を変更できない場合に発生します。 

解決法 : 必要な操作はありません。ファイル名を変更せずにインストールプログラムの処理が
続行します。

804: Unable to add the startinv.ncf entry in the filename file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : NetWareサーバの場合、インストールプログラムにより、次のエントリがインベントリ
サーバの sys:\system\autoexec.ncfファイルに追加されます。

SEARCH ADD ZEN_web_server_installation_path

ZWS.NCF

SEARCH ADD sys:\java\njclv2\bin

;ZENworks Inventory Settings

StartInv.ncf

このエラーは、インストールプログラムがこのエントリを autoexec.ncfファイルに追
加できない場合に発生します。

可能な起因 : 他のアプリケーションが autoexec.ncfファイルを使用またはロックしているか、
autoexec.ncfファイルが存在しません。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 (条件付き )autoexec.ncfファイルが存在しない場合は、sys:\systemディレクト
リに手動で autoexec.ncfファイルを作成します。

2 ファイルに次のエントリを追加します。

SEARCH ADD ZENworks_web_server_installation_path

ZWS.NCF

SEARCH ADD sys:\java\njclv2\bin

;ZENworks Inventory Settings

StartInv.ncf

807: Unable to assign rights to the SCANDIR directory on server server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが scandirディレクトリにアクセス権を割り当てることがで
きませんでした。

可能な起因 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインしていません。 

解決法 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインします。詳細につい
ては、31 ページの ｢インストールユーザの権利｣を参照してください。
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可能な起因 : インストールプログラムが、Windowsワークステーションまたはサーバから実行されて
いません。

解決法 : Windowsワークステーションまたはサーバに推奨されるワークステーションインストー
ル要件を満たしているかどうかを確認します。詳細については、40 ページの ｢インス
トール固有のコンピュータの要件｣を参照してください。

解決法 : ネットワークが稼動していることを確認します。 

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

812: Unable to create the password for the Service object Inventory_Service_object_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : インベントリサーバを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

813: Unable to get the volumes on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : サーバにすでに Sybaseがインストールされている場合、インストールプログラムは指
定したサーバのボリュームを表示します。このエラーは、インストールプログラムが
ボリュームを表示できない場合に発生します。

解決法 : 必要な操作はありません。インストールプログラムは新規のインストールと解釈して
処理を続行します。

814: An internal error occurred while getting the volumes on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : サーバにすでに Sybaseがインストールされている場合、インストールプログラムは指
定したサーバのボリュームを表示します。このエラーは、インストールプログラムが
ボリュームを表示できない場合に発生します。

解決法 : 必要な操作はありません。インストールプログラムは新規のインストールと解釈して
処理を続行します。
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817: An internal error occurred while creating rights for the scandir directory on the server 
server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは scandirディレクトリのトラスティとして［Root］を割り
当て、作成権限、削除権限、および書き込み権限を与えます。このエラーは、インス
トールプログラムがこれらの権利を scandirに割り当てることができなかったときに
発生します。

解決法 : 管理者権限またはそれと同等の権限でサーバにログインしていることを確認します。
詳細については、31 ページの ｢インストールユーザの権利｣を参照してください。

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

819: Unable to create the configuration property file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムは、次のエントリで
Inventoryserver_installationpath\zenworks\inv\server\ 
wminv\properties\config.propertiesファイルを作成します。

NDSTree=Novell_eDirectory_tree_name

InventoryServiceDN=DN_of_Inventory_Service_object

SingletonPort=65433

StoreRolledupAuditData=false

LDAPServer=DNS_name_of_the_Inventory_server

LDAPPort=LDAP_port_number

このエラーは、インストールプログラムが onfig.propertiesファイルを作成できない
場合に発生します。

可能な起因 : config.propertiesファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 LDAPポート番号をメモします。

1a ConsoleOneで、NCPTMサーバオブジェクトを右クリックし、［Properties］を
クリックします。

1b［Other］タブをクリックします。

1c［Attributes］リストの［LDAP Server］を右クリックし、LDAPサーバオブジェ
クトの値を読み取ります。

1d［Cancel］をクリックします。

1e ConsoleOneで、LDAPサーバオブジェクトを右クリックし、［Properties］をク
リックします。

1f［General］タブの［LDAP Server General］オプションをクリックします。

インストール中に SSLの設定を選択した場合、LDAPポート番号は SSLポート
の値に、設定を選択しなかった場合は TCPポートの値になります。
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2 (条件付き )config.propertiesがない場合は、
Inventoryserver_installationpath\zenworks\inv\server\wminv\propertiesに手
動でファイルを作成します。

3 次のエントリを追加します。

NDSTree=Novell_eDirectory_tree_name

InventoryServiceDN=DN_of_Inventory_Service_object

SingletonPort=65433

StoreRolledupAuditData=false

LDAPServer=DNS_name_of_the_Inventory_server

LDAPPort=LDAP_port_number

826: Unable to load the mgmtdbs.ncf file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : インストールプログラムが、インストール後に Sybaseを起動できません。

解決法 : mgmtdbs.ncfファイルを手動でロードするには、NetWareのコンソールプロンプトで
「sys:\system\mgmtdbs.ncf」と入力します。

831: Unable to add the mgmtdbs.ncf entry in the filename on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 他のアプリケーションが autoexec.ncfファイルをロックしているか、autoexec.ncf
ファイルが存在しません。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 (条件付き )autoexec.ncfファイルが存在しない場合は、sys:\systemディレクト
リに autoexec.ncfファイルを作成します。

2 ファイルに次のエントリを追加します。

;ZENworks Database Settings

sys:\system\mgmtdbs.ncf

836: The installation program creates a new mgmtdbs.ncf file.The installation program was unable 
to rename the existing mgmtdbs.ncf file on the server server_name.Rename mgmtdbs.ncf before 
proceeding with the installation

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 :  重大 

説明 : インストールプログラムは、mgmtdbs.ncfファイルに変更を加える前に、このファイ
ルのバックアップを試みます。このエラーは、バックアップに失敗した場合に発生し
ます。

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。
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837: Unable to create the TracerMedia property file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムは、tracermedia.propertiesファイルを
Inventory_server_installaton_path\zenworks\inv\server\wminv\ propertiesディレ
クトリに作成します。このエラーは、インストールプログラムがこのファイルの作成
に失敗した場合に発生します。

可能な起因 : tracemedia.propertiesファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しま
した。

解決法 : 次の内容で Inventory_server_installaton_path\zenworks\inv\server\wminv\ 
propertiesディレクトリに tracermedia.propertiesファイルを作成します。

com.novell.utility.trace.TraceMediumConsole = ON; INFORMATION

com.novell.utility.trace.TraceMediumFile = ON; ALL; Inventory_server_logs_path

com.novell.utility.trace.TraceMediumWindow = OFF; VERBOSE

874: Unable to create the Service Manager as a service on Windows NT/ Windows 2000/ Windows Server 
2003 server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、Windowsインベントリサーバ上のサービスとして Service 
Managerを作成しますこのエラーは、このインストールに失敗した場合に発生します。

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

875: Unable to get the path for the shared directory where database is installed on server 
server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大 

可能な起因 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインしていません。

解決法 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインします。詳細につい
ては、31 ページの ｢インストールユーザの権利｣を参照してください。

876: Unable to create the Sybase service on the Windows NT/ Windows 2000/ Windows Server 2003 
server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。
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887: An internal error occurred while creating the database object object_name on the server 
server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、Sybaseのデータベースオブジェクトを作成し、このオブ
ジェクトのプロパティを設定します。このエラーは、インストールプログラムがこの
オブジェクトを作成できない場合に発生します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

1051: Unable to write the JRE path to javadir.bat on server server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、javadir.batファイルを次のエントリで
Inventory_server_installation_directory\zenworks\server\wminv\binディレクトリ
に作成します。

set java_dir=installation_path\Inv\jre

このエラーは、指定した内容でインストールプログラムが javadir.batファイルを作
成できなかった場合に発生します。

解決法 : javadir.batファイルを次のエントリで
Inventory_server_installation_directory\zenworks\server\wminv\binディレクトリ
に作成します。

set java_dir=installation_path\Inv\jre

1052: Unable to create the filename file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、javadir.batファイルを次のエントリで
Inventory_server_installation_path\zenworks\server\wminv\binディレクトリに作
成します。

set java_dir=absolute_path_of_sys_share\

ZENWORKS\JRE\1.3

このエラーは、インストールプログラムが javadir.batを作成できない場合に発生し
ます。

可能な起因 : javadir.batファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : javadir.batファイルを次のエントリで
Inventory_server_installation_path\zenworks\server\wminv\binディレクトリに作
成します。

set java_dir=installation_path\Inv\jre
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1053: 共有 share_name のパスをサーバ server_name上で取得できません

ソース : ZENworks Server Management; NetWareサーバでの Server Inventory、インベントリ
データベース、またはプロキシサービスのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : コンポーネントがインストールされているパスの取得中にエラーが発生しました。

解決法 : 管理者権限またはそれと同等の権限でサーバにログインしていることを確認します。

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

1060: Unable to add the STOPSER * entry in the filename file for the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、invstop.ncfファイルにエントリを追加して Inventory 
Serviceを停止することができませんでした。

可能な起因 : invstop.ncfファイルにエントリを追加しているときに、入力 /出力エラーが発生しま
した。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 (条件付き )invstop.ncfファイルが存在しない場合は、sys:\systemディレクトリ
に invstop.ncfファイルを作成します。

2 ファイルに次のエントリを追加します。

; ZENworks Inventory Settings

;-----Stop Inventory services and the Inventory database-----

StopSer *

重要 : invstop.ncfファイルがすでに存在する場合は、データベースエントリ unload dbsrv8.nlmの前に指
定のエントリを追加します。 

1061: Unable to add the UNLOAD DBSRV8.NLM entry in the sys:\system\invstop.ncf on the server 
server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、invstop.ncfにエントリを追加して Sybaseデータベース
を停止することができません。

可能な起因 : invstop.ncfファイルにエントリを追加しているときに、入力 /出力エラーが発生しま
した。

解決法 : sys:\system\invstop.ncfファイルに次のエントリを追加します。

;ZENworks Database Settings

Unload dbsrv8.nlm
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1066: Unable to assign public rights to ODBC parameters of the Database object database_object_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 警告

説明 : データベースオブジェクトの設定中に内部エラーが発生しました。

解決法 : 次の手順を実行します。 

1 ConsoleOneでデータベースオブジェクトを右クリックし、［Properties］をクリッ
クします。

2［NDS Rights］、［Trustees of this object］、［Add Trustees］の順にクリックし
ます。

3［Public］を選択し、［OK］をクリックします。

4［プロパティの追加］>［zendbODBCConnectionParameters］>［OK］の順にクリック
します。

5［プロパティの追加］>［zendbODBCDriverFileName］>［OK］の順にクリックします。

6［プロパティの追加］>［zendbODBCDataSourceName］>［OK］の順にクリックします。

7［OK］をクリックします。

8［Apply］>［Close］の順にクリックします。

1071: Input-output error occurred while modifying the existing mgmtdbs.ncf for the server 
server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムが、既存の mgmtdbs.ncfファイルを変更できません。

可能な起因 : 既存の mgmtdbs.ncfファイルを変更しているときに、入力 /出力エラーが発生しまし
た。

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。 

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1080: Unable to create Inventory Service object for the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、サーバの Inventory Serviceオブジェクトを作成できま
せん。

解決法 : インベントリサーバを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。
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1081: Unable to assign supervisor privileges to the Service object service_object_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、スーパバイザ権利によるそれ自体へのエントリ権限を
Inventory Serviceオブジェクトに割り当てることができません。

解決法 : 次の手順を実行して、Inventory Serviceオブジェクトにスーパバイザ権を割り当て
ます。

1 ConsoleOneで Inventory Serviceオブジェクトを右クリックし、［Trustees of 
this Object］をクリックします。

2［Add Trustee］ボタンをクリックし、［Inventory Service］オブジェクトを選択し
ます。

3［Property］リストから［Entry Rights］を選択します。 

4［Rights］リストの［Supervisor］チェックボックスをクリックします。

5［OK］をクリックします。

6［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

1082: Unable to assign Inventory Service object as trustee of the NCP server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : Inventory Serviceオブジェクトは、［All Attribute Rights］の読み取りおよび比較
権限を持つ、NCPサーバのトラスティに設定されています。 

解決法 : Inventory Serviceオブジェクトを NCPサーバのトラスティとして割り当てます。

1 ConsoleOneで NCPサーバオブジェクトを右クリックし、［Trustees of this 
Object］をクリックします。

2［Add Trustee］ボタンを追加します。

3 Inventory Serviceオブジェクトを選択します。

4［Property］リストから［All Attributes Rights］を選択します。 

5［Rights］リストの［Read］および［Compare］チェックボックスをクリックします。

6［OK］をクリックします。

7［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

1084: Unable to initialize zwinstal.dll

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。
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1087: Unable to detect the operating system of the workstation where install is running

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : ZENworks 6.5 Server Managementインストールプログラムで、インストールプログラム
が実行されているワークステーションのオペレーティングシステムを検出できません。

解決法 : 40 ページの ｢インストール固有のコンピュータの要件｣で示された要件を満たすワーク
ステーションを使用していることを確認します。

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1088: An internal error occurred while checking for entry in file filename on the server 
server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1089: Unable to get LDAP port number for the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムは、次のエントリを
Inventoryserver_installation_directory\zenworks\inv\server\ 
wminv\properties\config.propertiesファイルに追加します。

LDAPPort=LDAP_port_number

このエラーは、インストールプログラムが LDAPポート番号を取得できない場合に発生
します。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 LDAPポート番号をメモします。

1a ConsoleOneで、NCPサーバオブジェクトを右クリックし、［Properties］をク
リックします。

1b［Other］タブをクリックします。

1c［Attributes］リストの［LDAP Server］を右クリックし、LDAPサーバオブジェ
クトの値を読み取ります。

1d［Cancel］をクリックします。

1e ConsoleOneで、LDAPサーバオブジェクトを右クリックし、［Properties］をク
リックします。
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1f［General］タブの［LDAP Server General］オプションをクリックします。

インストール中に SSLの設定を選択した場合、LDAPポート番号は SSLポート
の値に、設定を選択しなかった場合は TCPポートの値になります。

2 LDAPポート番号を
Inventoryserver_installation_directory\zenworks\inv\server\ 
wminv\properties\config.propertiesファイルに手動で追加します。

1091: Unable to create the zwsenv.ncf file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、zwsenv.ncfファイルを次のエントリで zwsディレクトリ
に作成します。

envset zwsinstallpath=ZWS_installation_path

このエラーは、インストールプログラムが zwsenv.ncfファイルを zwsディレクトリに
作成できなかった場合に発生します。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 ZENworks Web Serverのインストールパスを取得するには、
sys:\system\zenworks.propertiesファイル内の ZWSPathキーの値をメモします。

2 zwsenv.ncfファイルを次のエントリで ZWSディレクトリに作成します。

envset zwsinstallpath=ZWS_installation_path

1092: Unable to append entries to the zwssrv.cfg file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、次のエントリを
zenworks_web_server_installation_directory\bin\zwssrv.cfgファイルに追加します。

Computer=Windows_machine_name

CLASSPATH=ZWS_installation_directory\ZenWebServer.jar; 

ZWS_installation_directory\xmlrpcext.jar;

ZWS_installation_directory\xmlrpcservlet.jar;

ZWS_installation_directory\jcert.jar;

ZWS_installation_directory\jnet.jar;

ZWS_installation_directory\jdom.jar;

ZWS_installation_directory\jsse.jar;

ZWS_installation_directory\xmlrpc.jar;

ZWS_installation_directory\servlet.jar; 

ZWS_installation_directory\xerces.jar;

BinDirectory=ZWS_installation_directory\bin

WorkingDirectory=ZWS_installation_directory\bin

このエラーは、インストールプログラムがこのエントリの追加に失敗した場合に発生
します。

可能な起因 : ファイルにエントリを追加しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。
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解決法 : 次の手順を実行します。

1 ZENworks Web Serverのインストールパスをメモします。

1a REGEDITを起動します。

1b HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSで、ZWSPath属性の値を読み取
ります。

2 zenworks_web_server_installation_directory\bin\zwssrv.cfgに次のエントリを
追加します。

Computer=Windows_machine_name

CLASSPATH=ZWS_installation_directory\ZenWebServer.jar;

ZWS_installation_directory\xmlrpcext.jar;

ZWS_installation_directory\xmlrpcservlet.jar;

ZWS_installation_directory\jcert.jar;

ZWS_installation_directory\jnet.jar;

ZWS_installation_directory\jdom.jar;

ZWS_installation_directory\jsse.jar;

ZWS_installation_directory\xmlrpc.jar;

ZWS_installation_directory\servlet.jar;

ZWS_installation_directory\xerces.jar;

BinDirectory=ZWS_installation_directory\bin

WorkingDirectory=ZWS_installation_directory\bin

1093: Unable to append entries to the zws.properties file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムが zws.propertiesファイルを編集できません。 

可能な起因 : zws.propertiesファイルにエントリを追加しているときに、入力 /出力エラーが発生
しました。

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1094: Unable to modify Inventory Service object for the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、既存の Inventory Serviceオブジェクトを変更できません。

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。
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1095: Unable to create the invenvset.ncf file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、invenvset.ncfファイルを次の内容で Netwareインベント
リサーバの sys:\systemディレクトリに作成します。

envset inv_install_dir= Inventory_server_installation_path

envset zws_install_dir=ZWS_installation_path

解決法 : 次の手順を実行します。

1 インベントリサーバのインストールパスを取得するには、
sys:\system\zenworks.propertiesファイル内の InvSrvpathキーの値を読み取り
ます。

2 ZENworks Web Serverのインストールパスを取得するには、
sys:\system\zenworks.propertiesファイル内の ZWSPathキーの値を読み取ります。

3 invenvset.ncfファイルを次のエントリで sys:\systemディレクトリに作成します。

envset inv_install_dir= Inventory_server_installation_path

envset zws_install_dir=ZWS_installation_path

1097: Unable to modify mgmtdbs.ncf on server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : mgmtdbs.ncfを編集しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1098: Unable to create mgmtdbs.ncf on server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : mgmtdbs.ncfファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1102: Unable to set the Inventory installation path on server server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : インストールプログラムが、レジストリでインベントリサーバのインストールパスを
更新できませんでした。
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解決法 : インベントリサーバを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1104: Unable to set the ZENworks Web Server installation path on server server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : インストールプログラムが、レジストリで ZENworks Web Serverのインストールパスを
更新できません。

解決法 : インベントリサーバを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1105: An input-output error occurred while reading the zenworks.properties file, for the server 
server_name.The previous installations of the Inventory server could not be detected

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 情報 

説明 : インストールプログラムは、sys:\system\zenworks.propertiesファイルを読み取っ
て、インベントリが以前にインストールされているかどうかを検出します。 

解決法 : 必要な操作はありません。

1106: Unable to detect a valid database installation on server server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 情報

可能な起因 : レジストリからデータベースエンジンの場所を検出できません。 

解決法 : 必要な操作はありません。インストールプログラムは新規のインストールと解釈して
処理を続行します。

1107: The installation path for Inventory components on server server_name is invalid

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : インベントリサーバを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。
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1118: Unable to create query.properties on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : ZENworks 6.5 Server Managementのインストールプログラムは、query.properties
ファイルをエントリ insver=zfsで ConsoleOne_installation_path\binに作成します。
Server Inventoryが ZENworks 6.5 Desktop Managementの Workstation Inventoryコン
ポーネント上にインストールされている場合、insverの値は「both」に変わります。

可能な起因 : query.propertiesファイルを作成または更新しているときに、入力 /出力エラーが発
生しました。

解決法 : query.propertiesファイルがすでに存在する場合は、insverの値が正しいことを確認
します。

解決法 : query.propertiesファイルが存在しない場合は、query.propertiesファイルを次の内
容で ConsoleOne_installation_path\binディレクトリに手動で作成します。

! Server Inventoryを新規のセットアップでインストールする場合は、「insver=zfs」
と入力します。

! Server InventoryをZENworks 6.5 Desktop ManagementのWorkstation Inventoryコ
ンポーネント上にインストールする場合は、「insver=both」と入力します。

1121: Unable to rename the database object old_database_object_name to new_database_object_name, 
on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : ZENworks 6.5 Server Managementの Server Inventoryコンポーネントを ZENworks for 
Servers 3.x上にインストールする場合は、インストールプログラムが ZENworks for 
Servers 3.xデータベースオブジェクトの名前を server_name_invDatabaseに変更しま
す。このエラーは、インストールプログラムがデータベースの名前を変更できない場
合に発生します。

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1122: Unable to modify the database object on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、サーバ上の既存のデータベースオブジェクトを変更でき
ません。

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。
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1123: Failed to update load and unload scripts on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、NetWareクラスタサーバ用にロードスクリプトおよびアン
ロードスクリプトにエントリを追加します。このエラーは、インストールプログラム
がこうしたスクリプトにエントリを追加できない場合に発生します。

解決法 : インストール中に、インベントリサーバまたはデータベースのインストールを選択し
た場合、選択したコンポーネントを再インストールします。インベントリサーバと
データベースの両方のインストールを選択した場合、両方のコンポーネントを再イン
ストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインス
トール｣を参照してください。

1124: Unable to remove old Inventory entries from the autoexec.ncf file on server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : インストールプログラムは、次のエントリをサーバ上の sys:\system\autoexec.ncf
ファイルから削除します。sybase.ncf、mgmtdbs.ncf、gatherer.ncf、master.ncf、お
よび storer.ncfです。

このエラーは、インストールプログラムが指定のエントリを削除できない場合に発生
します。

解決法 : 次のエントリを autoexec.ncfから手動で削除します。sybase.ncf、mgmtdbs.ncf、
gatherer.ncf、master.ncf、および storer.ncfです。

1125: Unable to create the database object database_object_name on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1128: Unable to add the Zenworks Web Server entry in file filename, on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : インストールプログラムは、sys:\system\autoexec.ncfファイルにエントリを追加し
て、ZENworks Web Serverを起動することができませんでした。 

解決法 : sys:\system\autoexec.ncfファイルに次のエントリを追加します。

SEARCH ADD zenworks_web_server_installation_path

zenworks_installation_volume\zenworks\zfs.ncf
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1129: Unable to set the ZENworks installation path on server server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、レジストリに ZENworksのパスを設定できませんでした。

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1130: Unable to set the database engine installation path on server server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1131: Unable to set the Inventory database installation path on server server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、レジストリにインベントリデータベースのインストール
パスを設定できません。

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1133: Unable to configure SSL on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、SSL(Secure Socket Layer)を設定できません。

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1135: The install path for XML Proxy components on server server_name is invalid

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大
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説明 : インストールプログラムが、XML Proxy Serviceをインストールする有効なパスを取得
できませんでした。

解決法 : XML Proxy Serviceを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1137: Unable to add Inventory entries to the load script on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、ロードスクリプトでデータベースエントリの後に次のエ
ントリを追加します。

SEARCH ADD zws_installation_path

invclst:\zenworks\zfs.ncf

SEARCH ADD SYS:\JAVA\NJCLV2\BIN

;ZENworks Inventory Settings

StartInv.ncf

このエラーは、インストールプログラムが、指定されたエントリをロードスクリプト
に追加できない場合に発生します。

解決法 : ロードスクリプトで、データベースエントリの後に次のエントリを追加します。

SEARCH ADD zws_installation_path

invclst:\zenworks\zfs.ncf

SEARCH ADD SYS:\JAVA\NJCLV2\BIN

;ZENworks Inventory Settings

StartInv.ncf

1138: Unable to add Inventory entries to the unload script on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、アンロードスクリプトの del secondary ipaddress行の前
に次のエントリを追加します。

java -killzenWSInv

delay 8

java -killzfsexit

このエラーは、インストールプログラムが、指定されたエントリをアンロードスクリ
プトに追加できない場合に発生します。

解決法 : 次のエントリを、アンロードスクリプトのインベントリエントリ (存在する場合 )の
後、および "del secondary ipaddress"エントリの前に追加します。

java -killzenWSInv

delay 8

java -killzfsexit
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1139: Unable to add database entries to the load script on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、次のエントリをロードスクリプトに追加します。

;ZENworks Database Settings

sys:\system\mgmtdbs.ncf

このエラーは、インストールプログラムが、指定されたエントリをロードスクリプト
に追加できない場合に発生します。

解決法 : ロードスクリプトで、インベントリエントリの前に次のエントリを追加します。

;ZENworks Database Settings

sys:\system\mgmtdbs.ncf

1140: Unable to add database entries to the unload script on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムは、次のエントリをアンロードスクリプトに追加します。

unload dbsrv8.nlm <<y

このエラーは、インストールプログラムが、指定されたエントリをアンロードスクリ
プトに追加できない場合に発生します。

解決法 : 次のエントリを、アンロードスクリプトのインベントリエントリの後、および "del 

secondary ipaddress"エントリの前に追加します。

unload dbsrv8.nlm <<y

1143: Unable to retrieve the path where Inventory was installed for server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : ZENworks 6.5 Server Managementインストールプログラムが、ZENworksの以前のバー
ジョンがインストールされているパスを検出できません。

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1148: Unable to create ZENworks Web Server as a service on Windows NT/2000 server server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。
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1149: Unable to add the ZENworks Web Server path to invenvset.bat on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、invenvset.batファイルを次のエントリで
Inventory_server_installation_path\zenworks\inv\server\ wminv\binディレクトリ
に作成します。

set zws_install_dir=ZWS_installation_path

このエラーは、インストールプログラムが ZENworks Web Serverのインストールパスを
レジストリから取得できない場合に発生します。

解決法 : invenvset.batファイルに次のエントリを手動で追加します。

set zws_install_dir=ZWS_installation_path

ZENworks Web Serverのインストールパスを取得するには

1 REGEDITを起動します。

2 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSで、ZWSPath属性の値を読み取ります。

1150: Unable to add ZENworks Web Server entry to the load script on server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、次のエントリをロードスクリプトに追加します。

invclst:\zenworks\zfs.ncf

このエラーは、インストールプログラムが、指定されたエントリをロードスクリプト
に追加できない場合に発生します。

解決法 : ロードスクリプトに次のエントリを追加します。

SEARCH ADD zws_installation_path

invclst:\zenworks\zfs.ncf

1151: Unable to add ZENworks Web Server entry to the unload script on server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、次のエントリをアンロードスクリプトに追加します。

java -killzfsexit

このエラーは、インストールプログラムが、指定されたエントリをアンロードスクリ
プトに追加できない場合に発生します。

解決法 : 指定のエントリを、アンロードスクリプトのエントリ del secondary ipaddressの前に
追加します。

1153: Unable to add Inventory entries to the password.txt file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大 
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説明 : インストールプログラムは、次のエントリで ZENworks Web Serverのインストールディ
レクトリに password.txtファイルを作成します。

inventory=novell

可能な起因 : password.txtファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 (条件付き )password.txtが存在しない場合は、ZENworks Web Serverインストー
ルディレクトリに作成します。

2 ファイルに次のエントリを追加します。

inventory=novell

1154: Unable to add the password.txt file path entry to zws.properties file on the server 
server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムは、次のエントリを
ZENworks_Web_Server_installation_directory\zws.propertiesファイルに追加します。

passwordFile=path_of_password.txt

このエラーは、インストールプログラムがこのエントリで zws.propertiesファイルを
作成できなかった場合に発生します。

可能な起因 : zws.propertiesファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 (条件付き )zws.propertiesが存在しない場合は、ZENworks Web Serverインス
トールディレクトリに作成します。

2 ファイルに次のエントリを追加します。

passwordFile=path_of_password.txt

1156: Unable to add the SSL entry to filename file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストール時に SSLの設定を選択した場合、インストールプログラムは、
directory.propertiesファイルに次のエントリを追加します。

ssl=true

SSLの設定を選択しなかった場合は、次のエントリが directory.propertiesファイル
に追加されます。

ssl = false

このエラーは、インストールプログラムが directory.propertiesファイルに適切なエ
ントリを追加できなかった場合に発生します。

可能な起因 : directory.propertiesファイルに適切なエントリを追加するときに、入力 /出力エ
ラーが発生しました。
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解決法 : 適切なエントリを
inventory_installation_volume\zenworks\inv\server\wminv\properties\directory.
propertiesファイルに追加します。

1157: Unable to modify the LDAP Allow Clear Text Password attribute of the LDAP Group object of 
the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムは、Server Inventoryのインストール中に SSL設定オプショ
ンを選択したかどうかに基づいて、LDAPグループオブジェクトの LDAP Clear Text 
Password属性を trueまたは falseに設定します。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 ConsoleOneで、［LDAP Server］オブジェクトを右クリックし、［Properties］をク
リックします。

2［General］タブで［LDAP Group General］をクリックし、［LDAP Group］フィール
ドの値を読み取ります。

3［Cancel］をクリックします。

4 ConsoleOneで、［LDAP Group］オブジェクトを右クリックし、［Properties］をク
リックします。

5［General］タブの［LDAP Group General］オプションをクリックします。

インストール中に SSLの設定を選択した場合、［Allow Clear Text Passwords］オ
プションを選択します。

1159: entryエントリをファイル filename (サーバ server_name上 )に追加できません

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : zfs.ncf、ted.ncf、zfssrv.cfg、または tedsrv.cfgファイルの classpathを変更して
いるときにエラーが発生しました。

解決法 : 次の操作を行います。 

! NetWareの場合 :

! エラーが zfs.ncfファイルで発生した場合は、
pds_installation_directory\smanager\zfs.ncfファイルを編集して、ENVSET
セクションの最後に次の行を追加します。 

envset 
smclasses=$smclasses;zws_installation_directory\zenwebserverres.jar

envset smclasses=$smclasses 
zws_installation_directory\xmlrpcextres.jar
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! エラーが ted.ncfファイルで発生した場合は、
pds_installation_directory\ted\ted.ncfファイルを編集して、envsetセク
ションの最後に次の行を追加します。

envset 
tedpath=$tedpath;zws_installation_directory\zenwebserverres.jar;

envset 
smclasses=$smclasses;zws_installation_directory\xmlrpcextres.jar

注 : Pds_installation_directoryは、sys:system\zenworks.propertiesファイル内の PDSPATHサ

ブキーの値です。zws_installation_directoryは、sys:\system\zenworks.propertiesファイル

内の zwspathの値です。

! Windowsで、エラーが zfssrv.cfgファイルまたは tedsrv.cfgファイルで発生した場
合は、pds_installation_directory\bin\zfssrv.cfgファイルおよび
pds_installation_directory\bin\tedsrv.cfgファイルを編集して、各ファイルの
最後に次の行を追加します。

classpath=%classpath%;zws_installation_directory\xmlrpcextres.jar;zws_inst
allation_directory\zenwebserverres.jar

注 : Pds_installation_directoryは、hkey_local_machine\software\novell\zenworksの下の pdspath

サブキーの値です。zws_installation_directoryは、hkey_local_machine\software\novell\zenworks

の下の zwspathサブキーの値です。

1160: Unable to replace entry1 with entry2, in the file filename

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Proxy 
Serviceのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : Proxy Serviceの再インストール時に、インストールプログラムは zws.properties
ファイル内のプロキシポート値を新しい値に置換します。このエラーは、インストー
ルプログラムがプロキシポート値を新しい値に置換できない場合に発生します。

解決法 : ZWS_installation_directory\zws.propertiesファイルに、プロキシポートの新しい値
を手動で入力します。

1161: サーバ server_nameでポリシーサービスと配布サービスの以前のインストールが検出されました。イ
ンストールでは Inventory Serviceを自動的に開始できません。ポリシーサービスと配布サービスを開始し
た後、Inventory Serviceを開始してください

ソース : ZENworks Server Management; NetWareサーバおよび Windowsサーバの Standalone 
Preconfiguration

問題の重要度 : 情報

説明 : ZENworks 6.5のインストール時に Standalone Preconfigurationを選択した場合、イ
ンストールプログラムはスタンドアロンサーバの設定を行い、Inventory Serviceおよ
び ZENworks Webサーバサービスを自動的に起動します。ただし、ZENworks 6.5 Server 
Managementのポリシーサービスと配布サービスがすでにインストールされている場合、
ZENworks 6.5インストールプログラムは Inventory Serviceおよび ZENworks Webサー
バサービスを自動的に起動しません。

解決法 : Inventory Serviceを起動する前に、ポリシーサービスと配布サービスを手動で起動す
る必要があります。ポリシーサービスと配布サービスの起動方法に関する詳細につい
ては、ZENworks 6.5 Documentation Webサイト (http://www.novell.com/
documentation/zenworks)を参照してください。 
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1162: サーバ server_nameでインベントリサーバの不完全なインストールが検出されました。インベントリ
サーバを再インストールしてください

ソース : ZENworks Server Management; NetWareサーバおよび Windowsサーバの Standalone 
Preconfiguration

問題の重要度 : 重大

説明 : ZENworks 6.5のインストールプログラムは、ZWSサービスを起動する前に、
zenworks.propertiesファイルで ZWSのパスを検索します。このエラーは、インストー
ルプログラムがこのパスを見つけることができないときに発生します。

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

1163: Unable to start the ZENworks Web Server on server server_name.詳細については、エラーメッ
セージのマニュアルを参照してください

ソース : ZENworks Server Management; NetWareサーバの Standalone Preconfiguration

問題の重要度 : 重大

説明 : ZENworks 6.5のインストールプログラムが ZENworks Webサーバサービスを起動できま
せんでした。

解決法 : サーバ上の sys:\system\zws.ncfファイルを手動で実行します。

1164: サーバ server_nameで Inventory Serviceを開始できません。詳細については、エラーメッセージの
マニュアルを参照してください

ソース : ZENworks Server Management; NetWareサーバの Standalone Preconfiguration

問題の重要度 : 重要

説明 : ZENworks 6.5のインストールプログラムが Inventory Serviceを起動できませんでした。

解決法 : サーバ上の sys:\sytem\startinv.ncfファイルを手動で実行します。

1166: Unable to create zwssearch.ncf file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management; NetWareサーバの Standalone Preconfiguration

問題の重要度 : 重要

説明 : ZENworks 6.5のインストールプログラムは、sys:\system\zwssearch.ncfファイルをエ
ントリ SEARCH ADD ZENworks_Web_server_installation path.でサーバ上に作成します。 

解決法 : サーバ上に sys:\system\zwssearch.ncfファイルを手動で作成します。

1167: Unable to add a search path to the ZENworks Web Server on server server_name

ソース : ZENworks Server Management; NetWareサーバでの Server Inventoryまたはプロキシ
サービスのインストール

問題の重要度 : 重要

説明 :  ZENworks 6.5のインストールプログラムが、サーバ上の sys:\system\zwssearch.ncf
ファイルを起動できません。

解決法 : サーバ上の sys:\system\zwssearch.ncfファイルを手動で実行します。これにより、
ZENworks Webサーバに検索パスが自動的に追加されます。
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1168: サーバ server_name上のレジストリにバージョン情報を書き込めません

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバおよび Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : ZENworks 6.5のインストールプログラムが、レジストリにバージョン情報を書き込め
ませんでした。

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1169: ファイル filename (サーバ server_name上 )から以前のインベントリエントリを削除できません

ソース : ZENworks Server Management; NetWareサーバでの Sybaseインベントリデータベース
のインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : ZENworks for Servers 3.xから ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードす
る場合は、ZENworks 6.5のインストールプログラムが ZENworks for Servers 3.xイン
ベントリのエントリを削除します。

このエラーは、ZENworks 6.5のインストールプログラムが ZENworks for Servers 3.x
インベントリのエントリを削除できない場合に発生します。

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1170: Unable to add entries to the zenworks.properties file, on server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : ZENworks 6.5インストールプログラムが、バージョン情報およびインストールパスを
zenworks.propertiesファイルに書き込めませんでした。

解決法 : Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWare
および Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1171: Unable to add the ZENworks Web Server entries to the file filename, on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバおよび Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール 

問題の重要度 : 重大

説明 : このエラーは、インストールプログラムが NetWareおよび Windows用の invenv.ncf
ファイルに ZENworks Web Serverエントリを追加できないときに発生します。

可能な起因 : ファイルを修正しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。
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解決法 : 次の操作を行います。

NetWareで、次のエントリが invenv.ncfファイルにない場合は、次のエントリを追加
します。

envset tmppath=$tmppath;$zws_install_dir\xmlpcextRes.jar

Windowsで、次のエントリが inventory_install_path\wminv\bin\invenv.batファイル
にない場合は、次のエントリを追加します。

tmppath=%tmppath%;%zws_install_dir%\xmlpcextRes.jar

2701: Unable to create the zwsstart.ncf file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management; NetWareサーバでの Server Inventoryまたはプロキシ
サービスのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、ZENworks Webサーバを起動するために
sys:\system\zwsstart.ncfファイルを作成します。このエラーは、インストールプロ
グラムが zwsstart.ncfファイルを作成できないときに発生します。

可能な起因 : zwsstart.ncfファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 ZENworks Web Serverのインストールパスを取得するには、
sys:\system\zenworks.propertiesファイル内の ZWSPathキーの値をメモします。

2 (条件付き )zwsstart.ncfが存在しない場合は、sys:\systemディレクトリに
zwsstart.ncfファイルを作成します。

3 ファイルに次のエントリを追加します。

ZENworks_Web_Server_installation_path\zwsenv.ncf

ZENworks_Web_Server_installation_path\zws\zws.ncf

2702: Unable to remove the entries from the load script on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management; NetWareサーバでの Server Inventoryデータベースまた
はプロキシサービスのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : ZENworks 6.5 Server Managementを ZENworks for Serversまたは ZENworks for 
Desktopsの以前のバージョン上にインストールする場合は、インストールプログラム
がロードスクリプトからエントリを削除します。このエラーは、インストールプログ
ラムがロードスクリプトからエントリを削除できないときに発生します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。 

2703: Unable to remove the entries from the unload script on server server_name

ソース : ZENworks Server Management; NetWareサーバでの Server Inventoryデータベースまた
はプロキシサービスのインストール

問題の重要度 : 重大
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可能な起因 : ZENworks 6.5 Server Managementを ZENworks for Serversまたは ZENworks for 
Desktopsの以前のバージョン上にインストールする場合は、インストールプログラム
がロードスクリプトからエントリを削除します。このエラーは、インストールプログ
ラムがロードスクリプトからエントリを削除できないときに発生します。

解決法 : ConsoleOneを使用して、Unloadスクリプトからエントリ dbsrv8.nlmを削除します。

2704: Unable to append entries to zws.ncf file on the server sever_name

ソース : ZENworks Server Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのインベントリ
サーバまたはプロキシサービスのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : このエラーは、ZENworks 6.5 Server Managementインストールが ZENローダエントリ
を zfs.ncfに追加できないときに発生します。

可能な起因 : zfs.ncfを修正しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : ZENworks 6.5 Server Managementの Inventoryサーバコンポーネント、および
Inventory Proxyサーバコンポーネント (XML Proxy)を再インストールします。詳細に
ついては、61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してくだ
さい。

2707: Unable to create dbconfig.properties file on the server server_name

ソース : ZENworks Server Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのインベントリ
サーバまたはプロキシサービスのインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : このエラーは、インストールプログラムが invenv.ncfファイルに ZENworks Web 
Serverエントリを追加できないときに発生します。

可能な起因 : ファイルを修正しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : invconfig.propertiesファイルが
Inventory_database_volume\zenworks\database\inventoryにあることを確認します。
ファイルがない場合は、次のエントリで手動で作成します。

DBObjectDN=DN of the inventory database object in eDirectory

2708: Unable to assign rights to the directory directory_name on server server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムで scandirディレクトリまたは dictdirディレクトリにアク
セス権を割り当てることができませんでした。

可能な起因 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインしていません。 

解決法 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインします。31 ページの 
｢インストールユーザの権利｣を参照してください。

可能な起因 : インストールプログラムが、Windowsワークステーションまたはサーバから実行されて
いません。

解決法 : Windowsワークステーションまたはサーバに推奨されるワークステーションインストー
ル要件を満たしているかどうかを確認します。40 ページの ｢インストール固有のコン
ピュータの要件｣を参照してください。
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解決法 :  ネットワークが稼動していることを確認します。

解決法 : 次の操作を行います。

1 Inventory Serviceを停止します。

2 scandirディレクトリまたは dictdirディレクトリに権限を割り当てます。

! Scandir:inventory_installation_drive\zenworks\inv\scandirディレクトリ
を "ScanDir"として共有し、作成権をすべてのユーザに割り当てます。

! Dictdir:inventory_installation_drive\zenworks\inv\dictdirディレクトリ
を "DictDir"として共有し、フルアクセス権をすべてのユーザに割り当てます。

3 Inventory Serviceを起動します。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

Error(s) occurred while installing the Inventory Agent on server_name.Reinstall the Inventory 
Agent

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Inventory 
Agentのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : このエラーは、インストールプログラムが、選択したサーバに Inventory Agentをイ
ンストールできない場合に発生します。

解決法 : ターゲットコンピュータに Subscriberがインストールされていることを確認します。
Subscriberがインストールされていない場合は、Subscriberをインストールしてから
Inventory Agentを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWareお
よび Windowsへのインストール｣を参照してください。

可能な起因 : Inventory Agentファイルのコピー先として指定したディレクトリが、他のプロセスに
よってロックされています。

解決法 : ロックを解除し、Inventory Agentを再インストールします。詳細については、61 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : エラーログファイルのエラーコードをチェックして、エラーの詳しい説明を参照して
ください。

Error(s) occurred while installing the Inventory ConsoleOne components on server_name.Reinstall 
the Inventory ConsoleOne components

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : ConsoleOneバージョン 1.3.6がターゲットサーバにインストールされていることを確
認します。詳細については、42 ページの ｢ ConsoleOne 1.3.6のインストール｣を参照
してください。

解決法 : NetWareクラスタサーバにインストール中の場合は、クラスタサーバのすべてのノード
が適切に設定されていることを確認します。

可能な起因 : Inventory Agentファイルのコピー先として指定したディレクトリが、他のプロセスに
よってロックされています。
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解決法 : ディレクトリのロックを解除し、Inventory ConsoleOneコンポーネントを再インス
トールします。

解決法 : エラーログファイルのエラーコードをチェックして、エラーの詳しい説明を参照して
ください。

Error(s) occurred while installing the Inventory database on server_name.Reinstall the Inventory 
database

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : Windowsサーバに ZENworks Server Managementの Server Inventoryをインストール
中、Sybaseデータベースがシャットダウンされません。

解決法 : Sybaseを終了し、インベントリデータベースを再インストールします。

可能な起因 : 他のプロセスがターゲットディレクトリをロックしています。

解決法 : ロックを解除し、インベントリデータベースを再インストールします。インベントリ
データベースの再インストール方法の詳細については、61 ページの ｢ NetWareおよび
Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : NetWareクラスタサーバにインストール中の場合は、クラスタサーバのすべてのノード
が適切に設定されていることを確認します。

解決法 : エラーログファイルのエラーコードをチェックして、エラーの詳しい説明を参照して
ください。

Error(s) occurred while installing the Inventory server on server_name.Reinstall Inventory server

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : NetWareクラスタサーバにインストール中の場合は、クラスタサーバのすべてのノード
が適切に設定されていることを確認します。

解決法 : 再インストール中にこのメッセージが表示される場合、再インストール時に Inventory 
Serviceが実行していないことを確認します。NetWareサーバに再インストールしてい
る場合、JVMがアンロードされていることも確認します。

解決法 : エラーログファイルのエラーコードをチェックして、エラーの詳しい説明を参照して
ください。

Error(s) occurred while installing the proxy server on server_name.Reinstall the Proxy server

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでのプロキシサー
バのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : プロキシサーバを再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWareお
よび Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : NetWareクラスタサーバにインストール中の場合は、クラスタサーバのすべてのノード
が適切に設定されていることを確認します。
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可能な起因 : Proxy Serviceファイルのコピー先として指定したディレクトリが、他のプロセスに
よってロックされています。

解決法 : ディレクトリのロックを解除し、プロキシサービスを再インストールします。プロキ
シサービスの再インストール方法の詳細については、61 ページの ｢ NetWareおよび
Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : エラーログファイルのエラーコードをチェックして、エラーの詳しい説明を参照して
ください。

Some of the Inventory Agent or Inventory Server files are locked during copying files to 
server_name

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 他のアプリケーションがファイルをロックしているか、使用しています。

解決法 : ファイルのロックを解除し、Server Inventoryコンポーネントを再インストールしま
す。Server Inventoryコンポーネントの再インストール方法については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

説明 : 問題が解決しない場合は、サーバを再起動して、Server Inventoryコンポーネントを
再インストールします。Server Inventoryコンポーネントの再インストール方法につい
ては、61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

Unable to copy the file filename

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 他のアプリケーションがファイルをロックしているか、使用しています。

解決法 : 実行中のすべてのプログラムを終了し、Server Inventoryを再インストールします。
Server Inventoryコンポーネントの再インストール方法については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、サーバを再起動します。

Unable to find zfssrv.cfg on server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Inventory Agentのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 指定したサーバでの Policy and Distribution Servicesのインストールに失敗しま
した。

解決法 : Policy and Distribution Servicesと Server Inventoryコンポーネントを再インス
トールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインス
トール｣を参照してください。
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Unable to get the install response filename.Install will now exit

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : 次の手順を実行します。

1 Windowsの \tempディレクトリからすべてのファイルを削除します。

2 実行中のすべてのプログラムを終了します。

3 Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

Unable to load the DLL DLL_name.The install will exit now

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、指定された DLLをロードできません。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 Windowsの \tempディレクトリからすべてのファイルを削除します。

2 ワークステーションを再起動します。

3 Server Inventoryを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

解決法 : 指定された DLLが、ZENworks 6.5 Server Management Program CDの
\zfs\rminv\libs\dllディレクトリに存在することを確認します。ファイルが存在しな
い場合、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

インストール先パスが長すぎます。

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバおよび Windowsサーバでの Server 
Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : インストールパスに指定する文字が 169文字を超えないようにします。

share_name共有を server_name (directory_path)に作成できません

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Server Inventoryのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 共有を作成するコンピュータにアクセスできません。

解決法 : そのコンピュータにアクセスできることを確認します。Pingを実行して、コンピュー
タの接続状態を確認します。

解決法 : Windowsエクスプローラを使用して、そのコンピュータ上の他の共有へのアクセスを試
みます。
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Remote Managementのインストールエラー
次の節では、Remote Managementのインストール中に表示される可能性のあるエラー
メッセージについて詳しく説明します。

Error(s) occurred while installing the Remote Management Agent on 
server_name.Reinstall the Remote Management Agent.

Some of the Remote Management files are locked during copying files to 
server_name

Unable to copy the file filename

Unable to create the password file on server_name.You must manually set the 
password on the server.For more information, see the online ZENworks error 
message documentation at http://www.novell.com/documentation

Unable to create the Remote Management service on server_name.For more 
information, see the online ZENworks error message documentation at http://
www.novell.com/documentation

Unable to find zfssrv.cfg on server_name

Unable to get the install response filename.Install will now exit

Unable to load the DLL DLL_name.The install will exit now

Unable to start the Remote Management service on server_name.For more 
information, see the online ZENworks error message documentation at http://
www.novell.com/documentation

Unable to stop the ZENworks for Servers 2 Remote Management service on 
server_name.For more information, see the online ZENworks error message 
documentation at http://www.novell.com/documentation

Unable to stop the ZfS 3 Remote Management service on server_name.For more 
information, see the online ZENworks error message documentation at http://
www.novell.com/documentation

Error(s) occurred while installing the Remote Management Agent on server_name.Reinstall the Remote 
Management Agent.

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Remote 
Managementのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : NetWareクラスタサーバにインストール中の場合は、クラスタサーバのすべてのノード
が適切に設定されていることを確認します。

可能な起因 : Remote Management Agentファイルのコピー先として指定したディレクトリが、他のプ
ロセスによってロックされています。

解決法 : ディレクトリのロックを解除し、Remote Management Agentを再インストールします。
詳細については、61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照して
ください。

Some of the Remote Management files are locked during copying files to server_name 

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Remote Managementのインストール

問題の重要度 : 情報

説明 : インストール中、Windowsの \systemディレクトリに含まれる一部の Remote 
Managementファイルがロックされています。これは致命的なエラーではありません。
インストールプログラムは、ロックされたファイルをターゲットサーバのレジストリ
に登録し、ロックされたファイルを上書きするための参照用として新しいファイルを
保持します。

解決法 : サーバを再起動します。 
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Unable to copy the file filename

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Remote 
Managementのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 他のアプリケーションがファイルをロックしているか、使用しています。

解決法 : 実行中のすべてのプログラムを終了し、Remote Managementを再インストールします。
詳細については、61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照して
ください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、サーバを再起動します。

Unable to create the password file on server_name.You must manually set the password on the 
server.For more information, see the online ZENworks error message documentation at http://
www.novell.com/documentation 

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Remote Managementのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 管理対象サーバで、パスワードファイルが使用中です。

解決法 : Remote Managementをインストールした後、管理対象サーバで手動でパスワードを設定
します。

管理対象サーバでパスワードを設定するには

1［Remote Management Agent］アイコンを右クリックします。

2［Set Password］をクリックします。

3 パスワードを入力します。

4［OK］をクリックします。

Unable to create the Remote Management service on server_name.For more information, see the online 
ZENworks error message documentation at http://www.novell.com/documentation 

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Remote Managementのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : Novell ZFS Remote Managementサービスが使用できない状態にあります。

解決法 : 管理対象サーバを再起動し、Remote Managementコンポーネントを再インストールしま
す。詳細については、61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照
してください。

Unable to find zfssrv.cfg on server_name

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Remote Managementのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 指定したサーバでの Policy and Distribution Servicesのインストールに失敗しま
した。

解決法 : Policy and Distribution Servicesを再インストールしてから、Remote Managementを
再インストールします。詳細については、61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへの
インストール｣を参照してください。
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Unable to get the install response filename.Install will now exit

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Remote 
Managementのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : 次の手順を実行します。

1 Windowsの \tempディレクトリからすべてのファイルを削除します。

2 実行中のすべてのプログラムを終了します。

3 Remote Managementを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

Unable to load the DLL DLL_name.The install will exit now

ソース : ZENworks Server Management: NetWareサーバまたは Windowsサーバでの Remote 
Managementのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、指定された DLLをロードできません。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 Windowsの \tempディレクトリからすべてのファイルを削除します。

2 ワークステーションを再起動します。

3 Remote Managementを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。 

解決法 : 指定された DLLが、ZENworks 6.5 Server Management Program CDの
\zfs\rminv\libs\dllディレクトリに存在することを確認します。ファイルが存在しな
い場合、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

Unable to start the Remote Management service on server_name.For more information, see the online 
ZENworks error message documentation at http://www.novell.com/documentation 

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Remote Managementのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 管理対象サーバ上にある 1つ以上の Remote Managementファイルが破損しているか、
ファイルが存在しません。

解決法 : 管理対象サーバを再起動し、Remote Managementコンポーネントを再インストールしま
す。詳細については、61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照
してください。

Unable to stop the ZENworks for Servers 2 Remote Management service on server_name.For more 
information, see the online ZENworks error message documentation at http://www.novell.com/
documentation 

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Remote Managementのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : ZENworks for Servers 2の Remote Managementサービスが、指定された時間内にサービ
スコントロールマネージャに応答しません。
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解決法 : 次の手順を実行します。 

1 ZENworks for Servers 2の Remote Managementサービスを停止します。

Windows 2000管理対象サーバの場合、コントロールパネルの［管理ツール］、
［サービス］の順にダブルクリックして、［ZfS 2 Remote Management service］を選
択し、［停止］をクリックします。

2 ZENworks Server Managementの Remote Managementを再インストールします。詳細
については、61 ページの ｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照して
ください。

Unable to stop the ZfS 3 Remote Management service on server_name.For more information, see the 
online ZENworks error message documentation at http://www.novell.com/documentation 

ソース : ZENworks Server Management: Windowsサーバでの Remote Managementのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : ZENworks 6.5 Remote Managementサービスが、指定された時間内にサービスコント
ロールマネージャに応答しません。

解決法 : 次の手順を実行します。 

1 Remote Managementサービスを停止します。

Windows 2000管理対象サーバの場合、コントロールパネルから［管理ツール］、
［サービス］の順にダブルクリックして、［Novell ZFS Remote Management Agent］
を選択し、［停止］をクリックします。

2 Remote Managementを再インストールします。詳細については、61 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsへのインストール｣を参照してください。

Management and Monitoring Servicesのインストールエラー

Management and Monitoring Servicesコンポーネントのインストールに失敗した場合、
インストールプログラムにより、ログファイル (mwinssum.wri、instrace.txt、
rbs.ini、および license.ini)にエラーメッセージが記録されます。インストールの
最後に表示されるサマリファイルで、これらのログファイルの場所が指定されます。
ログファイルは、お使いのコンピュータの \tempディレクトリにも保存されます。

103: Specified document cannot be selected or deselected

108: Insufficient disk space

112: Specified file cannot be opened

113: Specified file cannot be opened as read-only

115: Specified file cannot be opened as write

136: Unable to allocate memory

103: Specified document cannot be selected or deselected

ソース : ZENworks Server Management: Management and Monitoring Servicesのインストール 

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 現在選択されているコンポーネントで必要とされるコンポーネントの選択または選択
解除を実行するために ComponentSelectItemが呼び出されました。 

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。
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108: Insufficient disk space

ソース : ZENworks Server Management: Management and Monitoring Servicesのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 対象にするディスクまたはディレクトリに充分な空き容量が存在しないか、TARGETDIR
が無効のためディスク容量を確認できません。または、スクリプトにより定義された
コンポーネントディレクトリが設定されていません。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

112: Specified file cannot be opened

ソース : ZENworks Server Management: Management and Monitoring Servicesのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 指定したファイルまたは data1.cab(または、他のデータ CABファイルの 1つ )内の
ファイルが見つからないか、壊れています。または、未圧縮のデータファイルが CDで
見つかりません。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

113: Specified file cannot be opened as read-only 

ソース : ZENworks Server Management: Management and Monitoring Servicesのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : ファイル data1.cab (または、他のデータ CABファイルの 1つ )が見つからないか、
壊れています。または、圧縮されていないデータファイルが CDで見つかりません。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

115: Specified file cannot be opened as write 

ソース : ZENworks Server Management: Management and Monitoring Servicesのインストール 

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : Potentially Lockedプロパティまたは Sharedプロパティが Yesに設定されていない
ファイルグループに属している、ロックされたファイルを上書きしようとしました。

可能な起因 : 16ビットセットアップで、長いファイル名が設定されたファイルをインストールしよ
うとしたか、長いパス名が設定されたディレクトリにファイルをインストールしよう
としました。 

可能な起因 : ターゲットディレクトリへのパスが無効です。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

136: Unable to allocate memory 

ソース : ZENworks Server Management: Management and Monitoring Servicesのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : セットアップに利用できるメモリ容量が不足しています。

解決法 : 他のアプリケーションをすべて終了します。

解決法 : セットアップをキャンセルし、システムを再起動してから、セットアップを再開します。
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H XMLRPCのライセンス契約

Novell® ZENworks® Server Managementソフトウェアで使用されているサードパーティ
XMLRPCコードのライセンス契約は次のとおりです。

! 415 ページの ｢ HELMAのライセンス｣

! 416 ページの ｢ John Wilsonのライセンス｣

! 416 ページの ｢ Brett McLaughlin & Jason Hunterのライセンス｣

HELMAのライセンス

Copyright (c) 1999-2001, Hannes Wallnofer (hannes@helma.at).
All rights reserved.

ソース形式およびバイナリ形式での再配布および使用は、修正の有無を問わず、以下
の条件を満たす場合に許可されます。

ソースコードの再配布では、上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保証
の否認が保持される必要があります。

バイナリ形式での再配布では、配布物に付属するドキュメントおよびその他の資料に、
上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保証の否認が複写される必要があ
ります。

このソフトウェアから派生する製品の推薦または宣伝に、Helmaまたはその貢献者の名
称を、書面による事前の明確な許可なく使用することはできません。

このソフトウェアは、Hannes WALLNOFERから「現状のまま」提供されます。商品性、
特定目的への適合性の保証を含む、明示または暗黙によるいかなる保証も行われませ
ん。事由のいかんを問わず、損害発生の原因いかんを問わず、責任の根拠が契約であ
るか厳格責任であるか (過失その他の )不法行為であるかを問わず、HANNES 
WALLNOFERは、仮にそのような損害が発生する可能性を知らされていたとしても、この
ソフトウェアの使用から発生した直接損害、間接損害、偶発的損害、特別損害、懲罰
的損害または結果損害のいずれに対しても (代替品またはサービスの提供、使用機会、
データまたは利益の損失の補償、または業務の中断に対する補償を含め）責任をいっ
さい負いません。
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John Wilsonのライセンス

Copyright (c) 1999, John Wilson (tug@wilson.co.uk).
All rights reserved.

ソース形式およびバイナリ形式での再配布および使用は、修正の有無を問わず、以下
の条件を満たす場合に許可されます。

ソースコードの再配布では、上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保証
の否認が保持される必要があります。

バイナリ形式での再配布では、配布物に付属するドキュメントおよびその他の資料に、
上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保証の否認が複写される必要があ
ります。

このソフトウェアの機能や使用に言及するすべての広告材料には、次の告知を表示す
る必要があります。

この製品には、John Wilsonが開発したソフトウェアが含まれています。このソフト
ウェアから派生する製品の推薦または宣伝に、John Wilsonの名称を、書面による事前
の明確な許可なく使用することはできません。

このソフトウェアは、John Wilsonから「現状のまま」提供されます。商品性、特定目
的への適合性の保証を含む、明示または暗黙によるいかなる保証も行われません。
John Wilsonは、いかなる場合も、このソフトウェアの使用により発生するいかなる直
接損害、間接損害、付随的損害、特別損害、懲罰的損害、または結果的損害 (代用品
または代用サービスの調達、使用、データ、または利益の逸失、業務の中断など )に
対して、その事由を問わず、それが契約責任、厳格責任、または不法行為賠償責任 (
過失責任を含む )のいずれに基づくものであれ、たとえそのような損害の可能性を通
知されていても、責任を負わないものとします。

Brett McLaughlin & Jason Hunterのライセンス

Copyright (C) 2001 Brett McLaughlin & Jason Hunter.
All rights reserved.

ソース形式およびバイナリ形式での再配布および使用は、修正の有無を問わず、以下
の条件を満たす場合に許可されます。

1. ソースコードの再配布では、上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保
証の否認が保持される必要があります。

2. バイナリ形式での再配布では、配布物に付属するドキュメントおよびその他の資料
に、上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保証の否認が複写される必
要があります。

3. このソフトウェアから派生する製品の推薦または宣伝に、「JDOM」の名称を、書面
による事前の許可なく使用することはできません。書面による許可については、
license@jdom.orgにお問い合わせください。

4. JDOM Project Management (pm@jdom.org)からの書面による事前の許可なく、この
ソフトウェアから派生する製品を「JDOM」と呼ぶことや、その名称または名称の一
部に「JDOM」を使用することはできません。
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また、再配布物やソフトウェア自体に付属するエンドユーザドキュメントには、以下
と同等の告知を含めることを要望します (ただし、必須ではありません )。

「この製品には、JDOM Project (http://www.jdom.org/)が開発したソフトウェアが含
まれています。」

テキストで告知する代わりに、ロゴを使用することもできます (http://www.jdom.org/
images/logos)。

このソフトウェアは、「現状のまま」提供されます。商品性、特定目的への適合性の保
証を含む、明示または暗黙によるいかなる保証も行われません。JDOMの作成者または
JDOM Projectの貢献者は、いかなる場合も、このソフトウェアの使用により発生する
いかなる直接損害、間接損害、付随的損害、特別損害、懲罰的損害、または結果的損
害 (代用品または代用サービスの調達、使用、データ、または利益の逸失、業務の中
断など )に対して、その事由を問わず、それが契約責任、厳格責任、または不法行為
賠償責任 (過失責任を含む )のいずれに基づくものであれ、たとえそのような損害の
可能性を通知されていても、責任を負わないものとします。

このソフトウェアは多くの個人から JDOM Projectのために自発的に提供された作品か
ら構成されており、オリジナルは Brett McLaughlin <brett@jdom.org>および Jason 
Hunter <jhunter@jdom.org>によって作成されました。JDOM Projectの詳細について
は、<http://www.jdom.org/>を参照してください。
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I Java 2 Runtime Environmentのライセンス契約

Novell® ZENworks® Server Managementソフトウェアで使用されているサードパーティ
JRE(Java 2 Runtime Environment)コードのライセンス契約は、以下のとおりです。

ソフトウェア配布のための使用許諾 本補足条項の第 4条 (Javaテクノロジーに関する
制約事項 )を含むが、この限りではない本契約の条項を条件として、Sunはお客様に対
し、ソフトウェアを複製および配布する非独占的で譲渡不能な、制限された使用権を、
以下の (i)から (vii)を条件として許諾します。(i)ソフトウェアを完全な状態で修正
せずに (該当する readmeファイルで別途特定されない限り )、お客様のプログラムを
実行することを唯一の目的としてまたお客様のプログラムの一部としてバンドルされ
た状態でのみ頒布すること、(ii)プログラムが重要かつ主要な機能をこのソフトウェ
アに追加すること、(iii)このソフトウェアのコンポーネントを取り替えることを目的
として追加的なソフトウェアを配布しないこと (該当する readmeファイルで別途特定
されない限り )、(iv)このソフトウェアに記載されているいかなる所有権に関するレ
ジェンドまたは通知を削除または変更しないこと、(v)本契約に含まれる条項に従い、
Sunの利益を保護するライセンス契約に準拠してのみこのソフトウェアを配布するこ
と、(vi)プログラムおよびソフトウェアの一部またはすべての使用あるいは配布に起
因した、第三者からのあらゆる請求、裁判、または訴訟に関連して生じるいかなる損
害、経費、義務、調停の金額および /または費用 (弁護士費用を含む )から Sunおよ
びその許諾者を保護および免責することに同意すること、(vii)製品文書 (ハードウェ
アコピーまたは電子文書を問わない )の一部として、または、著作権もしくは所有権
告知ページの一部として、"About"ボックスまたは、このソフトウェアのユーザに見え
るように合理的にデザインされた形態で「本製品は RSA Security, Inc.からライセン
ス付与されたコードを含んでいます。」との一節を含めること、並びに (vii)「IBMか
らライセンス付与されたものは http://oss.software.ibm.com/icu4j/にてご覧いただ
けます。」との一節を含めること。
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J UCD-SNMPおよび NET-SNMPのライセンス契約

Novell® ZENworks® Server Managementで使用されているサードパーティ UCD-SNMPお
よび NET-SNMPコードのライセンス契約は、以下のとおりです。

! 421 ページの ｢ CMU/UCDの著作権に関する通知 (BSD) ｣

! 422 ページの ｢Networks Associates Technology, Incの著作権に関する通知(BSD)｣ 

! 422 ページの ｢ Cambridge Broadband Ltd.の著作権に関する通知 (BSD) ｣

CMU/UCDの著作権に関する通知 (BSD)

Copyright 1989, 1991, 1992 by Carnegie Mellon University 

Derivative Work - 1996, 1998-2000 

Copyright 1996, 1998-2000 The Regents of the University of California

All Rights Reserved

上記の著作権表示がすべての複製に表示され、その著作権表示と本許可告知がサポー
ト文書に表示されており、CMUと The Regents of the University of Californiaの名
前が特定の事前の書面による許可なしで広告または配布に付属する発行物に使われな
い限りにおいて、目的にかかわらず、このソフトウェアおよび文書を、使用、複製、
変更、配布することは無料で許可されます。

CMUおよび The Regents of the University of Californiaは、商品性および適合性の
すべての黙示的な保証を含む、このソフトウェアに関する一切の保証を行いません。
CMUおよび The Regents of the University of Californiaは、いかなる場合も、この
ソフトウェアの使用または実行により発生する、使用機会、データ、利益の損失から
生じるいかなる特別被害、間接被害、結果的被害責任に対して、それが契約であるか、
過失、または不法行為のいずれに基づくものであれ、責任を負わないものとします。
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Networks Associates Technology, Incの著作権に関する通知 (BSD)

Copyright (c) 2001-2002, Networks Associates Technology, Inc

All rights reserved.

ソース形式およびバイナリ形式での再配布および使用は、修正の有無を問わず、以下
の条件を満たす場合に許可されます。

! ソースコードの再配布では、上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保
証の否認が保持される必要があります。

! バイナリ形式での再配布では、配布物に付属するドキュメントおよびその他の資料
に、上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保証の否認が複写される必
要があります。

! このソフトウェアから派生する製品の推薦または宣伝に、Networks Associates 
Technology, Inc.またはその貢献者の名称を、書面による事前の明確な許可なく
使用することはできません。

このソフトウェアは、著作権保持者および貢献者から「現状のまま」提供されます。
商品性、特定目的への適合性の保証を含む、明示または暗黙によるいかなる保証も行
われません。所有権保持者または貢献者は、いかなる場合も、このソフトウェアの使
用により発生するいかなる直接損害、間接損害、付随的損害、特別損害、懲罰的損害、
または結果的損害 (代用品または代用サービスの調達、使用、データ、または利益の
逸失、業務の中断など )に対して、その事由を問わず、それが契約責任、厳格責任、
または不法行為賠償責任 (過失責任を含む )のいずれに基づくものであれ、たとえそ
のような損害の可能性を通知されていても、責任を負わないものとします。

Cambridge Broadband Ltd.の著作権に関する通知 (BSD)

本製品には、Cambridge Broadband Ltd.によって開発されたコードが含まれています。
Copyright (c) 2001-2002, Cambridge Broadband Ltd.All rights reserved.

ソース形式およびバイナリ形式での再配布および使用は、修正の有無を問わず、以下
の条件を満たす場合に許可されます。

! ソースコードの再配布では、上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保
証の否認が保持される必要があります。

! バイナリ形式での再配布では、配布物に付属するドキュメントおよびその他の資料
に、上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保証の否認が複写される必
要があります。

! このソフトウェアから派生する製品の推薦または宣伝に、Cambridge Broadband 
Ltd.の名称を、書面による事前の明確な許可なく使用することはできません。

このソフトウェアは、著作権保持者から「現状のまま」提供されます。商品性、特定
目的への適合性の保証を含む、明示または暗黙によるいかなる保証も行われません。
著作権保持者は、いかなる場合も、このソフトウェアの使用により発生するいかなる
直接損害、間接損害、付随的損害、特別損害、懲罰的損害、または結果的損害 (代用
品または代用サービスの調達、使用、データ、または利益の逸失、業務の中断など )
に対して、その事由を問わず、それが契約責任、厳格責任、または不法行為賠償責任 (
過失責任を含む )のいずれに基づくものであれ、たとえそのような損害の可能性を通
知されていても、責任を負わないものとします。
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K 正規表現の実装に関するライセンス契約

Novell® ZENworks® Server Managementソフトウェアで使用されている、正規表現の実
装に関するサードパーティコードのライセンス契約は、以下のとおりです。

Copyright 1992, 1993, 1994 Henry Spencer. 

All rights reserved.

本ソフトウェアは、American Telephone and Telegraph Companyまたは Regents of the 
University of Californiaのいずれのライセンス規定にも属していません。 

以下に示す制約への準拠を条件に、任意の個人 /団体が、任意のコンピュータシステ
ム上で任意の目的で本ソフトウェアを使用、改変、再配布することを許可します。

1. 作成者は、本ソフトウェアの使用に起因する結果に対し、問題の重大性に関わら
ず、たとえソフトウェアの欠陥によって生じた問題であった場合でも、一切責任を
負いません。

2. 本ソフトウェアの提供元を、明示による主張または省略によって、不正確に伝える
ことを禁止します。ほとんどのユーザはソースをまったく読まないため、提供者へ
のクレジットを資料内に必ず提示してください。

3. 改変されたバージョンは、それと認識できるよう、明確に提示されている必要があ
り、それをオリジナルのソフトウェアであるとして不正確に伝えることを禁止しま
す。ほとんどのユーザはソースをまったく読まないため、提供者へのクレジットを
資料内に必ず提示してください。

4. この告知を削除または変更することはできません。
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L ドキュメントの更新

この節では、Novell® ZENworks® 6.5 Server Managementの最初のリリース以降に、
『インストール』ガイドに加えられたドキュメント内容の変更について説明します。お
使いのドキュメントを最新の状態に更新するために、この情報を役立ててください。

この節で列挙する変更はすべてドキュメントにも反映されているものです。マニュア
ルは、Web上で HTMLと PDFの 2つの形式で提供されています。HTMLおよび PDFドキュ
メントは、ここに示すドキュメントの変更に基づいて最新の状態になっています。

ドキュメントの変更が発行された日付ごとに、更新情報をグループ化しています。日
付の付いた節の中では、ZENworks 6.5 Server Managementの目次に記載されている節
名に基づいて、アルファベット順に変更を示しています。

使用している PDFドキュメントのコピーが最新の内容であるかどうかを確認するには、
PDFドキュメントのタイトルページ、またはタイトルページのすぐ後ろの法的通知の欄
で、発行された日付を参照してください。

ドキュメントは次に示す日付で更新されました。

! 425 ページの ｢ 2004年 2月 11日｣

! 428 ページの ｢ 2004年 11月 24日｣

! 428 ページの ｢ 2004年 9月 2日｣

! 430 ページの ｢ 2004年 7月 28日｣

2004年 2月 11日

次の節が更新されました。変更内容は次のとおりです。

! 準備

! インストール

! アップグレード

! 相互運用性

! アンインストール

! 付録
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準備

この節では次の箇所が変更されました。

インストール

この節では次の箇所が変更されました。

アップグレード

この節では次の箇所が変更されました。

場所 変更

2 章 27 ページの 
｢必要な情報｣

および

32 ページの 
｢ Novell 
eDirectoryの要
件｣

「ZENworks」ツリーの情報が追加されました。この情報は、『ZENworks Desktop 
Management管理ガイド』の付録にも記載されています。ZENworksオブジェク
トに専用のツリーを使用してツリー管理を容易にすることをお勧めしてい
ます。

36 ページの ｢専
用の ZENworksツ
リー｣

専用の ZENworksツリーに関する節が追加されました。また、その節の前後で
2つの節が再構成されました。

5 章 43 ページの 
｢サーバの要件｣

2つのオペレーティングシステム (Novell Open Enterprise Server (OES)と
Citrix* Metaframeへの新しいサポートで、この節が更新されました。

場所 変更

98 ページの 
｢ Policy and 
Distribution 
Services ｣

「ネットワークオペレーティングシステムが混在する環境での Distributorの
設定」節は該当しなくなったため削除しました。ZENworks 6.5 SP1 
Distributorsは、eDirectory 8.xが稼動するサーバ上でのみ有効です。これ
により、eDirectory 8.xの認証ができなかった Distributorサーバの問題が
解決されます。

場所 変更

119 ページの 
｢アップグレー
ド｣

「Interim Release 1」のすべての参照箇所を「Interime Release 2」に置き換
えました。Interime Release 2は、ZENworks for Servers 3.0.2を最低限サ
ポートしたリリースです。

125 ページの 
｢ ZENworks 6.5 
Server Management
の SP1へのアップ
グレード｣

ZENworks 6.5 Server Managementの SP1へのアップグレードについて説明する
ために、この新しい節が追加されました。

145 ページの 
｢ ZENworks 6.5 
Server Management 
Support Pack 1 ｣

ZENworks 6.5 SP1の変更点と新機能について説明したこの新しい節が追加され
ました。
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相互運用性

この節では次の箇所が変更されました。

アンインストール

この節では次の箇所が変更されました。

付録

この節では次の箇所が変更されました。

10 章 151 ページ
の ｢ ZENworks 6.5 
Server Management 
Support Pack 1 ｣

ZENworks 6.5 Server Managementの SP1へのアップグレードについて説明する
ために、この新しい節が追加されました。

この節には、すべての Server Managementコンポーネントを SP1にアップグ
レードするための手順が含まれています。

場所 変更

269 ページの ｢相
互運用性｣

「Interim Release 1」のすべての参照箇所を「Interime Release 2」に置き換
えました。Interime Release 2は、ZENworks for Servers 3.0.2を最低限サ
ポートしたリリースです。

17 章 273 ページ
の ｢インベントリ
の相互運用性｣

Support Pack 1に対する多数の変更で、この節が更新されました。

場所 変更

298 ページの ｢ Web
コンポーネントの
アンインストール｣

iManager 2.0.2の修正と iManager 2.5の新しい手順についてこの節を書き換
えました。

場所 変更

335 ページの ｢ク
ラスタ環境での
ZENworks Server 
Management ｣

Novell Cluster Services環境への Server Inventoryのインストールに関する
情報についてこの節を更新しました。

場所 変更
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2004年 11月 24日

次の節が更新されました。変更内容は次のとおりです。

! アップグレード

! 相互運用性

アップグレード

この節では次の箇所が変更されました。

相互運用性

この節では次の箇所が変更されました。

2004年 9月 2日

次の節が更新されました。変更内容は次のとおりです。

! 準備

! インストール

! 付録

場所 変更

242 ページの 
｢ Server Software 
Packageを使用し
た Server 
Inventoryコン
ポーネントのアッ
プグレード｣

Server Inventoryの説明のために、この節が追加されました。

252 ページの 
｢ Server Software 
Packageを使用し
たアップグレード｣

Remote Managementの説明のために、この節が追加されました。

259 ページの 
｢ Server Software 
Packageを使用し
たアップグレード｣

Management and Monitoring Servicesの説明のために、この節が追加され
ました。

場所 変更

17 章 273 ページ
の ｢インベントリ
の相互運用性｣

次の前提条件が追加されました。 

ZENworks 6.5 Server Managementと ZENworks 6.5 Desktop Managementとが同
一サーバにインストールされている場合、ZENworks 6.5 Server Managementの
Server Inventoryコンポーネントは、ZENworks 6.5 Desktop Managementの
Workstation Inventoryコンポーネントとの間でのみ相互運用できます。
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準備

この節では次の箇所が変更されました。

インストール

この節では次の箇所が変更されました。

付録

この節では次の箇所が変更されました。

場所 変更

33 ページの 
｢ eDirectoryの
バージョンの確認｣

Linuxおよび Solarisで eDirectoryバージョンを決定する方法に関する情報
が追加されました。

34 ページの 
｢ Linuxまたは
Solarisサーバで
の eDirectoryのイ
ンストールまたは
アップグレード｣

Linuxサーバまたは Solarisサーバで eDirectoryをインストールまたはアッ
プグレードする方法を説明するために、この節が追加されました。

42 ページの 
｢ ConsoleOne 1.3.6
のインストール｣

Linuxおよび Solarisが動作するコンピュータに ConsoleOneをインストール
する方法に関する情報が追加されました。

場所 変更

106 ページの ｢
サーバに対するポ
リシーの設定｣

この節は更新されました。

場所 変更

375 ページの 
｢ Server Inventory
のインストールエ
ラー｣

Server Inventoryインストールのエラーメッセージを格納するログファイル
の場所が修正されました。
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2004年 7月 28日

次の節が更新されました。変更内容は次のとおりです。 

場所 変更

375 ページの 
｢ Server Inventory
のインストールエ
ラー｣

この節は新しいエラーメッセージで更新されました。

410 ページの 
｢ Remote 
Managementのイン
ストールエラー｣

この節は新しいエラーメッセージで更新されました。
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